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第十二回那覇市議會（定例會）會議録
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一九五六年六月十一日

午前十時三十三分開議

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

本日の会議を開きます

本日の出席二十五人缺席五人であります

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

御報告申上げる事項が御座います那覇市監査委員から議長宛に一九五六年度一月分、二月分三月分一般会計及び特別会計の例月出納検査報告書二件が参っておりましたので、その写を印刷の上御手元に配付致しましたから御報告申上げます

――― ○ ―――





例月出納検査報告書

一九五六年四月十九日午後二時より三月分一般会計、水道事業特別会計及区画整理特別会計について那覇市役所、出納課に於て出納検査を行い会計諸簿冊及証憑書類を點検致しました處、左記の通り適当に措置せられ相違ないことを確認致します仍って別紙歳入歳出收支計算書添付御報告申上げます。

記

一、出納事務に付いては現金出納簿の各件毎に証憑書類と照合點検した上検算したが内容及帳尻共に相違ありません尚帳尻と現金在高一致し現金在高に付いては銀行預金になっているので通帳點検した處、相違無いことを認めました。

一、不当支出及不正行為全然なし

一、收入面に於ける徴税高に付いては、（主なるもの）

　　市民税一期分八二％弱、二期分（納期三月十五日）二九％、三期三四％（納期五月十五日）固定資産税一期分六一、一％（納期九月三十日）二期分四六、三％（納期十二月三十日）三期分八六％（納期三月三十一日）事業税一期分六三％（納期二月二十四日）二期分〇、三期分〇合計（其他含む）本年度分四一、八％

の通りで例年に比し遜色はないが成績良好とは云えないので督励方を望む

一九五六年四月三十日

那覇市監査委員　儀武息睦

那覇市監査委員　中山興忠

那覇市議会

議長　泉正重殿





１９５６年度　一般会計　３月分　Ｎｏ.１
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１９５６年度　一般会計　３月分　Ｎｏ.２
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１９５６年度　一般会計　１９５６年３月分
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１９５６年度　特別会計水道事業　３月分
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特別会計水道事業　１９５６年度３月分
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１９５６年度　特別会計区画整理事業　１９５６年３月分
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１９５６年度　特別会計区画整理事業　１９５６年３月分
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○議長（泉正重君）

本日の議事日程は印刷の上お手元に配付してありますのでそれによって御報告に代えます。





議事日程第十号

一九五六年六月十一日（月）

午前十時開議

施政方針に対する一般貭疑

――― ○ ―――





・本日の会議に付した事件

施政方針に対する一般貭疑

――― ○ ―――





○議長（泉正重君）

只今から議事に入ります

市長の施政方針に対する一般質疑に入ります

○仲井真元楷君

一九五七年度を迎える議会の当初におきまして市長は施政方針を議会を通じて十一万市民に市政運営のあらましを述べられ市政諸般の面の一大発展と飛躍の念願と決意を示され又日夜那覇市政のため御健斗御盡瘁下さっているその御苦労に感謝申上げる次第でございます私は以下約九項目につきましてお訊ね致したいと思います。さて施政方針の前置きにおきまして八千七百余万円の特別補助はそれ迄一億二千万円余の起債を背負い新しい財源開拓に行き悩んでおりました首都建設事業の前途に大きな光明を投げたと申しても過言ではありませんと述べておられますが八千七百万円の補助金を貰ったそのこと自体は喜ばしいことと存じますが一億二千万円の起債を背負い新しい財源の開拓が行き悩んでいたということは今から都市計画事業を続けて行くという時に何かしら一種の悲鳴をあげているような感じが致しまして二十億も要すると言われる都市計画の前途に少からん不安と暗黒と失望の感を与えられたようでありまして当間市長の任期があと十七ヵ月位しかないのにこのような財源に対する確たる見通しがつかないで都市計画事業を推進されては市長の政治的信念が疑わしくなり都市計画が將来に聊か懸念を抱くものであります然し乍ら八千七百万円の補助金によって首都建設事業の前途に大きな光明を投げたということは那覇市の首都建設事業に対しては八千七百万円を筆頭に一九五七年度においても或は五八年度においても次々に補助金が貰える可能性が出来たということで前途に光明を投げたというのであるか、それとも沙漠でオアシスを発見したように一時の行き悩んでいる道程において一時凌ぎの天与の恵みに喜んでいるというのであるか、今後首都建設事業に対する補助金について民政府の見通しにつきましてお伺い致したいと思います

○市長（当間重剛君）

那覇市の財政の前途につきましては決して楽觀致しておりませんそういった意味において私はいったのであります然し乍ら仰せの通り今我々の或る意味においては思いつきということが言えるかも知れませんが或る意味においては大きな理想ということもいえると思います二十億の金を要するということは戰前以上の那覇市を造るという意味において必要だと思うのであります然し乍ら先程申します通りに現在の財政の状況については決して楽觀すべき状態ではないと思っております

そういった意味におきまして八千七百万円が一時に補助されたということは前途に大きな希望を持つということはその来た自体が我々の計画の一部を自らの力によって実施することが出来たと同時に首都建設法の実施によりましてまだこれは施行規則が出来ておりませんがー政府が市の都市計画に対する援助がある又私はこの二十億円につきましてはここ暫くはこれを自力でもって完成することは不可能なことだと思っております若し自力でするならば少くとも二十年三十年の期間を要するのじゃないかと考えておるのでありますが、そういった意味から將来例を取りますならば綜合運動場の問題或は公会堂の問題或は市庁舎、こういったものには私在任中は出来る丈努力を致して民政府並びに琉球政府の援助を受ける又必ずしもこれは不可能じゃないような私の感じでありますはっきりしたことは申上げ兼ねますが必ずしも不可能じゃないという風な考え方をもっておるのであります

○仲井真元楷君

次に市政の運営での五つの重点的項目をあげてありますが、先ず第一に首都建設事業の継続的推進という項目でありますが那覇市の都市計画は石川博士の御指導の下に六ヵ年の長い才月を要して来たのでありまして現在首里と小禄を加え、那覇市が形成されており真和志で首里と中断された現在のドーナツ型は確かに過渡的に変型であり早晩、どうせ真和志が合併されると思われるのであります石川博士の御指導の下に樹立された都市計画でもって首都建設事業を継続的にやるのであれば必然的に真和志市との合併問題に対し何らかの方針なり考えなりがあるべきと思います處が市長の施政方針に一言も真和志市との合併問題に触れておりませんがこれについてはどう考えておられるのでありますか　最早真和志との合併は市長の任期中ではやれないと考えておられるのであるか、これらの点をお伺い致します

○市長（当間重剛君）

御存じの通り都市の合併と云うことはなかなか困難であります　從って日本におきましては数年前に町村合併促進法を作りまして或る意味において強制的意味を含ました法律が出来ておるのであります幸い現在立法院におきまして市町村合併促進法の提案がなされておりましてこの促進法を適用することによってこれは出来るのじゃないかという風に考えております　そうすればこの法律によりましてそうしたことが十分出来るという見通しを私はもっておるのでありまして、そう云った意味で特に施政方針には謳ってないのであります

これは私就任当時からの懸案でありまして改めて申上げることもないと思っておるのであります

○仲井真元楷君

那覇市が眞に琉球の首都という名に恥じない整然とした住み良い便利な都市として再現されるでありましょうと云うておられますが既に出来上がった市街地の都市計画については五七年度において綿密な調査をして計画を立案するということでございますが都市計画というのは將来のための都市を造ることではなくして都市計画は飽く迄も常に現在のための現在の市民のために最も良い那覇市を造ることでなければならないと思うのであります　現在の市民の生活を第二義的にもって行く都市計画ならば我々は眞平御免であります

市長の施政方針に謳われた都市計画では衛生上保健上又は保安上憂慮され支障を来すので既成の市街地の改造計画をこれから立案すると云っておられますがそれと今迄の都市計画は多く、誰のためになされ、又誰のためになされたかということになるのであります、そうしますと今迄の都市計画事業の費用の多くが現在の市民の名において起債した金であり然かも億を超える莫大な金額でありまして現在の市民の何％がその生活その環境、つまり市長のいう整然と住みよい便利な那覇市になったのであるか、今こそ我々市民は都市計画に対し市長に強く冷靜な都市計画の反省期にあることを訴えたいのであります。先にも申上げました通り現在市民の我々のためになさるべき都市計画であり乍ら都市計画のために生活を脅かされるような又人間として市民としての犠牲の悲劇を味わうようなことは市民の誰にも与えてはならないことであると思います。曽て壺屋のバス停留所の問題の如き相当数の転廃業者を出し三十軒にも及ぶ空家が出来たが市は附近住民の経済的な又生活上の混乱に目を潰ってしまって来年でなければ建設されないバスターミナルであるに拘らず壺屋神里原の多くの商業者に対し暫定的な措置をも執らなかったということは余りに都市計画のための不当な犠牲であり恐るべき政治の現れであったと考えられるのであります。人の上に人を作らないということが民主主義の理念であり又民主政治の根本でなければならないのであります。世論を無視する政治は専制政治であり、ボス政治であります。市民のための施政の現れである都市計画をはっきり樹立し、実現すべきではなかろうかと思うのでありますが改造計画に対しまする御意見をお伺い致します。從って那覇市の都市計画は私が考えまするに焦土と化した處に新たな都市を造る仕事と都市合併の外部的膨張に対する処置、都市の内部の改造であると思いますが那覇市という都市を現在の市民に適応させるための都市計画である以上遲きに失した以上改造計画案のみを当間市長の置土産としないで速かに立案して事業に移して一日も早く現在の市民の各層に恩恵を与えるということは今日の急務でなければならないのであり、市民に大きな希望と健やかな期待を持たせるのは市長の責任である以上既成市街地の改造計画に対する明確なる御答弁を期待致します。

○市長（当間重剛君）

仰せの通り都市計画については兎も角市の將来というものを考え乍ら現在の市民の福祉も考えなければならないということは事実であります。從って今迄そういう面に注意を怠っていたということは当路者と致しまお詫び申上げなければならないことであります只私市長選挙の時に公約しました通りに旧市街地に入りたいという市民多数の要望はどうしても早く実現しなければならないといったことは当時の公約の通りであります

從いましてその面は幸いに旧市街地の開放並びに区画整理の進行によりまして凡そ目鼻がついた積りでありますが不幸にして財政的な面も関連致しまするし又、技術的な或はそれに関連する事務のエキスパートを多分にもっていなかったということと噛合いまして、同時にこれが施工出来なかったことを非常に残念に思っております。然し乍ら旧市街地におきましても都市計画における道路計画の幹線は大体出来ております。今度実施しようと思いますのでは、その幹線に沿うた處の所謂細部の調査、これは圖上の問題は簡單に片づきますが実測の場合に相当の期間を要すると思うのであります。勿論單に道路丈の問題じゃないのでありましておっしゃる通りに保健衛生面の問題も十分勘案しなければならないと思うのであります。それは幸いにして昨年の正月から施行されました清掃法と相俟ってこれを推進して行かなければならないのでありますが何と申しましても財政的な裏付が決っして楽觀的状勢にあるとは考えておりません。同時に年々の予算におきましても、そういった意味におきまして多分の費用をこれに廻すことの出来なかったのを遺憾に思うのでありますが、本年度は所謂旧市街地でなくしてまだ区画整理地域に指定していない部分については細部の調査をやりたいと考えておりますが、その上に十分なる計画が立案される斯様に考えております。

○仲井真元楷君

次は都市計画事業の中の一つであります靈苑についてお訊ね致します。先の議会で問題になりました点は靈苑設置の土地におきましてその地主と土地売買契約の話合が或る程度進んでおるかどうか、即ち当局案の値段では到底買收不可能であるから靈苑設置はその場所では実現を見ないであろうという意見もありましたが当局は十分自信ある答弁をなしたに拘らず案の定憂慮した通りになり今日場所変更を余儀なくせねばならないことは恐らくこの売買の値段もその一因になったであろうと思います然し乍ら又他にも支障が出て来たのでありましょうが要するに議会に上程する場合に靈苑の肝心要の土地についての確たる見通しを持たないで宛もその敷地が議会で議決されたら間違いない靈苑が建設されるような言分をして遂に支障を来し待望の靈苑設置が執行されないということは当局の余りにも不用意であり自信過多であり自意識過剰である、言葉を換えていうならば議会軽視と看做されないこともなかろうと思うのであります当局案通りの値段で買收出来たならば甚だ結構なことであるが現実に調整出来る價格を示して実現可能な計画を樹立し一日も早く立派な靈苑を建設して欲しい私あの奥武山公園の仮納骨堂に詣って市民の心底からの痛々しい気持はよく知っているのであります靈苑の机上の設置計画に酔わないで土地の所有者とも又眞和志当局とも十分協議の上今度こそ間違いなく設置出来る様期待するのでありますが再び未執行に終ることのないように、今度は必ず靈苑が設置されるように地元側の受入態勢の情報或は当局の自信の程を承りたいのであります

○市長（当間重剛君）

靈園計画地の買收の値段は議会からも警告を受けております、然しながらこれは今年度に執行出来なかった大きな原因は、つまり靈園の予定地の食い違いが主なる理由でありまして買收の問題もさること乍ら予定地が狂ったということが大きな原因をなしております、と申しますのは市の計画しております靈園は或る意味においては靈園と稱するそこには單なる墓というよりは故人の安住の地であると同時にその地の家族がそこに気持よくお詣り出来るという理想的なものの考え方から来たものであります即ち其所は相当の道路もあって広場も出来る、そういった便利の点を余りに重視した関係もあったのでありますが、そういった所謂不用意にこれを議決した誹りは甘んじて受けなければならないのでありますが然しこれは地主との関係でありまして止むを得ないと思います、その土地に関連した別の土地が多分御視察になったと思いますが――真和志市としても地主側としても承諾を得られるような状況になっておりますなお地価につきましては実はこういったものは内緒で交渉が出来て買收の準備が出来ておれば幸いでありますが、そういったことは市町村の立場として簡單に出来ないことでありまして勢い表に出てからの交渉しか出来ないというのは残念なことでありますが、そういった意味で從来もあることでありますが計画が発表されると地価が上がるということに思いを致さなかったのは我々の失態であります、その点はどうぞ御諒承を願いたいと思っているのであります、そういう意味で今迄延びておりますが但し変更された土地につきましては地価というものも或る程度の自信をもっているようでありますので本年度はどうしてもこれを実施することが出来るように努力を払いたいと考えております

○議長（泉正重君）

（午前十時五十分　休憩）

――― ○ ―――

（午前十時五十八分　休憩）

○議長（泉正重君）

再開致します

○仲井真元楷君

次は施政方針の五項目の中の第二項産業の振興についてでありますが市長の施政方針に那覇市の産業形態を見ますと農林水産及びこれに附隨する加工業が二〇％で残り八〇％は商業貿易並びにサービス業等の消費的産業により占められておるとあり又次はこれは他面那覇市の生産業が如何に低調であるかを暗示するのでありますと延べ又生産振興審議委員会を発足させ産業政策の基本方針樹立に資して行きたいと存じますと言っておられる、更に又特産品加工業、農林水産業方面の助長育成に格別の盡力を致したいという特産品、加工業、農林水産方面の生産振興には絶大なる育成援助を惜しまないようであります、もとより生産振興に力を盡すことは当然であり沖縄の経済上の常道でありますでしょうし戦前の家庭での諸種の生産業の盛であったことも併せて考えられるのであります都市の発達は根本的には農林水産業の発達が前程となるでありましょうが那覇市の発展を促進させる直接的な或は積極的な原因は主として商業でありますこの商業の発達がなければ農業経営も水産業も或は工場の出現も出来ないのであります、今日は戦前に比べまして格段の交通機関の発達により、那覇市の商業の発展に拍車がかけられておるのでありまして更に又琉球での政治の中心地であり那覇泊の素晴らしい二つの港をもっていることも商業発達の要因であります從って商業の発展に十分な育成援助を講じ生産業育成についてのお考をお伺い致したいと思います

○市長（当間重剛君）

那覇市は私が申し上げる迄もなく戰前からその持つ立地条件によりまして商業面が発達してきたのであります然し乍ら将来の都市の存り方として、そこに並行すべき生産面の育成ということがどうしても考えられなければならない現在日本に於ける都市合併によりまして多くの農耕地を持った市が現在出来つつあります勿論商業面もさること乍らその面に対する努力によって市の繁栄が更に倍加して行くというようなことは現実に見られることであります然し乍ら現在の市自体のもつ色々の条件はおっしゃる通り商業の育成援助をするその意味におきまして極く卑近な例ではありますが例えは昨年日本から招聘した權威者から商業人の経営についての市唆を与えて貰ったといったことも極く僅かな示唆にしかならないと思いますが、そういったことに対して現在迄やって来たのでありますが我々はそういった意味において商業の育成援助という面には努力を払って行きたいと思うのであります

○仲井真元楷君

次は社会福祉面の向上の處で各種市民体育行事の実施に意を用い同時に総合運動場を設置致すことにより市民に健全娯楽を提供しもってその体位向上に資したいと念願致しておりますとおっしゃっておられますが参考資料として配られましたプリントに那覇市綜合運動場位置図に奥武山と書いて全体に斜線が引かれておりますもう一枚の那覇綜合運動場計画配置図に野球場、グラウンド、テニスコート、プールと一緒に競輪場があり明かに綜合運動場の中に競輪場を含めてあるのであります綜合運動場は健全娯楽であるスポーツを行う場所であり、野球、テニスや陸上競技水上競技と同列に競輪をスポーツとは考えられませんが綜合運動場の計画図の中に競輪場が入っておりまして市民に健全娯楽を提供するために綜合運動場を造ると謳っておるのであるから競輪も又健全娯楽と考えられるのでありましょうが市当局が専決処分という伝家の宝刀を抜いて迄強行した競輪であるが、これを健全娯楽の綜合運動場の中に迄挿入して合理化させるという手段であるかのように思われて甚だ疑問でありますかつて競輪事業の是非の問題では財政のために止むを得ないからということがありました、處が今日では財政問題から一段と飛躍して競輪という賭博のスポーツへの昇格てあり健全なものへのレッテルの貼り替えになったのであります先月の五月十四日の朝日新聞の夕刊は「悶える競輪」と大きな見出しでもって四分の一ページの全段を費して通産省競輪運営審議会が早く止めされることは難しいが相当縮小すべきであると、きつい枠をはめられたと報じており同じく朝日新聞の翌日の朝刊は更に社説に「競輪を全廃せよ」として競輪が博打の奬勵であって地方自治体の行うべきものでないことは余りにも明らかである、而も競輪が家庭生活に暗影を投げ更に犯罪の温床にすらなっている事実も又無視出来ない、平和で健全な社会生活の実現を考える場合に競輪の存在を肯定するような結論は苟くも良識ある限り到底出て来ない筈と思われると論じ又続けて財源の調達の範囲において多くの家庭がこのために生活不安に脅かされていることを忘れるべきではあるまい。更に又競輪の存在によってもっと大きな好ましからざる社会問題が生じておることをを確認すべきであると述べ続けて如何に好ましくない制度であっても一旦存在すればそれによって利益を受ける団体なり個人なりが生まれて来る從って制度の廃止は当然摩擦を伴うが摩擦を恐れて好ましくない制度を何時迄も容認するという態度は社会全体のために妥当でない競輪全廃すべしと社説を掲げておりますなお又サンデー毎日の先月の二十七日号で競輪は縮小よりも廃止が緊急という見出しでもって競輪に対する世論の反撃は随分強いと述べ結局地方財政の弱体が問題になって来るのだが、金が足りないからといって手段を選ばないのでは知恵がなさ過ぎる若しもこれが個人の家庭だったらどうするか金が足りないからといって近所の人を集めて博打をやりそのテラ銭を稼ぐことが許されるだろうか個人に許されないことが公共団体であるという理由で許されるものでないと述べ又競輪が健全（という言葉もおかしいが）になれは人気は落ちて行く人気が落ちて行けば公共団体はその目的を達せられない。既に松江や松本では競輪をやめてしまった大阪の豊中も去年の六月から中止したきりである。先に行けば止められなくなるのが競輪であり競輪廃止は一刻を争う緊急事であると断定しておりましてこれらの報道から見ても決して健全なる娯楽ではないと確信致します。市当局は奥武山のスポーツセンターの計画をなすべきであって競輪場を奥武山から駆逐すべきであります。それにつけても不審に堪えないのは從来那覇市の計画ではスポーツセンターという言葉が使われておりましたが、いつの間にか綜合運動場に変っている而も議案の資料も那覇スポーツセンターと書かれたものが態々綜合運動場とその見出し丈取替えられている。新聞の報道やその他の情報によると株式会社スポーツセンターという競輪を業とする会社が出来ているとのことであるがこの綜合運動場と何の関係があるか尚又これと関連致しまして那覇競輪株式会社と市は契約しましたがその後の競輪事業は一体どうなっておるのでありますか、今迄の経過の全貌を説明して頂きまして綜合運動場との関連或は那覇競輪株式会社の寄附金の処理など詳細に御説明をお願い致します。

○市長（当間重剛君）

奥武山のグラウンドの設置は私は就任前は与儀の試験場が引越した跡にしようという計画があったのでありますがあれよりは奥武山の南部を埋めてこれに運動場を設置する方がいいという考え方をもって来たのであります從って昨年未これを本年度の事業に移したいというのがスポーツ関係者の要望であり又私も市民に公約したものの一つでありますので出来るならば私の在任中にせめて手をつけるなりやりたいといったような考え方で綜合運動場の準備を進めて来たのであります。競輪場がその図面内現れておりますことはこれは現実の問題でありましてつまり先般議会の御承認を得ましてあの土地に競輪場を設置するという計画があったためにあの図面に現われたのでありまして軍にその位置を示したという風に御解釈を願いたいと思うのであります、從って総合運動場の計画は野球場陸上競技場、庭球場それから水泳のプールが主なる計画でありましてそれに夫々のスタンドを設けるというのが計画であります、從って競輪場は競輪場そのものとしては綜合グラウンドに入らないのでありますが然し作ら予定されまする處の競輪場の内部は陸上競技場のサブグラウンド、つまり競技のある場合には本グラウンドは練習に使えない從って練習は他のサブグラウンドでもってしなければならないという意味で或る意味においては綜合グラウンドの一部をなすのでありますが競輪場としては綜合グラウンドではないのであります。そういう意味であの図面に現れておりますが根本的には競輪場も綜合運動場の一部という訳ではないのであります。尚最近競輪場の経営につきまして前に宮良その他の人と契約したのでありますがこれは那覇競輪場会社というのは仮稱でありましてこれは結局株主を募集して株主の意向によってこれは変えられるのであります、私が上京留守中にこうした名稱に変って現在その設立を急いでいるようであります尚この問題につきましては前に市が計画しましたのは全資本を日本の有力者に依存するという考えでありますが然し作ら政府の外資導入委員会におきまして全資本を他に依存する外資に依存するということはいけないというのでこの方針を変えなければならないという立場に至ったのであります、会社としては結局沖縄における資本によってこれを運営して行くという風になった訳でありまして從ってこの会社は所謂株式会社スポーツセンターという名前に変っている訳であります。それと前の計画が競輪場一本であったのをローラースケートとか或はアイススケートとかそういったものもこの会社の事業の中に入れる、それに更に競輪を加えてやるというのがこの会社の現在の目的になっておるのでありましてそういった意味で名前はスポーツセンターとありましたので私は特にこれは綜合運動場と変えなければいけない混同する恐れがあるから変えた方がよかろうという意味で変えたことは事実であります

（「寄附金は」と呼ぶ者あり）

あれはまだ会社を創立しておりませんので・・・

○仲井真元楷君

次は施政方針の中に衛生施設及び清掃の拡充強化を図ることにより我が那覇市を清潔な住み良い都市たらしめるために努力をしているということはよく分りますが清掃法の実施に伴いまして清掃条例が作られましたが塵芥や屎尿の処理を業とするものに一方的な疑惑や不滿或は圧力などがないように衛生強化に円満にして明るい処置を取って貰うよう要請致しまして斯かる不平不満の起るような要因をなす区域の設定の計画実施について当局において如何に用意されているかどうかをお訊ねいたしたいと思います。

（儀武息睦君出席）

○市長（当間重剛君）

昨年清掃法が公布になりまして本年一月からこれが実施されました御存じの通り那覇市内を汲取の車が通っているということは我々の生活に非常に不快を与えるものであります。出来る丈早く急速に汲取ってそして適当にこれを処理するということが所謂法律の建前でなくてもしなければならないのでありまして幸いにして昨年そうした設備を持つ衛生業者が出来ましたそれは政府の社会局とタイアップしまして出来る丈早く全部これに切替えるように処置を講じまして、更に貯留槽に致しましても会社自体で方々に設けて、それを生肥で使わないように浄化してから肥料に使うというような處迄設備を政府の補助によってこれをやって行く從って市としても出来る丈市内からはその馬車のよちよち運ぶものを避けたいという風な考えをもっておるのであります。只現在業者間に多少いざこざがあるようでありますが出来るだけ早くこれを解決して行きたいと斯様に考えております。

○仲井真元楷君

次に四つ目の内政面の刷新及び合理的運営につきましては合併当初の統一予算を実施して職員渾然一体たる団結をもって首都建設その他の諸事業に当って来ておられますが事務の簡素化が十分に実現されておるとは思われないのでありまして總て市民へのサービスは決して著しく向上しているとは申し難いのである首里も小禄も支所としても昨日を十二分に発揮させ那覇市の本庁もともに十分に執行機関として活動させるために内政面の刷新の第一歩として地域に拘泥しないで人事の異動交流を図り清新の風を送るべきだと思います。淀んた水は腐ります　有能な士を適材適所に送り稍々もすれば停滯気味の非難を受けている役所内を眞に溌刺とした役所となし市民の良き執行機関としてサービスの向上に市民に奉仕させる機構改革や人事刷新の意図をもっておられるかどうかお訊ね致します。

○市長（当間重剛君）

市役所内部の刷新ということはこれも度々に申上げていながら十分にそれを果すことが出来なかったことを遺憾に思っております。然し乍ら内部におきましても十分そういった意図をもって進めること丈は勉めておる積りであります。然し乍ら多数の人数でありましてそこに適材適所にない者があるかも知れませんし、又市民へのサービスが足りない分も或はあるかとも思いますがその点は十分我々内部におきまして注意を致しておりますが幸いにそうした面に若しお気付きでありましたならば十分意を体しまして今後刷新に努力を払いたいと斯様に考えております

○仲井真元楷君

最後の五番目の健全財政の堅持ということでありますがこれは那覇市の行政内容とその財源が十分調和が取れていなければ健全財政とは言えないと思いますが合併以来二ヵ年内政面の一元的な運営によりまして行政分量は略々的確に把握されているのであろうと思います從って適正なる税の負担によって行政費の節減を図ることを断乎として強行して貰いたいのであります。税負担を軽くするため行政費を節減する場合は市民はこれに賛成するでありませよう。從ってどの程度の簡素化を行いどの部課を縮小し如何の人員を減らすと具体的に定めて内政面の合理化による経費の節減を図り市民に過重負担を掛けないとする市長の意見には賛意を表するものであります。然らば健全財政確立のため財源の開発に十分なる自信をもっておられるかどうか最後にこの点をお訊ねしたいと思います

○市長（当間重剛君）

先刻の御質問にもお答え申しました通りに市の財政につきましては決して楽観的な考え方をもっておりません只旧市街地の区画整理が済みこれに元の地主なり関係者が移ることによって或る程度安定した見通しがつく時期が早晩来るものだと考えております。経済上の問題もここ当分は一般市民の所得等につきましても一応は安定した形をもって来ると思いますが更に先程申しましたように旧市街地の復興によります處の経済の向上と申しますが市民所得の増加と申しますか、こういった点には相当の見通しはつくと思うのでありますが現在の處は決して楽観すべきものとは考えられんのであります。なお税收入につきましては出来る丈これを緊縮して、今迄大体横這の姿をとって来たのもそのためでありまして、本年度は色々原因があるかも知れませんが、自然増加の傾向にあります。殊に旧市街地に転入することになりますれば所謂不動産の取得税の如きものも早晩増えるものと考えますし、更にバスターミナルそれからポートターミナル等を新設することによりまして税外收入の増えることも凡そ予想がつくのであります。更に旧市街地に於ける市営の市場等も考えられるのでありますがこれには然し大した期待を掛けない方がいいのじゃないかと思っておりますが何れこれを新設する場合に財政計画に從ってやると思いますが大した期待は出来ないのでありますが数カ所に市営の市場を考えております　早晩我々の念頭に出て来なければならないと思いますが、そういった意味で大体税外收入の増えることと、次の社会施設面との関連におきましてこうした面が十分考えなければならないという風に考えております。極力そうした面の才入の増加という方面に努力を払って行きたいと思います。

○宮里敏慶君

今先市長さんは今度新しく出来た株式会社沖縄スポーツセンターと綜合グラウンドは何も関係はないとおっしゃっておりましたが然し株式会社沖縄スポーツセンターの目的は市長さんは競輪とそれに附隨するローラースケートなどをやるということでありましたが私の調査では沖縄スポーツセンターの目的は競技場の賃貸、それから競技場内の売店並びに飲食物の販売ということになっておりますが將来綜合グラウンドが出来た場合に市当局の直営にするか或は株式会社スポーツセンターに委託されるのかその点お伺い致します

○市長（当間重剛君）

綜合グラウンドの管理維持等についてはまだ考えておりません。今の處市の直営という風な考え方でありますが將来沖縄体育協会が公益法人として組織替するようなことが考えられないこともないのであります。そうした場合は或はそういう公益法人にこの管理を委託するということも考えられます。と申しますのは今から二十数年前県営運動場の計画があったのであります。当時の構想としては県が競技場を造って体育協会にその運営を委そうというようなこともあった訳でありますが――將来沖縄体育協会はこれを公益法人に組織替をしなければならないという機運が出て来るものだと信じておりますそういう場合に改めて又考えることが出来るのでありますが現在のところは市の直営の計画であります。

○比嘉朝四郎君

三番議員（仲井真元楷君）が殆んど質問し盡して、だぶるようでありますが、ただ一つ残っておりますのでお聽き致したいと思います。建築行政の地域制設定の問題でありますがこれは去年私達議会の答申を得まして市長が政府に出されて許可になったことはよく承知しておるのでありますが、その後情勢の変化によりましてその地区の大部分の住民が地域制の変更を要望している處があります。特に二ヵ所からは陳情も出ておるのでありますがこれに対する市長の考えを一つお聴かせ願いたいと思います

○市長（当間重剛君）

只今御質疑の通りに旧旭町の住民の方々が重民町に移動する。それからその方々から、あそこは住居地域になっておるが商業地域にして貰いたいそれから桜坂の旧市役所通りあれは商業地域から除しております。牧志大通りに面した部分は入っておりますが、その奥の方つまり旧市役所通りから桜坂の處迄は入っておりません指定しておりません。それから美栄橋地区の方々が今朝見えまして商業地域にしてして呉れというようなことでありました。その原因は大体建築基準法による處の建築制限、つまり住居地域と商業地域とは敷地の坪数と建物の坪数との制限の差があります。つまり商業地域にすれば土地の殆んど全部が建物を建てられる。然し住居地区になると制限があって例えば三十坪の敷地には十二坪しか出来ない。まるまる三十坪近くの建物を造りたいというのが狙いのようであります。然し一面商業地域に指定した處はそういうことはありますが、そこには風俗取締の対象になるものの営業が出来るということが生れて来るのであります。例えば桜坂の旧市役所通りは壺屋小学校に近い所謂文教地区的な立場にある處にこれをやっていいかどうかという問題、更に美栄橋の場合にはあそこには相当の病院が出来ております。その附近に風俗営業取締の対象になるものがあっていいかどうかということなどが検討されねばならないことであります。お医者さんも今日陳情に来ておられましたが差支えないということかも知れませんが根本の狙いとするところは所謂建築基準法によるところの建築制限、この枠を何とかして外して貰いたいということが狙いのようでありますのでこの点十分考慮致しまして再修正すべきものならば新しく商業地域として指定することも差支えないじゃないかと考えております。

○上間長和君

仲井真議員が殆と質疑されましたが本員も二三の点について質したいと思います。さきに市長は真和志市との合併問題につきましてはこの施政方針に触れていないがその解決方法としては市町村合併促進法を適用することによって可能性があると言われておりますが本員は飽く迄も市町村合併は市町村自治体と自治体との意思の問題であってこれを所謂法によって縋って解決しようということは方法としては余り芳しくないと思いますので折角本那覇市議会には合併委員会というのが設置されておりますのでその委員会とも今後十分打合せて頂きまして速やかに解決して頂くよう要望致します。都市計画の中の区画整理事業につきましては市長は旧市内全域に亘って堅実に推進されているという風に謳われておりますが、その裏には換地処分の方法なとで相当の不平不滿の声が聞えますがその点この地主の意思を尊重して民主的に解決する方法はないかどうか、これを御答弁願います。次は要望ですが、これは町名改正について本員は從来首里の名前を残してもらいたいという要望をしましてそのためにこれを書いてあると思って喜んでおります。だがよく見るとこれは区画整理事業に関連したものでありまして、首里の名稱については先にも市長に一任してありますが是非この会期中に首里の名稱を残すよう決めて貰いたいということを要望致します。それから仲井真議員並びに六番議員（宮里敏慶君）の質疑の中にありましたが競輪の問題であります。先の競輪設置の議決は外資導入委員会によって地元負担がないからというので却下されたところがこの那覇競輪会社が先程市長の答弁によりますと株式会社沖縄スポーツセンターという名稱に変っておりますが、その場合に所謂前の議決の内容と今日の沖縄スポーツセンターとは議決の内容が違うのであります。前の議決は有效か適法かということをお伺いしたい、それと沖縄スポーツセンターと綜合運動場との関連はないといっておられるが、実際はこのスポーツセンターの定款の目的を見た場合は、一、各種運動競技及び競輪その他の興行並びに仲介、二、競技場施設の賃貸並びに運営、三、体育に関する書籍並びに冊子の出版販賣、四、物品の販売並びに飲食の営業　五、前各項に関連する一切の事業並びにその運営に必要な投資ということでありますが、本員が考えまする處によると綜合運動場というのは飽く迄も青少年の心身の陶治の場である所謂純粋なるスポーツ精神を昂揚するための綜合グラウンドの設置の目的が稍々もすればこの沖縄スポーツセンター所謂営業化しているスポーツセンター而もそのスポーツセンターは競輪をやっている。こういった所謂不純なるものと精神の昂揚の場であるところの青少年の綜合運動場とこんがらがってしまっては非常に不純じゃないかと思っている訳であります。それで綜合グラウンドと競輪とは関連のないように市運営をやって貰いたい

○市長（当間重剛君）

区画整理による處の換地の問題でありますが、それぞれ主観の違いもありましょうし、又その吏員の落度も必ずしもないとは思っておりません從って地主の希望によっては或る程度正しいと思われる主張の場合にはこれを充分取入れて換地も希望に沿うてやっております只無理な希望が必ずしもないとは限らないのでありますそういった場合には止むなくお断りしておりまするが正しい理由がある場合には出来る丈の希望を容れてやっている状態であります。それから町の名稱は首里の場合は若し全議会が御承認であれば從来仰せのあります通りに那覇市首里何々町ということにしても差支えないという風に考えておりますが今期中に何とか方法をとりたいと考えておりますそれから所謂株式会社スポーツセンターはおっしゃるような会社の構成になっております。只競輪が所謂賭博であるかないかということにつきましてはひとつの主観の相違でありましてこれを必ずしも健全スポーツということはどうかとも思いますが然し競輪は車券を売らない競輪もあり得る訳でありますからその点は株式会社スポーツセンターの経営そのものを見なければはっきりしないのでありますが株式会社スポーツセンターの目的はそういう面、所謂健全娯楽的なスポーツ面を目的とするということは私いえると思います。有效か、無效かについてはよく調べてから後で返事致します

○比嘉朝四郎君

港湾行政のことについて二項目丈お伺い致します。政府は、本年度の予算で港湾施設と致しまして上屋倉庫一棟を建設するようになっております、那覇市の泊港では上屋倉庫は現在倉庫会社が造っておりまして私はこれを公共的性格を帶びる関係上どうしても港湾施設としまして那覇市が保有しなければいけないと考えるものであります將来市はそれを買收する考があるかどうかお伺い致します。

○市長（当間重剛君）

仰せの通り上屋は出来ればその管理者の方で買取った方がいいと思います。那覇埠頭倉庫会社の最初出来る時にもそういった考え方がなかったのでもないのでありますが色々の事情で市財政の関係もありまして会社に造らしておりますが將来事情によっては市において買收しても差支えないじゃないかと考えております

○比嘉朝四郎君

私は予算市会の時毎年お伺いしておるのでありますが泊港の港湾施設の岸壁防舷材が全部浮いてしまってダメになっておるのであります。その侭放って置くと岸壁が崩れてしまって港湾としての機能を失うのじゃないかと懸念するのでありますが港湾施設使用料收入としまして年間九百万円をあげておるのでありますがその支出は港湾費として出ているのが二百二十万円三分の一も港湾施設費に出していないのでありますこれを年次的に予算が厖大にかかるのでありますがーこの防舷材の補修をやって行かなければ最後に使えなくなるものじゃないかと懸念するものでありますがそれに対する市長の考えをお伺い致します。

○市長（当間重剛君）

仰せのように防舷材が痛んでいるようでありますがこれは本年度において修理することになっております只財政上の都合で同時に全部が出来ないということは遺憾でありますが、徐々に年を追うてこれを次々とやって行きたいと思います。その方途につきましても港務所長の方で計画をもっているようでありますが本年度は一部丈をやるという風になっておりますが御趣旨のような防舷装置をしなければならないということは十分承知しておりますそういった意味で御了承願います

○上間長和君

内政面の刷新について二、三要望致します。從来人事の交流は殆ど申訳的に毎年行われるが少数の人員の異動しかやられていない。これを本年度からは相当量を考慮して貰らいたい。二番目は那覇市役所の動態を見た場合には利権があると思われるようなポストに長年間据置きまして交流させない、これは市民に対して疑惑を生じさせますので、これは所謂部内の交流より他の課と課、部と部の交流をお願い致します。三番目に合併に伴いまして両支所の所謂合理的運営という美名に隠れまして支所の弱体化を表している。所謂制度が中央集権化致しまして例えば支所では金銭の支払が遅い、出張旅費は昨年七月から支払われていない物品購入、その他の場合でも一ヵ月待たされるのが普通である。決裁書類が遅過ぎる、そのために非常に市民が迷惑する決裁書類が途中で紛失した場合もあります。もう一つは公道市道沿線の排水口の浚渫除草等のため衛生課を督勵しその完璧を期せられたい、もう一つは支所長の権限拡大、一々物品を買うのにその周辺の店は支所には売らんという状態である十円の物を買っても一々決裁を貰ってからでなければ支払わん、それで非常にあの辺の承認は悲鳴をあげております。出納課はもっと迅速に確実に予算の執行をして貰いたい、一々幾ら残っておるか速やかにやらんもんだから非常に不便です兎に角支所の事務の権限拡大の問題は改めて支所設置の合併に伴って市民が非常に不便を感じておりますので事務の簡素化と並びに支所事務の代決、こういったことを後で条例改正の時に詳しく述べますが兎に角支所の権限を拡大する場合に支所の名稱を区役所に改める意思はないか。これをお伺い致します。

○市長（当間重剛君）

主として人事の刷新の御質疑のように伺いますが私就任以来一年半を越しております、その間数回に亘って異動もやっておりますし、又合併後は旧首里市役所、並びに旧小禄村役所との人事の交流もやっております。只これを大巾にするか、しないかという問題でありますが未だ合併したばかりでありますのでこれを大巾に入替していいがどうも相当研究しなければならないと思いますそういった意味で徐々にこれを行って行きたい更に合併の趣旨である處の人員を減少させるということも今後の問題として考えなければならんことでありますがまだまだその時期じゃないと思っております、徐々にそういった事務的な閑繁を見ましてやって行きたいと思います。なお、支所の権限でありますが大体支所の在り方は市民へのサービス面については出来る丈必要でありますがそう訳山でなく市民へのサービスの問題は本庁で扱ってもいいんじゃないかと思います。具体的な問題は支所設置条例で出ると思いますが今のような例えば物品購入につきまして一々本庁に伺いを立てるということはこれは止むを得ないと思いますと申しますのは委任事項として指定されたのが相当あると思います詳しいことは設置条例の場合にそれぞれの係からお答え申上げると思いますが権限を縮小するということは、つまり市民が直接タッチしない問題については本庁でやって差支えないという風に大体方針を決めて行くべきじゃないか、只合併後まだ日が浅い現在に於きまして、そうすることがいいかどうかは問題でありましてその点につきましては研究する準備をもっておりますので申上げ兼ねますが具体的な事務の取扱を考えた場合相当考慮の余地があると考えます。

○上間長和君

この問題は五十六年度の当初予算に於きましても本員が不便を感じているから支所長の支払限度を設定して貰いたいと要望いたしましたら当局はこれを事ム的に話しあって処置するからという答弁であったので大体五万円以下の支払の限度を設定してその位は出来ると思っておりましたが実際問題としては今迄にそういった話合、一々決裁でもってやる権限はないのです。そこを改めて条例でもう少し強化するように行きたいと思います。

○大山盛幸君

只今二番議員（上間長和君）の言われた支所に関する問題につきまして一言お伺いしたいと思います那覇市事務代決規則の支所長の代決事項の中に第二十、「一廉三万円未満の物品購入修繕賃借、工事請負契約等に関する事項」これが支所長の代決事項のようになっております然し第三条にこの代決事項の二十の項目の三万円未満云々を打消すように予算と関連するものについては関係部課長と合議しなければならないという風に謳ってありまして実際問題として今二番議員が言われたように百円そこそこの物品購入でも一々伺いを出して購入している現状でありますどうしても早急に要るようなものは一応買っておいて後で又金を取って支払うというような現実の状態であります、尚そういう風に支所長の代決事項には沢山あります。特に九番目は傭人の採用解雇、勤ム替給与賞罰に関する事項とありますが果してそれが実行されているかどうか疑問であります。こういうように條例にも謳っておるにも拘らず実際は代決されていない。その問題につきましては特に市町村自治法の百七条の收入役等の職務権限とも関連致しまして検討すべき余地はあると思いますが、本員はこう思います。成るべくならば限度を五万円位にして支所長に十分なる権限を持たせて市民のサービスに寄与させるということもいいと思いますが最低限度において三万円というその項目を生かすならばこれを前渡金制度を設けて貰いたい。一ヵ月なら一ヵ月分三万円以内の前渡金をあげる。そしてその前渡資金を一応支所長権限で決裁で使用させる。そしてその前渡金の精算はこれはどうでも出来ると思う。これは翌月の何日迄以内でもいいし日を決めてそれ迄に精算を支所長から收入役に報告するということになれば前渡金の制度を設けても支障を来さない。收入役の代決ということも間違いないと思いますがこういう制度を早急にやって貰いたいと思いますが、それに対する御意見を承りたいと思います。

○市長（当間重剛君）

法規上の問題は別にして出来るだけ便利なように行くように研究致します。

○新垣善太郎君

大体二番議員、二十番議員、二十八番議員の言われる通りでありますが合併所期の目標に向ってという項目がございますので新市民として合併したが、その後の状況は如何であるかということを特に市長さん方はおききになったことがあるか、或は支所における色んな行事において、市長さん方がお見えになったことが何回あるかということを考えますと結局私共は支所を或る程度強化して合併しない前の村時代よりはよくなっているという旧村民の声を実はききたいのであります。處が合併してから支所の色々な今の二十八番議員がいわれたような金銭面においては非常に不自由する或は旧村の有志が何かと集まる場合にそこに接待する何ものもないというようなことがあっては所謂合併したが為に支所は弱体化して、いろいろ厄介な問題になったというようなことがないように支所の強化につきましては一段と意を用いて頂くようお願いする次第であります。

○議長（泉正重君）

零時を過ぎておりますので晝食のため休憩致します。

（午後零時二分　休憩）

――― ○ ―――





（午後一時五分　再開）

○議長（泉正重君）

再開致します。午前に引続いて市長の施政方針に対する一般貭疑に入ります。

○長嶺将真君

市当局の御苦労に対して謝意を表します。私は三つの点について訊ね致します。一つは真和志市との合併についてであります。眞和志市との合併は両市民の熱望しているところでありますが今尚実現し得ないのは遺憾に思うのであります。然しこれがスムースな促進は市町村合併促進法の立法化によりましてこれを政府が斡旋に当り両市の意見をスムースに纒めて行くことが最も近道でそして早く具体化すると思うのであります。右法案に対しまして市当局はこれが促進方の斡旋を取られましたかどうか或いはその法案が何時頃立法化されるかその見通しについてお伺い致します。第二案は那覇市の市場からの收入は年々四百万円位の收入がありますがこの收入に対して設備の改善は精々に行われておるかどうか、例えば市場内にある便所、給水場の設備が実に不衛生であります。その町の衛生行政は公衆市場を見たらよく分ると言われておりますが、当局はこの設備の改善に対してどの位の熱意があられるかどうか、次の三点は復興途上にある那覇市の街に一つ淋しさを感ずるのがあります。道は立派に舗装されておるますがこれに並行して緑の街路樹の保育が充分になされていないように思われます。折角根がついているあの街路樹も深い谷底からもって来た苗木であるために細くてそれに非常に風に弱いようであります暴風期を控えましてこの手入れをし、そして強化策を図ることが急でないか又、そのことにつきましては市民の協力がなければ出来んじゃないかそういった面に対してこれの強化策があられるかどうか、この三点をお訊ね致します。

○市長（当間重剛君）

真和志市との合併問題につきましては先刻も御貭疑がありましたように直接市理事者同士の折衝はしておりません。先月翁長市長と打合す約束をしておりましたがちょうど議長が不在中でありまして議長がお歸りになりましてからは時間的な余裕がなくて、こちらの都合のいい時にはあちらが都合が悪いといった風でゆっくりそのことについて話合ったことはないのでありますがちょっとした時間に、真和志市の翁長市長としては出来る丈促進法が立法院を通過するのを急いで貰っておるということをお互い話合ったのでありますがまだ立法院に於きましてはこれがはっきりしていないのであります。この促進法の問題は多分真和志市を那覇市に編入した場合に同地域から一応は議員が出ないのでこれを何とかして出来るようにしたいといったような点が問題点だと考えておるのでありますが、この議会中に大体の方針丈決めておくことは出来ると思います。それから現在の平和通りにあります市場でありますがこれは根本的な改造の問題は実は地主側から希望があったのでありますが色々考慮しなければならない問題がありますのでその侭にしてありますが然しあの場所に改造してそれ丈の業者を收容することはちょっと難しいと思うのですつまり改造と同時に道路の巾員を拡げなければならない。勿論立体化して二階三階も造ればいいのでありますが市場の全員を收容することは極めて困難と申上げますのは全員が一階におりたいというのが多いようでありまして、二階、三階に行くものは少い從って現在の業者全部をこれに收容することは改築の場合不可能じゃないかと考えられまして、從ってこれを改造するということは今の處難しいのじゃないかと思いますが、只おっしゃるように衛生施設につきましては非常に遺憾な点があるのであります。これは今年度の予算に於きましても先ず便所の改善ということを計画しております。同時にこの市場管理は業者自体の反省も促して貰わなければならない。例えばあの川に糞尿を排泄するというようなこともちょいちょい聞いております。そういった様な点もありますので十分市民としてこういうことに協力して貰うことによって施設をよくして行くということが考えられるのであります。同時に考えられますことは先刻申しました通りに旧市街地の区画整理が出来ますれば市場の設置が数ヵ所に考えられるということは現在の市場が或る程度分散されるという時期が来ると考えられますのでそういった場合にこれの根本的な改善策を執らねばならんのじゃないかという風に考えられるのであります。三番目の街路樹の問題でありますが御存じの通りに暴風の多い沖縄では街路樹はその附近に建築物が出来ない限り例えば一号線に植えました街路樹もおっしゃるような樹の種類の関係もありますし、又持って来た場所、つまり陽の当らない處の谷間から持って来たためにうまく育たないというような原因もあるかと思いますがこの点は十分考慮致しまして結局適当な街路樹を植えなければならない広さのある街路には街路樹の樹種を考慮致しこれをやって行きたい。なおこれの管理は当然その道路の管理者が管理しなければならないと思いますが、一面その附近におられる市民の街路樹維持について協力が望ましいのであります。それぞれの地区に建物が出来ますならば同時にそういう植樹をする方針を持っておるのであります。都市美から見ましても客観的にというよりは寧ろ主観的にものを批判する人が多いのでありまして例えば御成橋のあの蘇鉄、クバにつきましては絶讃をする人もおるのでありますが又一面拙いという人もおりますが街路樹につきましては一応都市計画課で検討したことがあるそうでありますが、更にこれを検討し直す必要があるじゃないか樹の種類もそうでありますが何處から持って来るかということも一つの考慮すべき点があるのじゃないかと思います。殊に新しく区画整理が出来ました場所につきましては十分考慮致しまして樹苗を育成し、これを植付けて市街美を増したい。今度久茂地川の改修によりましてあの周辺にふさわしい柳なんかを植えたらどうかという話も寄り寄り出ておりますがまだはっきり決っておりませんがそういった方針で現在進んでおります。

○大山盛幸君

二点丈お伺い致します。一つは社会福祉面の向上という施政方針についてですが、その中に失業対策という問題が謳われております。五月末迄に失業登録の申請をするということで各区に失業者の登録の促進の依頼状が参っておりましたが五月末で締切ったと思います。その結果を数字的に発表して貰いたいと思います。それとともに立法院で審議中の失業対策法と相俟って市としてもこの面に一段と拍車を掛けるという風な施政方針でありますが市としてのそれに対する具体的な御計画を承りたいと思います。もう一つは年次有給休暇の件についてであります。勿論この二つの件につきましては市長さんの答弁でなくて部課長からでも宜しうございます。これは役所内の刷新という方面と関連しますのでお訊ね致しますが年次有給休暇は労働基準法の第四十条に規定されておるが市の吏員も当然これに該当しますし、既に実施されておると思います。それで今迄年次有給休暇を与えた延人員それから延日数、それから積立年次有給休暇中二百時間即ち二十五日以上の職員が何人おるか、その人数更に上司特に部課長は部下職員に年次有給休暇について明確な認証を與えて各職員が自分の年次有給休暇の積立が幾らあるということを認識しているかを伺いたいと思います。なお年次有給休暇を法規通り与えた場合に行政事務に支障を来すことがないかそれに対する対策、最後に四十條の第四項即ち退職者に対する規定「労働者が退職する場合において使用者は退職後三十日以内にその労働者の積立年次休暇に対し支拂をしなければならない」という項目がありますが、それに該当して事実支拂った延人員と支給額の總額を承りたいと思います。最後に一つの要望申上げますが今迄真和志市との合併問題が二、三の議員から話されておりますがこの件につきましては真和志市側が非常に合併を要望しているのに対し那覇市が冷淡であるという風に見られている或る人の話によると首里、小禄側が編入したために予算の面でうるさい真和志市が合併したら尚更うるさくなるから待った方がいい或は市長が改選してから合併した方がいいということを那覇市側から話があったということを聞いておりますがこういうつまらん風聞を立てられちゃ市長としても非常に迷惑だと思いますのでその面につきましては先程もおっしゃっておりましたが今会期中にはっきりと真和志の意向を貭してこの面の促進を図るようにお願い致します。先の失業対策の件と年次有給休暇の件についてお訊ね致します。

○市長（当間重剛君）

失業対策の問題につきましては今ははっきりどういう風にということは申上げ兼ますが勢い立法の結果は主として都市地区を中心として考えられることだと想像するのであります。そういった處を十分酌み取ってからでも或は遅くないじゃないかという考えをもっておるのであります。先程御質問の失業対策に関する調査の結果並びに有給休暇につきましては係の部課長からお答え申上げますが市の合併につきましては只今おっしゃるような所謂冗談めいたことは聞いております。然しそれは單なる市民の口さがない話合でしかないと思うのでありますが、そういったようなことは気にする必要はない若しそういうのがあるにしてもそれは止むを得ないのであって私はそれを気にして合併の邪魔になるとは考えておりません。と申しますのは首里と小禄と合併前でも先ず那覇の復興をしてからやったらいいんじゃないかというような市民の声もあった訳でありますが私はそういったことは関係なくして合併を進めなければならないというのが都市合併の行き方でありまして、そうした部分的なことを考える必要は毛頭ないと思っておるからであります。従って真和志市がそういう熱をもっておるならば私は敢て私の在任中であると否とに拘らずこの問題は解決すべきだと考えておりますが然し真和志市の大体の意向は促進法によってやりたいという風に私は承っております、そういった意味でその促進法の公布を出来る丈早くすることによってこの問題は解決するという風に私は考えておる次第であります。

○社会部長（上地安昭君）

失業登録につきましては公共職業安定所長からの照会によりまして各市町村で失業者登録を行うということになっておりますので丁度先月の中頃から登録を始めまして五月一杯で二百十五名という登録になっております。この呼び掛けに対しましては新聞広告なりその他ポスター、又市民の友こういった機関を利用致しまして広く呼びかけている訳でありますこれは別段期限ということは何日迄ということは特に設けてありませんのでこれから引続きましてずっと登録を続けて行きたい、こういう風に考えております。

○総務部長（幸喜克彰君）

只今の二十八番議員（大山盛幸君）の職員に対する年次有給休暇の問題についてどういう方法の取扱をやっているか或は延人員とか日数とかこういった様な御貭問でありますがこれに対して後でよく調査致しましてその数字の問題につきましては後でお答えすることに致します。先ず年次有給休暇につきましてはこれは職員に対しましては労働基準法が出来ましてから十分撤退して職員たるものは十分知悉していると思うのでございますそれによって本人から年次有給休暇が申請された場合は能う限りその权利を重んじまして出来る丈日にちの変更もすることなく本人の申し出を尊重して休暇を与えているということなっておりますが然しこの労働基準法の四項に退職する場合においては使用者は積み立てた有給休暇に対してこの使用者はこれに賃金を支沸いしなければいかん賃金に換算して支払わなければならんという条項のもございますけれども現在の場合はこの事態はありませんが市としては出来る又その期間内に請求を怠らないように权利を首長するように仕向けて行っておりますのでその後遅職と同時に積立の請求ということは今の場合事態は起っておりません、以上お答え致します

○大山盛幸君

先程の失業対策につきましては二百十五名の数字しかまだ記録されていない然しこれは実際の失業者の実態調査を他の機関においてもやっておると思います恐らく失業者が二百名そこらでないということは分るのでありますが特に本庁或は支所を通じて先程市長がおっしゃった通り継続的に登録をする登録することによって特にそれに対する職業斡施をしっかりやって貰いたいと思います只今の年次有給休暇の問題は職員の中にはまだ年次有給休暇というものが那覇市役所でも支給されているということが分らんのもおるかも知れません若しいたとしたら特に部課長は職員に対し法規通りの有給休暇が与えられておるから权利を主張せよと徹底して貰いたい。それと共に特に関係課長に申上げますが申請があった場合にのみこれを受付けるといった場合に年次有給休暇は二百四十時間を越えて積立てを出来ないということは既に二百四十時間を超過しているものが相当あると思う。こういう職員をしっかり、その職員別に有給休暇の一覧表にお作りになって与えられた权限を部下職員が当然貰えるように与えられるべきものは与え、そしてぎゅうぎゅう締めるべきは締めるような緩急宜しさを得る方がいいと思いますので当局も抜かりのないようにして貰いたいことをお願い致します。

○高良清二君

施政方針の中に市長はその内政面の刷新という項において職員の質の向上を図り更に進んで事務の簡素化及び能率化を通じて積極的に市民に対するそのサービスの向上に資して行きたいというような心強い抱負を披歴されておるのであります。處が従来当議会におきまして度々対市民活動について市民室の設置方を強く要望して参ったのであります。處がこの状況たるや何らそこに成果を擧げず市民に対する積極的なるサービスの運営というのが何らそこに結果として現れていないのがその点について新年度においては特に市長は積極的なるサービスの運営ということを謳っておりますがその点について如何なる見通しをもっておられるかその点について承りたいのでありますもう一つ同じく内政面の刷新についてでありますが先程二番議員（上間長和君）やその他の議員からも人事の交流について必要であるというようなことを強調されておるのであります。その点についても必要でありますがその反面吏員の所謂市役所職員の事務能率の増進面においても十分考慮しなければならないと思うのでありますがそれに対する具体的な方針を樹てておられるのか以上の二点をお訊ね致したいのであります

○市長（当間重剛君）

市吏員のモットーとする處の所謂公僕としての現在をはっきりするためにはどうしてもそうした仰せのようなことから考えられるのであります。市民室の問題はこれは昨年来の要望であり実は市長秘書の安次嶺君を東京に研修にやりましたのも所謂向うには都民室がありましてそういう面に携っている訳でありますそこでこれをどういう風にして那覇市の市民室的なものにすべきかということはまだ成案を持っておりませんので今議会にこれを予算にに計上することが出来ませんでしたのを誠に申訳ないと思いますがそれと同時に機構の簡素化ということは能率の増進ということと事務の簡素化ということにならなければならない、そういうことによって人の配置を適当にもって行く、そうすることによって市民室的な或る部面が全て来るのじゃないかという風に考えておるのでありますがまだはっきりした方途は摑んでおりません故、本年度予算には計上出来なかったのでありますが早晩そうしたことを実際に設置するということはそう遠からず出来るのじゃないかと斯様に考えております尚人事の刷新につきましては単なる入替えばかりでなくして例えば東京に出している研修方法もありますし更に庁内におきましてもそれぞれの部課長によりまして若い人達の研修を引続きやっておりそういう意味に於まして知識経験を増すと同時に又適材を適所に置くということは絶えず努力している積りであります外部から或は物足りなさを感じになる處があるかも知れませんが内部の事情も早急にそういうものが出来る場合と出来ない場合もあるようで極めて除々の在り方にしかならないかとも思います内部の事情は直ちにこれを大巾にやるということは出来ないような状況にあることを御諒承願いたいと思うのであります。

○森田孟真君

建築行政についてお伺いしたいと思います現那覇市内特に平和通りとの密集地帶でありますがその辺にはまだ茅葺の家が散在しております家主は勿論の事でありますが周辺住民の方達も防火上の立場からこれの葺き替えを切望しております。處が殆ど割当土地のために地主との契約が出来ない特にその承諾が得られないので非常に困っております。けれども防火上の見地から一日も早く解決が要望され再三に亘って陳情書も提出してありますがそれに対する見通しを承りたい、それと反面に防火上風致上好ましからざる處の建物があのガーブ川の上に建築されております、それは不法建築でないかどうか又今後も次々とこういった建物があの密集地帶に許可されていいかどうかその点についてお伺いしたいと思います。

○建設部長（安次富長昌君）

お答え申上げます茅葺の家屋の問題につきましては以前から陳情も受けておりまして何とかしなければならない危険だということは分っておりますけれども法的にどういった手を打てばいいということが出来ないために今日迄建築課長に検討をして貰っている訳でありますが建築課長としては建築基準法の九条によりましてその九条では保安上の危険であり又は衛生上有害である建築物に対する措置といったような條文がございますので建築委員会にかけて処置したいこういう風に今考えている訳であります。それからガーブ川の上の問題でありまするが、先月二十五日政府の法務局工務工通局、警察局、那覇署それに役所を加えた会議を持ちまして検討したのでありますが政府関係課の意見としては今の處取締る法規がないこれを個人のものと見た場合には事業又は個人のものでありますのでーそうした場合には私権の侵害をしてはいけない、それを準用河川にもって行くためには認定しなければいかん認定するためには借上をしなければいかん、こういったような結論が出たのであります。その時に色々法規を検討して貰い昭和三年かの土木局長の通牒の中に準用河川として認定する条項がありますが約二十項目位ある訳であります。この項目中ただ一つだけ準用河川として取上げられる項目があるのであります。それは總体的に五十戸以上の浸水を来たすもの、来す場合とはっきりある訳であります。この一項目でも準用河川として政府は認定すべきじゃないかとこういう風に一応話を致しまして会議を終わった訳でありますが、現在都市計画課におきまして文書でもって正式に政府に要請するということで今起案させている訳であります以上であります。

○高良清二君

先程から数名の議員から都市合併問題について相当強く觸れているようでありますが、私もその件について少しく触れたいと思ふのであります。又都市合併の件かというように思われるかも知れないがその点お許しを願ってお含み願いたいとこう願うものであります。今迄論じられた都市合併の件は單なる合併という輪郭の一つの方法についてしか言われなかったんじゃないか、むしろそれよりも内部に深く入ってみたいと思うのであります、色々先程から言われておりますので重複する点もありますので改めて諒承願いたいと思います。今年度の施政方針の中に真和志市との合併が少しも触れていないということは市民、否沖縄住民と共に残念に思うものであります。施政方針の中に本年二月の立法第二号をもって首都建設法の公布を見るに至ったのは政府が本格的に首都建設をその重要政策の中の一つとして打出すに至ったことは議員や市民の皆さんと共に誠に御同慶に堪えないという風に市長は前途に明るい抱負を披歴しておるのでありますがこの立法の本意とする處は近き将来真和志市との合併即ち首都としての本来の目標を指しての上になされたことがこの立法の趣旨ではないかと本員は思考するのであります。この立法に当って一部においては小さな異論はあったと聞いておりますが然しこの立法の趣旨が市民の喜びは勿論沖縄の住民皆がこれに対して大きな期待をしている筈でありますというのも後に残されている真和志との合併も当然になされ、そして沖縄の玄関である那覇市の本当に国際都市としての発展を願ってのものだと思うのであります處が市民や住民のかくも大きな期待に反して合併の問題を置き去りにされたということは返す返すも遺憾とするものであって不評を買っておりましたドーナツ合併を早く解消して國際都市那覇市としての形を整え区画整理事業やその他の都計事業と並行して合併の意慾を瞬時も惜んではならないのではないかと考えるのであります。そういう意味に於きまして合併は時間の問題におりますが今般―一昨日ですが―宜野湾村や読谷の水源地開發とか或いは都市がいざ合併の段になってから那覇市の方針と現在の真和志の方針が一致してゐなかった既に手遅れだというようなことにでもなったらそれこそ両市民が迷惑し過重な負担を追わなければならないのではないかと考えるのであります合併という事實は後でもいいから合併の前提たる諸事業の政策、それについては両市とも十分話合ってこれが合併の暁には再び市民にくだらない負担を負わさないように事業計画からでも両方先に話合っておく必要があるのではないかと考えるのであります。それから申上げた場合には本年度の水源開發の問題はそれを前提としての計画を含んでいるものであるかどうかその点について承りたいと考えるのであります。

○市長（当間重剛君）

真和志市との合併問題につきましては大体今迄申上げたのと大差はないのであります。つまり真和志市自体が促進法の立法化された後にこれを形に現そうという趣旨のように私は承知しております。そういったことが解決すれば両議会の意思によりましてこれは何時でも出来ると思っております特別な条件がない限りは法律の規定に從って遺憾なく出来るものと信じておりますなお都市計画事業は御承知の通りに現在の真和志市が計画し事業をする場合、相抵触するようなことはないと考えております。尚水源地の問題でありますが現在那覇市の持っておりますのは昭和八年の計画になっておりましてこれは大体十万内外を目標とした水道の計画であります。從ってその人口の面で人がそれ丈増えたということも原因でありますが更に既設の水源が戰爭によって涸渇したという云うのも大きな原因ではありますので改めて將来のことも考えた場合何とか制限を行わなければならないと考えているのであります。それと同時に水源涵養林の養成と新しい水源地を見出すということでありますがそれは勿論真和志市の給水も將来は―現在でも真和志市に給水しておりますが―將来はこれを全域に及ぶということも考えねばならないと思います幸いに比謝川上流の領域は相当の水量があると見込みを立てておりますので將来そこまで延ばせば十分であるもっとも戦前の水道計画に致しまして十万越した場合にはこれはムルチ、或いは比謝川方面に延ばすような計画を持っていた訳でありましてそれは真和志を合併するというものでなくして当初那覇市丈の計画に致しましてもムルチ若しくは比謝川を水源地として入れるという風な計画であったのであります。真和志市の合併ができるできないには関係なくして水道事業は真和志市にもなされるのであります。もっとも市が別個である場合には市の都合によって部分的にはやれないこともあるかも知れませんが然し合併後に申込があればこれをしなければならないという結果になるのであります。

○照屋正徳君

産業振興に関連しまして小禄の屠場は將来何處かに移されるという風評でございますが、移されるとすればその場所はどこか又何の理由で移されるかお聽きしたいのでございます。その理由、現在の屠場はもっとも具備すべき立地条件が非常に叶っているのであります。即ち業者の住家に最も近くて家畜の管理、検査に便利である交通に便利であるということ、水が豊富にあるということ海辺に近いということ、人里離れた處で非常に衛生的であるということ、以上の点を見ました場合、どういう風な訳で移されるかという疑義を持つものでございます。二番目に社会福祉面に関連しまして汚物貯溜槽についてでございますが首里小禄区域に汚物タンクを五基建設するようになっております。しかしその内二ヶ所は場所が不明である。これは何處に建設されるか、理由としては最も肝心な個所に汚物タンクが指定されていない。これは現在農道改修工事が行われておりますあの袋廻原であります。この畠は小禄で面積が最も大きくて地味が肥沃である又野菜の八十％というものはこの土地から出ているのでございまして那覇市にとりましては重要な生産地であるのでございます。是が非でも向うに指定して頂きたいのでございます次に内政面の刷新についてでございますがこれは二十五番議員（高良清二君）の貭疑と或いは重複するか知りませんが市長は度々事務の簡素化及び公僕精神の発揮等と言われているが戦前より各官庁におきましては口喧しく叫ばれて参りましたが、事務は益々複雑化を辿るのみでございます。尚又公僕精神というものは總て戦前においては美言に終って戦後に於きましてもこの点叫ばれておりましたが、云うのは安く行いは難かしい市長と致しまして如何なる事務面を簡素化するか如何にして公僕精神を具現するかお伺い致します

○市長（当間重剛君）

貴方のおっしゃるのは貯溜槽をもっと小禄に設置して貰いたいと云う事でありますか。

○照屋正徳君

三ヶ所は説明書によって分っておりますが後二ヵ所は何處に造られるか不明でございます。そうして小禄の一番重要な處が抜けているのでありまして現在農道の工事中であります袋廻原、小禄の一番大きな面積を持った非常に野菜の生産地でございますがそこが抜けているのでございます。

○市長（当間重剛君）

そうすると御趣旨は五ヵ所とも小禄に設置して貰いたいと云う御趣旨ですか。

○照屋正徳君

説明書によると二ヶ所小さいタンクが島田原泉原に造られるようになっております、一か所は首里に大きなのか作られるようになっております。二か所はどこに作られるか出来ればもう一か所を小禄に頂けるならばというのが私の趣旨であります。

○市長（当間重剛君）

一番目、屠場の移転の問題については未だはっきりした移転地を考えておりません將来あすこに何時迄おいて良いかどうかという点につきましてはまだ検討されねばならないと思います。と申しますのは現在の位置が那覇港の中のあの漫湖の周辺にありまして將来は奥武山公園も復興しこれからあの個所にも新設の美観地区にするというような考え方が出るだらうと思います。その場合には当然移転問題が出て来るのではないかと思います。そうした場合には結局移転先は何處に持っていくかという問題が出て来る訳ですかこれも現在その予定を持っておりませんが具体的にその問題が出た場合をも予想して考えられますがおっしゃる様に業者の便利を考える必要もありますがこれを市場に近い所に移すと云う事もひとつの条件になるのではないかということも考えられるのであります。從って今直ちに何處へ移した方が良いということはお答えできる様な時機に至っておりません。それから貯溜槽の問題につきましては敷地の関係で御了解を得ている處が三か所ある訳でございます。一か所は山川区、二か所は泉原、島田原、この三か所は決っているということは地主の承諾を得たという程度のことでありまして適当な場所があれば他に替えても差支えないと思います。その他の二か所も候補地はあるそうですか、まだ地主の了解はまだ得ていないそうであります。それから内政面の刷新でありますが先刻申しました通り結局吏員の貭の向上ということは我々は数年来続けておりましてその爲には東京都と契約致し毎年数名の吏員を派遣しており又庁内におきましても先刻申しましたとおりに退庁後色々の方面に時期を換えまして研修させております。そしたら質の向上によって先ず事務の能率を擧げていくそれから今一つ考えられることはこれも一朝一夕に出来ないことではありますが所謂「仍って件の如し」、從来やりつけていた通りやれば一番無難だというものの考え方を切替えまして如何にすれば事務能率の増進がでるきかということは考えていかねばならないのであります依然私ワシントンの裁判所を視察に参りましてあのワシントン全体の裁判所の機構を調べたのでありますが、あれ丈の裁判所の事務機構としては事務局長が一人議長が一人に五名の女の子で事務を処理しておりましてこれには私吃驚しまして色々事情をききました結果それ丈を作り上げるために三ヶ年の日時を要したと云う事であり勿論専門的に研究して窓口、用度方面裁判所の法定の書記とかそういうものは別でありますが、事務的には各局長以下五名、六名の人でやっているというような実際面を見まして非常に吃驚したのであります。そういった意味で我々も根本的にこういう事務の技術をもっと考慮する必要があるのではないかと思いますそれで昨年来秘書の安次嶺君にこれを研究して貰って本年度二月から東京に参りましてそうした面も研究しております然し実際東京都でやっているような能率の増進といったようなやり方が直ちにここに移すにはどういった方法でやれば良いかといったようなことは例えばカード式にするというような方法もあるのでありますがそれと同時に事務能率増進に依る人員の整理という問題も早晩出て来ると思いますがそういうことは口では云易いのでありますが或る程度の時間を籍して頂かなければそれははっきりしたことはできないのでありますただ公僕精神の発揮ということはこれはそれぞれの部下を指導していかねばならないし私自身直接これにタッチして行くといふ事は極めて困難であります勿論各方面からの御注意によりましてその都度注意はしておりますがどうかそういった点はこの議場ばかりでなく平素におきましてもそうした不親切な處があるとか或は又怠慢な處は遠慮なく申し出て頂くならば我々はその線に沿って刷新していきたいと思います。

○久高友敏君

二十七番議員（照屋正徳君）の貭疑に重複するかと思いますが、この屎尿溜の面についてちょっと市長にお尋ねしたいと思います。この屎尿溜については目下那覇市の予算において百万円政府から五十万円の補助を受けまして百五十万円で屎尿溜を作るようになっておりますがこれを小禄、首里の地域に目下作るということになっておりますが、これを予め設置する場合屎尿は九十日後勿論これは当然肥料に使われれるということを前提として考えられる訳でありますが今日迄の肥料の消費料、つまり蔬菜の植付面積、そういったのを勘案して出されたかどうか又二の無菌肥料を使うことによって衛生面の向上が図られるということが考えられる訳でありますが屎尿槽は設置したもののその後において消費し切れない場合、その屎尿溜に折角九十日貯溜された後、それを使うのか割合少い場合には入れる場所に困って勢いそれを川に流し込むとか或いは近効の甘蔗畠の中に或いは那覇市近郊の真和志、豊見城あたりに生の儘売り込む不心得者が出んとも限らない從って衛生面も充分考慮されないと思うがそうした面も十分に考えられて市長が今度新しく出来た所の清掃法に基いて認可されるそれぞれの組合或いは衛生社において市が設置した屎尿溜に般入して頂くかどうかその他非衛生的な行爲をした場合これを取締って貰わなければならない訳でありますがさっき申上げました通り例え貯留槽を設置してもその周辺にこれだけ腐熟した肥料を購入する農家がいるかどうか、又折角市から百万という金額を出してもそれが他の町村にこれを設置すると云う事になった場合、他の町村の農家の育成ということにしかならないそれで是非那覇市内の農家を育成するという意味合からして衛生面は勿論でありますが是非那覇市内に設置さして頂きたい。この他町村に設置される場合それを変更して頂くかどうかという点をここにお尋ねしたい。

○市長（当間重剛君）

今の貯留槽の位置は衛生課で一応そういった面を考慮してやったものと思います或いは地主との関係で交渉がむつかしい場合は時価で買收すると云う事もあると思いますがその点は皆さんで御検討下さる様お願い致します。それから所謂腐熟した肥料が処分できないかということは杞憂だと私は思います。と申しますのは戦前農家が市内に屎尿汲取に来ない御存知の通り我々の子供時代は盆暮には野菜を持って来たものですか、汲取りに来ない、金を出しても汲取りに来ないそれで私日本の各府縣の大体那覇と同じ位の都市を方々巡りまして屎尿の処理状況を調べたことがありますが、少く共十四、五万迄の都市はこの問題で困ったことはなかったのであります。それで那覇市の周辺には畠がないことはない。それで七万足らずの市の屎尿が農村にまわらない筈はないじゃないかということで私歸りまして小禄、豊見城、南風原、眞和志浦添その他の町村長さんに集まって貰ってその話をしたら、いや、それはできるんだというようなことであった。それならばなぜ汲取らないか向うでは忙がしいからというので、それでは市が中に入って斡旋して肥料汲取の業者を作らうというので、川崎市から矢野口という人を連れて来まして屎尿處理の会社を作ってそして数か所に貯留槽を作り農家にこれを買って貰うという處迄話は進だ訳でありますが買って貰う所が翌日見たら既に空っぽになっていたというのが現実であります。そういった意味で現在私の聴く處では腐熟した屎尿であればいくらでも販売できると云うことは事実だと思って居ります。要するに那覇近郊の農村で特に蔬菜をやっているところでは腐熟屎尿は農家は喜んでこれを買っているというのが現状であると思いますのでこれが一杯になって処置に困り捨てなければならないということはないと思います。若しそういう事情があれば市で斡旋するのに吝かでないのであります。

○宮城清三郎君

アメリカから来たプライス調査団アメリカの分科委員会では軍用地の一括払を勧告しております。そうしてこの軍用地問題は沖縄の県民の本当に血の叫びであります。そして更にこの問題について当間那覇市長並びに行政主席、立法院議長或いは三新聞の幹部の方々がモーア副長官の處に呼ばれていっておりますがその席上において当間那覇市長はどういう風に会議をしそれからこれにどういう資格でこの会合において話をやったかそれから向うからどんなことを聞かされたか、それから質疑もあったかこの四つであります。若しこの問題が本当に一括払されて、そして政府と立法院の代表が四原則を提げてアメリカに行っておりますが、現在この四原則が崩れ掛かっておりますが若しこれが完全に崩れた場合住民に大きな影響を与えると思います特に小禄においては二百万坪余りが軍用地であり、國有地を入れて五百万坪の軍用地があります。小禄には現在沢山の農民が農業を続けております。若しこれが一括拂で買上上げられた場合、忽ち那覇市の市民は生活に苦しんで来ます。施設方針に基本産業の育成と云う事を謳っておりますが、この一括拂に依て破滅に瀕し從って建全財政と云うのが完全破減するということに結論はなるが、これについて市長の責任ある答辨をお願い致します。

○市長（当間重剛君）

その日は突然モーア副長官から呼ばれた訳でありまして資格は私は存じません。その当日は新年度予算に伴う各施設を皆さんと一緒に視察するというのでその積りであった訳でありますが、十時前に民政官室迄来て貰いたいというのでいった丈であります。その時は私独り呼ばれているのか他に誰々よばれているのかそれは分らないで十一時になって渉外部にいきましたらかなり多数の人々が来ていることが分ったのであります。そして私は十一時十五分頃民政官室に行って副長官と会いましたがその時の話は新聞に書いてある通りであります。その発表後詳細は分らないがこの通りの電報が来ているからその事実をお伝えするという丈のことでありましてそれから貭疑については法律用語でありますので良く判りませんがフィタイトルはというのは普通いえば「所有権」というようなことになるのでありますがこの「フィタイトル」と云う程度の事しか私は判っておりません又一括払の問題これは四原則でありますがアメリカに代表がいったときに私は垣花の人に対しても沖縄市町村長会で先に地主側渡米使節団の人達も呼んで瀬長浩氏が若し地主の要求する年に九億幾らかの金が一遍に支払われた場合はどうなるかということを話したんですが、そう云ったことで皆困った顔をしていた訳でありますが、そのとき垣花出身の人はひょっとしたら一括払が適正であれば喜ぶのではないかというような答があったことを記憶しております。然し結局この一括払の問題は全住民がこれに反対しておりますので勿論経済的の事情からいえば或いはこれを望む人がないとはいえないということは私想像しております。總てがそうじゃありませんか、今日そういう風な経済上の問題で適正な價格であれば一括払でも良いのではないかということは私想像しておりますが若し財政的な見地から申上げると云う事になりますと詳しい数字は調べた上でなければはっきり申し兼ねますが、その点は十分考慮したいと考えられております。

○島袋嘉順君

十七番議員（宮城清三郎君）の貭疑に続きまして関連しますので貭疑いたしたい。その前に今日の施設方針の貭疑に当る前にこれ迄市の復興のために日夜尽力なさって席のあたたまる間もない程東奔西走して働いております市長に対しては敬意を表しますと共に更に市民の為日夜復興と戦っておられる市職員全員に対しても敬意を表します。只今の市長の御意見によりますと、一括拂は住民の名に於いて反対だがしかし一部には金を貰って喜ぶ人もいるかも知れないという御意見のようでございますけれども、では今朝のタイムスの朝刊でございますけれども市町村長協議会に関する談話として市長は市長村長会の一員として那覇市では一部の人達は喜ぶかも知れないということを市長一人の意見としての雑談がございますかこれが市町村長協議会の意見は那覇市にはそういう人達もいるだらうといった市町村長会の見解でございますかどちらですか。これは只今の市長の答弁が今のお話と似ているのでございますのでそういう疑問を持つ訳です。

○市長（当間重剛君）

市町村長協議会がそういったことを言ったと先刻話しましたがこれは最悪の場合の事をいっているんじゃないでせうか。そこはよく分りませんが、新聞記者がどういう面からそういう事実をとったか分りませんが農村と都市の場合は考え方が違う人があるということは私考えておりますが、先刻申しました通り渡米使節団がいく前に私は垣花出身の地主側に確かめたことがありますので、そういったことが出たのではないかと思います。

○島袋嘉順君

と申しますのはこの経過を見ますと、軍用地問題が非常に重要な問題で全住民の問題として取上げられなければなりませんが、そうしてこの一括払をすると云う事は実質的には土地の買上げであり拂えるかの如く御承知の通り住民大会が開かれてそれから主席外六名の方が代表でアメリカに行かれて一括拂を阻止して来たということになっている。處が実際は向うで二十五億位で売ったらどうかということに対してそれは良いかも知れないということをいった人もいるとかの話である。そうして向うに行って歸って来た連中は一括払を阻止して来たというので住民から英雄扱いされて迎えられておりますがその次に調査団がやって来たそのプライス調査団というのが来て沖縄の軍用地問題に就いていろいろ調査をしていったのでありますが一体何を調査していったかと云いますと結局一括買上げ一括拂と云う結論を出す為の調査に来たのでありますそして問題は既に今迄の前例を破りまして沖縄の政治の前例を破りまして行政主席、立法院更に政府局長の中には辞表を叩き付けている人もいる。こういったことは沖縄の政治界に今迄ないことである。それ位問題が重要でありますそのことについて只今十七番議員（宮城清三郎君）の貭疑に対して一括拂に対して承諾する人もいるかも知れないという御意見のようであるがそこで一体那覇市の市長としてこういう沖縄の領土権の問題をアメリカが勝手に決めて調査して勝手に委員会の進言でどうにもなるのかそういう風なやり方に対して市長はどうお考えになるか、市民の中には間違った考え方で纏まった金が欲しい、この位の金で売って商売でもやらうじゃないかという人もいる。しかし現在の沖縄の立場と一部の人達がそうだからといって總てをそう云う風に見做すと云う事はどうかと思うし結局経済的に逼迫して来る事は明白なる事実でありますこういう場合その一部の人達によく事情を理解してもらえばその人達も一括払反対の運動に参加するかも知れないその辺が那覇市の行政責任者の政治的手腕だと思います。一体この買上げに対してアメリカの発表に対して市長はどういう風にお考えであるか、これは市民に対してもハッキリした考えを知らせなくちゃいけない。又一部の人が俺丈は売っても良いだらうと云う事になりますとこれが次第に拡がって全体の気持もそうなるかも知れないが全体がそういう気持であれば仕方がないと云うお考えであるかその反面市町村長会議でそういうことを審議している。そして總ての人は一括払に対して反対している。これを那覇市の市長としてはどうお考えになるか、それが聞きたいのであります。

○市長（当間重剛君）

先刻も申しました通りこれは所謂市を擧げての世論でありますのでこれに反対意見は持ちません。

○島袋嘉順君

私達もそれに賛成です。所謂反対することに賛成です。又市会としても恐らくそういう態度を取られる筈であります実際先程の十七番議員（宮城清三郎君）のおっしゃった通り二百万坪余りのその土地を小禄の大嶺あたりの土地も入れますと五百万坪の土地になり現在小禄の土地の四分の一に相当しておりますこういう現実に置かれている私達の那覇市の現状に那覇市長が勿論賛成なさるとは私は考えておりません。今の御意見を伺いまして尤もだと思っております。そのことについて今後どういう処置をとって行かれるか一応那覇市の当間市長と呼ばれているからには、矢張りそれ丈重要な立場に居られますので市長として勿論反対であるが、それに対して今後どういう態度をとって行かれるかお聞きしたいと思います。そうすれば市会としての行動もはっきりして来ると思いますのでその点に就いてお伺い致します。

○市長（当間重剛君）

只今の處は先刻申上げた事以外にははっきり申し上げ兼ねます。市会の態度も勿論我々は尊重しなくちゃいけないと思いますが今此處で私一個人の考えを直ちに申上げて良いかどうか・・・

○島袋嘉順君

いや市長としての立場はそれ丈那覇市の考え方は非常に全市町村にも影響を及ぼす訳です。そういった重要な立場から考えて、これは私当間さん一個人の問題ならばお聽きしないんです。市長であるからお聽きするんです。

○市長（当間重剛君）

然し今ここでいうのはどうかと思うんです。

○島袋嘉順君

然し此所は議会ですから十一万市民の市長がその考えを発表する場所になりますから又私達は市民の代表として市長にこういう風に一生懸命に考えておられると云った発表をしなくちゃならない義務があると思います。そういう意味におきまして貴方は市長としての立場から私達は市会議員としての立場から個人としてならお宅で酒でも飲み乍市長にお伺いしますが市民の名において何も当間重剛個人であればお聞きしません

○市長（当間重剛君）

勿論私も市町村長会の一員です從って市町村長協議会と行動を共にするという以外何もないのであります。

○議長（泉正重君）

少し暑さに当てられているようですか十五分程休憩致します。

（午后二時三十分休憩）

――― ― ―――

（午后二時五十分再開）

○議長（泉正重君）

会議を再開致します。では引続き市長の施政方針に対する貭疑に入ります。

○真栄田義晃君

社会福祉と失業対策問題に就いてでありますがこれは先程の大山議員の御質疑と関連すると思いますが、先程大山議員からの質疑で那覇市に一体失業者が何名居るかと云う事に対して当局は調査中であり、又失業登録の呼び掛に就いては新聞、ラジオ或いは市民の友を通じて周知を図り現在迄の失業登録者が二百何十名であると云う事でありましたが、私達はそう云う方法で以ってしては極く一部の者しか掴めないと思います。

我々の手許に入っております資料に依りますと一九五五年六月三十一日現在で那覇市の失業者が二千二百三十名と云う統計が出ております。處で市長はそう施政方針の中でこう云う失業者に対する対策としては政府の方で緊急失業対策を目下立案中であり、これが制定公布される事に依って失業救済の面に一層の拍車が掛られると云う事であります。又現在審議中の失業対策法なる物のその裏付けとして政府から五百万円の補助金を那覇市に與えておりますが、一体これ丈の僅か五百円内外の予算でもって一体どれ丈の失業者が救済出来ると考えて居るのかこの点についてお伺いしたいと思います。それから現在那覇市で救済を要する所謂生活保護法の適用を受けるべき生活困窮者、不具廃疾者がどの位居るかこれに就いてお伺い致します。

○社会部長（上地安昌君）

お答え致します。現在那覇市の被救済者数は總体で千五百九十名であります。これを尚詳しく申上げますと旧那覇市七百六十三人旧首里四百八十一名、旧小祿三百四十六人とこう云う数字になっております。尚失業対策に就きましては市町村の立場と致しましては職業安定法に依りまして政府の政策に対して協力すると云う立場にある訳であります。從いまして市としてやる所の事務そのものは限定されている訳であります。

尤も現在の失業者の数が幾らあると云う事は我々としてもシッカりした所は判らないのでありますがこう云った失業対策を樹立する為に政府に於きましても先程申上げました通り失業登録をやって居る訳であります。尤もその結果現在迄の数は少い訳でありますが。これに就きましては引続き今後も新聞なりラジオ、市民の友とかそう云った機関を通じまして、広く一般にその趣旨の徹底を図りたいと思っております。これは今度の立法院に提案されております。緊急対策法と申しますが、これが公布になればその線に副いまして出来る丈失業対策に力を盡くして行きたいとこう云う風に考えております。

○真栄田義晃君

まだありますよ、緊張失業者対策法として政府から五百万円の補助を貰っておりますが、これ丈でどの位の那覇市の失業者が救えるかどうか・・・・・

○社会部長（上地安昭君）

これはどう云う風な方法で各市町村に割当たかその点ハッキリ致しておりませんが現在迄我々と致しましては政府の労働局と連絡致しまして出来る丈都市地区に補助金を余計に廻して貰いたいと云う要望は致しておりますが・・・・この補助金に就きましては多分何等かの指示があると思いますが日本の例を見ますと土木事業或いは衛生方面の事業をやってこれに失業者を吸收すると云う事になっておりますが日本の例を見ます。土木事業或いは衛生方面の事業をやってこれに失業者を吸収すると云う事になっておりますが、市としても大体そう云う風になると思いますが現在の所ハッキリとお答え出来るような事は何も聞いておりません。

○真栄田義晃君

市政の理事者としては單に街を立派にすると云う事丈ではなく、市民の生活を向上させて行くと云う問題に対しても大きな関心と熱意を持たなければならないと考えております。これは勿論社会福祉の面に於きましても、これは那覇市の自力のみに依ってしては万全は期し難いものでありまして、これは政府の基本的な法の裏付けがなければその実を上げる事は出来ないと云う事は判りますがこれは那覇市の都市計画の面に就いても云える事でありまして、先程市長は那覇市の自力でもってしては都市計画は進め難いその爲には市は積極的に、都市計画、所謂首都建設法の早期立法化を立法院に要請するとこの計画に対しては非常な熱意を見せております。所が社会福祉面には勿論これは根本的には政府の政策に相俟たなければらないと思いますがこれに対して市としては立法の要請と云った面に就いては、都市計画程の積極性が見られないと思います。先程の失業者の実態或いは市営住宅にしても現在の那覇市にどれ丈救済を要する家屋があるかと云った事に対しても当局はハッキリとした数字を示していないのでありますがそう云う市民生活の実態をハッキリ掴んで初めて今後これに対してどうやらなければならないと云う方針も出て来ると思います。所が当局に於いてはそう云う市民生活の実態を掴む諸調査がハッキリ爲されないと云う感じを受けております。こう云う那覇市民の実態を掴む調査が不活溌であると云う事に対してどうして把握出来ないのか。又そう云った事に対して何等かの障害があるのか、或いは当局が調査する熱意がないのか、そこに何等かの障害があればそれに就いてお答え願いたいと思います。

○助役（嘉手納並水君）

お答え致します。市民の生活状態を調査して把握すると云う事は必要でありましてこれは毎年の市民税の調査の場合に各戸毎に調査してあります。そのとき可働者は何名か収入は幾らかと凡ゆる面を調査しておりますが社会課の方ではそれを基礎にし又更に調査をやっており、その方で色々資料を取っている訳であります。

○島袋嘉順君

只今の十六審議員の質疑に関連して補足質疑致したいと思います。実は只今の助役の話では徴税吏員が次の市民税の調査をやるときにやっていると云う話の様でありますが、実際それで具体的にどの程度調査の実績が上げられているかこれは疑問だと思います。又今先の助役のお話は今日新しく聞く話ではなく二ヶ年前から私が前の市会議員のときから聞いておりますが、あれからもう既に二ヶ年以上になりますが、当局は未だにその実態を掴んでいない訳でありますが、その未だに掴め得ないその理由を一つハッキリさせて頂きたいと思います。

○助役（嘉手納並水君）

それでは労務課の方で各戸調査をやった表がございますのでそれを読上げて見ます。先ず可働者の方でこれは男女合計でありますが就業者三万九千二百七十名で、未就業者が二千七十七名で可働者合計が四万一千三百四十七名これは勿論労務関係丈であります。それから非可働者これが十四才以下が四万五千七百六十九名、次に十五才以上の在学者これが八千七百二名、それから病弱者と老衰者これが四千九十八名、それから不具廃疾者これが三百四十四名。家事、従業員者が一万四千五百十六名でその合計が七万三千四百二十九名以上となっております。

○島袋嘉順君

それは何年何月の調査であります。

○助役（嘉手納並水君）

一九五六年三月三十一日現在であります。

○島袋嘉順君

この可働者中未就業者が二千七十二名となっておりますが、これは完全失業者と見て良い訳でありますか。

○助役（嘉手納並水君）

まあそうであります。

○島袋嘉順君

現在の那覇には潜在失業者みたいな方々が沢山居りますが、そう云った方々の実数は掴んでおりませんか。

○助役（嘉手納並水君）

それはまだ掴んでおりません。

○島袋嘉順君

この都市計画事業をやる目的の一つにこれは前の又吉市長現在の当間市長も云っておられましたが、都市計画事業をやる事によって労務者がこれに吸收する事が出来失業救済の意味から云っても一石二鳥であるとおっしゃっておりましたが大体過去一ヶ年間の都市計画事業にこう云った完全失業者が当局の調べによりますと三月三十一日現在で二千七十二名となっております。私が調べた統計によりますと五五年十月三十一日現在で二千二百三十名になっており、勿論その間幾分失業者の変動はありますが、こう云う風に約半年近くの間に失業者はドンドン増えつつありますがあの膨大なる費用を掛けた都市計画事業に那覇市の完全失業者がどの程度吸收されておりますかその点に就いて・・・

○助役（嘉手納並水君）

その点につきましては請負関係の事になりますので調べなければ判りませんが、八千七百万円の工事がまだ七割位残っておりますのでこれにまだ相当数吸收されると思いますが、その数に就きましてはハッキリ判っておりません。

○島袋嘉順君

まだ都市計画に伴う工事が相当残っており、今後もそう云う方面に吸收されるだらうと云うお答えでありますが、私の知って居る範囲内では遺憾なから那覇市の失業者はこう云った方面には吸收されていないのであります。あの牧志道路の工事をやったのは那覇市の失業者ではなく今歸仁の失業者が来てやっております。然し私は何も那覇市の人間でなければならないとは申しませんが何れにしても那覇市の失業者が都市計画事業に配置された数の実態も掴めない潜在失業者の数も判らないと云う事になりますと、一体那覇市には労務行政に対する方針があるのかとその点非常に不満を持っております又一昨年、去年、今年と特に一昨年辺りの労務課の人員を見ますと、今の労務課の人員は相当減っておりますが施政方針に謳われている行政面の簡素化とは労務課の職員を減らす事に依って事務面の簡素化云々と云う事は大きな考え違いだと思います。

現在の労務課は課長を入れても四、五名でありこれ丈で一体どの位の仕事が出来るか実際疑問であります。又現在の那覇市の人口動態を見ますと可働者が四万一千余名もおりその内就業者が三万九千二百七十名で未就業者二千七十七名とありますが就業者の軍作業に行っているのがどの位民間で働いて居るのかどれ丈と云う事は実際調査しようと云う気持があれば直ぐ判る筈でありますが、それを二、三年経過した今日に至っても未だに判らないと云う事は労務行政はもう要らないから人員を減らしても良いだらうと云う非常に間違った事務の簡素化を行っていると思います

つまり労務行政に就いての仕事がないから削っても構わないと云う考えで削られたと思いますがこれはどうかと思いますこれは今の十六番議員（真栄田義晃君）の貭疑に関連して失業問題に就いて申上げましたが、もう一つ申上げたいのは那覇市の家屋は旧那覇市で約一万八千の家屋があり、沢山の人が住んでおりますが、その中には二世帶の人が一軒の狭い家に入っている人達も少くないのであります。こう云ったものを実際調査する事に依って那覇市の実質的な不足住宅数が出て来る訳であります。当局は一体住宅が幾ら不足している那覇市内にはそう云った立場にある住宅がどの位あるかそれも判らない。然し一方では若狭町に市営住宅を作っておりますが、そう云った住宅の不足数も掴め得なければ市営住宅にうまく收容する事は考えられない訳であります。その点何處にその欠陥があるかハッキリして貰いたいと思います　これは何も当局の尻を突つくと云う意味ではなくこう云った失業者は結局パンパンをやらなければならない或いは古金漁りをやらなければならないし、そう云った人達が農村漁村その他凡ゆる方面から那覇に集まって来ており現在の那覇市内にはこう云った人達が溢れており政府の労務行政が間違っている為失業の立場にその儘取残されて結局そこから犯罪が生まれて来るのであります。それにも拘らず当局は競輪をやろうとしており勿論競輪をやると儲かるかも判りませんが、そう云った事は絶対に止めて貰いたいと思います。そしてその根本を為す原因は一体何處にあるか、そして市内に於ける失業者を就業させるにはどうすれば良いかこれは以前からの要求でありますので皆さんと一緒にその欠陥を捜して見たいと思います。そうでないと税金は取立てる一方でその反面市民の利益と云うものは全然考慮されてない傾向の様でありますが、その点市長はどう云う風に考えておられるか、少くともここで那覇市の労務行政を改革する必要はないかこれ迄の労務行政に就いて市長はどうお考えであるかハッキリお聞きしたいと思います。

○市長（当間重剛君）

只今の十二番議員（島袋嘉順君）の御要望に対しましては充分注意致します。或いは数字を纏めればそう云う事も出来るかも判りませんが・・・ハッキリしたお答えが出来ないのを残念に思っておりますが、充分御趣旨には副いたいと思います。

○島袋嘉順君

施政方針の基本的な問題に就いて貭疑したいと思います。施政方針の前書に一九五六年に於ける市政の歩みと云うのがございますが、これは先程の三番議員（仲井真元楷君）の御質疑と或いは重複するかも判りませんが、重複する点は当局の方で取って貰って良いと思います。私がお聞きしたいのは一九五六年度後半期に於いて軍民両政府の格別な御好意により放出された八千七百万円の特別補助金と云うのがございます。この特別補助金でありますが、これは一体政府のどう云う口座から出て来ているのかアメリカ政府からの直接の援助資金か又見返り資金から出て来たのか、その点に就いて直接折衝に当られた責任者からの詳細なる御説明を願いたいと思います。

○市長（当間重剛君）

御貭疑の趣旨がハッキリ判りませんが

○島袋嘉順君

この八千七百万円の特別補助金は最近軍から二億幾らかの全琉市町村に割當になりました補助金の中に入っている分だと思いますが、この那覇市に対する八千七百万円も軍の方から民間に下す場合色々の口座がある訳で、例えばアメリカ政府から直接援助資金をして出る場合と見返り資金として蓄積された金から出る場合とあります。普通公共団体えの補助金は見返り資金から出て来ておりますがこの那覇市に対する八千七百万円はアメリカ政府からの直接の補助金であるか、見返り資金であるか、それからお聞きしたいと思います

○市長（当間重剛君）

確かめておりません。

○島袋嘉順君

私が調べた所によりますと、琉球政府内政局の話では見返り資金から出ていると聞いておりますが市長は御存知ありませんか

○市長（当間重剛君）

存じません

○島袋嘉順君

假にこれを見返り資金であるとすれば私達は一応考えなければいけないと思います。これをアメリカ政府から直接の補助金として貰う場合は話は別でありますがこの見返り資金と云うものの性格は正式に國際法的な立場でガリオヤ物資を持って来てその売上げた額をＢ円にして占領地域或いは後進国に対して放出すると云うのが見返り資金でありまして、それには別に条件は伴わない訳でありますのでそれが那覇市に下りて来たと思います處がこれが見返り資金であるとすれば非常に重要な問題だと思います。然もこの補助を貰う場合相当の条件が付けられておりそれは道路新設河川橋梁等に使う事を条件としており、その金も軍も許可がなければこれを勝手に変更した場合は取上げられると云う事であります。所がこの補助金は見返り資金であり、どうしてそこ迄条件をつけなければならないか私は其所に疑問を抱く訳であります。これを煎じ詰めて考えますと見返り資金であり乍らこの補助金を與える事に依って地方自治体の審議権を束縛すると云う事になるのではないかと思いますが、その点市長はどう云う風にお考えになりますか。

○市長（当間重剛君）

おっしゃる事がはっきり呑み込めませんが、要するに見返り資金であれば条件が付されないと云う事でありますか。

○島袋嘉順君

見返り資金に依る援助は条件が付かないと云うのがその本貭だと思います。そしてその金は琉球に蓄積されており、その金は私達の市長の折衝力に依って貰えたといふ事は一応これは認めます。然しその金には非常に条件が付いており指定された工事以外には使えないと云う事は記録にも載っておりますが、それ迄地方公共団体の審議権をこの見返り資金と云うものは抑えつけなければならない性格のものであるのか、そこがどうも私には判らないものでありますからお聞きする次第であります。

○市長（当間重剛君）

その問題に就きましては私の方では判りません。

○島袋嘉順君

確かめられた事はありませんか

○市長（当間重剛君）

ありません。

○島袋嘉順君

この二億円余りの特別補助金中八千七百万円が那覇市に残り一億二千万円が他の市町村に補助されますがそれを見ますと工務交通局の方え或いは内政局や経済局の方え各市町村から補助申請が爲されており、又その各市町村からの要請に基いて割当られたものと聞いております。所が那覇市えの八千七百万円と云うものは工務交通局からも出ていないしその資料もないと云う事は琉球政府の中に那覇独立政府と云うのがあり市長が直接軍に折衝する事に依って補助が貰えると云う又実際そうなっております。若しそう云う事であれば例えその金が那覇市の復興に大きな力になっても一応市町村自治の性格、自治体の自主権と云うものは尊重されなければいけないと思います、琉球政府の場合は軍が予算を拒否する権限を持っております。併し乍ら市町村にはそれが出来ないのであります。にも拘わらず市町村の決議まで拘束すると云う事になると沖縄には行政権の自主性と云うものがないと云う事になると思います。その点から考えますならばその金が特別補助金にして見返り資金であると云う事実に基づいて考えなければならないのであります今度の八千七百万円の補助は市長の折衝に依って貰い今後も貰えるであろうと云う市長のお言葉でありますが少くとも今後は予算の折衝に対しては予算の獲得に対しては一応議会を通じて更に市町村議会の自主権、自治権と云うものを認めて頂きたいと思いますこの点に就いて市長はどうお考えになっておられるかお伺いしたいと思います。

○市長（当間重剛君）

八千七百万円の使途につきましては一応これは都市計画審議会によって認定されたものであります。大体においては・・・

○島袋嘉順君

一応認定されているということは聞いておりますが那覇市からの折衝に対して個々に金を呉れるという訳でありますか

○市長（当間重剛君）

八千七百万円という金額をきめるのも軍が決めております。

○島袋嘉順君

これは誰がやるのですか。琉球政府とは関係ないのですか、那覇市との直接の関係ということになりますか。

○市長（当間重剛君）

一部は琉球政府に補助申請したものもありますその他の大部分はみんなこれをやるなら補助するというふうに解釈しております。

○島袋嘉順君

琉球の首都が那覇であるということはこれは琉球政府章典に謳われております。それを首都建設法として民で立法されております。それによりますとあの琉球政府章典自体が一つの三権分立によって独立国のような形になっております。その下に市町村自治体というのがあるということを考えておりますがその場合に那覇市が琉球の首都ということを取るならば琉球政府と何の関係なしに予算が行われる政治折衝が行われるということが現在の当局のやり方であり琉球政府を無視しているのではないかと考えます。そういう点についてはどうお考えになるか、明らかに独自の形で貰って来るということになると首都建設法の立案者である琉球政府そのものを無視している否定しいるということになるがそういった点を市長はどう考えるかそこにこれからの都市計画並びに首都建設こういったものが非常に複雑な面をもって現れて来るのではないかと虞れる訳であります。そういった意味において市長はどういうふうに解しておられるかそれを聽きたいのであります私は完全な琉球政府の否定だと思います政府の無視だと見ておりますがその点をはっきりして頂きたいと思います。

○市長（当間重剛君）

その点はどうも口外していいかどうか分りませんし而も或る程度私の想像が入りますのでこの席上でお話し申上げるのはちょっと憚りたいと思います。

○島袋嘉順君

想像を除いて事実丈を話して頂きたいと思います。これは重要な問題であります。琉球政府があり而もその下に市町村自治体があると思います。その公共団体が別途に今那覇独立政府と言われております。誰がいったかは知りませんがさういった風に言われております。市長の想像は要らないと思いますが事実丈を話して頂きたいと思いますそれに依って改善しなければならない所は改善しなければいけないと思います。見返り資金の問題と関連致しますので見返り資金は当然皆んなが取るべきものだと思います。こういった点で意見の喰違いがあれば市の行政は良くゆかないと思います。又当局も財政獲得の爲に努力しており一般の議員の方々も皆んな財政獲得には頭を惱ましております同じ目的に対して議会も当局も正しい予算獲得財政獲得に対して力を集めるのは尤もなことと思いますそう云った意味に於いて意見の喰違い考え方の相違があれば調整しなければならないと思いますその点どうしても明らかにして貰わなければいけないと思います。そこで初めて明るい那覇市の建設が出来ると思います。

○市長（当間重剛君）

若しそれがいけないとすれば結局そういうことはしない方がいいということになりますか

○島袋嘉順君

そう云う事はありません、その辺の事情を話して貰えば私達も納得行くかもしれません　（笑声）

○市長（当間重剛君）

秘密会ということにして口外しないといふならばいいですが

○島袋嘉順君

はい口外しません。

○議長（泉正重君）

秘密会にしますか。

（そういう事は後で個人で聞けば良いですよ）と呼ぶ者あり

○島袋嘉順君

口外してはいけないほど重要な問題があるかどうか

○市長（当間重剛君）

兎に角貴方々が口外することを止めて貰えば・・・

○島袋嘉順君

事実がはっきりすればそれは守ります。

○議長（泉正重君）

これは貭疑ではなく討論に入っておりますが

○島袋嘉順君

これが貭疑にならないで何になりますか。これが分らないから聽きたいという訳であります。

○議長（泉正重君）

お諮り致します。只今の十二番議員（島袋嘉順君）の要求によって市長は秘密会ならば答辨するということでありますがこの本会議を秘密会に切換えますかお諮り致します

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○仲井真元楷君

秘密会にするかどうかということを採擇する迄に

行かないでもう少し十二番議員（島袋嘉順君）の意見を聞ゐてその上で秘密会にまでもって行かなければならないかどうかということはもう少し市長と十二番議員（島袋嘉順君）とやり取りさせてからでどうですか

（「賛成」と呼ぶ者あり）笑声

○島袋嘉順君

市長にお伺いしたいのでありますがこれは私が先程申上げました見返り資金とは別なんであります。那覇市の工事について軍から特別に政府とは別関係としてこれをやらなければならないという問題について何か秘密会でもしなければならない性格のものですかそれがはっきり分れば良いと思いますよ。

○市長（当間重剛君）

そうではないのであります、その意味では・・・

○島袋嘉順君

そこをはっきりさせて頂ければよいと思います

○市長（当間重剛君）

つまり琉球政府を通せずに直ちに那覇市に来たという問題ですね

○島袋嘉順君

何か補助金が多くて他の市町村に拙いからというようなものではなくしてもっと何か深いものですねこの工事の問題につきましてやっぱり向うの工事ではなし、これから擇山あると思いますそういったことで議会を秘密会にしなければ発表できないというものではないと思います。

○市長（当間重剛君）

今度の場合は突然の場合でありますが大体今後は都市計画事業として認定されたものを予算化する爲にはどうしても財政面の裏付けがなければならない從ってその当時の予算にそうしたものを載せるということは次前にはできないと思います。從って一応都市計画事業のものを先にすべきか、一般土木を先にするかという問題もあると思います。大体一般土木でやるか或いは都市計画事業でやるかということは總体的に一応審議し場合に依っては軍に折衝する事も今後は考えられます從って議会無視はあり得ないことであります。問題はこれを先にするかこれは見解の相違もあると思いますが今度は年度も半ば過ぎてからこの問題が来たものでありますから、事実市の計画はあっても順調に進んでいない所もありますがそういった意味で今後は根本的な例えば舗装するならばどこ迄舗装するとかいったようなことを事前に大体の了解を得て行けば具体的な予算化がなくても年次計画を具体的にもつということなれば八千七百万円と云う様な事にならなくても済んだと思います、その点悪しからず御了解願いたいと思います

○島袋嘉順君

この問題は例えば一つの国なら国の形をもっておりますその国から日本の場合は県から市町村に補助金が下りるということは現在行われて居ります。處が市町村行政の精神に基いて考えられますと市町村自治体を育成指導してやるということは、これははっきりした原則であります。それで市町村が貧乏である財政的に窮迫しているから補助をしなければならない、即ち市町村自治体の育成指導というものは補助金丈をやるのが目的ではないと思うのであります。矢張りそれぞれの市町村の自主性というものは地方自治の精神を生かしてやらなければならないと思います。市町村が貧乏しているから補助金をやって市町村の自主や或いは市町村自身の精神迄も奪ってはいけないと思います。併しこれ迄の補助金の出し方をみますと、軍から直接来ております議会の審議権を抑えつけこれは了承しないと云う事は、市町村自治体の破壊だと思います。これは完全に封建的な中央集権主義であります。そこからは民主政治は生れて来ない、そこで、私は市町村の運営について或いは地方自治体のあり方について非常に心配するのであります。もう一つ考えてみますとこういった問題もあると思います。市営住宅これを復金から借りて作る或いは起債をして事業をやらうとするこれは飽く迄も市自体の事業にならなくてはいけないし、はっきりした議会の意見が盛り込まれなければならない處が復金から借りた住宅を作るそしてその住宅の管理条例を作るがその管理条例に迄復金から条件を付けており非琉球人に対しては貸していけないと風になると、那覇市の事業は殆ど起債でやらなければばらないのでありますがそういう場合に復金の条件を聴かなければならないとなるとこれは完全な市町村自治の無視になると思います。そこには自治権はないのであります。こうなりますとこれは民主政治の精神にも反するのではないかと思いますがその点市長はどう考えるかそれから現在のやり方が水道の問題を見ても或いは都市計画のやり方をみても或いは市営住宅を見ましても首都建設法に関する限り總ての問題があの復金のそういった権力者の何といいますか目的に副わなければならないとなるとこれは市町村自治の破壊でありますその点について市長はどうお考えになるかこれは總務財政委員会でもその事が取上げられた私個人の意見ではないのであります。

○市長（当間重剛君）

復金が金を融資する場合には復金の根本方針があります。例えば水道の場合でありますが水道は次々と工事を拡張して行く、それで更にこれを借りて行くということになりますその場合に水道料金を下げるということよりも寧ろ借金を先に返した方がいいではないか、という理屈も復金も融資者として考える訳ですこれは民政府の方針かも知れませんが料金を下げるよりかは先ずそれ丈儲かるならば借金を返えしたらどうかという理屈を持っておりますそれは見解の相違でありますが我々は料金を安くすることによって擇山の給水者が出来るそうすることによって利用者が増えれば收入を上げる事が出来從って償還も出来る更に又拡張も出来るというような考えと二つある訳でありますが復金の考え方としては料金を下げる前に借金を返したらどうか、という貸金業者のような考え方であります。處が我々は料金を下げても償還をすることが出来るということを主張する訳でございますが、今の八千七百万円の問題にしましても勿論議会に掛け承認を得ましたがこれは紐付と云うことでありますのであのときは十六番議員（真栄田義晃君）が十七番議員（宮城清三郎君）の御貭疑に対してこれより先にしなければならない處があれば指摘して貰いたいということを申上げました。あの工事ですが、あれより優先すべき處があるかということをお伺い致しました處が紐付だからできないだらうという前提の下ではありますが併し意見としてはそれよりもその方がいいという意見は聴きたいということを申上げました從って今後のあり方も、そうした補助金を貰う場合は内々で闇取引のような恰好もあるかも知れませんが併し今後は少くとも議会の意思がどの辺にあるかということは確かめてそういう折衝をする積りでありますこっそり貰って来て作るというようなことは今後は止めたいと思います。

○島袋嘉順君

是非止めて貰いたいと思います。補助金の問題についてでありますがこれにつきましても只今御意見が出ておりますが少くとも金貰って来るからにはその金はアメリカ政府の直接の補助金であるか又は見返り資金であるかということは確かめて良いと思うのであります。今後は細心の注意を払って頂きたい。見返り資金ならば全体の金としてこれはもう少し獲得しなければならないではないか、という気持ちが出て来る訳であります。そこから財政困難な那覇市の都市計画をやるにしても住宅を作るにしても住民の要求に応じて出来るのではないかと思うのであります。こういうことをはっきりして頂きたい、それから先程の補助金の問題でありますがこれは緊急な立場から出してあるということであり、意見を検討してみようという訳でありましたがその侭のものが通るという積りかも知れませんが工事をやらなければならないという箇所は知っております。併しこういったことはそれ以前に市の方で計画をもっていなければならない例えば市長の施政方針の中に書いてあります所謂現在のスラム衛の改装計画も遅捲乍らやっておりますがこの予算の中にこの改装計画の調査監督費も出ておらないし説明もないのであります。少なくとも調査をやるからには何らかの裏付けがなければならないと思うのであります。この点につきましても非常に注意して貰いたい、その改装計画を樹てるその予算につきましては、委員会の時に説明して頂きます。

○宮城清三郎君

只今の市当局の色んな説明を聴きまして、市当局のこの色んな都市計画事業について財政面の危険を感じております。理由と致しましては、市営住宅を作るという事自体は表面は市民の為に、そして実際に住宅難である處の市民に対して市営住宅に入れてやるということを書いてありますがあの市営住宅管理条例をみて見ますとそこに入る資格のある人は殆ど家を作る丈の収入のある人でなければ入ることができないようになっております。そういうふうにこの事業は銀行から金を借りております。そして、その住宅に入る人々は銀行の金を返済する丈の収入がなれけばその住宅に入ることは、出来ないということになっております。又水道事業にしても全部銀行から金を借りております。そう云った経済状態が原因で現在沖縄の地方自治体は本当に破減という處迄来ております。市当局が金を借りて事業を遂行することは結構である併し金を償還する時にその償還が出来なくなった場合に今先十二番議員（島袋嘉順君）も言っておりましたが市長が責任を取って辞めればいいんじゃないかといった場合に後に残された處の三十名の議員が市民の代表として出ているからにはそう簡単にはいかない万一そう云った破綻が生じた場合或いは市営住宅に入る人が居ない場合借りた金の償還の方法はこのようにやる或いは水道事業に借りた金も水道利用者がいなくてこれだけしか使うことができなくなって償還が不可能になった場合にはこうしてこの金を払うんだというふうな積極的なこの償還の方法を説明して貰いたいと思います。若しこれが出来なかった場合には市長は只辞める、そして那覇市の予算は琉球銀行の予算になって仕舞います。そして私達議員は予算を審議する権限もなくなってしまう、最も一番影響する處は社会福祉面それから土木というような面であります。そして那覇市に入って来る處の財源は全部琉球銀行への償還になってしまうこういう風な危険を感じております。これについて市当局は本当に万一このような土塩場迄来ても絶体にこの金の償還は間違いないのだという風な確信を持っての御答弁をして貰いたいと思っております。

○市長（当間重剛君）

今迄の起債に致しましても又今後の起債をするに致しましてもそれぞれ財政計画を議会で承認を受けており又受けるのであります。これが来るうということは或いはあるかも知れませんが現在の情況に於いてはそれはそれは考えられません。家を作っても管理条例がなければ仕方がないということも考えられるのでありますが現在の状況においては考えられませんが、結局御質疑の考え方の違いであります。從って皆さん方が市債を起すことについての償還計画は十分検討されると思いますのでその財政計画が杜撰であれば杜撰であるところを指摘して頂けばいいと思います。從って前以てこれは出来る出来ないと云う事は伝えないと思います。議会の皆さん方が財政計画を十分検討して頂ければそうしたことは私は万般ないものと信じております。

○島袋嘉順君

確かにそういった起債は議会の承認を受けるかも知れません。けれども併し既に一億余りも市債はあります。そして又新しく起債をされこれが償還についても計画が立てられておるかも知れませんけれども又議会もそれの承認をするという見通しもついておる處で考えてみますと、この起債はもう少し補助金の問題と当局の方は考える必要があると思います。この問題は日本に参りましたときに分かりましたけれども所謂、國庫補助、都道県の補助そういったものにつきましては非常に考慮が払われているのであります。沖縄は軍政下だからそれは占領地だからという枠に捉われなくてもう少し建設のために補助の確得の為に具体的な積極的なものを持たなければならない。これは現在の那覇市の市民がどの位いの所謂中央税、それを持っておるかということを検討しようと思ってもその資料さえもない那覇市民の持っている負担税これの總額も一応ここに現れておりますけれども併しそれも市民としては重い訳です。それは市が余りにも大きい借款を抱え込んでおる為です。市長は先程私は市町村長協議会に参加してそこで一緒に土地問題も解決するというお話でございますが補助金問題につきまして内外の市町村も悩んでいると思います。市町村長協議会の中でそういう問題を云い出したことがあるかどうか今後そういった機関に対してどういう風な方針を持っているかそれを一つはっきり聞かして頂きたいのです。

○市長（当間重剛君）

先日もちょっと全員協議会の時申上げたと思っておりますがこの問題は私は根本的に変えなければいけないと云う意見を持っております。只今年度の予算についてはまだ私政府の予算を検討しておりませんが五五年度の決算で見た場合にこういうことが考えられると思っております。私の考えているのはこれは単に那覇市丈でなくて市町村全体所謂地方自治体全体の問題としてその在り方については今職員に勉強して貰って、大体の結末を見てあるようであります處で政府の予算の成り立つ前にこうしたことを進言するのでなければもう間に合わないと思いますが私が調べたのは今年になってからでありますのでこれを政府に進言する迄には至っておりませんがと云って政府が直ちに鵜呑みにするということは簡単には出来ないことであると思っております。只現在迄やっておりますことは結局財政調整交付金の増額程度しか市町村協議会ではやっておりません。併し事務局の仲村君にはこの面を少し研究して呉れという風に研究させております。從って新年度にこれを実現するということは一寸難しいと思いますけれども根本的に政府の財政のあり方について自治体関係の政策を基本的と言っては間違いかもしれませんが、大幅に改める必要があるんじゃないか、これは那覇市のみの問題じゃなくして、他の市町村の予算は余りに貧弱さを暴露しておりますのでこれをなんとか是正して行きたいという風な意味の私の考え方であります。

○島袋嘉順君

その奌大いに努力願いたいと思います。先程から各議員の方から言っております内政面の刷新ということについて私はこういう意見を持っておりますが、それに対して責任者の意見を聞きたいと思っております。内政の刷新ということがここに載っておりますけれども今度の予算案の中に職員のベースアップという問題が出ております。働く人達は給与の問題が生活に関係しますから非常に切実な問題であります当局の意見を聞きますと一般職員のベースアップが五〇％になりますと四千円ベースとしてそれの五％計算しますと二百円にしかならない。

○議長（泉正重君）

時間を延長致します。

○島袋嘉順君

内政の刷新所謂職員の能率を向上させる為には茲に書かれております人の和を図る為ことが最も肝要でこのベースアップの件を考えなければならないと思います。二百円位しか上らんということは一般行政を扱う者として張合いがないと思います。課長、部長というそういう上級の者は五％のベースアップになると一般職員と比較して相当に上るのであります。こういった下級職員、失礼でございますが所謂給料の少い人達が殆んど窓口で市民と接触している。部長、課長というのは余り市民とは接触しない、所謂下給の職員が給料の少い職員が市民と接触している。そういった給料が少い人達は二百円しかベースアップしないそうなりますとその事務の行使に張合がない。其所から市民に対するサービスが落ちて来るといったようなことは一番大きな問題になって来ると思います。私が知っている者で三カ年もおって給料が一銭も上らない職員があるのです。こういうようなことが結局職員の貭を低下させて来るそういった雰囲気の中では幾ら能率を上げようと思っても能率は上らないと思います。もう少し市民に接触する所謂給料が少い職員の意見を取り上げてベースアップをもう少しは対等にして貰いたいという気持ちが職員の中にありはしないか、それを取り入れることによって内政の刷新それから事務能率の向上が図られるそういったことは條件の改善の中から生れて来るんじやないかと思いますが当局はどう考えておりますかそういうようなトップマネージメントの人達のみの能力を上げて下の方の人達を低下させるようなことは考えなければならないと思います。そういった處を突込んでもっと下級職員の意見を聞いて具体的な意見をこの内政の中に組まれているかどうかを聞きたいと思います。

○市長（当間重剛君）

吏員の対遇改善問題でありますが、只今のおっしゃるように三年間一銭も上らないということは始めて聞くことで何々かの間違ではないかと思います若しあったとすれば何にか其所に理由があってのことと思います。それぞれの部課におきまして審議の結果能率の問題や、能力の問題もあると思いますがそういった検討によって増俸を遂次やりたいと思っております。結局は予算面に現われて来るところのベースアップということは個々の勤務状況若しくは能力の如何そういったことが勘案されて来るものと思います。総体的に結局待遇もその人の能力に応じて改善されるべきだということも或る程度考えられるのであらうと思いますが、結局はその人柄と申しましょうか或いは能力と申しましょうかそういったものが主であって單に対遇丈で自分の持している力を十二分に発揮しないということは例えば十働くのを七つ位しか働かないというのはないとは言えませんが少いんじゃないかと思います。併し我々と致しましてはそれぞれの部課によりまして調査の結果対遇の厚薄は出て来ると思いますがそういったような處から問題が出て来るだろうと私は思います。

○島袋嘉順君

例えば具体的に申し上げますと那覇市の感じと鹿児島市広廣市といった處と感じが非常に違うのです。あそこではこういう問題は労働組合で扱われますけれども職員は自分の自主的な意見を持っているだから組合において給料が低ければその改善を要求する貴方任せ的な考えは持たずに行政に参加しているものですから非常に活溌になるそれ位に積極的にならんといかんそういった気持が那覇市では感じられないこれは別に職員の能力が低いとか或いは力が足りないというような問題ではなくしてそういった雰囲気を生み出さないものがあるんじゃないか、共済給合大会などや或いは部課長会議を持つならばそういった處迄及ばして貰うならば日本の市町村並に積極的に行政が運営されるんじゃないかと思いますそういったことをこの前から当局の方に申し上げておりますけれどもそういった刷新の問題が出ていないのですこれは取り上げて頂きたいと思いますこれは決して不満の声が聞こえないからそういうようなことはないということ丈ではなくそれがすぐ窓口に現われて市に行くのは市の職員に叱られに行くようなものであるということもここにあるのです。そういったことも一つ刷新面において考えて貰いたいと思います。積極的に言えばそういうことです。

○議長（泉正重君）

本日の会議はこれで終了致します。明日午前十時本会議を再開致します。

（午後四時十分散会）
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一、会議録署名人

一九五六年十二月十七日

七番議員　　　　喜久山朝重

一九五七年一月十一日

二十三番議員　　糸数昌剛

一九五七年一月十一日

那覇市議会議長　泉正重





一九五六年六月十二日

午前十時三十一分開議

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

本日の会議を開きます。本日の出席二十六人欠席四人であります

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

御報告申上げる事項が御座います。本月十一日付で二番、十三番、十八番、十九番、二十四番、二十八番、議員連署により決議案提出について議長宛文書が参っておりますので書記をして朗読報告致させます

（書記「新垣襄二君」朗読）

――― ○ ―――

一九五六年六月十一日


 
  	二番議員
  	上間長和
 

 
  	十三番議員
  	玉那覇有義
 

 
  	十八番議員
  	嘉数ツル
 

 
  	十九番議員
  	儀武息睦
 

 
  	二十四番議員
  	久高友敏
 









 
  	二十八番議員
  	大山盛幸
 




那覇市議会議長

泉正重殿

決議案提出について

左記事件に関し議会の議決を得たいので今期議会に提案方事務手続相成度く会議規則第十五条の規定により別紙の通り決議案を提出致します

記

首里四〇號線（山川入口より当蔵を経て鳥堀三叉路に至る）道路舗装方について

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

本日の議事日程は印刷の上、御手元に配付致してありますのでそれによって御報告に替えます

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

只今から議事に入ります。日程第一の首里四十号線（山川入口より当蔵を経て鳥堀三叉路に至る）道路舗装方について決議案第一号を議題と致し提案者の趣旨説明を求めます。





議事日程第十一号

一九五六年六月十二日（火）

午前十時開議

第一、首里四〇号線（山川入口より当蔵を経て鳥堀三叉路に至る）道路舗装方について

（二番、十三番、十八番、十九番、二十四番、二十八番　議員提出決議案第一号）

第二、施政方針に対する一般質疑

――― ○ ―――

○本日の会議に付した事件

日程第一、首里四〇号線（山川入口より当蔵を経て鳥堀三叉路に至る）道路舗装方について

（二番、十三番、十八番、十九番、二十四番、二十八番　議員提出決議案第一号）

日程第二、施政方針に対する一般貭疑

――― ○ ―――





決議案第一号

首里四〇号線（山川入口より当蔵を経て鳥堀三叉路に至る）道路舗装方について

首題の件について別紙案の通り琉球政府行政主席並に琉球立法院議長宛陳情書を提出致したく議会の決議を得たいので、提案する。

一九五六年六月一二日提出

二番議員　　上間長和

十三番議員　玉那覇有義

十八番議員　嘉数ツル

十九番議員　儀武息睦

二八番議員　大山盛幸





　　宛　琉球政府行政主席

　　　　琉球立法院議長

　　発　那覇市議会議長

　　題　首里四〇号線（山川入口より当蔵を経て三叉路に到る）道路の舗装について

首里四〇号線は戦後、政府のご援助を得て改修工事を施して来ましたが、これの舗装方について現在まで、数回に亘り陳情致しましたのにも拘らず、その実現を見るに至らない関係上、塵埃が飛んで沿線の市民が一方ならぬ迷惑を蒙りつつあるのは誠に遺憾であります。

該道路は歴史的に見ても由緒ある道路であり、又琉球の最高学府たる琉球大学への道路でもあり、且つ附近には、旧王城に附随した各所旧跡が多く、特に琉球唯一の博物館は本道路の沿線にあって、年々数万を数える遠近よりの参観者が其の跡を断たず観光道路としての役割を果すことは勿論でありますが又一面、又吉道路との関聨をもつ循環線としても有用なものでありますので可及的速やかに該道路の舗装をなし、市民の福利増進に寄与して戴きたいと存じます。

何卆、事情御賢察の上、舗装方御配慮くださる様第十二回、那覇市議会の議決により茲に陳情致します。

一九五六年六月一二日

那覇市議会議長

泉正重





○儀武息睦君

日程第一首里四十号線（山川入口より当藏を経て鳥掘三叉路に至る）道路舗装方の決議案第一号について提案者を代表致し私から趣旨を御説明申上げます。陳情文に詳細書いてあります通り本道路は首里の主要道路でありまして利用価値からいいましても相当の価値がある處であり又戦前県道であってこれが舗装を再三に亘って陳情致しました處、これに実現を見ないということは非常に残念であります。故に今回も又市会の名において主席、並びに立法院に陳情したいと思いますからどうか満場一致御賛成あらんことを希望致します。

○議長（泉正重君）

只今の御説明による決議案は確か昨年三月議会の議決を経て主席並びに立法院議長宛に送付致したのでありますがその後立法院並びに本那覇市会も改まっておりますので、もう一度これを議決して主席並びに立法院議長に送付したいこういう考でいらっしゃるようですが別に御異議はないと思いますがお諮り致します。本案は貭疑討論を省略致し原案通り可決致すことに御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依って左様に決しました。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

次は日程第二市長の施政方針に対する一般貭疑に入ります。

○渡口麗秀君

市民税に関する問題とその他二、三の問題について貭疑致したいと思います。私は昨年六月の定例議会におきまして市民税の控除額を引上げるよう強く要望したのでありますがその時における市長さんの答弁は現在は何ともいえないが將来について尚、研究して見ましょうというような御答弁があったように記憶しております尚又財政部長は本件につきまして税法施行当初であるので税收入の把握が極めて困難である、從って本年度は現行通り実施するより外に方法はない、但し本年度においての体驗を十二分に生かして新年度においてはご希望に沿うよう善処したいというような答弁であったと私記憶しておりますそれでその答弁に基きまして私は本年度においては必ずや那覇市税、賦課徴收条例第二七条の控除額が引上げられるであろうということを期待しておった訳であります。然し乍ら本議会に提案されました議案を遂一調べて見ましても遺憾乍らその改正條例案を私発見することが出来ないのであります。從って私自身誠に遺憾に思うのでありますが私と同様に那覇市民の多数をためる勤労階級の方々におかれましても恐らく失望されたのじゃないかと私推量するものであります。よって私としましては更に本議会におきましても勤労階級を代表致し是非控除額の引上げを要望し又是非改正していただくようお願いしたいと存ずるのであります。この那覇市條例の根本をなすものは市町村税法の第四十四条第一項第二項の但書の規定に基いてこの條例は設定されたものだと思うのでありますがこの条例は市町村税法の根拠をなす規定で市町村は財政に特に必要がある場合においてはその市町村の條例の定める處により所得税法の十八条から二四条迄の各条に規定する控除額を変更することが出来るというような規定に基いてこの條例を設定されたものであると存ずるのであります。私の根本的考え方と致しましてはこの市町村税法自体に大きい疑問があるのじゃないかと思うのであります何故ならば琉球政府においては政府の方で徴收する所得税法では基礎控除一万一千円、扶養控除、不具者控除その他の控除をそれぞれ五千円を控除するように規定してあるのでありますがこの所得税法の控除額自体が低い、特に全琉の勤労者の立場からしてどうしてもこの控除額は低くて負担に堪えない、もっと引上げるべきであるといったようなことが全琉住民の世論になって参りましたので全琉政府と致しましてもその世論に応えまして基礎控除を引上げて一万一千円を一万五千円に引上げるようという考え方になり極力民政府にも折衝し勤労者の性格、実態を十二分に話しその御承認を得て今回一万五千円の控除額に引上げるということが決定になったという旨を新聞紙上でも報道されております。斯くの如く基礎控除の引上げということは全琉住民の世論であるのに拘わらず市町村税法においてはその財政上、特に必要である場合には基礎控除、その他の控除を減額しても宜しいということは明らかに税法が世論に逆行しているようなことになって私は適切な立法措置ではないと思うのであります。從って根本的にはこの但書は削ずるべきであると思います。尚又市民税におきましては所得割りと均等割りの合算額が市民税の額になっておりますが均等割りそのものにつきましては私は疑問があると思うのであります。何故かと申しますと新税法が施行になる前においては市民税は現在生活に苦しんでおる極貧の方におかれましては十円以下のものもありましたし又十五円、二十円、或いは三十円、四十円というような額もあったのであります。これを一律に個人の場合には六十円に引上げるということ自体にも私は大きい疑問を持っておるのであります若し出来ますならばこの均等割りにつきましては所得に応じて例えば二十円とか或いは中位の所得であれば四十円改正額の即ち、六十円とかいう風に規定するのが私は住民の生活に即した立法措置ではないかと存ずるのであります。從って、この控除額と但書の問題にしても均等割の問題にしても当然立法院議員各位においてこれを取上げて改正すべきか私は現在の実状に即した立法ではないかと存ずるのであります。仮りにこの但書が百歩下って客認されるという場合におきましても那覇市においてこの基礎控除の引下げを図るという措置はこれは何と申しましても勤労者の立場からして適切な立法措置ではない、適正な行政措置ではないと存ずるのであります。先ずこれが客認されるものとすれば恐らくこれは農村や山村の極めて財政力の貧弱な町村でなければならないと存ずるのであります。又私は政府もそういう意味でこの但書の条例を設定したのではないかと思うのであります。何故かと申しますと農村や漁村の場合におきましては食糧に致しましても燃料に致しましても或る程度、自給が都市に比較して客易であるからであります。そうして財政上必要があれば財政貧困な町村においては非常措置としてこの点、止むを得ないかも知れないのでありますが那覇市の住民は殆んどが勤労者であり、この勤労者の生活費を切り下げる迄税收入を図るという措置はどう考えて見ましても適正な措置とは考えられないのでありますよって私は昨年同様に那覇市税賦課徴收条例の第二十七条の改正、つまり控除額の引上げを少くとも所得税法に認める控除額まで　引上げて貰うよう強く要望するものであります。尚、これが若し当局において考慮されるととした場合には恐らく財政的な措置をどうするかということが問題になると思うのでありますがこの問題につきましては市長さん、助役さん、財政部長さん課長さんの英断によって別途財源を考慮される方法を講じて貰うか若し止むを得なければ税法第五十五条に規定する標準課税率百分の〇・五を若干引上げて頂くことによって財政措置を講じて貰いたいと申しますのはこの税率を引上げた場合には五、六千円くらいの薄給者の方々以下方々は税金が幾らか安くなるのであります。處が五・六千円、七・八千円以上の給料取り具体的に申しますと経済人の方々、それから各会社の高給者の方々、官公所四者の高給者の方々は幾らか税金の負担が重くなると思うのでありまするが何と云っても高額所得者でありますので幾らかの遣り繰りは可能じゃないかと思うのであります是非この条例について改正して頂きますよう特にお願い致します。この点について当局のご見解を承りたいと思います。

○市長（当間重剛君）

市民の税負担を軽減するということにつきましては各議員とも、それぞれの意見をもっておられるようでよく存じております。尚又只今の市民税の問題につきましては八番議員（渡口麗秀君）からそれぞれの部課に対しても度々御注意もありますし誠にその意を盡したことをよく存じております。從ってこれにつきましては善処する気持を多分に持っておるのでありますが何分にも地方税法が施行されまだ準備なくしてその税法施行というような時期にあったために市税全体から見た總ての姿の把握が未だはっきり持っていないことは私達の努力の足りない点であるかもわかりませんが時間的にもそうしたことがあったかと私は思っておるのであります。仰せの通り中央税の所得税に致しましても我々のものと比べてみた場合にもっと控除額を引上げなければならないというのが私達の希望でありまして市町村長協議会に於きましてもそういう決議をして参ったのであります。が不幸にして徐々にしか控除額の増加が出来なかったのは遺憾でありますが、一面市税の面に於きましてもそういったことを掩入れなければならないことであることも十分承知致しておるのであります。然し乍ら固定資産税に致しましてもまだ審議が盡されていないような現狀であります議会の御意見も及我々の意見もまだそこには一致しない處があるのは御存じの通りでありますそういった意味で市財政の根本を考えます場合に所謂財源の権軸をなす處の税源の適確なる安定したつまり安定と申しましても私は漸増の希望と期待をもっておるのでありますが現在に於ける所謂安定性という處に帰するのではないかと考えておるのでありましてそういった意味で遺憾乍ら本年度の予算にこれを計上することが出来ませんでしたことを非常に残念に思うのでありますがその点はそういった事情から生れまして昨年もお約束申しました通りに時間をかして頂くということによってこれを解決したい斯様に考えておる次第であります。はっきり申上げていいか分りませんが遅くとも来年度の予算からはそうした姿を現すことが出来るのじゃないかという風に私係のものと話合っておるのでありますがこれは御存じの通りに法規の改正でありまして立法措置によらなければ出来ないような恰好になっておりますのでこれは当市ばかりでなくして各市町村共通の問題でもありますので市町村協議会に於いてもこうした問題を取上げて実現を図って行きたい斯様に考えておる次第であります

○島袋嘉順君

那覇市民税の控除額の引上げにつきましてはこれは既に税制審議委員会でも審議になっております現在の處税制審議委員会でも固定資産税の方に力を入っておりますが未だ其所迄至っておりませんけれども一応は税制審議委員会でも取上げられております。それで只今の渡口議員の御意見によりまして大体いい盡されておりますが私は数字でこれを皆さんに申上げ速かにこれを改正して貰いたいと思っております。これは去年の末頃でございましたが那覇市当局から出された資料でありますけれども各市町村別の控除額の比較対照表が載っております

これによりますと那覇市が扶養控除三千円、不具者、控除一千円老年控除千円、寡婦控除千円基礎控除六千円、勤労控除千円となっております。處が現在市長もおっしゃる通り那覇市の財政は確かに大きな事業をやっておりますので楽観は許されない状態であることを私もよく分かっております。けれどもそれにもまして生産が衰え仕事がなくなった所謂市町村民の所得が非常に減ったために財政的に困窮を来しているのは那覇市丈じゃなくて、これは他の特に軍事基地の多い農村ではそういった現象が強いと思う、そうであるに拘らず今申上げましたすべての控除、扶養控除、不具控除、色んな控除がありますがこの控除額を見ると那覇市が一番低いのです。これは数字で一々申上げますと大変でございます。特に離島の方ー先島でございますが那覇の倍以上になっている、何故こういう現象が起っているかそれから一例を二、三取り上げて申上げますと軍事基地にその土地の大半を取られている嘉手納でありますが扶養控除が那覇市の三千円に対して嘉手納が四千円不具者控除が那覇市の千円に対して嘉手納の四千円、寡婦控除が矢張り千円に対して四千円で基礎控除が六千円に対して六千円勤労控除が千円に対して四千円になっております。そうしますと一概にこれは那覇市の税制が困難であるから我々はまだまだ控除額を引上げられないという結論にならないと思う、私は少なくともこういった市町村の実情を調べて見て何故こういう風に勤労控除その他の控除を上げてやっているのかをもう少し検討して貰いたいと思うこれが何かの法によって縛られているならばその説明も願いたい、こういう風にして一般に見て那覇市の控除額を引上げなければならないという結論は出て来る、處で財政の問題であるが那覇市の財政上、それが出来ない準備がまだ不十分であるという説明もあったが那覇市の財政を見ますと徴收額に対する市民当たりの負担額―五七年度予算参考資料によりますと―三百六十九円、一九五六年度、次年度でございますとこれが二十円近く上ります。三百八十六円、今年になってからは四百五円になっております。そうしますと、市民一人の負担額は毎年々々上って来ているこれはいい現象だという話もあるかも知れませんが現在那覇市の市民所得が大体どの位になっているのかその適確な数字が掴まれているかどうか昨日助役の話では市民税の徴収に当って凡そ市民の所得を調査しておるというお話であったがその推定が確実になされなければ、眞の生活実態或は市の予算に対する色んな資料は出て来ないと思う、予算は毎年々々上って来て負担も二十円上っておる、處が市民の勤労所得についても事業所得についても或は農業所得その他の所得にしても一昨年から去年と上っているかどうか、上っているという明確な数字があったら示して貰いたい、それがなくて税金が上ったのはどういう意味かそれは単に自然増じゃないと思うそれをはっきりして貰いたい。そういう風にして何かにしても八番議員がおっしゃったように那覇市に於きましても市民の生活実態から推してどうしても基礎控除以下の或は市民税に対する控除に対してはもう一度再検討する必要があるのじゃないか、これは未だ手をつけたばかりで不十分なものばかりしか出来ていないというがその不十分なものでも示して貰いたいそれで考えて見ますと現状の状態はどうしても市民の所得をはっきり確かめることによって我々は実態を早く掴まなければならないという現実が迫っていると思う。それに対して税収入が減るという心配もあると思いますが渡口議員もおっしゃったようにそういう所得の推定がはっきりすると所謂高額所得者に対する所謂累進課税、これが実行できるのじゃないか私の為では現在那覇市内には相当の利潤を生んでいる大企業の会社があります。こういった企業が単に関係のある所謂所得の総利潤が正確に発表出来ない、そのために市としても法人税の課し方が勢い緩くなって来る、だから勤労者、並びに所得の少い方々に対しては免除なり或いは基礎控除を引き上げており或いはその他の良い方法をとって貰うこの不足分に対しては高額所得者の累進課税に対して取る必要があるのじゃないか其所迄眞剣に考えなければならないと思う今申したことに対して市長が具体的な数字にも関連しますので困難があれば部課長から答弁して貰ってもいいと思いますが然しその結論は市長につけて貰いたいと思う

○渡口麗秀君

只今市長は税収入の把握が困難であるので当分時期を籍して貰いたいというような御答弁であったのでありますが私考えまするに那覇市には相当の滞納税額があるのであります。これを処分した場合には百万、百五十万位の収入を挙げることは問題ではないと思うのであります。又私が引き上げを要求致している額につきましても恐らく百万乃至百五十万円の財源があれば足りるのじゃないかと考えますので重ねて本議会において條例を改正して頂くよう若し出来なければ市民税が賊課される月以前、九月の定例会あたり迄に十分研究されて是非改正して頂く様要望いたします。それに対する市長の御答弁をお願い致します。

○議長（泉正重君）

休憩します。

（午前十一時四分　休憩）

――― ○ ―――

（午前十一時十一分再開）

○議長（泉正重君）

会議を再開致します

○市長（当間重剛君）

先核の十二番議員（島袋嘉順君）の数字上の問題になりますが実の處市民の總所得につきましては内部で今検討しておりますが未だ結論が生れておりません。昨日の助役の答弁の中に市民税については各戸の調査になっており、これも一つの基礎になるのでありまして課別に例えば財政課、財務課という風にその把握に努力しておりますがまだそこらあたりに相当開きがあって結論を見出しておりません。そういった意味でここで現在申上げることのできないことを遺憾に思っております。それから今の控除額を引上げるということもよく分かります。我々も出来る丈、そうした線に沿して行くという準備は必ずしもない訳ではないのであります。おっしゃるように百五十万或いは百万という数字が出るのでありますが先刻申上げました通りに市税全体としての把握にまだ一生懸命に努力を払っている次第でありまして所謂安定感を持つ程度の把握ができないのは非常に遺憾に思っておりますが併し或る程度の安定感を持って将来に対する見通しをつけて始めてそこに私も安心して税法上のあり方を将来はっきりさせて行きたいという考えを持っておるのであります。尚基礎控除額を引上げておる處の村の実例でありますがそれも事実その通りであります。一面税率を上げているということ又、御存じのことと思うのでありますがそうする場合に先刻八番議員（渡口麗秀君）が云われたように特殊な人達が税が多くなって来るつまり累進課税的な事を考えた場合、例えば嘉手納の場合に那覇市が〇・五のとき〇・七五それから真和志市も同様であります。結局特殊な人達に対しては税額が多くなるという結論が出ている訳であります。そういった意味で那覇市の場合は少くともまだ現在のようなはっきりした把握が出来ない現状におきましては将来上げたり下げたりするということは好ましくないことでありますので一応はこの侭にしておきましてご希望の通り九月に賊課が十月になっているそうでありますので九月定例議会迄には出来る丈、間に合わすように努力を払って行きたいと斯様に考えておるのであります。

○島袋嘉順君

よく分りましたそれでこれは確しかに昨日申上げましたけれども市民所得の問題も未だはっきりしない労務の実態も未だ分らんそれから現在の家屋の不足があるが未だわからんというのにこれは市民所得が分らないのは当たり前であるそういうことについては例えば議会の總務財政委員会、税制審議特別委員会なりこういった處ででも十分に検討を要する問題だと思う、当局がそういった状態だから我々は待っていてもいいんじゃないかというものではないと思う。やはり専門委員会としての仕事もある筈であります我々も心掛けるが当局と議会が接触してどうしてこの狀態を克服するかということについて大きく意を用いて貰いたい、それからただ今各市町村の控除額が高いということにつきまして税率の問題を申上げておりましたけれどもこれも市当局からの資料でありますが税目別賦課目標によりますと嘉手納村は市町村民税が所得割りの百分の五法人、百分の十個人の所得率が百分の五、それから資産税が百分の四、一種、二種、百分の二特別所得税の税率が一種、二種が百分の三でこれはそう那覇市と大差はないと思っております。そういった處も那覇市丈の問題にせずに何故他の市町村では大体同じ税率を保ち乍ら、相当控除額を引上げておるかということをもう少し各市町村等を見習う必要があれば素直に云って貰いたいと思う。どういうやり方で運営しているかということを単に市町村会あたりでなくて現地に行って担当者から聞かなければわからないと思う。そういうことを頻繁にやって貰い出来る丈問題が速やかに片付くようにお願い致します。

○市長（当間重剛君）

十二番議員の各市町村の状況下總務財政委員会で詳しくお聞きになれば分ると思いますが今の数字にはミスプリントもあるようであります

○渡口麗秀君

只今の市長の御答弁によって大体市民税と控除額の引上げという問題については明るい見通しが出来たことを私は大変喜んでおります。それで当局のご好意に対して感謝致します。次は那覇市の財政についての問題でありますが市長は施政方針の中で一九五七年度は財政面についても数年来にない明るい見通しであるということを申述べておられまするが私もこの点については同感であります併し乍ら那覇市が首都建設事業という大きい事業を抱えているということに思いを致した場合にはどうしても暗い気持ちにならざるを得ないのでありますと申しますのは首都建設事業は旧那覇市におきましても二十数億の経費を要する尚先に合併になりました旧首里市旧小禄村の分を加えますと恐らく三十億位いの多額な経費になると思うのであります。そうした場合に市当局としても私としてもこの三十億の経費を如何にして捻出するかということが我々の市民に対する大きい義務であると思うのでありますが併し那覇市の財政狀況を見ました場合には僅かな事業費しかない具体的に申しますと那覇市の自己財源という事は税收入、税外收を入れまして凡そ九千六百万円であります。尚才出面で経営費と交際費の是非必要とするような経費が七千一百万円ある訳であります。差し引きますと凡そ二千四百万円から二千五百万円位いの事業費に充る財源が出て来るのでありますがこの自己財源のみで那覇市の首都建設事業をやるというようなことになりますと恐らく那覇市の都市計画事業は百年場合によっては百五十年も掛る云い換えますと私達の時代にも子供時代にも出来ない孫の時代にも出来ない曾孫の時代になって始めて都市計画が完成されるということになるのではないかと思うのであります、從って私達は現在生きている以上、子孫のために出来る丈早く都市計画を完成するということが私達の義務と存ずるのであります。如何ような困難なことがあってもこの三十億の事業について出来る丈早めに少くとも二十年乃至三十年の間には都市計画が完成するように財源を見つけなければならないと思うのであります、こう考えました場合に那覇市の財源と致しましては先にもこれは反対の話になりますけれども税收入の面におきましてもこれ以上市民に負担を掛けるということは出来ないというのが現狀でありますが更に税外收入に財源を求めるとしましても余り大きい期待は出来ないのじゃないかと思うのであります。然らばどうしても他力で財源を捻出しなければならないということに結論はなるのでありまするが那覇市の方は全琉市町村から見ました場合財政的にはゆとりがあるということが云われておりますけれどもこれは那覇市が三十億という大事業を控えているということを各市町村の方々が分らないから那覇市においては財源にゆとりがあるというようなことを云っておるのであります寧ろ那覇市は各市町村の方に比較した場合には私財政困難ではないかと思うのであります。こう考えました場合にこの市町村の財政困難という問題は全琉的な問題でありまして全琉各市町村とも財政的にはぴいぴいしているというのが実状であるその例として市町村の中には俸給の不渡りさえあるということを聞いておるのであります。茲でどうすれば財政は救済出来るかというようなことが問題になると思うのでありまするが私はこれは交付金制度を改革しない限り市町村の財政窮乏を救うことが出来ないのじゃないかと思うのであります。実はこの交付金のことにつきましては私郡島政府時代に立案したのでありまするが私の考え方が余りに消極的であった爲に現在では寧ろ市町村財政を窮乏に陥れたということも云えるのではないかと思いまして良心的に苦んでいる訳でございまするがこの交付金制度を改正するということが目下の急務ではないかという風に考えます。然らばどうすれば交付金制度を改正するかということでありますがこれにつきましては気付金の中に各市町村の事業費を織り込むということが重要な問題ではないかと思うのであります。然らばどうしてこの交付金制度の中に事業費を織り込むかという問題でありますがこれにつきましての構想といたしましては一応各市町村におきまして各部落毎に部落民が集まりましてそこで一応この部落の振興を如何にすればいいか、例えば耕地はどうすればいいか農道はどうすればいいかダムはどうすればいいかということについて各部落民の各部落全体の協議で意見を纒める訳であります。この纒った意見をその市町村において總合的に纒めてその村の振興計画案を一応デッチ上げる訳であります。處がこの交付金の中に織り込むということになりますとどうしても交付金を得んがために必要以上に事業費が計上される虞れが出て来るがこれを是正するためにはどうすればいいかということであります。これは琉球全体からみて経済専門家、或いは行政専門家それからその他の学識経験者からなる十五名乃至二十名程度の委員会を作りその委員会において全琉市町村の所謂、振興計画案を審議する訳であります。その審議したものには更に琉球政府において全琉的な總合調整を行うそういう風にして一応事業費が出来るのでありますがこの事業費を交付金制度の中に基準財政需要額の中に数字を上げて一応財政需要額は経常費と事業費と両方のプラスしたものが需要額になるという風に見る訳であります。そうした場合に交付金の財源でありますがこれをどうするかということが最も重要な問題で或ると思うのでありまして、これにつきましては琉球政府自体が相当改革されなければならないのではないかと私思うのであります。琉球政府は市町村の事務の配分ということについて相当大巾にこれを改革して行かなければならないのじゃないかと思うのであります。一例を申上げますと例えば経済局、工務交通局、その他の各局で補助金があります紐付の補助金が擇山あると思うのでありますがこれを一応全部切り取ってこれを交付金金庫の中に打ち込む更に事務配分になりますと琉球全体の事務ということを申上げますと琉球全体の各市町村の總合調整をやるとか監督面の仕事を受持つ、そうした場合にはどうしても現在の琉球政府の人員が過剰になるだろうと思うのであります。その過剰に出る人員は整理してその経費も財政交付金の金庫の中に入れるそういう風にした場合には私の單なる予想でありまするが充分な財源が出るのじゃないかと思うのであります。この財源をこの基準財政需要額の高に応じて按分した場合には恐らく相当な経費が各市町村に流される。各市町村はその流された財源によって先に建てましたプランを毎年々執行して行くという風にすれば市町村自体の考え方の中には我々のプランが次々と実現されて行くことになりますと政治に対して深い関心を持ち明るい政治が出来るのじゃないかという風に私考えるのであります。これこそ住民による住民のための眞の民主政治の確立されるのじゃないかと思います。こう考えました場合には先に心配しておりました那覇市の財源の問題につきましても相当高額の交付金が那覇市に流されて来るそれに基いて都市計画、首都建設事業を遂行すれば先に市長が仲井真議員の貭疑に答弁されたように三十年乃至三十年迄には恐らく首都計設事業が完成するのじゃないかと思うのであります私は總務財政委員会の一員としてこういう考え方を持っておりますが当局においてはこの三十億に上る首都建設事業に基いて如何なる財源捻出の方法を考えておられるか尚將来如何なる方向にそれを持って行きたいかということについて研究をしたことがあったら御答弁をお願いしたいと思うのであります。

○市長（当間重剛君）

只今八番議員（渡口麗秀君）の御説は私共も從前から持っておりました考え方でありましてこうして示唆を頂くということは自分達の考えの必ずしも誤りでなかったことを力強く思うのであります。一口に何十億ということは云えましてもおっしゃる通りの一年の予算總額を見た場合に全予算をそれに打込んでも数十年を要するという実情であります從って自己財源でこれが完成するということは不可能と云っても差支えないと思うのでありまして勿論時間的には百年二百年には出来るのでありますが我々はそう安閑として待つ訳にはいかないのであります。そういった意味で私達は出来る丈は自分の力でやるのでありますがどうしても自分の力の及ばない處につきましては度々申上げた通りにこれを他に依存しなければならないというのが現実であります。そういった意味で現在私が窃に考えていることは市の若い職員達にも色々研究して貰ったのでありますが結局財政交付金制度を基本的に変えて行くということが考えられるのじゃないか、例えば現在、昭和二十九年以来日本政府で実施しております處の地方交付税の制度を一応検討する必要があるのじゃないかその侭、沖縄に持って来られるかどうかも検討しなければならないと思うのでありますがその交付税制度と新年度三十一年は今迄所得税その他の有力財源の二十％を地方交付税に取ったのを今年度は二五％に上げるというようなことも考え合せまして即ち地方財政の貧困というものに対する処置からこういうのが生れたと思います中央税に於きましては沖縄の市町村の財政は健全だというようなことを言われたということを聞いておりますが誠に心外でありまして積極的に仕事をしない市町村は結局健全財政というような結果になることを非常に残念に思っております。

積極的に事業をして赤字が出るということはこれは止むを得ない所謂財政政策上の止むを得ないことでありますが然し赤字になるということは決して望ましいことではないこれは政府は如何にしてこの赤字をなくして行くかということを考えて頂かなければならないと思いますが政府の考え方は或は赤字がないから健全だという風に取るならばこれは大きな誤りでありまして只日常茶飯事をやって行けば勿論赤字にならないのであります。地方財政に於きまして先刻お話のありましたような税金の賦課の如きもそれを示しているのじゃないかと思うのであります。そういったものを稱して健全財政ということは誠に残念なことだと思うのでありますそういったことを考えます場合に結局今年度の中央税の予算を根本的に覆すということは出来ないでありましょうが財政交付金を殖すという方面に努力をすること同時に只今お示しのような各市町村に対する政府の補助金これは実貭的には政府が自ら市町村に、こういう事業をやるというような状況のもとからそれを市町村に公布することでなくても市町村自体の仕事としてやるといったような姿にもって行くことによってこれが出来るのじゃないかという風なことが考えられるのであります。先達てもちょっとお話申上げたと思うのでありますが昭和二十九年度の日本の国民税額をつまり国税、都道府県税、市町村税を合わせたものの使途を分けた場合にその中の四九％が政府の使途に使われ残りの五一％が都道府県、市町村に流れて行くその五一％の半分々々が都道府県と市町村に流れて行くという数字になっておりまして三〇年度、三一年度はもつと地方自治体に流れるのが多いと想像しておるのであります。まだはっきりした数字は掴んでおりませんが予想しております。この数字をその侭沖縄に当篏めるとすれば昭和二九年度―一九五五年度―の決算から見れば五億七千万円が政府が使う残りの―十二億でありますから―六億何千万円が市町村に流れるという姿になるべきことになる訳であります。処が現実は十二億の内九億幾らか政府に使われ残り三億足らずが五五年度の決算においては市町村に交付金並びにその他の補助金として流れております。そういったことを思い合せて行きます場合に結論は結局政府の機構の或る程度は狭めなければならないということになるのでありますがそうすることによって地方自治体の市町村が浮ばれる市町村の本当の意味の健全財政が成立つ所謂生産面に力を尽すことが出来るし又復興面にも力を尽すことが出来るとこう思うのであります。こういうことは一市町村の理事者としては口はばったいようでありますが那覇市を含めた沖縄全体を考える場合にどうしてもこういう姿にもって行かなければならないのじゃないかということを私考えておるのであります。幸い立法院には各市町村から選ばれた議員もおりますし各政党的に見た場合には当市から民主、人民、無所属もでておりますのでそうした人達の協力を得るならば今年度直ちにどの程度迄行くかは別として将来の我々の財政計画に大きな見通しが出来るのじゃないかとこういう風に私考えておりますのでその点は議員各位も共々にこうしたことを実現すべく御協力をお願いしたいと思うのであります。先程ちょっと申し忘れましたが税制を多少変えることによって減額に対しても滞納を整理すればその程度のことは浮くのじゃないかということでありますが予算も大体御覧の通りに今迄の実績から見ると三百万円足らず本年度に於てはこの予算でもその意味においても徴税に努めているということを付加えて申上げております。

○上間長和君

この都市計画の問題につきまして昨日の三番議員（仲井真元楷君）の貭疑に対し市長の答弁は自力ならば二十年、三十年掛ると答弁されている只今八番議員（渡口麗秀君）の質疑に対しては自己財源では不可能に近いという市長の答弁に矛盾を感じているがこれの御答弁、それから八千七百万円は成程これは有難いが我々から見るとこれは少な過ぎるという感じを持つのであります。日本の戰災復興部都市の国庫補助に比べて非常に少い、この点は後で市長さんは軍民両政府に強力なる外交力を発揮して頂いて、より以上獲得するよう努力をお願い致します。それから都市計画の当初の総予算は幾らであるか、それは継続事業になっているかその点、後で御報告願います。産業政策につきまして具体的に基本的な説明を願いたいと思いますが特にその中で那覇は八十％は商業貿易業並びにサービス業等の消費産業云々と書いてありますがこれに対して市中には相当もぐり外商がいる。約千五百人位と思料されますがこの取締方について対策を講じたことがあるか、もう一つ産業復興審議委員会というのは如何なるものであるか、それから特産品工業について承りたいと思います。それからもう一つは在日資産の管理についてでございますがこの面は先の機会にも問題になっておりますが、これの適確なる管理をやっておるか或は現在どういう風になっておるか御説明願いたいと思います。四番目に今迄の施政方針に対する各議員の貭疑から感じたのであるが那覇市当局の各部課の横の連繋について十分でないと感じておりますがこの面は昨日十七番議員（宮城清三郎君）が云われたが成程と思う次第であります。例えば衛生課の仕事である汚物処理タンクの設置については産業政策上も取り上げなければならない問題である。この面に対し衛生課として果して産業政策を担当している課長との連繋があったかどうか失業対策事業の最も良い機会に恵まれているに拘らず現在都市計画事業に使う労務者は労務課と打合せの上、市内の失業者の優先就業を考慮したことがあるか一九五七年度予算を各部課長連絡打合せの上、編成したのか或は二、三人で簡單に前年度予算を基準にして作ったのであるかどうかこの点につきましては昨日、島袋議員は上部は千円以上、値上りして下部で二百円所謂下に薄く上に厚くといった話であったが上部にも百円乃至五十円内外の値上り者も二、三おるこの人々については我々職員から見た場合は優秀組だと思われる方々であります處がこういう人は他の人のが千円、八百円あがるのに百五十円、百円という場合には暗い退職を勸告している向があるのじゃないかと思われると思うがその昇給の現職名、氏名、新旧給料一覧表を作成して議会に提出して貰いたい尚この点は後日総務財政委員会に付託されると思いますので総務財政委員会において特に十分なる検討をして頂くよう要望しておきます

○市長（当間重剛君）

只今の二番議員（上間長和君）の御審議に係る都計事業について自己財源では不可能に近いということは現在のような市の歳入歳出を御覧になれば分る通り約七、八千万円の財源しかもってない従ってその全部を復興費に使っても二十年三十年は掛かる然しそれは出来ないことでありますので結局かなり長い孫の時代にしか出来ないと言う数字の取り方でありますその他の点は各係からお答え致させます。

○助役（嘉手納並水君）

外商のことにつきましてはこれは政府の商務課で扱っておりまして市としては直接タッチしておりませんそれから産業振興委員会につきましてはこれは一週間程前に委員を委嘱しまして十五名の委員で今後の産業復興について主として生産方面の振興につき協議会を持つということになっておりまして既に一回の会合を終ったのでありますが各委員からも案があったら持出してそれを研究し市の産業政案に寄与するという意味で作ったのでありますそれから市内の失業者を優先に就業さしめるということはこれは一応は考えられるのでありますが然し大体仕事そのものが請負業者がやっておりましてこれを市から要望は出来ますけれどもこれを強制することは出来ませんしこれは請負業者の方で協力して頂く以外にはないと思います。それから在日資産管理の問題でありますが調査は一応出来ておりますが今日本においてもこれをどうするということについて市町村会とも色々話合をやっているようでありますがまだはっきりしたことはこっちで申上げることは出来ませんそれからこの前財産表に那覇市の財産に入れるという御意見もありましたがこれもはっきりしませんので今度の財産表にはまだ入れてないのであります俸給一覧表はあとで作って差上げます予算編成につきましては一応各課からその課の需要額を一々明細に取りましてこれを最初財政課で査定致しますそれから總務課の方で更に検討致しまして助役並びに市長という順序で三回に亘って査定を致しております

○社会部長（上地安昭君）

お答え致します屎尿貯溜槽のことでありますがこれは産業方面とも関連致しますので我々と致しましてもこの設置につきましては十分関係方面の意見を採入れまして設置したいと思っております、現に首里におきましても先月主管課長がその土地の産業組合とも連絡をとり設置箇所も一応向うにも検討して貰うということに致しております尚今後まだ確定していない分につきましてもそういう風にやりたいと思っております

○宮里敏慶君

先程八番議員は那覇市の財源が少いということを心配して財源の捻出方法についてお訊ねしたようですが私もこの財源の捻出に関して一つお訊ね致します市長は健全財政の堅持について一層積極的に努力し極力市民に過重な負担をかけることなく首都建設その他諸般の事業を推進して行きたいと施政方針の中に述べておりますがこれは非常に喜ばしいことであります然らば那覇市は首里バスの大株主でありますが首里バスを買収して公営事業として経営し財源の捻出を図る意思があるかどうかお訊ね致します。

○市長（当間重剛君）

市町村の公営企業ということにつきましては従来色々の問題がありますということは市町村が公営企業を経営することによって安くて便利なものとなるということと反対に零細な金を集めて財源にすることその二つ考えられる訳ですそこで首里バスを公営にすることによって財源を考えられるのがいいのか或は公営に移すことによって運賃を安くし市民に利便を与えるかそういった考え方がある訳であります従って市営に移すことによって財源を殖すという狙いで行くか市民の足をよりよくすることにもって行くかこの二つの何れの一つを取るか或は併行して行くかということが考えられる訳であります然し何れに致しましても市営に移した方がいいんじゃないかということは私豫々考えておりますし又首里にもそういった世論があるように承っております只私大株主であるからその权利を振り廻すということは避けたいと思いますが大所高所がら市営に移した方がいいという結論になった場合には市営に移した方がいいという風に考えておりますそうすることは現在二つの会社が市内線をもっておりますがこれの結合ということも將来考えなければならないと思いますつまり首里バス丈を買收したのでは未だ市営バスとして経営して行くための根本の總てのものを解決することは出来ないという意味に於きまして出来ることであれば首里バスも買収し又銀バスも買収するのがその根本問題を解決することになると思うのでありますが又そこの具体的話合も何も進めておりませんが市会の御意見等も参考に致しまして將来出来ることであれば市営に移して行きたい殊に近くバスターミナルが完成致しまして地方線が市に入って来る路線も何かはっきりして来るでありましようし又旧市街地が整備されました暁は市外線の路線も方向をはっきりすることが出来ると思いますし更に現在小禄迄延ばすことの出来ないバスも延ばすことが出来るのじゃないかということは今は意争状態になっておりましてつまり利益がある處には路線を持つが利潤の多くない處には廻さないというような欠陥がありますのでこれを市営バスにすれば少々の利潤の薄い處は我慢してそれに車を廻すことが出来るといった利便もあるかと考えますので若し私の在職中に実現出来れば幸いだと思います。

○島袋嘉順君

実は先程の上間議員の貭疑に関連しますので延ばしますと重複しますので今のうちにお伺いしておきますそれは上間議員の貭疑がありました市の都計事業に対して那覇市の失業者の救済対策として那覇市の失業者を入れて行くという考があるかどうかという貭問に対して助行はどうせ請負者が施役するので無理だろうというような御答弁のように承っておりますが私はこう考えている昨年私が本会議で申上げたのは又吉道路工事施行に際して那覇の失業者労働者を吸収するから都計事業は所謂失業救済になるということを前又吉市長は強調しておった處が今帰仁から農民が出かけて来てやっているということを申上げたがそれは別に地域的になって那覇の事業には那覇人を使えという意味じゃないこれは請負がやれば当然そうなると思う全那覇人で組織する那覇組が出来てそれが土建事業を全部請けるということになれば別であるがそれはそういう訳には行かない然しそれは方法があると思うそれは只那覇市でやる丈でなくてそれは政府の責任だと思うというのは失業保険法が出来た、それから失業対策法失業保険法が出来ておるにも拘らずアメリカが蹴って仕舞ったという處に根本問題があるその肩替りとして出されている緊急失業対策法では所謂失業保険法職業安定法の代りをなしていないと思うこれは真栄田議員からも昨日説明があったが問題は自由労連の調査団からも指摘された通り労働行政無能力と云われている琉球政府の尻を叩かなければならないことが現在の那覇市として労務課社会部或は市の責任としてそういうことが非常に多いために失業者を多く出し失業者を困らしているそういう風な政治の行はれている沖縄の政府に対して市としてどういう対策を要求するかということに大きな問題があるのじゃないかと思う今那覇組の話が出たが失業保険法と職業安定法が両立して出来た場合は那覇市内の職安が出来てその職安で現在の那覇市の都計事業に那覇市の職安から送るということになれば出来ると思う。それは法律は出来たがアメリカが蹴ったから出来ない、そうなれば本当に那覇組を作らなければいけない、そういうものでなく労仂行政に対して政府の尻を叩くために市当局としては例えば失業保険法を新たに立法要請する再提案するようなことを政府に要求する気特があるかどうかそのことについて市長並びに社会部長からはっきりした見解を聴きたいと思う。

○市長（当間重剛君）

失業対策の問題につきましては各議員方も他府県の都市を御視察になってお分かりのことと思いますが単なる或る程度の生活を保護するものであって事業そのものからは非常に困っている現状だと見ております。然し私は寡聞でありましてそういったことをよく聞かされております。從って市の直営事業の場合は別として請負事業の場合に市の労務課としては夫々の業者には当っておりますがそれがうまく行っているかどうか未だはっきり掴んでおりませんがそういった意味で単なる失業対策によった場合は所期の目的を達することは、単なる生活援護ということにはなるでありましょうが事業そのものとしては非常に困ったというようなことを聞く場合もないとは云えないのであります。然しそれはそれと致しまして何か失業対策法の実施によりまして適当な処置を夫々取られると考えておりますがまだ只今の御貭疑のような保険法の如きにつきましては十分な自信を持っておりませんので私達今迄は努力していないことを遺憾に思うのでありますが今後こういった問題に対しても十分な努力を払って行きたいと思います。

○仲井真元楷君

今先の二番議員のもぐり外商の問題についてでございますが那覇市の商人が一番困ってそして商業の伸展に非常な支障を来しているのはもぐり外商の問題でありますがこのために随分商業不振を来している訳でありますが只今の助役の答弁ではこれは政府の商務課がやるべきだといって簡単に突放ねて市の方では那覇市内に生産業者以外の商人が八十名もあるという実態の調査を出しながら政府の商務課がやるのだといって簡単に全く手を拱いて我々の関せざる處であるといって非常に冷淡な極めてこれは見様によっては恐ろしい発言見たようにしか聞えないのだがどうなっても構うものかこれはあっちがやるのだという答弁ではこれはどうも那覇市の商業の発展政策を謳う市の発言にしては甚だ困ったものではないかと考えますがそれはそれとしてもぐり外商の問題は既に前から商業に対する大きな脅威となって新聞にも報ぜられておると色々とこれの対策は考えておられる筈であるが市長としてはもぐり外商に対して那覇市の商業を護るという意味からこれの対策を政府の方とどういう風にして相談したことがあるか、あれば如何なる方向にもって行ってこういう対策をやったか又今日こういったもぐり外商が随分跋扈しているのだがこれのために蒙る商業者の保護育成について將来どういう風に考えておるかこの二つの点をお伺いしたいと思います。

○市長（当間重剛君）

よく新聞でももぐり外商ということを伺っておりますが通り会、あたりではそれを指摘出来るでしょうか

○仲井真元楷君

この人はもぐり外商らいしいということは或る程度は指摘出来ます。何しろ表面はもぐり外商じゃない訳です。つまり潜っている訳です（笑声）

○市長（当間重剛君）

姿は見えない訳ですか

○仲井真元楷君

名儀は琉球人にあるのだが実際は彼らがＢ円の一千万円積むことも簡単にやれる、名儀においては琉球人の名前でやっているので形の上では出来ないが内容においてはこれこれはもぐり外商によってやっているということは指摘出来ます。

○市長（当間重剛君）

大体正体が潜って分らんそうでありますが今市の係の話を聴きますと政府の商務課とは度々折衛しておりますが法的に非常に処置に困っているということでありますのでこの点は十分研究させますがどうぞ被害者である處の業者の方も適当な智恵を貸して頂くようお願い致します。

○島袋嘉順君

潜っていない実例を申上げますこれはこうらしいのです喜久山さんから後で詳しく説明して頂きますが洋服屋さんがドル獲得だというので航空隊に入って行く洋服屋さんなら一着揃って作るのが当り前だがそれがズボン丈しか作っていけない、外人に対して着地の売買をしてはいけないというような色んな条件をつけられて結局ドル獲得になるかというと、結局は修理もの程度しかない、その人達は商売のために条件を守らなければならい、その規則の穴を見つけて香港業者が入って来る、そういう人達は其所に潜り込んで来てそして一着分の着地を注文を受けてそして香港に送って直ぐ持って来る、貭も悪いやつが来る、沖縄の洋服屋さんではとても良心的に作らないような悪いものも持って来る、それは潜らないで現れている、これをどうするかそれは政府も知っている筈です政府自身も飲まされている事実もある、決して潜りはしない、其所に政府に力の弱さがある、所謂業者はドル獲得という美名の下に何も儲っていないのじゃないかという声です千五百名もおるということになると不安です結局潜っているがはっきり証拠は現れているそこを政府がやらなければ俺達も出来ないといったのでは取締は出来ないと思う少なくとも商業者を育成し産業を育成するためにはそういったもの迄やらなければらなないと思う

○喜久山朝重君

三番議員、十二番議員の説明に対して捕捉致します今もぐり外商の話が出ておりますがウースビーさんから政府の商務課に指定されましてこうこうして香港業者が軍に契約を申込んで来ているがどうして琉球の業者がそういうことが出来ないか出来ないならばそういう隘路を指摘して貰いたいという風に政府に意見が来たのでありますそれに対して今調査が廻っておりますが結局今十二番議員が説明したように琉球人業者に仕事を委せ乍ら結果に於ては仕事の制限を受け香港業者を軍が手を取ってやっている現状でありますその点につきましては市としても市の貿易、商業の復興育成の意味から外資導入、外人商に対して制限を加えて頂く様要望致します

○島袋嘉順君

施政方針の中に産業の復興について当市と致しましては数年来、那覇市の産業の実態諸調査の実施を致して来た数年間掛って調べたけれどもこのもぐり外商が分らんそういった調査がこの数年もかかった産業実態の調査に現れて来なければこれは嘘の調査になるだから結論が出て来ないその辺をはっきり聴いたことがあるかどうかこれを聴くようにならなければ調査は嘘ですそれでは市民の実態を掴んでいないことになるのです

○市長（当間重剛君）

若し出来れば指摘して貰ったらいいんですが・・・・

○喜久山朝重君

大体千五百人位は潜っているのじゃないかということです。

○市長（当間重剛君）

何處に誰がということは分からないのですか

○喜久山朝重君

例えば商工会議所の話ですが何時か婦人会が話をして刺繍の指導で香港から業者を招聘したこがありますがあの人達が大半残ってあの講習が終ってからもその侭那覇に居ついて何か商売をやっている事実もあるそうです

○島袋嘉順君

これは那覇市丈の問題ではなく越来村会でも決議しております通り会商工会一緒に決議をしてブラザーハウスはこれはもぐりじやないかそういう目に見える業者の圧迫を受けているから基地周辺はどうにもならない、これでは気違いになってしまうという決議までやっている、そういう處を見ると嘘ではない分っているそういう處があれば那覇でもこんなことがあるが越来ではどうか実態を調査するようにならなければ今の政府じゃ出来ないと思う市町村が叩かなければ絶対に起上らない。目に見えているものでもアメリカの政策的なものだと考えているそこで今目に見えている喜久山議員が調査に当っておりますがよく分っているどういう處を親身になって聴く様に当局がならなければこの問題は解決出来ない、これは民族的な問題だと考えている、決してこれは目に見えないから政府にお願いするという形でなくしてもう少しは誠意を示して貰いたいと思う

○建設部長（安次富長昌君）

先程二番議員（上間長和君）からの御貭疑のございました都計に関する件についてお答え致します、お言葉にありましたように二十四億という都市計画上の見積りを出しておりますがこの金額は旧那覇市の区域丈ではなくして都市計画区域の範囲のものでございます何％できておるかという御貭疑でございますがまだ統計を取っておりませんのでこれは後でパーセンテージを御報告することに致しますそれからこの問題に掛りました場合に今の處計画して来ております範囲では都市計画による河川道路所謂大きな道路丈凡そ八億を見積もっております但しこれは大きな橋染も入っておりますが小さい排水溝側溝じやなくして側溝と橋との間にある小さいものでありますその方は入っておりませんそのうち新設する道は約三億五千万円でございまして後凡そ五億円は巾の拡張補修改良こういたつたものが主になっておる訳でありますだからして八億余り掛かると云いましても凡そ五億に近い改修、拡張をする補舗装をするといつたような道が現在使っておるのでありまして、使えないという意味じゃないのでありますこれを広くしてやったり或いは舗装してやったりするという風な考えでこういったことも見積っているのでありましてそれをやるためにはその事業年度全体から調査して来年はどれとどれとやるというような計画を進めてやっている訳でございますそれに関連致しまして普通土木の関係でございますがこの方は一応二、三個所埋める處迄計画しておりまして凡そ一億八千万円でございますこの一億八千万円は買收費、補償費は全然入っておりません都計費による八億とう数字には買收費を入れてありますけれども普通土木の一億八千万円には一応計算の都合上買收費と補償費は入っていないのであります以上でございます

○宮城清三郎君

市税について責任者の責任ある回答をお願い致します市税問題については税制審議会でも審議しておりますが那覇市の市税が納まりが悪いこの收納状況を見るととても悪いようになっておりますが果してこの市税が固定資産税事業税市民税いろんな税金が有りますがこの税金の中のどういうような階層が税金の收納が悪いかこれを調査されたことがあるか調査されたならばどのような階層か税金の納め方が悪いかということを具体的に説明して貰いたいと思いますそれから泊のあの河川でありますがあれを埋めてそしてあの敷地を売るようになっておりますがあの河川を小さくする工事をやっておりますがあの河川を埋め経費が一坪に幾ら掛かつたそしてこの土地を売る場合に果して利益が上っておるかということを研究してあるかどうかこれを御説明願います

○市長（当間重剛君）

滞納者の滞納率を極力低めようという努力を払っておりまして滞納者中どの階層において成績が悪いかについてその数字は調べて後程係からお答え申上げます安里川の改修に伴い恐らく道路かれこれを除きまして約五千六百坪埋立地が出来る予定でありますあの計画は河川を改修し河川の巾を狭めることによって両側に埋立地が出来るそれを売却することによってその費用を生み出すというのがあの計画であります更にあの埋立地は予定以上に高く賣れる予想を持っております従ってその費用を全額今年度返済する繰上げ償還するというのが今年度の予算に出ているのは御存じの通りでありましてその点は予算上明らかにしておるのであります

○財政部長（長嶺良松君）

税の滞納金のことでありますが五四年、五五年で二千六百三十五万円ありますがそのうちには課税してから行衛不明になったものも五百万円位いはある訳であります残りの約二千万円が滞納という形になっておりますがどんな階層かということは、はっきり申上げられませんが後でそういうことは調べて説明したいと思います

○宮城清三郎君

この市施の方針の中において十二番議員（島袋嘉順君）も云っておりましたが数年来産業面から色々調査をされておるならば那覇市にはどういう産業をやっている人がどれ丈いてこの人達から幾ら收入を上げて幾らの税金を取った位いは分りそうなものです。つつかれて始めて答弁するような市では大きな都市計画事業は不可能だと思っている那覇市の市会議員が遊休議員にならないようにこういうことがあるからこういうことを聴いております尤も市の係りのほうがこういう風な調査をいつ議員から聴かれてもさっさと答えるようにやって貰わなければ私達は市民に対して議員としての立場が無くなるのであります

○仲井真元楷君

昨日も衛生行政の貭問の中で屎尿処理を業とする者に対する一方的な不当な圧力や或は不満、疑惑をもたさないようにという貭疑に対しまして当局の方では馬車を機械化する成可く早く切換えるといったようなことでありますが新らしく機械化するということは勿論望ましいことである又出来る丈、文化的に切換え衛生的に処理するということが当然望ましいことではありますが今私が申上げようとすることは稍々もすれば既設の業者は馬車を機械化することになってどちらか一方的な見方をしているといったような疑惑を持たせることは甚だ心外でありますが決して左様な立場で云っているのじゃなしに既設の業者に対する保護という切換えの時期その方法から区域の設定ということは一応茲に馬車の業者がなくなった場合には一応新らしく出来た業者に対しては成可く機械化されたよい方法をもってやって行けという要望は当然なされるべきではあるがここに馬車を業とす業者があり而もその実績は過去におしても年数においても今日の実績も相当に上げているしそれから市民の馬車に対する要望も或る程度は馬車の方も宜しい馬車の方が宜しいではない。馬車の方もよろしいという言葉もあるのでありまして切換えの時期が早ければよいかも分りませんがその時期方法は一方的に業者を泣かさないように又、これらに從事している處の馬車が六十台か或いは何台かあるということである、それらの從業員の方の職業の転換といったことも十分に考慮して貰いましてこの問題が委員会に付託された場合に文教厚生労務委員会で慎重に検討して貰いたい、那覇市の面も、一日だってこれは忽がせに出来ない問題でありましてどちらの方にも不公平のないように、どちらにも役所としての官僚的な圧迫がないようにこれ丈強く要望申上げる次第であります

○島袋嘉順君

三番議員の仲井真さんの御意見に触れて申上げますがこれは先日那覇市の清掃条例を作る時に私も実は申上げましたけれどもその聞いた立場はこれは屎物語で失礼かも知れませんが現在那覇市からどれ位いの屎尿が放出されるか、その屎尿の処理は良い土合に行っているか更にその屎尿の放出についてはどういう会社があるか現在では那覇市民は屎尿の処理に困っているのだから業者にどうだこうだということはやらずに適当にやって貰いたい、市民の困らないようにやって呉れということを申上げた訳です、處が現在数字によって見ますと即ち那覇市の統計を取上げて見ますと一日現在那覇市の屎尿の統計では四百三十六石の屎尿が放出されるこれは一般の業者の話を聞くと五百石位になっておる、それは別として一応五百石から四百五十石それ位の屎尿が放出されるこれを毎日処理しなければならない、處でその業者の現在の数が那覇公衆衛生会社、丸十衛生組、沖縄衛生社、三つある、この三つの処理の工合につき那覇の統計を見ますと那覇公衆は四六％丸十公衆衛生組四九％沖縄衛生社五％になっておりますこれから見ますと矢張り会社が存続しておるのはこれら市民の屎尿を放出することによる事業から利益を挙げているこのことについて衛生課にお聞きしたいと思うがこれは地域協定とかなんとか出ておりますがこの屎尿の放出は例えば具体的に例を申上げますと那覇公衆衛生会社が機械化されたトラックを持っているその会社が今直ぐ今日全部那覇市内の屎尿の処理を任せば五百石処理出来るがどうか或はそれが出来なくて現在のところは四六、四九、五、という工合になっているがそれを一つ聞いて見たいと思う

○衛生課長（安座間喜松君）

お答え致します、今先の数字屎尿放出推定量でありますが大体四百五十石から五百石が一日の放出量でありましてこれを直ちに今一つの会社に請負わせたらそれが処理できるかどうかという御貭疑のように承っておりますがこれは今の處不可能だと思っております

○島袋嘉順君

そうなりますとこれは速かに早く方法を講じなければいかんと思っております

○仲井真元楷君

この問題は非常にデリケートな問題でございまして妙な屎尿譚になるかも知れないがこれの処理につきましては文教厚生労務委員会と衛生課は十分案を練りましてそしてどちらにも不当不公平のないように十分委員会でもって検討した上で実施をして貰いたい、区域の設定につきましても案を十分練った上でやって貰いたいとこう思います

○議長（泉正重君）

食事のために休憩致します午後は一時三十分開会致します

（午後一時三十一分休憩）

――― ○ ―――





（午後一時四十分再開）

○議長（泉正重君）

再開致します、午前に引続き市長の施政方針に対する一般質疑を行います

○嘉数ツル君

琉球の首都大那覇市におきまして、政府の補助を受けている扶助家庭が千六百もあるというお話でございますがこれに似た救済とすれすれの貧困者がまだまだ澤山あるであろうと思います政府からはだだ生きて行けると云った所のある金額丈しか与えられておりませんがこういう人達に市として家庭工業とか色んな授産面の方に力を入れていけばこの中には厚生する人が澤山いるのでありますが当局においてはこれに対する授産面の方針をどうお考えになっておられるかそれに伴い安心して働けるという市営の托児所と云った施策の考慮がどの都市に行ってもあるようでございますけれども当局のお考えはどんなものでございますか、それに又那覇市におきましては生産というよりも寧ろ消費生活が多いようでございます

これについて当局のお考えはそれから他府県に比べましてこちらのコストが大変高いようでございますけれどもこのコストの高いことについてこれは那覇市丈でなく琉球全体のことであろうと思いますけれどもどういう面にこれをどういう方法で我々が安心して生活出来るようなコストにあげることが出来るかということについてお伺いしたいと思います

○市長（当間重剛君）

只今十八番議員（嘉数ツル君）の御質疑は誠に御尤もでありますこの問題につきましては豫々十八番議員（嘉数ツル君）から色々と示唆を頂いておりまして常に感謝申上げておる次第であります実は戦争前の首里婦人の方々がやっておられた織物に対する問題とか或いは旧小禄村も御存知の通り織物など相当やっていたのでありますがこういった方々が現在折角の技術を持っていながらこれを十分働かし得ないということになっておりますが更に現在首里婦人会の方々が或る程度の生産をやって頂いておりますことにつきましては非常に感謝申上げておるのであります先般十八番議員（嘉数ツル君）にも各地を廻って色々研究して頂き又視察をして参っておりますが其所には相当今後伸ばして行けば発展するような感がするのでありますそういった意味で大きな工場でなくて家庭工業的な特殊な技術或いはこれから授けられる技術により家庭の收入を増して行くということが十分考えられると思うのでありますその点は今勧業課で特別な対策を樹てまして具体的な方向付けをすることになると思うのでありますが今暫くは時間を籍して頂きたいと思うのであります尚これに関連致しまして痛切に感じられますことは他府県におけるこうした家庭工業の持つ大部分が大阪辺りの大きなメーカーの委託制度といったといったのが多いように思われるのでありますこれは單なる家庭ばかりでなく特殊な事業として致しましても或いは救済事業として救済家庭を対象にした仕事としても考えられる訳であります處がこれを他府県の労銀に比較した場合に非常に高い労銀にならなければならないというのが現狀でありまして、そうした場合に例えば同じ品物を大阪あたりのメーカーから下請負をするといった場合に結局、他府県とこちらと立打出来ないという結果になる訳であります併し乍ら若しこれを島内消費に向ける場合には或いはコスト高に就いても輸送費その他経費の関係でどうにか立打出来るのじゃないかというようなことも考えられるのでありますが併し基本的にはこう云う低賃金にもって行かなければこうしたことは成り立たないと思うのでありますこう云うことは総体的に沖縄産業全体にそう云った問題があると思うのであります、そこの原因は私まだはっきりした自信を持って申上げることはできないのでありますが結局は生活費の高くつくという處にあるんじゃないか、例えば夏場に使っております團扇でありますが、これに払っております所の賃銀は香川県丸亀での調査では百二十円から百五十円でこれをＢ円に換算した場合四十円から五十円の労銀しかならないし卸しで七十円しかならないと云った数字になる訳でありますこれで果して成り立つかどうかと云う事も今少し研究しなければならない訳であります然し結局こちらの生活費が高いと云うことは労銀の割に品物のコストが高く生活が苦しいと云うので勢い賃銀を引上げなければならないと云う事になると思いますこう云った事は沖縄全体の生産問題に関係する事でありまして漆器に致しましても優秀なる沖縄朱塗りということを十分知っており乍ら他府県の品物と比べた場合にどうしても高くつく、琉球自体の塗りを知っている人はその高さを十分知っているのでありますが所謂商品として売らんとするときにはコスト高でもって売場を失うというような現狀でありましたこれは一朝一夕にはそう簡單に解決することは出来ないのでありますがこれは只私の思い付でありますが我々の仕入値をもっと引下げもっと安くなるような消費物資が手に入るようなことを考えます場合にもっと低賃金ということも生活費を下げることによって低賃金でやって行けるというようなことが考えられるんじゃないかと思うのでありますが、これも併し十分なる検討の結果私は申上げているのではなくして單純なる考え方でしかないのでこれを持ってどうすると云う事は云えませんが沖縄全体の生産コストの高さを如何にして下げて行くかという根本的な問題と関連致しまして結局政府の対策としてこれを推進して行く外はないのじゃないかと考えているのであります

○宮城清三郎君

那覇市の市有地についてちょっとお伺い致します那覇市の市有地は澤山あると思いますがこの市有地の講和発効前の補償についてこれを日本政府に要求されたことがあるかどうかあるとするならばどういう風な施設があったか坪数にして幾ら位が金額にしてどの位かこの補償について日本政府がどういう風な態度をとったか日本に要求をなされた場合に今後日本政府に対してどういう風な態度でこの補償の問題を続けて行くかというふうな点を御説明願いたいと思います更に土木の面であります私ちょいちょい土木の面で市民の要求に應えるべく当局に当っておりますが予算の関係でこれが遅れ甚だしいことは暗渠を造って呉れといった場合に予算が足りないと云ってやらない爲その附近の住民はこの暗渠がない爲に水が溢れて床下迄入って来るといってお願いしても予算がないから仕方がないという様な狀態に土木予算がなっているようでありますが更にこういう様なことはもっと市民の立場をよく考えてやって行くにはどういう風な方法でやっていったらもっと有利な土木事業がやって行けるか例えば那覇市の舗裝道路を私二、三回見ておりますが一ヵ月もたたないうちにアスファルトを起してそしてその屑を小禄の方へ移してやっておるそしてこの道が小禄の住民にとっては甚だ迷惑を掛けておるという風な問題がありますもっと土木予算を有効に使って市民の要望に応える様にやる爲にはどういう風にやって行くという土木の今後の予算を有効に使うような方針所謂その骨子を御説明願いたいと思っております

○助役（嘉手納並水君）

お答えします補償の問題につきましてはこの前政府の方から日本に行きまして色々資料を持って行っておりますが、これにははっきり数字が書いてあります、今その資料はとりに行っておりますからちょっとお待ち下さいそれから暗渠とか道路工事の問題でありますがこの予算をとりましたら最初に皆さんにお諮りしましてこれこれの道路がある、これからどれを優先的にやるかという風に皆さんの御意見を聞いてそして順序を追ってやっているような次第でありますでありますから若し優先すべき道路があればこれが一番眞先であるという風にそのときに御指定下さったらよかろうと思います

○宮城清三郎君

補償の問題は詳しい資料を見たら分りますと思いますこの土木の面でありますが私は日本に行くときに土木課長に言って行ったのですあの暗渠は全部水が入って来て床下は水で一杯になるからという風にお話して行ったのですが帰って来たら小禄の方には余り暗渠の数が多くて又予算の関係でお金が足りなくなって出来ないようになっているから今度の新しい予算でやるという風に言っておりましたがあのように衛生的にとても悪いそして周囲の人達にも悪い影響を与えないようこの予算をもっと有効に使えば早く解決出来るんじゃないか特別に澤山金の掛かるような工事ではないしそういうような處を一つ土木課の方で慎重に扱って貰うようにお願い致したいのであります。

○建設部長（安次富長昌君）

御注意有難うございます。土木課長が予算が足りないで出来ないと言ったこともあるかと思います御承知のように一応予算化する爲にはどの線とどの線とはっきりしておりましてそれから別の方に持って行くということは建前としては出来兼ねるのでありますがそれをやりつつ若し浮いた金があったらそういったものもやれるということは考えられるのであります勿論建設部の方でも出来る丈予算は多く頂いて出来る丈多く事業をやりたいとこう考えておりますけれども外の事業面との関係もございまして御趣旨に副う事が出来ないのを残念に思うのでありますが出来る丈今後は御趣意に副いたいと考えておりますそれからアスファルトを叩き割って持って行ったということは那覇市内でそう云う事があったと云う事は私にはまだ何処であるということは分りませんが若しあるとすれば現在神里原道路を改修しておりますのでそういったものをとっていったならばあったんじゃないかと思います。このアスファルトの工事は非常に難しいものでございまして道路の基礎工事ができていないと立派なアスファルトをしいても良く行かないということともう一つ、には最近はっきり分ったことでございますがアスファルトの温度は三百度ということになっておりますこれを市が自分で製造するときには三百度という温度は作り得ないのであります其所に無理があるんじゃないかとこう考えておりますが出来る丈アスファルト工業は軍の方から買うようにして軍は三百度迄行かなければ売らないのであります、それにつきましては二三年前から軍が作って賣っておるアスファルトでございますが温度が三百度迄上らないで二百、四、五十度しか行かないのでそういった事は売る訳にはいかないので捨てておいたそれを製造しておる工場ではそれを捨る場所を探し、車で持って行って捨てておるということがございまして二三年前からこれをなんとか市が利用すべく交渉しましたがあの当時は軍の方とは交渉できたものの市に連絡して呉れる所謂日本の土建業者の方が承諾して呉れませんのでとうとう貰うことが出来ないでその侭になった訳でありますがそれが最近このアスファルトを製造しておる日本の土建業者が変りまして那覇市の復興の爲であれば電話連絡して私の方でやって上げる、只問題は軍から承諾を得れば毎朝トラックの一二台分は出る而も一ヵ月日数にして少くとも十五日二十日の仕事はあるからしてそれをもって利用したらどうかというようなことを私と話合いまして一応その会社には話を進めておりますがＵＳＣＡＲへの誰にお頼みした方がいいかと考えておりますが私がこれ迄お願いして来ました方が現在病院で役所を休んでおります関係上お願いするのをちょっと延ばしておりますがこの方が出勤して来られましたら、それを貰ってなんとか有効に使いたいと考えております現在の處アスファルトは出来る丈軍から買った方のものがいいという結論を持っておる訳であります

○上間長和君

昨日今日と各議員からの活溌なる質疑に依りまして大体施政方針に対する一般質疑は大体に於いて良いのじゃないかと思いますそれで明日から予算審議に入りますがこれから後の質疑は予算審議の面で取扱われると思料されますので大体今日はこれ位で終了して貰いたいと思います

○儀武息睦君

私は五七年度予算について市長に質疑を致したいのでございます大体におきまして各款を通じまして時宜に適したる処置と思います敬意殊に才入面におきましては相当の御研究の後が見受けられます只一般大衆の負担に関する市税におきましては増税を避けて飽く迄も收支の均衡をとられた点本員賛成する次第であります又才出面におきましては各款を通しまして総体的に約一千万円の増額になっておりますが第四款土木費と第七款社会及び労働施設費につきましては減額になっておりまするが實質的には増額になっておるとの御説明でありますのでその細分に亘りましては委員会で更に検討して質疑したいと思うのであります御承知の通り那覇市におきましては毎年中学校の卒業生が相当出ておるのでありますそしてこれの約六〇％は高等学校に進んでおりますが残りの四〇％が上級学校に進学できないという状態になっておるのであります本員の調査したところによりますれば五五年度におきまして卒業生の二千百二十八名のうち約千二百名は進学不可能という非常に逆境の立場におかれているのであります、そうしてそのうち約三百五十名しか補修学校に就学できず残りの六百名は路頭に追い出されておるという形になっておるのであります結果から見ますというとその路頭に迷う子供に対する害毒や社会に及ぼす影響を考えるときには本員非常に優慮に堪えない次第でありますこの問題につきまして市長はどういう考えを持っておられるか承りたいのであります次は軍補助金の八千七百万円の土木費についてお伺いしたいのであります御存じの通り従来土木費の執行状態を見ますというと約一〇％が剰余金として生じておる実情であります八千七百萬円の工事に対しましては少くともその一％約八百七十万円の剰余金が生ずると予想されまするが市においてはその剰余金を如何なる方法で処理せんとするか、この点の御研究はどうされているか詳しくお伺いしたいのであります次は綜合運動場の建設についてでありますが御説明によりますと綜合運動場につきましては全市民の声でありまして本年度に予算計上されその実現を見ることは本員も市民と共に喜ぶ次第であります併し乍ら総工事費一億四千七百万の予算を要する工事において今年度は僅かに六百万円の予算を計上されるということは余りにも少な過ぎると思う、私は少くともその一割程度、一千万円位の経費はあって然るべきであると思うのでありますその財源と致しましては「たからくじ」の発行なり或いは他府県に流行しつつある有料道路の新設等を御研究になったことがあるかどうかこの点市長から御説明をお願いする次第であります付加えて承りまするが我々が子供の時分明治橋には有料道路がありましてそしてそこの通行人に対しては料金を取って通行させておったのであります又聴く處によりますればニューヨークにおいても又日本本土におきましてもある道路に対してはハイヤーとかバスとかいったようなハイヤー族に対しては有料道路で相当な料金を取って通行させておるそしてその財源の償還に充てておる実情もあるそうでありますこういうことなんか御調査になったことがあるかどうか承りたいのであります

○市長（当間重剛君）

只今の十九番議員（儀武息睦君）の御質疑のうち中学校卒業者の進学希望者の約一千二百名に対する処置の問題でありますがこれは教育委員会におきましても色々具申致しましてようやく特殊な以前は傍聴生見たような形をとっていたのでありますがこれはいけないというので補修学校を先般来設置して今年から子供たちに特別な勉強をさせているのでありますがそれも約三分の一位しか收容できないということは誠に遺憾でありますが現在の處これをどうするかという具体的な案は教育委員会も未だはっきりしたことを考えていないような状況であります併しこれは切実な問題でありまして今後十分対策を考えて行きたいと思っておるのでありますそれから八千七百万円の剰余金でありますが前にもちょっと御説明申上げましたようにあの八千七百万円に関連致しまして市から用地買收費並に移轉補償費として一千四百万円を出さなければならないという問題も御存じの通りでありますこれは結局ハーバビューの那覇高校前から旭町に通ずる道路の地買收費並びに建物の移転補償費並びに牧志大通りの第一相互銀行ビルから久茂地小学校の正門前を通って一号線に至る道路の拡幅並びに補償費の中にも道路買收費と建物移築費がありますそれを併せて一千七百万円をどうしても一般財源から出さなければいけないしそれには市の財産を買却して償還する予定になっておりますができればこの一千四百万円をこの特別補助から生み出すことは出来ないであろうかということを具申しているのでありますが果して軍の指定された八千七百万円がこれに流用出来るかどうかは分りませんが所謂目標はそう云った方向をとっているのであります併し乍ら実際この特別補助による處の八千七百万円の工事費の使途につきましては必ずしもこの一千四百万円を生み出すという處迄は自信はないのでありますそこでまだ今の處はっきりした数字は一部の工事でありまして例えば久茂地川の改修の二現場の請負は済んで落札しております。それから沖縄相互銀行のかどから一号線路に至る整地費、これの整地工事が請負者に落札しております。こういったような実例を通じまして或る程度の剰余が見込まれることは考えられまするが今の一千四百万円を加えてどの程度のものが出来るか或いは一千四百万円の埋め合せが出来ないと新しい工事を見出すということになるかも知れませんがその点現在においてははっきり申上げる迄に交渉が行っておりませんと申しますのは大体道路河川橋梁の落札に致しまして大凡見通しがどれ位の金額に残し得るかという見通も未だはっきりしておりません、從って次に工事を何処に持って行くかということはまだその時機に至っていないのと、この工事の進行状況に依りますのでまだそれを申上げる時機でないということ丈御承知置願いたいと思います、それから綜合運動場については約一億近くの工事費が要るのでありますが、その大部分は当初の建説委員会の計画で約二千五百万円で以って一応は計画される處の土地の埋立を完了する、これは図面で御存知の通り現在のグラウンドの前の一部埋立地それから壺川の先の埋立と合わせて全部を埋立

（二十二番議員（高良一君）出席入場）

それと野球場、それから陸上競技場庭球場水泳プールのこの四つが第一年次に同時に使えるように一九五七年度においてこれらのものが全部使えるためにはつまり運動競技場として使用するためには二千八百万円を第一年次で出さねばならないという計算であったのでありますそのうち大体政府の補助が一千万円、那覇市が六百万円、その他ＵＳＣＡＲ一般の寄付とか合わせて捻出する予定であったのですが政府の都合で政府は二百万円しか出せない、それからＵＳＣＡＲの方も今年度はこの方面にはちょっと都合付かないといったような状況でありまして勢い政府の二百万円を基礎として更に一般からの寄付百万円で残りの三百万円の数字を出しましたのは最初の計画通りには財政的に都合が付かないので先ず陸上競技場、野球場を整地をして排水の設備を将来これの工事費を増やす場合には、その排水説備をその侭使える程度の工事費を算出しましたら大体六百万円程度で出来るというので野球場と陸上競技場の整地をする丈の六百万円を本年度予算に組んだ訳であります残りの庭球場及び水泳場、それからの他の広場としての埋立地が次の年の問題にしまして、更に只今申しました通り野球場と陸上競技場に致しましても直ぐ野球が出来る様に然しそれには周囲に垣を作る必要があるのでこれをあけっ放しにしますと、自動車の練習場に使われている場合もありますので、又競技をやる場合にもやはり周囲に垣を作る必要があるのでその程度のものがつまり六百万円になる訳であります、残りはスタンドに致しましてもその他プールというものは年次計画を樹てまして順繰りに次年度に持ち越していく、そしてこれをやろうというのが本年度の予算の建前でありますそれから只今おっしゃった宝くじの問題でありますが宝くじを発行するに致しましても勿論宝くじの発行高にもよるのでありますがそう大した施設の向上にはならないと思います例えば一千万円、三千万円の宝くじを発行するならば、そのうち半分入って仮りに二千万円の宝くじを発行した場合、一千万円入って来るのでありますが、そてでも綜合グラウンド、綜合運動場全体から見た場合そう大したものにはならないと見られるのであります、それから有料道路でありますが有料道路と申しますのは私の知っている限りはニューヨークージャーシィの間の有料道路でありますが、あれはちょうど約七十マイル位の距離ですがその周辺が工場地帶でありますそしてこのニューヨークにニュージャーシィのプリンストン道路はちょうど京浜国道や一号線よりも広いといったような道路でありますがこれは朝の出勤時間、それから午后の退庁時間には大変人間の出入りがありまして、周辺には相当数の工場があって自動車の出入が大変な数であります從ってニューヨーク、プリンストン道路間の交通は非常に大きなものでありますがその間に於きまして、方々でゴーストップが掛かる爲に非常に時間が掛り遅れるのでそれを有料道路を作ることによってつまり今迄はハイヤーか何かでいくと此所でもストップ、あちらでもストップという風に又横の方からも車が出て来るというようなことが時間も喰うのでこれをちょっと一歩外れて横に行くと有料道路がありまして、これはノーストップ式の道路でありますと申しますのは、これの地下を通る場合もあるし、又他の車が上を通る場合もある下を通る場合もあるのでありましてこの区域内に入れば完全にノーストップと云う特殊な便利がある爲に利用する訳であります、これからサンフランシスコとオークランドに至る間に七マイルの橋がありますがこれは大体道路が四段になっていると思いますこれには汽車、電車と各段階毎に分けてあり―普通自動車の場合は人道も―あったと思いますがちょっと記憶に残っておりませんが免に角そういった四層になっております。これも有料道路になっておりますこれは勿論七哩に亘るからには相当大きい橋でこの下にあるサンフランシスコ湾は軍艦も出入りする程の非常に深い湾でありますしこの橋の下から航空母艦が入っていく程の橋梁でありまして、非常に高い経費を用したと思いますが、これは勿論有料でありますが既にこの工費は取返したと云う事で毎年毎年安くして現在五十セント位とっていると思います。これに似た物が日本の日光にもありますがこれは遊覧道路でありますそう云った特殊な施設をしなければ所謂有料道路というものは出来ないと思うのであります現在那覇市におきましてはどの道を見ても有料が成立つ道はないと思うのでありますが、もっとも先刻お話がありましたような我々の子供時代垣花と渡地の間に渡舟があってこれが渡賃を払っておった、その後明治橋ができて確か三厘位の渡賃をもらっていた記憶があったのでありますがそういった例がありますが、現在の橋梁を渡る場合渡賃をとるということはこれは不可能だと思います

（笑声起る）

そういった点から有料道路ということは現在の那覇市の道路については考えることは出来ないと思うのであります

○儀武息睦君

只今の御説明で分りましたが、第一問の中学卒業生に対しての件でありますが現在の教育委員会におきましての税收入から申しましてもそれ丈の施設はどうかと思いますのでどうしても市のお力で以て然るべき措置をしなければこの問題を解決することは到底不可能とこう私は思うのであります、これに対して市長はもうちょっと御研究なされまして然るべき措置を講じられるよう要望致しましてこの質疑を終ることに致します

○宮里敏慶君

区画整理の換地予定地として指定された大地を使用收益の目的に供するときは事由を地主に通知し、又告示して始めて効力を発生するのでありますがこれは区画整理法にあるのであります然るに金城課長は市長の告示もしない、通知もしないものに対して如何にも法的手続をされたかの如くこの議会で答弁しているのでありますその時の金城課長はどういう風な気持でそういう答弁をしたか課長にお訊ね致します

○区画整理課長（金城弘円君）

換地計画について一言説明致します、私の意思と致しましては大体都市計画法による区画整理事業の認定、これで区画整理をやっていこうというような気持であったのであります、それから思う通りいきませず換地の計画は致しましたが結局指定の通知が遅れたということになったのでありますそれは換地計画は出来ても指定は非常に遅くなることが多々あるのであります、それというのは結局一部のもの丈じゃなく全部のものに影響致しますので、そこ丈は発表する訳にいかなかったのであります、そして換地予定地の指定の前に建物の移転というのが土地所有者と区画整理をする私共の意見の相違があったのであります。というのは、換地計画が済みましてからあと從前の地主で結局建物の移転をしなければならない人、それから換地の指定を早くして呉れということで換地の指定を致したのであります處が從前の土地、地主にも承諾は勿論得ないといけませんが、それをやる前に從前の地主には一応こういう風に換地がなるということは話してあったのでありますがその土地は借しもしない、売りもしないというような話がありまして、どうも仕方がない、予定はこういう風になっているから、こうやって貰うより外、仕方がないじゃないかという事で換地の予定の指定をする迄にそれを移すということになったのであります非常に其所に間違いがあったということは、私お詫び致します

○宮里敏慶君

換地予定地の場所はどうどうということは大体分っておりましたね

○区画整理課長（金城弘円君）

これは知っております

○宮里敏慶君

あの時の御答弁であんたの言分はですね、地主に対して、通知もし、それから市長が告示もしたという風にされたものの如くあんたは答弁なさったんですか

○区画整理課長（金城弘円君）

私はいいません

○宮里敏慶君

この土地は未だ地主に通知も出していないまだ告示も出していないということがあんたに、はっきり分るんでせうか

○区画整理課長（金城弘円君）

はい

○宮里敏慶君

外の部下は誰も分らん筈ですが課長たるあんたは分っている筈ですあんたが私に対する答はですね如何にもこれが法的手続は完了したかの如く私に言っておりますがね、如何にも私は騙されたような恰好でありますがあなたは課長としてもう少し本当の気持を出してこの土地に対してはまだ告示はしてないがろうだああだとはっきり答えるのが課長じゃないか、然しあんたはそれに対してどう思っているか、それを聴きたいのです最初にこの上原さんという人と来られた時にこうだと説明してから今になって食言をする、あんたは先程未だ換地しないといって置き乍ら今になって色々いっているが其所に何かありはしないかという疑問を持っておりますそこに対して、あんたは、はっきり答えて下さい

○区画整理課長（金城弘円君）

そういうことは何もないのです

○宮里敏慶君

なくても良いそこにはっきり私に納得するように説明して下さい。

○区画整理課長（金城弘円君）

それはですね始め換地する時はこういう風に換地になっている、使用料というものは今決定は出来ない、こういう風に換地された人にいってあります、それはよく本人は御存知の筈です、それで支払期間つまり使用開始の期間これはまだ決定しないから、これはあとでやらんといけないということもはっきり言ってありますから、そういうこともその換地予定に移された人はよく御存知の筈です、ですから何れこれは精算するように私の方からも話はしてあります。

○宮里敏慶君

あんたが最初こうしようといったらこう云う問題は起らない、あんたが嘘を云うから今になってあんたが誤りであるからじゃ自分で責任をとってやって上げるといったでしょう、あんたが法的手続をしてあればそんなことはいえない筈です

○区画整理課長（金城弘円君）

最初は都市計画法の第三条によって区画整理は出来るということになっております、それによって結局土地收用法これにも関係するというようなことをかいてありますがそれによってやった訳です、そしてあとで結局強制的にいけばできんことはありませんが出来る丈はお互い協議をして見たい、こういう風に思って施工して来てそうしてこれは一々割り出してこう云う風にすべきであるということを換地割当の方法を説明してありますそれで本人も今になってからはもう仕方がないだから賃貸料を呉れというようなことになっておりますので、じゃ賃貸料の亊で話をしましょうということで今賃貸料の話をやりつつあるのであります、何れ近いうちに決定するだろうと思います

○宮里敏慶君

第六回の議会の議事録を見ればあんたが法を無視したことがはっきしております。去年の六月の定例会議亊録を見れば判りますが以前のあんたの御答弁は曖昧ではっきり掴めない訳であります、あんたは区画整理課長としてもう少し誠意のある正直なところを地主にも教えて明るい区画整理をやって下さいあんたの答弁から見ても法的根拠に基いては答弁してない私議亊録をはっきり見ました。もう少し明るく皆が納得いくようにお願い致します。

○区画整理課長（金城弘円君）

一人のために結局この区画整理が出来ないというようなことになったら或いは一人の反対者があった爲に換地計画が出来ないという様なことがあってはよくないとこういう風に思いましたので、これを促進する上においては予定地が決定しましたらそれに移していくということが手っ取り早いじゃないか、こういうような考え方からして、そういうようにしたのです

○宮里敏慶君

換地に対しては反対ではありませんが土地に対して收益の目的に供するには市長が地主に通知をし、又告示して始めて効力を発生するということをあんたは念頭においていない、始めから換地されたからと云って換地された人に権利があるかの如くいっておりますがそこが一番悪いんですよ

○区画整理課長（金城弘円君）

それは最初は言ったんですが、南向きの人は南向きに換地しなければいけないとかいうことをいったんですがしかしそれではいけない、この情勢から考えて見てどうしてもこれは南向きに換地しなければならない、この土地を北向きに換地しなければいけないというような傾向になっている、だからこういう風に私は話して聴かしてあるんです

○宮里敏慶君

あんたは今になってからそんなことをいっているんです初めからそう云う亊は云っておりません

○区画整理課長（金城弘円君）

それは始めから云っております、然し換地計画は私がやっていませんから係のものがやっているものですから・・・

○宮里敏慶君

これは地主がはっきりいっているんです、去年の選挙の時地主が私の處に来ていっております。もう少し課長は信念を以っておっしゃって下さい

○区画整理課長（金城弘円君）

換地計画の配置図で見ますと、そういう種類のものが沢山あります。これは地主との協議が整わんというだけであって協議が整いさえすればこれは換地できるという風に私は思っております

○渡口麗秀君

市長の社会福祉面の政策の中で身体障害者に対する福祉亊業について福祉亊業の遂行に努力するというようなことを申し述べておられますが、この点については大変結構だと思うのでありますが少しはっきりしない点がありますのでお伺い致します三月の末から四月の始め頃琉球新報で身体障害者の授産施設のことを報じておったと記憶致しておりますその内容の概畧申上げますと首里の方にある沖縄盲聾学校ですが其所の卒業生達が学生時代に洋裁その他の技術を習得してその技術で以て実社会に飛び出して或る洋服屋に就職した然し乍らこの人達は口が自由に利けない関係でどうしても一般の洋裁技術者の人達と技術面は兎角としてサービス面の方で太刀打ができないと特にこの人達は妙令の娘さんである関係でどうしてもひがみが出て来る勢い職を辞めて各家庭に引込んで仕舞うのでありまするがーこの生徒達はそれ丈の洋裁技術を持っておりますので、どうしても独立の生活を営まねばならなぬという気持になりまして、その卒業生達が数名集まってどうしても自分等の力で生活を営もうと、そうするためにはどうしたら良いか色々協議を開いたのでありますが、その結論としては言葉が一般人の方によく通ずる人なお自分達身体障害者に対しても十分理解のある人を探してその人を中心にして、自分等の授産施設を持ちたい洋裁所を持ちたいということに結論がなってその最適任者として自分等が学生時代に教わった或る先生をその生徒達が口説き落してその先生を中心として身体障害者の授産亊業をやろうということになって先生の方としても何しろその学校の先生をしておりますのでこれらの障害者に対しては十分なる理解を持っていた訳であります。その先生も自分を投打って生徒達を中心に授産施設を持ったのであります。そして現在普天間でその授産亊業を営んでいるそうでありますが何と致しましても矢張り一般人との言語が通じないためにうまいぐあいにいかないのでこの授業というものも相当困難じゃないかと思うのであります市の方の社会福祉面の方では特にそういう身体障害者に対する福祉面の向上ということを謳ってありますがそれらの人達は市の方でも補助育成をすべきじゃないか又場合によったらその人達の利便を図る爲に市の営造物を貸与するなり、又必要があれば補助金を交付するなりして保護育成を図るべきことは大変必要なことだと私は思うのであります、その点について社会部長の御見解をお願い致します

○社会部長（上地安昭君）

身体障害者の育成問題につきましては五三年の福祉法が出ましてからどっちかと申しますと生活の保護法の適用からこれの関係で総体的にこういった身体障害者に対する處の福祉面が遲れておったような感じが致すのであります。当那覇市におきましても旧軍人軍属の方の所謂公務によるところのこの福祉面につきましては軍人軍属の援護法の適用を受けまして夫々救済の道が開かれております。又從来促進されている訳でありますが、その以外の一般の方の身体障害者につきましてはどっちかと申しますとまだ実数がはっきりしない訳で本年度こういった面から致しまして一応この実数を掴む、そうしてこういった方々の所謂福祉面を考えて見たい、もっともこれは身体障害者福祉法によりまして政府の方で夫々個人個人に応じた處の所謂救済の道が開かれることでありますから先ず一応この数を掴みたい、これにつきましては市の方で一応登録してそして政府とも連絡を取り一応これには身体障害者手帳があってこの身体障害者手帳を交付された人に対してのみ、この身体障害者の福祉面が与えられることになる訳であります。こういった面で今度これに対する予算を計上してある訳でありますが、尚八番議員（渡口麗秀君）からのお話にもあります通りこの盲唖の人々が現在普天間に七八名おりこの方々が那覇に出て何かやりたいが第一家がない、この面を何とか市の方で幹施して呉れというような要望もありまして、社会課の方でこの前から十一区の青年クラブでありますがこれを無償で市の方に上げましょうというように内諾は得ております。尚これにつきましては色々と地主との関係もありまして、又敷地料の関係もありますので現在こういったものにつきまして話を進めておりますが大体の建物を市の方で貰い受けましたならばこういった身体障害者の方の授産施設として利用したいとこういう風に考えている訳であります。この施設につきましては現在生活保護法の施設しかもっておりませんが、將来色々考慮して致しましてこういった身体障害者に対する福祉面も十分考えていこう、こういうように考えている訳であります。

○島袋嘉順君

市長の施政方針に対する一般質疑が昨日から二日に亘って相当活溌に行なわれておりますが此處で最後の質疑と意見を申述べたいと思います。それは六月の九日でございましたか、議員全部で那覇市の施設調査がございました時に靈園を調査した、その時に花城都計課長の説明を聴きましたがその説明を聴いて見ますと既に五六年の三月に予算が編成されているに拘わらず墓苑亊業が土地獲得の問題でどうのこうのといっております。未だ然かも靈園亊業達成計画に対しては未だこれからだという風なことを聴いておりますがそうしますと、予算は既に組まれているに拘わらず土地もこれからだ、それから亊業の計画もこれからしなけれはならないというように聴いておりますがこれでは大変だと思うのです。そこで申上げますけれども、現在那覇市の各部課の仕事の分担が余り多過ぎはしないか、例えば都市計画の方では、首都建設亊業に関連して、あれもこれもと一挙に仕亊をやらなければと云う気持かも知りませんが一向仕亊が片付かない、これは担当部課の亊務量が多過ぎるのではないかと思いますが当局としては補助金を今のうち使わないと大変だという気持から焦り過ぎているかも知れませんし、私はそう云う感じが致しますがこれは市政担当の責任者の問題だと思います。私はこういう気がするのです。そうでなければこれは幾ら予算を注ぎ込み、計画を立てても結局仕亊が負担過重になって出来ないと思うんです。議会の場合も然りです。地方公共團体も然りと思うんです。そういう風な点がありはしないか、どうも靈園の場合を見てもそういった感じを受けるのであります。これは感じ丈じゃなく実際に現われているような傾向にあると思うのでありますその点について当局は如何様に考えておられるか。

それから次に今年の予算が提出され、明日から予算案に対する質疑等が始まりますけれども五七年度の予算案を見ますと一般会計で一億一千八百万円、それから水道五千六百万円、区画整理が二千五百万で合計二億一千万円それに五六年度から軍工亊が追加予算になっていく分一億五千万円を合計しますと実に那覇市総予算は軍工亊の追加予算を入れまして三億五千百万円であります。この中に幾らかの軍の補助があったにしてもこの三億五千百万円の那覇市の予算は市民の血税であるということは誰も否定することは出来ないでしょう。そうした場合にこれ丈の三億五千万円という市民の金を預かった那覇市の行政を担当しているそうした場合ここに問題になるのは、施政方針には市長自体示されているにも拘わらず各議員の質疑を聴いていますと、殆んど那覇市の行政はこうしなくちゃいけない、市民生活はこう云う風に守らなくちゃいけない、といったような重要な点は殆んどこれらと云う亊でありますが具体的に言いますと儀武議員がおっしゃった中学生の特殊学級の問題も失業対策亊業の問題にしてもこれからである住宅の問題にしても殆んど市民生活に関する重要な問題はこれからやらなくちゃいけないというような状態にある。そうしました場合亊業には毎年毎年二億三億のと云う市民の金を扱かって市民生活の問題に対してはこれからやらなくちゃいけないという問題が沢山あると市長自身はっきりと言っておられます。そういった場合今さっき申上げました都市計画の部面を見ましても負担過重と云う面が現れております。これが施政方針の中には、内政面の刷新と謳われております。所謂亊務の簡素化と云うのが謳われておりますが今の仕亊は確かに多過ぎる然かも基本的な仕亊はこれからだと云う亊は今の都市計画の面でも感じる訳でありますがそうした場合にこれは亊務の簡素化處じゃなく一番内政面の刷新で市が積極的に市民に対するサービスの向上に資していきたいというようなサービス處がこうなると施政そのものが非常に困難になって来るということを感じますのでこれに対して当局の責任者はどうお考えになるか私の考え方はこれは市民サービス處か本当に施政そのものがどう云う風にやって良いかそれも分らないと思いますが市としてはこれからやらなくちゃいけない仕亊が沢山あり反面亊務の簡素化が叫ばれておりますけれども非常に仕亊が多過ぎて転手古舞していると云った様な状態であり耺員も仕亊にまだ馴れない然かも給料は安い、そういった處から市民のサービス云々と云う亊よりも我々は施政そのものに対して我々は検計を加えなくちゃいかん、こう考えている訳です。そこで都市計画の面でも実際そういったことが現われていわしないかどうか所謂負担過重であるという面が現われていはしないか、これは他の部課でも同じだと思うんです。労働の問題にしても社会の問題にしても部長や課長の話を聴きますと色々の問題が殆どこれから調べますと云う亊であり、一体これから調べて何か年で出来るかという問題です。こうなるとサービス處じゃなく本当に施政そのものが心配だと思います。その点を最後に質問しまして市長の答弁をお聴き致したい。

○市長（当間重剛君）

只今の十二番議員（島袋嘉順君）にお答え致します成程一九五七年度の総ての市予算三億何千万円であります。そのうち市税による分が三千七百万円であります。この内水道は水道使用料によって賄っていける特別会計であります。区画整理は特別会計としてのものでありまして、更に八千七百万円の軍政府補助によるものであります。こういったことは数字を上げれば良く判ると思うのであります。そういった意味におきまして夫々の特別会計に夫々の仕亊で今迄の具体的亊実によって現われている爲に年度内には大体計画通り遂行する亊が出来ると思っております。只靈園の分は西新町の方で売却を予定しておった處が予定通りに売れないというのもこの原因であるし、更に靈園の予定地が市の行政区域内に適当な靈園予定地がない爲に他の行政区域内に市の施設を持たなくちゃならぬ、そういう止むを得ざる亊情によってこう亊務の澁滯を来したと云う亊も一つの原因だと私は見ております。おっしゃるように市役所内の部課の連繋の拙さ又亊務負担の過重若しくは亊務経験者が少いといったようなものも或いは、その原因の一部をなしているかも知れませんが、そういった意味におきまして、必ずしも私達は滿足しこれで足りるということは申上げませんが、又一面余りにも我々がその仕亊に対して怠慢であったということも私は考えたくないのであります。我々は失態は或る程度考えますが、そうしたものによるものだとは考えておりません。兎角各部課とも或いはその間に連繋の拙きもあったかも知れませんが夫々の仕亊に対しては自分達の能力の総てを打込んでやっておった積りであります。御指示のような足りない点は十分承知しておりましてこの点は飽く迄これを改善し、市政運営に万全を期したいと考えております。

○島袋嘉順君

私はそういった意味でいったんじゃないんです、能力が足りないとかそういった問題じゃないんです、只今市長の御説明をお聴きしますと、三億五千万円の那覇市の総予算のうち市民税は三千七百万円であります。この金は市民の税金であるといわれております。私が申上げたいのは三億五千万円の約一割の三千七百万円が市民税であるにしてもその他税外收入にしろこれは、市民の金であるということは間違いない筈です。その意味で十一万市民の代表として、市政を預っているからには能力が低いとか、高いというようなことは別として私はそれをいっているのではありません、私が申上げたいのは市政運営の面で総ての亊業を全部一挙にやらなければならないと云う所に各部課に負担の過重を来しはしないか、そういった点でありまして、よくその点は分っているのであります。そうであればこそ尚更私はそう考えたい、これで先程から申し上げておりますけれども一応私が申上げたいのは三億五千万円の市民の金で市政が運営されております。その他に市民税が幾ら何々が幾ら上った、そういうことは問題じゃない三億五千万円の金で十一万市民の代表して市長以下数百名の市の吏員がそれを預かってやっているそこを前堤において考えて見た場合尚直すべき處は直さなくちゃいけない、市長は指摘して頂いたことは直すということははっきりいっておられます。それは前から知っております。前から私は信じております。そういう意味で負担の過重になる点があったらそれを直す必要がありはせんか。あったら指摘して呉れといったようなことに対して別に無能吏員だとかいう意味じゃないそう云った点は調査します。これから気を付けますといった点が沢山出ているけれども、これをどういう風にして直すか、それを直すためには色々方法があると思います。議会から意見を聴くとか市民からもきくとか、もっと知恵を配ってそうして本当の十一万市民の金である處の三億五千万円で立派な運営をしていく處に私は市長の大きな着眼点があるのではないかと思って口幅ったいようでありますけれどもそういう意見です。

○仲井真元楷君

社会福祉面につきまして昨日は綜合運動場の亊でお訊ね致しましたが、私は三つ位のことについてお尋ね致したいと思います。始めに民生安定の施策を通って万全を期していくといったようなお考えでございますが今の那覇市の状態では貧富の差が甚だしくなって生活保護その他救済を受ける人達が増えているのでありますが社会課においてもその面に十分目を配っているとは思いますが未だ未だ目が届かない面が出てそうして実際役所迄出て救済を受けたり相談をしたりしなければならない人達が年々増えているのでございますが、そう云った所迄目が届かないといったようなことがよく聞こえる、更に又前から区長制を廃止されて各区における行政亊務が未端迄行届かない、從って我々市民の声がなかなか当局に訴える機会が少ない、こういった救済の面からも、行政上の面から考えても区長を兼ねて、前の区長がやったような亊務に近い亊務、それから社会救済であるとか、そういったものをやるような、日本でいう民生委員、そういったようなものを置いてそして市の行政を十分ならしめるような民生委員名前はどうなるか判りませんがそういったようなものを置いて、そして十分市民と役所との交流が図れないものであるかどうかと考えておりますが、そういうものを置く考えはないものであるかどうか、お伺い致します。

○市長（当間重剛君）

只今の御質疑は区長制度と云ったものではなくつまり委員を置いたらどうかという御趣旨ですか

○仲井真元楷君

そうであります

○市長（当間重剛君）

それは考慮致したいと思います。

○仲井真元楷君

産業振興と関連致しますが非常に零細な生活をしている人達、それから零細商人、そういう人が随分いると思いますがこういった人達は九ッ金融業者の対象にならない人達が相当にいる筈であります從って零細な金の必要な人達所謂日々の商売人、日々の生活において非常に少い金の必要な人達が相当にいる筈でありますが戰前と同じように公益質屋を市の方で持つお考えはないものであるかどうか、この点もお尋ね致します。

○市長（当間重剛君）

おっしゃる通りに所謂中小商工業その他の若しくは要救済者ではなくてもこれに近いような人達の爲の金融機関的な意味においての公益質屋の問題でありますが、この問題に就いては、市の内部でも度々話が出ているのでありますがこの公益質屋の設置場所を一体どういう處が適当であるかというようなことも先ずさること乍ら所謂質草の問題であります戰前、那覇市の公益質屋の例から見れば大部分は衣服、衣料品だったと記憶しております。そうした場合に結局公益質屋を経営する人達の経験智識というものが現在の籤維製品に対する識別が非常に難かしさがあるのではないかというようなことが最近東京あたりで調査もして貰っているのでありますがそうした場合にそれと更に現在市内で行われている質屋というものがそうした難しさがあるものが多々あるというようなことも聽いておりますので場所の問題と共にそういう運営に当る適当な人がいるかどうかという亊の問題にも逢着しております。この問題豫々話合はしているのでありますがこれを実施する自信をまだ持っておりません。決して、これは市として市の亊業としてやらないというのではなくやりたのであるが運営面でまだ結論を出しておりませんが将来の問題として考えないと思っております。

○仲井真元楷君

最後にもう一つ労仂課の方で職業紹介或いは職業補導といったような仕事をやっておられまして、大変結構なことだと思いますがもう一歩進めて、例えばだんだん失業者が増えて来る、それから昨日のお話では完全失業者が二千人余りもいるということであるが、これは今少し検討する必要がありはしないかと思うが完全失業者を本当にそれ丈の実態を把握しての完全失業であるか実際二千人余りもいるということはこれは非常に大きな問題だと思うがよし、これを肯定してもだんだん毎年これが増えていくということになるのでありますが今日の處まだ社会保障の色々の制度がこれに順応して労仂三法が出来たと云う亊で、そういった他の救済法律が出来ておらない、從ってそれを緩和する意味からでも單なる職業補導や職業紹介といったような消極的なものではなく例えば軍工亊におきましては一般労務は先ず、これは見込みがないんだが軍の要求する技術者の方は未だ未だあるようであります。從ってそれと相呼応助して一つの労仂学校といったような技術面の指導講習というようなものを開いていくという積極的な立場に立たなければだんだん失業者が増えていけば終いにはこれらの人達に対する救済策もなくなるというようなことにもなるしそれから現在例えば軍の方で仂いておられる労仂者の人達が一番困ることは労仂法を十分弁まえていないということ、みすみす取れるべき賃金が取れないということがよくある亊てありますのでそれの啓蒙策として労仂講座を開いて十分労仂法を熟知徹せしめこれらの人々をして組合の在り方、それから賃金の貰い方、そういったような處迄我々は手を出していかなければいけないと思いますが積極的なものの対策として労仂学校或いは労働講座を聞いて今後益々殖えていくであろう失業者の対策を講じなければならないと思いますがそれに対する御意見をお伺い致します。

○市長（当間重剛君）

労仂問題につきましての只今の御質疑でありますがその対策は單なる失業対策というよりも、もう少し進んだ労仂対策が望ましいと云う亊でありますが誠に御尤だと思います。現在市でやっておりますのは労仂対策というよりは産業対策と云った面で前年からやっておりますが或意味に於いては技術を覚える亊に依って自分の職業を見出すと云う亊も一つの手段と思っております。又失業者のそう云った面の技術を所得さしていくようなことは極めて肝要なことであり、又期待されなければならないことだと思います。先達っても那覇港湾の軍施設を見せて貰いました時に感じましたことは既にあの港湾内の業務について、例えばあのタグボートのクルーは全部沖縄人であります。それでは中学校若しくは高等学校を出た青年達を訓練して、軍の方で或る程度の智識を持っている者を訓練してやらしているこれも市の労務課の方で斡施しております又牧港辺りの米人に依る個人会社で百五十名の工員のうちに百十名の沖縄人をおいている處もありまして軍の方の労務監督と申しますかその人の話によりますと非常に仕亊に対する受けが良く今後も次々と沖縄人を採用して行きたいと云っておりこの分で行くと船の船長クラスでも或いは沖縄人に出来るのではないかということであり又これらの工員の技倆を自分達は信頼しているというようなことをいっております。そういったような我々の解決すべきものが單に民間の仕亊ばかりでなく多くの軍作業に從亊する亊に依ってこれが充たされるということも考えておりますがその爲には高度の智識は要らなくても相当の訓練をすることによって或いは技術を覚えることによってこれからの方策を立てることが考えられるのではないかと思います。そういった面で私達も今後考えていきたいと思います、そう云った意味で御質疑の趣旨のような特殊な智識若しくは技術を授ける施設も將来考えていかねばならないと思います。有難う御座います。

○島袋嘉順君

さっきの質疑の補足になりますがと申しますのは先程の首都建設、所謂都市計画は毎年毎年予算に出て来る時はこれこれこうとその部分丈示される訳ですが実はこの都市計画亊業は年次計画と私は見ております。これは当局から出た資料でありましてこの資料は那覇の都市計画亊業の計画表になっております所が第一次五ヵ年計画表として茲に現われております。この計画の内容が果して建設委員会の委員にどの程度お判りであるか又この都市計画亊業については何處何處を重点的にやっていく、そして一年次に何處二年次に何處をやるという風に委員全部に予めその全貌を亊前に説明するやうにしなくちゃいけないと云う亊を指摘しましたら都市計画課の方でそれに対する説明をやろうということになって、一応説明をやったのでありますが最後迄説明をきいたのは三十名の議員のうち私一人でありましたのでそれではいけないから文書で出して呉れとお願いしたらプリントに数字丈は只漠然と書いてある丈でそれもこれ迄の結果は書いてありますが、これから先のやることは書いてない私達の知りたいのは、今後の那覇の都市計画亊業計画全体の内容でありまして、前の実績と対照して、一年次にどれ丈、二年次にどれ丈という風な説明を聞いて居るのでありますが、それがなされていない訳でありますと云う亊は仕亊が多くて出来ないのか、又出来るけれども、それをやらないのか、必要と認めないのか、それなんです。若し説明の必要があれば早くそういったものを作って貰って財政とも睨み合わして建設委員会なり総務財政委員会なりに議会前でも出して貰えば当局でも独り難儀する必要はない建設委員会にそういったものは諮らなければ又議会としてもこれの内容がはっきり分からなければ当局丈で盲目滅法にやろうとしてもそれではいけないのです。そういったことがありますから議会としてもこの計画に対して積極的な協力も出来ないと思いますがどんなものですか、そこはこの前もお願いしたのですが出てないんです。

○市長（当間重剛君）

今の都市計画については年次計画といっておりますがこれは都市計画課の腹案をお示ししたという風に私は聽いているのであります。つまりよく言われております處の二十数億円の亊業費ということもこれは私が就任した時に一応の概算を立てて見たという丈のものでありまして、正確な数字があの侭出たという訳じゃありません。從って都市計画資料としても、お手元に出したものは都市計画にはこういう亊業の計画があるということを仮りに年次的に割って見たという程度のこどだと思われるのであります。と申しますことは都市計画の中には、都市計画と都市計画亊業と云うのがある訳でありまして、亊業になって始めて予算化され工亊に移っていく訳であります。そこで現在告示されたものの中に都市計画があり都市計画亊業があるのであります。それが例え都市計画亊業として行政主席の認定を受けましても市の財政の都合でこれを財政の許す範囲内で年次的な財政計画を樹てて、そしてこれを年次計画をやっていくということが考えられる訳でありますが今の處私の知っている限りはこの年次計画でこれはやりたいと云う亊で計画を立てられても基本的なつまり工亊費予算の関係で年次計画を立てるということは難かしいと思います。例えば先刻説明申上げました綜合運動場に致しましても当初委員会で作りました案は第一、年次におきまして二千五百万円第二年次、一千万という風な数字を一応委員会が考えたのでありますがそれは自分達の一つのプランでありましてそれを実際に移すときには茲に現れたような六百万円の予算によって極くその一部しか出来ないというような勘定になっているのであります。從って若し市が資料として正式に出す場合にはそういった處迄実測もして、或る程度予算に近い数字を持たなければ計画としてお示しすることは出来ないと思うのであります、と申しますことは例えば旧市街地に致しましても私就任当時まだ未開放で机上での設計は出来ますが結局これを開放して貰ってこれを実測してそうして一坪も間違いないといったような精密な調査をする爲には相当の時間が要る訳であります。そういった意味で殊に地域が首里なり、小禄なり真和志は行政区域が別でありますが都市計画区域になっておりますのでその面も都合によってはこれを実測しなければならないという場合も考えられるのであります。然しそれは市の方針と致しまして一応前行政区域を市としてやっていく訳でありますがこれが即ち今後行われる所の現市街地並びに首里、小禄に対する実測も考えなくちゃならないというような意味で正式に所謂年次計画として議会に諮る迄には不幸にして出来ないのを私非常に残念に思うのでありますがこれが現実であります。

○島袋嘉順君

都市計画と都市計画亊業の二つに分れておりまして施政方針の中に都市計画のことにつきましては述べられておりますけれどもこれ迄議会に対して都市計画の大体の計画図面も来ておりませんが未だ未だ技術的面につき現在の都市計画に十分なる知識がないと申上げたら失礼ですが智識を十分持っていない都市計画の図面も設計も完成していないで果してこれが出来るかどうかという問題でありまして、これは矢張り建設委員会も十分検討されなくちゃいかんと思ったのでありましてその辺を何れ当局の方でもう少し具体的に検討しなければならないと思うのです。大体の計算は出ております。二十五億六千万円と出ておりますがこれは大体この位掛かるだろうという程度でありまして、例えば都市計画を樹てても予算の裏付等がないと出来ない、これは分りますけれどもその場合に都市計画の中に入っている市営住宅です。あれは当局の説明によりますと政府補助金でやろうとしたが内政局の許可がなく結局腹金でやったと聴いておりますが一応そういった問題も、只市長又はその他議員の駈引に終ってしまい十一万市民の力に頼らないためにそこにいろいろ問題が出て来ると思うのであります。個人的な駈引ばかりでは出来ないと思うのであります。そういった点を今後直して貰いたい、それで議会に諮って貰う、そして建設委員会の統一的な資料又は材料を市会に出して貰って、建設委員会で纒めて早く総務財政委員会に諮りそうすることによって、本当に統一された金の掛からない都市計画が出来るのではないかと思うのであります。そういった点を聴きたかった訳であります。

○大山盛幸君

四つだけお尋ね致します。そのうち二つは昨日出ました休暇の問題と支所に対する前渡金制度の問題について念をおしたいと思います後二つは衛生問題についてであります先ず支所に対する前渡金制度の問題でありますがこれに対しては当局は善処するとおっしゃっておりますがこれは月単位でもいいですから実施した方が亊務能率の面において、支所でも助かる、又収入役の方でも支所長を信頼すれば亊務面においても助かると思いますそれでこの点を五七年度の当初の七月から直ぐ実施して貰いたいと思いますがこれに対してはっきり出来るならば出来る、出来ないならば出来ないとこういうふうな点を御答弁願いたいと思います。もう一つは年次休暇の問題ですが下の職員の中には有給休暇というものも分らない方もいるようでありますが大部分が自分がどれ丈の年次有給休暇を取れるかということが分らないような状態である、部課長でも自分がどれ位い貰っているか分らないということがありますが一ヵ年に八割以上出勤すれば当然一月に四時四十分の有給休暇を貰えますので年にして五十六時間即ち七日の有給休暇が当然貰えるし、二ヵ年に対して、十四日、三年で二十一日、四年で二十八日、五年になると三十五日にあってもう既に二百四十時間をオーバーして仕舞うというような恰好になっている。この点についてはいつ何時聽いてもはっきり言えるようにしてそのためにも又那覇市の全職員のためにもこの問題が昨日要望申上げました通りこの二十五日迄に職員個人別の統計表を出して、そして各人にこれが発表出来るようにして貰いたいと思います。これが確実に出来るかどうかこの二つ　それから後二つ衛生問題でありますが一つは那覇のメインストリートの国際通りに綺麗な水を撒いて貰いたいということであります。

ガーブ川その他の汚ない水が流されているという處もあります。ガーブ川の上の方に家を造っている處の者の中には溝を開けて、汚物を処理しておるというような處もあるということでありますが、こういう處の汚水をあの大通りに撒水するということは由々しい問題であるということは既に今迄他の議員からも述べられておる處であります。これから暑気が加わって参りますと、今度は伝染病が出るかもしりませんので承りたいと思います。当局は真剣になって取上げて貰いたい、そしてこのガーブ川その他の汚い水を撒くのを止めさせて貰いたい、これは通り団の方でやっておりますが併し通り団の方にも大乘的な立場から趣旨を話せば納得すると思います。又通り団の名によってその撒水をやっておる處の業者にも亊理を尽してお願いすれば協力して呉れると思います。それでその業者にさせるためにも、立派な水を撒くためにも市として、あの水以外に立派な水がある筈であります。又市自体で撒水車を購入することもほんとうにいい方法だと思いますがその具体的な方法は別として兎に角あの水を撒くことを止めさせて貰いたい。あの汚水を止めさせるということは政治的には出来ないということでありますが、この前もあのガーブ川の上の不法建築物も撤去出来るというような明るい見通が付いたし、又あれを停止させる法規があることも考えられるので政府の社会局その他保健所、その他の官庁とも連絡を取って早急にあの汚水を国際通りに撒水しないようにして貰らうようにお願いしたいと思いますが、これを確実に早急に業者にもお願いして、止めさせる所の意志があるかどうかもう一つはこれはちょっと大袈裟で、或いは大物笑いになるかも分かりませんが夢をもって貰いたいと云うより寧ろ夢を実現して貰いたいということであります。市の方では首都として恥じない處の面において特に衛生問題を重点に置かなければならないのでありますが那覇市から蝿を一匹もいなくするような方法を考えたことがあるか或いは蚊を無くするような方法を夢見たことがあるか、これは絶体に夢ではないと思います。やれば出来ると思います。私日本の国会議員である高良女史の中共訪問記亊を読んだことがありますがそれによりますと中共は戰前と異なり現在は蝿も蚊もいないような立派な都市になっているということであります。それには政府の努力と住民の協力によるものでありますが那覇市においても本当にそれに対して卆先してやる努力があれば必らず出来ると思いますこういうものに対して当局の御意見はどうか、この四つの点についてお伺い致します

○助役（嘉手納並水君）

お答致します。前渡金の問題でありますが、これはその額については今はっきり申し上げられませんが収入役と支所長会議の上決めたいと思います。前渡金を出す方針であります。それから撒水の問題でありますがこれは汚水を撒布するということのないように衛生課で十分監督して出来ると思います。衛生課からもこの問題については各業者に注意させて善処したいと思います。それから蝿蚊の駆除の問題でありますがこれは勿論市と致しましても各家庭に対して例えば、雑草をを刈取ることか掃除をやるとかそれから薬品のあの撒布なんかを色々とやっておりますがその薬品については何分相当の経費が掛かりますのでそうちょいちょいやるわけにはいかないし又一般市民のこの問題に対する関心が薄いようでありますがこれは衛生課の方で努めてこの宣伝をやるという風に今後取計って行きたいと思います。それから有給休暇の問題でありますが、これは今日も実はその申請がありまして十八日の有休休暇の権利者が前に五日取りまして後十三日残っておりこれで日本に旅行するという亊で休暇を取りたいと云う申請がありやることを決裁しておりますがこれはまだその他にもあると思いますが詳細につきましては総務部長から答弁致させます。

○総務部長（幸喜克彰君）

二十八番議員（大山盛幸君）の御質疑に対しまして只今助役から答弁がありましたが私から補足いたします職員の年次有給休暇につきましては労働基準法にも謳われておりますし真先に市がそれを実行しなければならないということに務めております現に今迄に有給休暇を貰った例は相当多くございますが中にはこれを積立てて県外に旅行する或いは離島に旅行するという場合にこれに充てている例もございますし、更に病気欠勤の場合にこれに振向けて呉れという申請があった場合にはこれに振向けるということで現に休暇を与えておりますが、更に以前には各々の有給休暇の権利の主張を促がす爲、各課長に対して通牒を発したこともございます、然し乍ら二十八番議員（大山盛幸君）のおっしゃるような内容についての詳しいことは皆が皆知っておる訳ではないと思いますので今度各個人別の表を作りましてこれによって職員に対し周知徹底せしめるべく現に手を付けておりますのでおっしゃる通りの月迄にこれが出来上がるかどうかは今ははっきり申上げられませんが現に手を付けておりますので出来るだけ仰せの日迄に提出するように善処致します

○議長（泉正重君）

先程十七番議員（宮城清三郎君）から御質問のありました講和発効前の損失補償金の請求の問題について当局から答弁致させます

○財政部長（長嶺良松君）

十七番議員（宮城清三郎君）から御質疑のありました講和発効前の損失補償金請求の問題でありますが、これは個人一般と同様にやっております。それで旧那覇市の分が百十三筆で三万二千五百六十八坪、それから旧小禄旧首里は調査の関係上書類が向こうにありますので調査し又近いうちに報告致します。

○大山盛幸君

先程の御答弁有難う御座います。先程二番議員（上間長和君）から質疑のありましたあの撒水問題でありますがこれは衛生課の方で監督出来るし衛生課の方から善処するということでありますがそれでは衛生課長は気の毒だと思います。衛生課長一人では余りにも仕亊が多過ぎるのではないかと思います。衛生課長に対して済まないと思いますが、それで衛生課の主管部長は勿論出来なければ大袈裟ではありますが市長助役も是非これに対して乘り出して貰いたいとこう思います。ちょっとデリケートな問題があるようですからその点要望致します。

○仲井真元楷君

只今の撒水問題につきましては前から是非市の方で撒水車を購入してそしてやらなければなかなか難かしい問題だということを度々進言した心算でおりますが只今の二十八番議員（大山盛幸君）の要望は非常に立派な要望だと思っており私もそれに賛成するものでありますが市の方と致しまして二十八番議員（大山盛幸君）のお話しでは国際通りにアー云う汚ない水を撒くことは菌を撒くようなものであるがこれに対して市の方では衛生課を通じて監督出来るということでありますが監督が出来るということは結局汚水を撒く亊を止めさせるということでありますか

○助役（嘉手納並水君）

これは通り団と協力しなければならないと思いますが通り団の方に汚水を撒かさないように要請したいと思いますそれから衛生課の方の撒水は真水を使っております、只平和通りに汚水が撒かれているような状態であります

○仲井真元楷君

この問題は二十八番議員（大山盛幸君）も大変デリケートな問題もあるとおっしゃっていましたがその通りでございます、何故汚水ということを知っており乍ら平和通り、新栄通り、樋川通り、その他の通りにおいてこれを敢えて撒いているかということがこの問題解決の鍵ではないかと思います。只今の助役のお話では通り団とよく話合っての上でということでございますが、是非そういう風にして頂きませんというと汚水を撒きたくない撒きたくないけれども、衛生上極めて有害であり、那覇市が臭い街だということも十分に承知の上であるがでは何故撒くか撒かなければごみが商品に付いて商売ができない、然し、商売ができないということと目には見えないが害になるということを現実の商売人は何を取るかというとここに大きな問題があります。出来る丈真水を撒く爲にはやはり市の方で通り会共通の水汲み場或いはそういった施設が出来るかさもなければ通り会に対して撒水に要する費用亊業をやっているのだからそれに対する補助育成の爲に物的な援助をしてやるというようなこともよく考えてやらないで一時的にこれは只汚い水だから撒くなというてもそれでは商売をどうするかと言われたら困りますのでこの辺は今の助役のお話しの様に通り会の方々とも立派に話合ってこちらもよくなる様に何も悪い水と考えないで撒いているのではないのでありますからこの辺を考慮して話合いの上に措置を講じて頂きたいと思います。

○上間長和君

二、三点お尋ね致したいと思います。先程助役が支所における前渡金制度を設定するということでありますがその限度額はどの位いですか又何時から施行するかそれと昨日本員の質疑に対して当局の答弁がまだ残っておるので催促致します実は先に多数の議員が可決した那覇市競輪株式会社が昨日の説明によりますと沖縄スポーツセンター株式会社に変更されるということであります。處がこうなった場合に先の議決の内容は外資導入による議案であって地元負担ではない併し今度の場合は飽く迄も地元負担でやると云う風に議決した内容が違うのでありますがその決議が有効であるか無効であるかということを質したのでありますがそれに対する答弁がまだ残っておりますので再び質問致します。

○市長（当間重剛君）

この問題は現在研究中でありますので、今会期中に御答弁致します。

○比嘉朝四郎君

産業政策の中で観光亊業の振興を強調しておりますがこれは、観光客の誘致ではないかと思いますが現在アメリカ、或いはハワイから来る観光客はそうでもないのでありますが日本からお出になるお客さんは日本政府が沖縄渡航者に対してはドルの割当をやっていないのであります。これは日本政府が観光客に対して、沖縄に弗を落さない様にしているのかそれは判りませんが幸い市長は観光協会の協会長をしておられますがそれに対して政府を通じ日本政府にこの隘路を打開して頂きたいと思うのでありますがどういう風なお考え持っておられるのでありますか以上に就いてお訊ね致します

○市長（当間重剛君）

私も同感でありまして、ハワイ、北米、南米、その他のお客さんは相当なドルをもってお見えになりますが日本からのお客さんは漸く本年からある程度の僅かなドルの割当を受けておりますが以前は全然ドルの割当がなく、こちらにお出になっても船舶内に宿泊しなければならないような状態でありましたが漸くある程度の余地は開けたのでありますが観光協会と致しましては先に六社、つまり日本郵船その他の船会社代理二店がこちらにあります。何と申しますか兎に角溜められた金を何とかして、そういう方面に使って貰うという努力を払っております。一面政府におきましても先般比嘉主席が九州方面に行った時に沖縄自体の持つ観光亊業というものを重大視するようになりまして、政府においても観光専門の職員を置く様になりました。今後日本からこちらへ来るお客さんの問題につきましても政府としては努力するように聴いております。そういう要請も観光協会ばかりでなく那覇市としても、これは大きな問題と思いまして折衝はしておりますが除々にこれは是正して行けるものと思っておるのであります。

○宮城清三郎君

要望を申し上げます。私は先程市税の問題について如何なる階層が税金の納付が悪いか、又如何なる階層がいいかというようなことを質疑致しましたがこれはまだ詳しいことを調べてないから後から調べて報告するということになっておりますが議案が委員会に付託になる迄に是非プリントか何かで私たち議員に配って貰らうよう要望致します。それからもう一つは先程大山議員が支所の問題で質疑をやっておりましたがちょっとこれについて要望しておきます。私たち小禄の支所におきましてもそういうような亊があり特に急を要する場合どうしても困ることがありますので是非ある程度の亊は支所に任して貰わなければならないという風なことを聴いております。例えば新聞代についてもこの問題があります。その新聞代を払う場合、一応本庁の方に問い合わせて伺ってからでなければ払えないということであった爲に職員が読んでいる新聞が読めなくなったということを聴いております。こういうように市民に対して色んなことを市民と親しくやるという施政がこういうようなことをやった場合には甚だ市民に対するサービスと云うものが無意味になって仕舞います。だからこれをはっきりお約束なさって是非やって貰いたいという要望するものであります。

（「質問なし」と呼ぶ者あり）

○照屋正徳君

先達て首里の愛生寮の視察をした際入寮者の方から次の様な要求が二つありました。現在水がなくて非常に困っておるもう一つは電気がなくて暗いと訴へておりますが、この要求を容れて呉れますかお伺いしたいのでございます。

○社会部長（上地安昭君）

首里の愛生寮は極最近できましたので電灯の方はまだ入っておりませんが近く設備するようにしております。尚水道の方は近くにいい井戸がありまして寒川という處から当分利用して頂くように致しております。將来は水道を引くということに致しております。

○宮里敏慶君

要望があります。これは前の議会に大山議員から要望がございましたがこの議案を右に綴るようにして貰いたいと思います。一つは右綴りになっており一つは左綴りになっておるので非常に不便です。又厚味が相当あり錐で穴が通らないのでこれは当局の方で何とかして議員に配布して貰いたいと思います。

○嘉数ツル君

被救済者の面接に関する問題がありますがそういう人たちが自分のことを相談する場合に多くの人の前で自分の悲しい問題とかを相談する時に皆んなの目がそういう人たちに向けられた場合、自分の思っていることもはっきり訴えることができないので、こういう人達の爲に何とか一室を設けて頂きたいと思うのでございますが社会課としてはそう云うお考えはございませんでせうかお訊ね致します。

○社会部長（上地安昭君）

お答え致します。被救済者の方々の面接を亊ム室内でするのはよくないので我々と致しましても是非こういったものを作りたいと思っておりますが本年度はどうも実現がちょっと不可能のようでありますが是非これは作りたいと思っております。尚何とかこういった面接場を那覇市として作って呉れという要望もありましたので我々と致しましてもこのことにつきましてはよく考えておりますが本年度でなければ次の更正上予算ででも財政が許せば作りたいと思います又大した金額でもないと思われますので是非これは実現させたいと思っております。

○嘉数ツル君

難かしいというのはどういう訳でございますか。

○社会部長（上地安昭君）

只今提出しております。予算には組まれていないということであります。

○嘉数ツル君

別にそう大して大きな部屋でなくともいいと思いますが

○社会部長（上地安昭君）

御承知の通り現在の各部屋をお巡りになって御覧になれば分かりますがそういった部屋を設けるにしても少くとも机の三つ四つも置かれるような處でなければならないと思うます今その点で隨分考えておりますが特に我々の考えと致しましては、別に棟を作って其所に福祉司を勤務して頂いてそうしてこういった救済者についての相談所見たようなことを考えておったのであります。

○嘉数ツル君

では次の更正予算において是非お取りになって作って頂くよう要望致します。

○社会部長（上地安昭君）

そういう風に我々も極力努致したいと思っております。

○渡口麗秀君

大体一般質疑は尽きているようであります。又予算その他澤山の議案も出ておりますのでこれから帰って勉強したいと思いますので（笑声）これで今日は本会議を打ち切って貰いたいと思います。

○議長（泉正重君）

本日の日程は全部終了致しました依ってこれで以って散会致します明日は午前十時から本会議を再開致します。

（午後四時散会）
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一九五六年六月十三日

午前十時十七分開議

――― ― ―――

○議長（泉正重君）

本日の会議を開きます　本日の出席二十四人　缺席六人であります

――― ― ―――

○議長（泉正重君）

本日の議事日程は印刷の上配付致してありますのでそれによって御報告に替えます

――― ― ―――





議亊日程第十二號

一九五六年六月十三日（水）

午前十時開議
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（市長提出議案第四十三号）

第三十　　一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算
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第三十一　那覇市営住宅管理条例

（市長提出議案第八号）

――― ○ ―――

本日の会議に付した事件

日程第一　　一九五五年度那覇市歳入歳出決算

（市長提出議案第十五号）

日程第二　　一九五五年度那覇市水道亊業特別会計歳入歳出決算

（市長提出議案第十六号）

日程第三　　一九五五年度那覇市区画整理亊業特別会計歳入歳出決算

（市長提出議案第十七号）

日程第四　　一九五六年度那覇市歳入歳出更正予算

（市長提出議案第十八号）

日程第五　　那覇市職員定数条例

（市長提出議案第十九号）

日程第六　　那覇市職員の給与に関する条例

（市長提出議案第二十号）

日程第七　　那覇市職員退職金支給条例の一部を改正する条例

（市長提出議案第二十一号）

日程第八　　那覇市報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例

（市長提出議案第二十二号）

日程第九　　那覇市職員の旅費支給条例の一部を改正する条例

（市長提出議案第二十三号）

日程第十　　那覇市消防隊に関する条例の一部を改正する条例

（市長提出議案第二十四号）

日程第十一　那覇市職員分限及び懲戒に関する条例の一部を改正する条例

（市長提出議案二十五号）

日程第十二　那覇市役所支所設置条例の一部を改正する条例

（市長提出議案第二十六号）

日程第十三　泊港々務所設置条例の一部を改正する条例
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日程第十四　泊港管理条例の一部を改正する条例

（市長提出議案第二十八号）
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日程第十七　　那覇市立職業補導所条例の一部を改正する条例

（市長提出議案第三十一号）

日程第十八　　那覇市手数料徴收条例の一部を改正する条例

（市長提出議案第三十二号）

日程第十九　　那覇市宿所提供施設条例

（市長提出議案第三十三号）

日程第二十　　土地賃貸借契約について

（市長提出議案第三十四号）

日程第二十一　沖縄銀行株式購入について
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日程第二十七　一九五七年度那覇市歳入歳出予算
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日程第二十八　一九五七年度那覇市水道亊業特別会計歳入歳出予算

（市長提出議案第四十二号）

日程第二十九　一九五七年度那覇市土地区画整理亊業特別会計歳入歳出予算

（市長提出議案第四十三号）

日程第三十　　一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算

（市長提出議案第四十四号）

日程第三十一　那覇市営住宅管理条例

（市長提出議案第八号）





○議長（泉正重君）

議亊に入る前に希望を申上げたいと思います議案の数が多過ぎるのでこれを今日一日に処理しようという行き方を致しますのには条例の如きはその大部分が予算と密接な関係を持っておりますので条例については一応呑み込むという大綱的な御貭疑を願って主として予算の方で詳細にやって頂くということに私から希望を致します勿論条例と致しましてもその軽重を勘案致しまして突込んで頂いて差支えないと思いますが議亊運営をスムースにして行くために以上の点御含み願います

――― ― ―――

○議長（泉正重君）

では只今から議亊に入ります。日程第一の一九五五年度那覇市歳入歳出決算（市長提出議案第十五号）を議題と致しまして貭疑に入ります

○赤嶺慎英君

一九五五年度の繰越金についてお訊ねしたいと思います。市町村自治法の第百七十四条によってなされておるようでありますが決算によりますと繰越が四百三万一千二百五十六円二十五銭となっておりますがこの五六年度の予算を見ます場合に当初予算に二百万円十二月の定例議会に百十二万四千四百三十九円の更正になっておりますが差引九十万七千十七円二十五銭というものが決算との開きがある訳でありますが、この繰越は自治法によって次年度に跨っていいのかどうか五六年度で更正をしなければならん問題であるかということをお伺い致します

○財政課長代理（新垣淑哲君）

自治法に基きます處の繰越は当り前の方式で行きますと今三十番議員のおっしゃっておりますように当然次の会計年度で受けるようになっております予算措置が九十万円ばかり開きがあるようになっておりますが追加更正致しました時にその数字が確定しておりませんでしたのでそういう扱いをしておりますその後これを補正するという機会をもっておりませんでしたので現行五六年度予算ではそういう形になっております開きが出ておりますが、これを五七年度に受けるのではなく六年度でもって五年度の才入剩余を全額受入れたのであります才入予算の補正は致してありません。

○赤嶺慎英君

御趣旨はよく分かります。予算措置の関係で出来なかったということはよく分かりますが法的に今度は予算措置が間に合わなかったという處で五六年度にも持越して五七年度に五五年度の繰越を持越していいかということであります

○財政課長代理（新垣淑哲君）

繰越さないものと私達は解釈致しております当然予算措置を講ずべきでありますが、歳入費目でありますので予算額をオーバーしても当然受入れられるという解釈で予算補正を致しておりませんが、五六年度の歳入に受入れてあります

○赤嶺慎英君

この歳入の第一款市税の處でお伺い致します予算額市税三千六百六十三万八千余円に対し調定額において前年度繰越調定額が二千六百二十八万四千余円が数年前の繰越額として調定されておりますがこの調定の方法所謂未收だったものを全部調定にしているのかそれともその調定に何らかの基礎になるものがあって調定してこれは決算に現れているかということをお伺い致したいのであります。又仄聞する處によりますと税金が高いとかいうようなことで或いは偉い人達が顔役から安くして呉れと陳情された場合にそれは安くして調定して決算に現れて来るのかどうかその調定の方法の根拠がありますかどうかそれ丈お訊ねしたいと思います

○財政部長（長嶺良松君）

お答え致しますこれは五二年五三年五四年の未收入であります全部調定したのが取れんやつであります。

○渡口麗秀君

決算書の第四款の分担金及負担金についてでありますがその中に受益者分担金が四百二十一万八千円ありますその中收入された額が約一割の四十二万円残り三百七十九万円で未収となっておりますが本年度において幾ら收入されたか若し收入してなければ新年度において確実に收入出来るかどうかその点についてお伺い致します。

○建設部長（安次富長昌君）

分担金の問題につきましては極力徴收すべく活躍したのでありますが向うの関係者と色々摩擦もございまして昨年陳情がありそして市会の全員協議会で取上げられた訳でありますがその後議長さんも交えまして工務交通局長現在の副主席の神村局長に通り団も一緒になって陳情した訳であります。その結果に於きましては神村局長は出来る丈努力致しましょうということになった訳でありますがそれにつきまして若し政府が努力するにしてもそういった項目で補助するという形では出来ないと思うがその他の方法が講ぜられるかどうか、といったような貭問があった訳であります即答を避けまして役所へ歸りそして財政部とも打合せまして政府がそういった手を打って呉れるならば予算操作は市の方で考えるということにして一応返事を出しておいた訳であります。その後又議長及び通り団の方も一しょに今度は副主席の神村さんにお会いしてお願いしたのでありますが未だはっきりしておりませんが努力するという約束迄はなっておりますその後工務交通局長に会いに行きましたけれども不在のため会っておりませんが次長には会っております副主席からそういった意味で連絡があったかと聞きましたら別になかったということを言っておりましたので私達とはそういった約束があるから副主席にも問合せて貰いたいそして出来る丈の援助をお願いするとこうお願いして歸って来た訳であります。これがはっきりしましてどういった方法でもって行くかということは決めたいと今待っている處であります。

○渡口麗秀君

監査員の方にお聴き致します受益者分担金の決算ですが予算の方で四百二十一万円上っております從って調査額でも四百二十一万円あがりその中收入された額が約四十二万円その残りは收入未済の額に上って来るべきだと本員は考えるのであります。と申しますのは一応予算があってそれを賊課令書を発した以上調定されるべきものだと考えております。だから調定額の中に四百二十万円上ってその中收入額が四十二万円残りは收入未済額の欄に上るべきだと思いますが、その点について監査員はそれをどうお考えになっておりますか。

○儀武息睦君

調定額が四十二万円になっておりますが

○渡口麗秀君

私今申述べたような見解をもっておりますが、これは亊務手続上どうしても收入未済額に上かるべきだと思います。それは單なる亊務的な間違いであって計算そのものには間違いないと思っておりますので強くは追及しませんが次の決算からはその面も十分留意してやって頂くよう当局にお願い致します。

○財政部長（長嶺良松君）

これは本当に失礼しております。これは調定の問題でありますので調定額の現年度の處にこの予算現額が現れて来なければいけない訳であります。そしてこれが要するに調定額と予算額が数字ならば一致しなければいかんということになります。そして收入済額を引いた分が未收額に現れて来なければいかないので後で数字を訂正して頂くようにお願い致します、これが未收入に現れていないとするならば又次の予算に現れていないかという心配もあられるだろうと思いますが次の予算には現しておりませんから・・・

○渡口政行君

第三款公営企業及び財政收入の予算現額が二千三百万余円に比して収入済額千三百四十七万余円で豫算額の約五七％位になっておりますけれどもその理由をお伺い致します。

○財政部長（長嶺良松君）

公営企業ですね。これは砕石亊業でありますが操業が計画通り進まずこの收入が遅れたためにこれ丈減った訳であります大体予算額の四百八十万円に対しましてその五％程度の二百二十一万二千余円しか入っておりません、殆ど一ヵ年間の中六ヶ月しか操業しておりません。この年から砕石亊業は始めております操業遅延による減額であります。

○真栄田義晃君

監査員にお訊ねしますが先月の貭問においても一九五五年の歳入歳出決算については單に收支が正当であるという丈ではなくして監査委員監査条例に決められているこの十二項の仕亊の分野これに從って意見或はその他のものを集めて監査をやって貰ったが、この一九五五年度の歳入歳出の一切の監査は前任者がやられたそれでこの監査に当っては証憑書類も見ておらない帳簿上の監査でもってやったと聞いているのですがその調査に当って報告するのは前任者の責任じゃないか、前任者の名においてやるべきじゃないかと思うのですがその点についてお伺い致します

○儀武息睦君

お答え致します。我々は監査条例に從いまして例月定期の監査を致しそして適法と認めまして市長にこの刷物にあります通り報告致しております。一九五五年度の監査につきましては先ず先程お訊ねになりました通り帳簿上の監査でありましてこれは証憑書類を見ては監査しておりません、はっきり申上げます。

○中山興忠君

監査員の中山であります只今一九五五年度の歳入歳出の決算に対して御貭疑がありましたがこれは毎月その月間の出納、これは勿論証憑も全部引合せております。更にその出納簿の内容に立ちいたっても、この出納に関します限り一銭の間違いがあっても通されません。そういう風に嚴格にやっております。それで十分なる監査をやっておりますので勿論市民に代って私やっておりますから御懸念ないようにして行きたいと思います。

○赤嶺慎英君

三款三項一目土地売払代金についてちょっとお訊ねしたい予算の額が千三百八十七万六千余円になっております最後の予算現額比較増減が千万円余も減になっております、これ丈の予算に対してこれ丈の増減があるということはどうしたものかと思って一九五六年度の予算を調べましたら五六年度の予算にも七百五十一万円しか計上されていないそうなった場合に実際にこの決算に現れている一九五五年度の使われた金と五六年度の予算に計上された額を合せてもこの予算にはならないというような非常に矛盾が出て来ておるように見受けられますがこれは一九五五年度の予算の拙劣さにあったのかそれとも銀行から沢山借りてこの土地を売払いせんでも間に合ったのかその点をお訊ね致します。

○財政部長（長嶺良松君）

この件は泊埋土地と安里川の自己資金でやりました。それと起債の償還財源でありますが、これを売らなくても済んだ訳であります。

○赤嶺慎英君

只今の御答弁で分ったような気が致しますが売らなくても濟むということは銀行起債の方法で、それを加味されてやっていることがそれとも実際は売らなければ予算通り予算を執行して行った場合には売らなければ済まないけれども予算の通り亊業が執行出来なかったためにそうなったのかということをお訊ね致したいのであります。

○財政部長（長嶺良松君）

起債償還の財源及び自己資金充当の分の市有地の売却が亊業執行の時期のズレ或は自己資金の軽減等により次年度に繰越又は不用となったものであります。

○赤嶺慎英君

要望致したいと思います色々と都市計画亊業のために財産の売払いということは議案として上程されて議決になっていると考えられますが住々にして財産を売却しないでも間に合ったとか売却出来なかったという風な話を巷間耳にするものであります、それで次の委員会迄に市有地の売却処分坪数と既に議決になって売却してもいいという坪数、それから売却になった議決になった通り売却になった處をはっきり示して頂きたいと要望するものであります。と申しますのはどうも安里川の下流とか或いは東町の埋立地議案には出ているようでありますが我々にはあっちこっち沢山売られる土地があったが議決になったがまた売れておらんような恰好で我々の頭が整理されていないために要望するものであります

（「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

只今上程になりました一九五五年度那覇市歳入歳出決算（市長提出議案第十五号）貭疑未了の侭に總務財政委員会にその審査を付託して御異議ありませんか。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます依って左様に決しました。

――― ― ―――

○議長（泉正重君）

日程第二　一九五五年度那覇市水道亊業特別会計歳入歳出決算について市長提出議案第十六号上程致しまして貭疑に入ります。

○島袋嘉順君

只今總務財政委員会に付託になりました議案第十五號についてでございますけれども詳しく總務財政委員会で審議されると思っておりますけれどもどなたか監査員の中の一人出席を求める必要があると思います。儀武さんの場合は建設委員会と搗合うといけないと思いますので儀武さんの日にちの都合を見計ってこれの審査をやるかでなければ中山さんに御出席願ってその点をよろしくお願い致します。

○議長（泉正重君）

如何でございます議案第十六号は貭疑を残した侭で主管の建設委員会に付託致したいと思いますが。

○島袋嘉順君

歳入の第二款第一項第六目企業債の一千三百五十万円をその侭現額を残した侭收入未済になっておりますがこれの御説明を求めます。

○水道課長（東江誠忠君）

お答え申上げますこの千三百五十万円の起債は栄町地区の起債工亊でありましたが許可になりましたのが年度末になって許可になりましたので今年度において亊業を執行した関係でそっくりその侭今年度に持越した訳であります。

○議長（泉正重君）

議案第十六号一九五五年度那覇市水道亊業特別会計歳入歳出決算本議案を建設委員会に貭疑続行の侭に審査を付託することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます依って左様に決しました。

――― ― ―――

○議長（泉正重君）

次日程第三議案第十七號一九五五年度那覇市土地区画整理亊業特別会計歳入歳出決算を議題と致しまして貭疑に入ります。

○渡口政行君

歳入の部の予算現額が一億一千二百万円に対しその收入済額が僅か二二％の二千四百万円という理由をお伺い致します

○建設部長（安次富長昌君）

お答え申上げます一億一千二百万円の予算を議決して貰いましたがあの当時極力仕亊を進行させるべく努力致しましたものの職員も少くして亊業がそれ丈出来なかった訳でありますその後に於きまして都計から区画整理を分離し職員を大巾増員致しました結果最近漸くこういったような仕亊が進んでおるのでございまして予算にはこうなっておりますが調停收入済額においてこれ丈なっているといふことは結局これ丈実際支出して仕亊をしたその残りの分は翌年度に繰越して仕亊をやっておるこういったことでございます。

○島袋嘉順君

收入済額の二二％という数字はこれは市債の部にも入っております特に替費地処分で收入済額が少いということはこれ迄に何か欠陥がありやしないか歳入の第一款第一項第一目予算現額二千五百万円に收入済額が三百七十万円になっている、それはこれれまで替費地処分の才入が毎年非常に成績が悪い場合によっては一割以下の場合もある一九五五年度の決算でもそうなっているけれどもこれは今年度も一九五七年度も現れて来る現象であるのか或いはその侭処分出来ない侭で何時迄も持越して那覇市が替費地処分出来ずに土地丈しか取れない全額の面において換算が出来ないようなものであるがそれを説明して貰いたい。

○建設部長（安次富長昌君）

お答え申し上げます。替費地処分收入の予算が二千五百余円決算において三百七十万円これ丈の開きがあるのはどういう理由かという御貭疑でありますが一番最初に区画整理をやりました處美栄橋でございまして其所から順次やっておりますが区画整理の工亊が済まないうちに売る場合には非常に値段が安い訳であります。安くして売りました場合には区画整理の費用が欠損が来るのじゃないか、つまり地主の負担がもっと大きくなるのじゃないかということを心配致しまして出来る丈工亊をやってそして値段が上った時に売った方がいいこういう考え方を持っておりますためにこういったような予算に対して実際売上げが少いといったことが出て来るのでございまして売れないとか或は当分その侭持っているといった意味ではないのであります何處迄もこの区画整理の費用を賄う丈以上にもって行きたいために売るのも控えて其所の計画が市街らしくなった場合につまり工亊がすんだ後売った方がいいという意味でこういうようになっております。

○議長（泉正重君）

從って今後の見通しはどうか

○島袋嘉順君

一ヵ年間の間置かれておりますけれどもその間の一ヶ年間にそういった市の見通し目論見が実際実現しておるかどうか

○建設部長（安次富長昌君）

現在は着々と仕亊も進んでおりますけれども勢い売るのも早くなる訳であります。明るい見通しをもっております。

○島袋嘉順君

工亊をすれば高く売れるだろうということでありますが具体的にどこの土地がこれ丈で売れているという結果が現れておりますか

○建設部長（安次富長昌君）

実際上の問題を申上げますと第一にやった美栄橋地区でございますがこちらは工亊が済まないうちにやった場合に三千円程度であったのがその後には四千円以上、特に開きの大きのは七千円で売れたといった状態になっております。そのために出来る丈工亊が済んでから売ろうという考であります。今年度に於きましてはその工事も着々進行しておりまして殊に一九五七年度では相当売れるという自信をもっている訳であります

○島袋嘉順君

そうすると大体市の売却値段はそういう風に工亊をやってみた場合に一般の市価の大体何割位売れますか、例えばある地区において一般の地価が一万二千円の處を六千円で売っている。那覇市がそういう半額の値段で引下げてそれを入札によったかどうか分らないか半額に下げるというのはどういう理由によるのか一万二千円のものが六千円に売られております。

○建設部長（安次富長昌君）

それを説明申上げますというと出来る丈高く売りたいという希望ともう一つには一応政策としては余り高く売るものもどうかという考もある訳であります然し乍らこの賛費地というものは地主が出して下さるので出来る丈高く売りたいという意味でやっておりますが地價を決める場合は所謂売値を決める場合には替費地に関しましては現在迄助役と私と区画整理課長と三名で協議をして値段を出しております。その場合に他の處と比較するということをやっておりますがブローカーが幾ら売っているという噂はありますが実際を掴んでおりませんので私共としては一つの線を出してそれで値段を決めている訳であります。

○島袋嘉順君

売却は談合によるのですか入礼によるのですか

○建設部長（安次富長昌君）

こういう風にやっております。那覇市に是非置いておきたい会社亊業それから土地を持っておってその隣に替費地がある。それを隣接の坪数か欲しい、こういったものに対しては考慮するという方針をもっております。それ以外は全部公入礼にかけるということになっております

○島袋嘉順君

市が特別に必要とするものに対しては談合で値段を引下げても出来る訳ですね

○建設部長（安次富長昌君）

談合はしておりません　最初から値段を決めてやっております。

○島袋嘉順君

市では半分の値段で売っているということになると單にそれが市と有益な会社であるにしても他にも類似の会社がある場合は査定は單に三人丈で決めていいものであるかどうかこれは決算とも関係しますし今後の市の財産とも実際関係がある訳ですそういった處はもう少し委員会なりでやって貰った方がいいと思う、又決算は三名でやられたか分りませんか、そういったものは会計亊務の亊務監査、そういったもの迄もやらなければいかんと考えます。

○建設部長（安次富長昌君）

將来は委員会も作らなければならないように考えております現在はやっておりませんけれどもどうせこれは概算する場合には委員会にかけて色々意見を聴かなければなりませんのでそういった方法を取ろうということにしております

○島袋嘉順君

区画整理も美栄橋泊辺り済みまして殆んど土地の指定は出来て、割当てられておりますからこういった委員会の公的なものが存在する必要があるならば一日も早くやらなければならないそうしないと六番議員のおっしゃるみたいな疑惑が市民から出て来るこういった点に対しても決算に或は会計に対する亊務的な監査をやらなければいけないと思う、こういったものは公的な機関でありますから只單なる談合丈ではいけないと思います

○建設部長（安次富長昌君）

各地主と談合してという意味じゃなくして値段をつけるために助役と私と課長が談合して大体の値段を決めております。出来る丈そういった疑惑のないようにやりたいと思っております

○市長（当間重剛君）

前議員もおられますし、又去年選出された議員もおられますので区画整理の亊業につきましての経過をちょっと御説明申上げたいと思います。最初に区画整理をやりましたのは美栄橋地区であります確か前市長の又吉市長時代のことでありますがその当時の区画整理の在り方はつまり地主から土地を提供して頂いて道路の巾員の拡張更に或る部分の土地を集めて所謂替費地というものを作ってその替費地を金に換えて工亊を施行するこういう在り方であったのであります。處がそう致しますと結局それ丈の工亊を進めるについても先ず替費地を或る場所に決めてこれを売却してからでなければ工亊が出来ないということは工亊が遅れると同時にその替費地の価格を安く売らなければならないという結果になったのでありますそこで確か一九五五年度だと思いますが一九五四年かはっきりしませんが豫め区画整理に要する費用は替費地を売って返済するが復金からその所要額を借りることにして工亊を完了し整地並びに側溝の整備をして更に水道工亊もしてやれば價格もより高く売れる同時に工亊も、つまり替費地を売らずして売る前に復金から借りた金で工亊を済ませてその市街を整然としてからならば高く売れるという方針を取りまして銀行との折衝も済み、又民政府の承認を得まして一九五五年度から着手したいと考えておりますがそういったことによりまして亊業は進めることになったのでありますが御存じの通りにこの区画整理亊業というものは戦前は縣にもそうない亊業であります。東京とか或は台湾とか特殊な分は別として普通の都市には極めて僅か而もこういった大掛りな区画整理は殆どないといってもいい位の仕亊を那覇市は持っている訳でありまして、そこで結局こうした人を求めるために色々苦心したようであります。前任者の時代から漸く台湾にいた人或は関西方面にいた人、区画整理といっても大体同じ方式をとっております處の耕地整理法による耕地整理をした人こういった人々を方々から集めることによってこれを完成しよう、それでも適当な人が得られん、又それは技術面ばかりでなくして区画整理亊務の亊務方面も特殊な技能知識を要するといったこともございまして実は石川博士にもお願し又名古屋市その他にも適当な人を配置して貰いたいということを希望したのでありますが先刻も申し上げましたように戦前なかった仕亊が戦後は各方面の都市でこれを実施しているという実情から適当な技術者亊務員を集めることが出来ない爲に勢い我々の手によって集められた處の技術員亊務員でもってやり乍ら新しく技術面、亊務面の研修をさせて行って完成しようといったことから致しまして仕亊は大きいが亊務並びに技術面の不足から計画は立っていても結局進捗状況が極めて遅かったということは今迄の実績が物語っておるのでありますが要するに今年度に入りまして大巾に仕事をすることが出来ることになったのであります。幸いに私達の予定しております通りに整理以前の価格と整理以後の価格は相当の開きをもっておりまして更にそれに加うるに土地そのものは整理されても周園の繁栄の原因をなす處の人家が所謂転入することが伴わなければその地價も又値を持たないのであります。思惑で買う人は別と致しまして実際にそこに入るためにはその土地が適当に繁栄を来すであらうかどうかということを見究め同時に人家が稠密になる亊実を見究めて入って来るというのが多い現在でありまして幸いにその後のつまり整理後の状況は色々所謂競売価格の相違はありますが予定した額よりは常に上廻りつつある様であります。勿論末だ予定迄に行かずに再度入礼をしなければならないこともありますがそれも徐々に、つまり整理後に多数の人が入り込むことによって次々と價格は上がるということは今迄の経験から十分分るような気が致します。勿論最後にこれを売って見なければ分らないということもありますが、今迄の経験からは相当上廻った数字が出ると思います。なお一般の価格と市の價格との開きの問題でありますがこの点も今申上げましたような亊情と特殊の業態にあるものが特殊の位置を必要とする、そのために所謂客觀的な適正価格じゃなくしてその人の主觀から生れた處の所謂私達からいえば法外な値でもって取引されるような亊実もあるように聞いておりますその亊実も或る程度加味しなければならない部分的にはそういうことを参考に致しまして折衝をさせている積りでありますそういった意味で法外な價格で売るということは私共は避けねばならないと考えますし又客觀的に低い價格で売るということも避けたいという方針は大体持っている積りであります。

○崎山喜達君

今先の十二番議員の貭疑に関連する問題でありますが例えば市の替費地を隣が一万二千円売れるのに六千円で売り急ぐ必要はないだろうと思います。これは結局助役、建設部長、課長の三者会談で亊を運んだ場合には將来市の財政運営に支障を来す又巷間色々な区画整理に対しては疑惑の目をもって見られているこういう風なことを避ける爲にも一応はリストを作って建設委員会というものもあるしそういう處にも示して一応はそういう處の打合せをして愼重に亊を運んで行かなければ將来区画整理というものが非常に大きい支障を来して来るだろうと思います。これに対するお考をお聴きしたいと思います。

○助役（嘉手納並水君）

お答え致しますこの問題につきましては当局と致しまして常に公正な価格で売るという方針を持っておりますが個人個人の売買はこれは或る場合相当の差を出して買ったりする例もあるようであります。然し乍ら私達は先ず最初に予定額を決めましてその予定額はつまり一般の売買とかという方面も相当調べましてそして予定価格を決めているような訳であります。

それで特に將来都市の発展に是非必要だという場合には隨意契約をやる場合もありますが大体においては入札するということになっております。そしてこれらの必要な業態を持った人を入れてことによってそこに移動する意欲をたかめるというようなことも考えられますのでその点は或る程度の予定額を決めてその範囲で随意契約もするような訳であります然し乍ら飽く迄公正な値段ということはしょっ中研究しております。評価委員或は建設委員というようなお話でありますがこれは先建設部長が話した通り―この名稱はどうでもいいと思いますが―委員会を作るという方針を將来考えるということになっております。處がちょっとこの問題は非常にデリケートな問題でありましてその額を一応発表したらそれに対して思惑が出て来る虞れもありますし、又この前の西新町の例にあります通り一応議会で四千円と決めましたものがそれ丈売れない。結局今後の議案には三千五百円に下げて更に議決を求めるその額はその議決には入っておりませんが、案には入っておりませんが、然しこんな例もある訳であります。それで若しも委員会を作ると致しましても相当の秘密を守るということに重点を置いてやらなければ却って悔を残すような亊態にならんとも限りませんのでそこに愼重に考えてやりたいと思っております。

○崎山喜達君

只今の助役の説明は漠然として私みたいな頭の悪いものには分かりませんが、只今の替費地の処分の問題でございますが、この替費地というものは法的解釈はどういう風になっているか、土地区画整理というものは飽く迄も地主の協力があって始めて出来るだろうと思います。處が今迄行われた実際の現れとしては決して公正妥当でないということが言われるのです。その意味において今先も私が申上げた通り若し委員会を組織するとしても当局の一方的な話合でなくて、そのために委員会議会というものがありますから議会に諮って適当に公正妥当であるということを確認して頂けばこの問題は決して紛爭を起さないだろうと思います替費地という問題は個々の地主の所謂寄附といいますかこれは地主から取上げて出来たものでありますこの替費地というものが果して今迄行われているような軽はずみの処分が出来るかどうかということがはっきりしませんのでこの見解を市長に答弁願います。又これは建設部長助役区画整理課長の三者合議によってなされるようでありますが、結局歸する處は市長のお考えになって来るだろうと思いますのでその点について市長の御意見を承りたいと思います。

○市長（当間重剛君）

大体価格の問題は先刻助役からお答えもありました通りに色々の亊情を勘案してそれから費用が大体どの程度ですむだろうというような見通しも一応はつけることが考えられる訳でありますが最後は勿論市長の決裁においてなされるのであります處が市長が一々検討する時間を持たない場合もありますので市長が見た場合に不当としたようなものも出て来るかも知れませんが気が付かなかったのは非常に私の失態とする處でありますが、今後は若しその評價についての特殊な組織を機関を持つということも必ずしも考えられないことでもないと思います。然し先刻も申しました通りに今迄の経験から見た場合に時々刻々に変動があるような感じが致します。そういう意味で一回きりでこれを決めるということも今迄の経験から見た場合にどうかと思います。その点等も十分考慮致しまして今後の対策を考えて行きたいと思います。実際の處今那覇の土地價格というものは実際誰も分らないといっていい位、とんでもない處で変に高値段で売買されたり或はこういう處がこんなに安く売れたかなというような處も方々に散見される亊実でありまして結局は地主においても或は買手に於きましても一体自分の土地が幾らで売ればいいか幾らするものであるかということも未だはっきりしないような感じがするのでありますそういった意味でこれを適正價格と見出すという意味に於きましては出来る丈愼重な態度でやって行きたいと思いますので市長庁員ばかりでなくして他の評價についての適当な知識経験を持っている方を入れることによってこれを適正化して行くということを考えて行きたいと思っております。

○宮里敏慶君

区画整理亊業についてお訊ね致します。泊の卸商街の道路が狹いということで相当非難の声があります。新聞にも報道されております卸商街という船が入って荷物が来た降ろす又荷物を出すという時には相当トラックが道に置かれる筈と思いますそういうことも予想し乍ら当局はああいう風に道を狹くされて市民の非難を買っておりますがそういう道を少さくした訳をお訊ね致します。

○市長（当間重剛君）

只今の六番議員（宮里敏慶君）の御貭疑の卸商街の道巾について最近琉球新報に出ております而もそれにはモーニングスターの記亊を転載してモーニングスターにも明かにバージャー民政官と市長当間がそれを主張して聴かなかったという記事がありますが、それは眞赤な嘘であります私はそういうことを言ったことはありません。今確かめておりますからバージャー民政官が言ったから狹い言ったから広いという意味じゃありません。その問題は一体市民の何處から出たが知りませんが少くとも卸業の業態の人達は決して狹いとは言っておりません。あの道路は大体最初の計画は五間でありましたそれを卸商を入れるという意味で六間を取って、更に業者自体が建物を後退して約七間位の道路にあります。歩道のない七間でありますから決して狹いということは私は考えておりません。同時にこれは大体がトラック丈で一般の車は通らないということが建前のようであります。業者自体はそういうことは言っていないと私は信じます

○島袋嘉順君

区画整理並びに替費地の問題につきまして亊業が始まったばかりで経験が浅い、そのために色々の困難があるということは私達もよく分かりますが、この困難さをこれからどう克服するか、という問題になって来るが一応私が先程貭問致しました歳入第一項第一目の收入済額の替費地処分の收入済額の中に三百七十万円ある。この三百七十万円の中に今助役が話しておられました所謂那覇市に必要な特殊な企業体を誘致するために隨意契約を行った、それがあるとすればその三百七十万円の收入済額の中何件がそういう隨意契約であるか件数は幾ら、金額は幾らであるか、それを明かにして貰いたい。そうであるならば一応それは認めて特別な市に関係のある特別な企業を誘致するための条例が設定されているか、これは理由を申上げますと千葉縣であったと思いますが、千葉市にどうしても大きな企業を誘致しなければならない、そこで千葉市会で特別企業誘致条例を作ってその条例に從って大きな企業を農村に入れて来て、そのために日本製鉄の千葉工場が出来上って千葉市として相当大きな收入になっているということを聞いておるのであります

現在はその条例で千葉市に特別企業を誘致したためにそれから固定資産税が取れなくなった、そういう欠陥はありますが一応条例で誘致する方法が出来ておる那覇市は特別な企業を誘致する条例を考えておられるかどうか、次は隨意契約が行われているか、一般に公入札が行われて、公入札は法規上の問題に從っていると思うが隨意契約による場合一般の地価と土地の良さそういったものを絡み合わせてどの位の値段で売るという特別の規定が設けられておるかどうかそれからそういったことが、これは監査委員にも貭疑致しますが一九五五年度の予算のそういった細かい處迄前の委員の方から引継がれてそれを監査されたかその四点をお聴きしたい。

○助役（嘉手納並水君）

一九五五年度では隨意契約はなかったと思っております。三百七十万円はこれは全部公入札の結果であると考えます。それからこの価格の点については議会の議決を経る必要はないこう考えておりますが、こう前出した四千円というのはそのために二回も又議案を出さなければいかない状態になっておりますか価格は条例として決める訳にはいかんと思います。特殊企業を誘致するための条例はこれは必要だと思いますよく研究して善處したいと思います

○島袋嘉順君

特別な企業を誘致する条例は必要だと認めるとおっしゃるのですが今迄ある訳ですね、それは何に基いているのですか

而も随意契約が行われている価格の規則は別に定められておらない三人の方が三人委員会を造ってそこで規則にも縛られずに随意に契約を行っている・・・

○助役（嘉手納並水君）

三名でやっているという訳ではなく皆で研究してやっております

○島袋嘉順君

随意契約が行われてそれが一万二千円のものが六千円で売られている、それは那覇市にとって特別な企業だからやったと言われるが然しそれは半分になっている幾ら特別な企業であっても実貭的な收入減になるか、その企業はどういった性格の企業であるのか、

○助役（嘉手納並水君）

これは市の收入にならないのであります。これは区画整理の費用に入るのであって終れば精算して地主に返します

○島袋嘉順君

一応市民に返すにしても替費地予算に上っている市の予算に上っている残れば返していい現在は替費地処分が一九五五年の決算にも上っている、これは別に市の收入になろうがどうであろうが決算にも現れておる予算も現れておる、そうなれば適確に監査しなければならないと思う、これが地主に配当されるならば正確な監査の下に收入の分も監査してこれに幾らあがったからということで市会の承認を経て地主にも返されると思うが予算にも決算にも現れて来なければ別ですが現れているのじゃないですか

○助役（嘉手納並水君）

これは監査はしておる訳であります。先も申したように委員会を設けるということも必要だと思ってこれは作ることに大体考は決めておりますその特殊のものを入れるということはこれは政策でありまして、ここは他のものを入れちゃ工合が悪いというような場合に、例えば卸商見たいなものであります。今後もそんなもの港湾関係とか色んな関係で替費地処分をやる場合は色々とあると思いますが、今後は委員会なんかを作ってそれで検討しようと考えております。

○島袋嘉順君

一九五五年度の決算に関係する問題ですが一九五五年度には随意契約はなかった一九五六年度にはある筈だから明日の委員会で一九五五年度の問題に関して貭疑を申上げますから・・・。それで先程助役のお話の中に一応委員会を作るその委員会は或る程度秘密を守らなければいけないということをおっしゃっておるが価格の問題とか決定の問題について監査をして貰うという意味でなくて価格を決める場合の方法も決めなければいけない筈でありますがその辺監査委員との関係はどうなりますか、そうなれば秘密を守るということになると監査委員との問題になると公然たるものになるそこで随意契約そういった秘密的な価格の秘密を保持するような委員会が出来る、そうなりますとそこに手心も加えるという疑或心が一般の中には出て来ると思うがそういった点についてどう考えるか、そういう委員会を作る場合はどういう性格のものを作るのかそれを考えて貰いたいそうでなければこれは手心委員会になって仕舞う、そういうことから一般の疑惑も出て来ると思う。

○渡口麗秀君

只今の島袋さんのおっしゃる御意見は市民を愛するという意味で又市の市政を出来る丈疑惑の目を向けさせないという意味で大変良い意見だと思っております。處がこの問題を本会議で議論した場合には幾ら時間があっても足らないしこの問題については總務財政委員会としても最も重要な問題であると思います。ので委員会で島袋さんの御意見もよく聴いて委員会で十分議論し合って次の本会議に意見を纒めた方がスムースに行くのじゃないかと考えますのでこの議案を一応所管委員会に付託して頂くように動議を提出致します。

○赤嶺慎英君

只今の市長の説明によりますと替費地を売る場合でも亊業に着手する前に売ったんでは安く売る更に売ってから金を作ってやる場合には亊業の進捗状態にも影響するから一応復金を利用してこの区画整理亊業を進行していらっしゃるという風な御説明でありますので当局のその処置は誠に時宜に適した処置であると考えるのであります。處がそうなりますと那覇市の財産の状態において具体的に申上げますと区画整理事業特別会計の財産の状態において最初の計画はその替費地の適当な値段であるないには拘らずその当時替費地の値段で予算を計上したのじゃないかと思われますので現段階において、その予算成立の時に即売したのでは安く売る工亊の進行が捗らないという見解でなさったならば特別会計のこの予算の財産状態はそれ丈高く売れた丈は多く財産があるという風な机上での議論になると思いますか處が私の考える範囲内に於ては区画整理亊業は仕亊が余りに大きいために果して議会で議決になった通りに売れてそしてあの亊業が良く進行するかどうかというものを心配して今迄の各議員の御貭疑も出たと思われますが、これを予算の決算でなくして区画整理亊業自体が一つの会社であるとした場合に一体今日現在で区画整理亊業自体が何千万円の仕亊をやった、その中に負債が幾らある売るべき財産が幾らある所謂バランスシート、それをお伺いしたい、それと更に具体的に美栄矼の区画整理亊業が九九％程度完成されているならば当初の計画、替費地を幾ら分売ってこの亊業を完遂するという御計画があったと考えられますのでこの具体的な問題美栄矼地区に幾らの替費地があって売らない分が幾らあるか、あの区画整理をするために幾らの金を使い起債が幾ら残っているというバランスシート、これをお訊ねしたいと考えるのであります

○助役（嘉手納並水君）

区画整理はこれは全那覇市を考慮に入れての計画でありましてこれは決算は一番最後でないというと出来ない訳であります然し乍らおっしゃるように例えば美栄矼地区が幾ら替費地が売れて残りの替費地が幾らあるということは計算すれば直ぐ出ると思います。然しこの残りの替費地を金額で幾らということはちょっと概算しか出来ないと思いますから左様御了承願います。

○赤嶺慎英君

区画整理亊業は何か年かの計画だから簡單には出来ないという助役のお答えでございますが、總ゆる亊業は一か年の亊業というものは殆どないのじゃないかと思います。特に市の總べて復興亊業は何ヵ年計画でやらなければならないのでこの何か年亊業のその途中では決算出来ないということになるとやってみて後でないと分らないということでは議会としても考えなければならないと思いますが少なくとも亊業をやるからには幾らの負債を生じた幾らの亊業が出来て幾ら残ったということが分らないといけないと思います、もう一度それをお訊ねします。

○助役（嘉手納並水君）

お答えします。これは全然作られんという訳じゃありません。概算でやれば出来る訳です後で又出すことにしております。

○島袋嘉順君

三十番議員の御貭疑でございますが配付されたものに財産表がございません、その土地の中に更に細分化しまして町名、美栄橋六筆、二千九百九十九坪六合四勺となっておりますがそれが今赤嶺さんがおっしゃる財産の評価になっている訳ですか、これは市有地と見てその中に含められた替費地も入っているのか、或は全然別個のものであるか。

○赤嶺慎英君

私の貭疑申上げましたのは市全体としての財産はそれは市当局では勿論分っていると信じます處が区画整理亊業が余りに大きいためにこれは売って亊業をやるという風な議決はするがこれは実際決算歳入の一款一項第一目にもあります通り売っていない、そういうことになると後は分らなくなって来るこの予算を見たら成程立派に作られているがそういうことが分りたいために一つの会社的の方法で区画整理亊業が幾らの亊業をやって幾らの財産があって幾らの負債があるということがはっきりすれば区画整理亊業全体として良く行っているかどうかということが分るからお伺いしている訳であります。

○議長（泉正重君）

休憩致します。

（午前十一時五十五分休憩）

――― ― ―――

（午後零時一分再開）

○議長（泉正重君）

会議を再開します

○上間長和君

只今の十二番議員の御意見に対して同感であります。那覇市議会も成可く總ゆる問題において随意契約ということは避けて貰いたいということを要望しておりますが先程助役の御答弁によりますれば随意契約した例がある、そうなった場合に市には市有財産の取得管理及び処分条例があります、その条例の第何条によって処分したか又他の色んな条例があるが他の条例でやったならば何の条例によって処分したか参考のためにお伺いしたいと思います。又監査員は收支の計算証憑書類の辻褄を合せる丈でなくして將来当局に於て条例に違反したとかいうような亊務的な処置を誤った場合には監査員としてはどういう風な処置を取られるお考えであるか。

○助役（嘉手納並水君）

市有財産の場合には勿論これは条例によって処分しなければいけません。處がこの替費地、つまり区画整理による替費地はこれは区画整理法でやるのでありまして条例でやる必要はないと思います。

○上間長和君

若し条例違反の行為があった場合はどうするか

○儀武息睦君

助役さんの答弁にありました通り我々は那覇市監査委員監査条例によって亊務を執行するのであります、そうしてそれに不適正なる亊項があれば注意をやっております。

○渡口政行君

区画整理亊業費は一億一千二百余万円であるが執行がその一五％の千八百万円しか出来なかったその理由を承りたいのであります

○建設部長（安次富長昌君）

お答えします。実際予算化したものは出来る丈その年度内に亊業をやって行く、つまり予算を消化して行くという考え方には誰も異議はないのでございますが、これ迄やりました處の区画整理亊業は職員が不慣れの関係もありますし、実際問題として土木亊業をやり得る丈のつまり技手級の人がそうなかったのであります。そのために現在おります人々は分る人々が教えて使って仕亊をやっているというような状態でありまして最初からそういった技術屋が全部集まっておったならばこんな亊例は来さなかったと思いますけれども惜しいかなそういった技術屋は新聞広告を二回、三回出しても取れないというようなのが現在の状態であります出来得れば技術者を招聘したいというので前に市長が上京された時にも交渉されたようでありますが、殆どの技術屋が朝鮮復興のために行って本土では得られないという状態でありまして、漸く指導して来て今日仕事が着々出来るようになったという亊情であります。この亊業は継続亊業でありますのでその侭無くなるというのでなくして残った分は翌年度に繰越すことになっております。

○赤嶺慎英君

私の先程の貭疑の結果でありますが今度の委員会においてそれがはっきり説明して頂けるかどうか主管部長にお伺い致します。

○建設部長（安次富長昌君）

お答え申上げます。美栄橋町は最初にやった地区でございまして残りの地区とは切離されておりますので出来る訳でありますそれから残りの分は御要望がございましたら現在迄使った費用將来使う費用それから売った金額、残った財産そういった表は製作出来るのでございます。それを作って後で差上げることに致します。

○議長（泉正重君）

ではお諮り致します議案第十七号一九五五年度那覇市区画整理亊業特別会計歳入歳出決算を建設委員会に審査を付託して御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます依って左様に決しました。

序でに私から希望を申上げたいのは先程十一番、十二番議員からの貭疑で例に擧げられました、一般では一万二千円も売れたという土地の隣接地を市では六千円で売った、これは委員会で実地調査を頂きたい、すっきりさせたいと思いますので委員会にお願い致します。では食亊のため休憩致しまして午后一時から再開致します。

（午后零時五分休憩）

――― ― ―――

（午后一時六分再開）

○議長（泉正重君）

会議を再開致します。日程第四市長提出議案第十八号一九五六年那覇市歳入歳出更正予算貭疑に入ります

○上間長和君

一九五六年度の更正予算は只今議題となって居りますが一九五七年度当初予算と一緒になっているからこの二つを一本に纒めることはできないか

（「進行」と呼ぶ者あり）

○財政部長（長嶺良松君）

それは一九五六年度の更正予算でありますから一九五七年度予算と一緒にすべきではないのであります。

○赤嶺慎英君

十八号議案は前回の議会におきまして、その大綱は議決になっておりますので本日はこれを貭疑続行の侭で委員会に付託して頂きたいと思います。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○久高友敏君

一九五六年度の更正予算についてちょっと意見と要望申上げておきます。一九五六年度は後十四、五日しか残っておりませんが、これの施行状況と從来迄の亊業の進捗状況並びに一九五六年度における各団体、つまり市から補助を与えた各団体に対する所の結果を監査委員をして今会期間中に一応亊務報告して頂きたいと思いますそうすることによって一九五七年度の予算の参考にもなりますので補助を与えた団体のその仕亊の状況或いは補助金が如何なる方面に使われておるかということを我々議会としても当然察知する必要があると思っております斯かる意味において監査委員会の方に特に御要望申上げておきます

○儀武息睦君

御意思に副うように努力致します。

○議長（泉正重君）

日程第四市長提出議案十八号一九五六年度那覇市歳入歳出更正予算は貭疑続行のままで總務財政委員会に付託することに御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認め左様確定致します

――― ― ―――

○議長（泉正重君）

次に日程第五那覇市職員定数条例、市長提出議案第十九号から日程十三の市長提出議案第二十七号迄の所管は總務財政委員会に属しますので一括上程致しまして貭疑に入ります

○高良清二君

議案二十号の那覇市職員の給与に関する条例について一、二点お訊ね致したいと思います。第六条の第三号は在職中死亡した者のその月分の給料は遺族に支給するということになっておりますがその遺族という場合に新民法も新らしく施行にならんとしておりますがその順位を明らかにする必要はないかと思います。その遺族の順位であります。それから第七条の日割計算の方法でありますが、「日割計算はその給与期間の現日数から勤務を要しない日数を差引いた日数を基礎として行うということになりますが非常に難しく出ております。前の給與に関する条例の第十一条には日割計算法はその月の現日数を基礎として計算するという風になっておりますがそう云った様にもっと端的に表現できないものかどうかそれから九条に休職期間中、これに給料の金額を支給するということになっておりますが次の第二項第三項、第四項において、百分の八十、百分の六十、百分の三十という風になっておりますが、その点を一応具体的に御説明願いたいと思いますもう一つ十四条の勤勉手当の二行目、同日以前十二月以内の期間にとなっておりますが、これは十二ヵ月以内ではないかと思いますがその点を疑問でありますので一つ御説明願いたいと思います

○総務部長（幸喜克彰君）

御貭疑の御趣旨が一寸判り兼ねますが

○高良清二君

結局日割計算の方法でありますが「日割計算はその月の勤務日数を基礎として計算する」と云う風に前の条例には端的に表現されておりますが今度新しく制定された条例はどうも語呂が行ったり来たりして同じ様な恰好になっておりますがこれは語呂を改める必要があると思いますが

○高良清二君

一寸休憩して下さい

○議長（泉正重君）

休憩致します

（午後一時二十分休憩）

――― ― ―――

（午後一時二十三分再開）

○議長（泉正重君）

再開致します。

○高良清二君

只今貭疑致しましたことは一応取り下げ致しまして委員会の方で十分に検討して頂くようにして、その答弁を暫く取下げすることに致します。

○上間長和君

那覇市役所支所設置条例の一部を改正する条例市長提出議案第二十六号、この議案につきましては、一昨日の市長の施政方針の一般貭疑にもちょっと触れましたが、この議案には本員は反対するものでありますその理由としては・・・

○議長（泉正重君）

討論ですか、今は貭疑ですよ。

（笑聲）

○上間長和君

それでは只今の発言は取消します

（笑聲）

貭疑に入ります。この条例に基づきましては第四条第二項を削り云々という条文がありますがその第四条第二項を削り云々という条文がありますがその第四条第二項は支所長は一号職を以って当てるということになっておりますが具体的な給与条例旅費支給条例等をみた場合には、支所長は一号職から二号職に一段階落ちております。その一段階ずらした理由は如何なる理由かお伺いしたいと思います

○助役（嘉手納並水君）

お答え致します。これは今迄主亊のうちにも課長もおるし、支所長もおると云う風に二つの職名でやっていたのでありますが、今度これを一元化して一つの名稱で処理して行きたいと思いましてなお支所長は何時迄も支所長ではいけないし、支所と本庁との交流も考えなければならないし現に本庁内にも主亊の課長がおるのであります。又待遇の問題も俸給も今迄通りでずっと行きますが只旅費等で少々落ちるような気が致しますがこれは一応はそういう風な少々の無理はあっても直した方がいいと考えて改正したのであります。

○議長（泉正重君）

別に御貭疑ありませんか。

○赤嶺慎英君

議案第二十号職員の給与に関する条例でございますがこれが現行の労働基準法又近い將来できるであらう地方公務員法こういうものとも関連を持たして制定されるのでありますか

○総務部長（幸喜克彰君）

お答え致します。この給与条例は勿論労仂基準法を参考にし、更に政府は公務員法が執行されておりますがそれとも関連を持たして將来の運用に間違のないようにやっておる積もりでございます。併し將来色々法律ができました場合にこの条例が不適当な場合は又市会にお諮りしまして或いは一部の改正は予想されると思うのでありますが現在の處所謂発展的な改正であると考えておりますので左様御了承願いたいと思います。

○赤嶺慎英君

御趣旨はよく分かりました。これに依りまして職員と云う定義それから旅費支給条例からしまして、部長も職員ということになっております。勿論職員でありますが、この種色んな手当を合算しますと市長並びに議会の承認を得る補助機関、單的に申上げますと助役、收入役ということが出て来ると思うのでありますが、併し市長や助役收入役にはそういう手当と云うものがあり然し部長以下職員であるが故にそういう手当がついてその手当において上司より高くなるという矛盾は出て来ないかそういうことを御検討なされた亊があるかどうかお伺いします。

○総務部長（幸喜克彰君）

お答え致します。この手当の問題が出ておりますが手当は所謂労仂基準法によって時間外勤務の手当更にこれを時間外勤務手当で支給した場合に、この額が相当の額に上りますのでこれを一定の基準を作りまして一率に幾らという風に決めまして支給しておりますが、政府の方でも大体、月決めの手当にして從来の時間外勤務にして得た金額とを勘案致しまして手当を支給しておりますが大体現在支給しております額は運轉手の場合月大体六百円位の手当になっております。

○赤嶺慎英君

それについて関連してお伺いしたいのでありますが、この条例は可決になりましても予算の範囲内においてこの手当を支給なさらうという御計画であるかどうか、この通りにやったなら助役、收入役より手取りが多くなるような矛盾はないかどうかという貭疑であります。

○総務部長（幸喜克彰訓）

お答え致します。これは現在の支給を考えまして申上げるならば部長それから市長、助役、收入役こういう所謂議会の承認を得た職員に対しましては勿論手当は支給しておりませんが実際時間外勤務に携っている職員のみ手当を支給しておりますが併し、これは飽く迄も予算の範囲内でございまして、それを越えて支給するということは考えられない訳でございます。

○比嘉朝四郎君

超過勤務手当の問題でありますがこれは予算の範囲内で超過勤務を認めておるかそれとも超過勤務をやらなければ仕亊が多くて困ると云う様な所は技術的にどう云う風な操作をしておられるかお伺い致します。

○助役（嘉手納並水君）

お答え致します。この点は労仂基準法に触れない範囲で、勿論予算が足らなければ追加してでも出さなければならないと考えております。現在やって居るのは全部規定通りの勤務手当でやっております。

○比嘉朝四郎君

そういった予算のない超過勤務手当は後で記録に取って追加更正でヤる積りでありますか。

○助役（嘉手納並水君）

そうです。

○大山盛幸君

議案第二十号の第九条の休職者の給与ですが、分限條例の十五条の第一号に関連する給与を前の条例より隨分砕いて分けてありますがこれをこの前の条例では特に年数を一ヶ年を越えない範囲内においてという風に決めてあるがそれを休職期間中ということにしたのはこれは職員に対する處の親心で大変有難いことと思いますが分限条例第五条第一号に掲げる亊由に該当して休職されたときは、その休職の期間中、給料の全額を支給する、それから八〇％、六〇％という風に分けた理由それから特に結核性疾患によって休職した者に対しては何故全額を支給しないで八〇％としたか、特に結核性患者に対する八〇％の問題については具体的に御説明願います。

○総務部長（幸喜克彰君）

只今の御貭疑は第九条の職員が公務上負傷したとき、又は疾病に罹ったときに色々第三項から第四項までの内訳を詳しく書いてございますがこの内結核性疾患に対しては、何故八〇％を支給するかというような御貭疑のようでございますが、これは私もよく分かりませんが、結核性疾患ということは現在の実情から申しまして、この病気の性貭上、飽く迄もこれは早く駆除しなければならないような皆んなが関心をもってこれの駆逐に当らなければならないというような性貭の病気でございますのでそれに対しては特に八〇％を支給するということになっておると想像致しますが、他府縣の例を見ましても条例の中には結核性疾患に対しては八〇％を支給するというような条例になっておるようでございます

○大山盛幸君

そう致しますと別に根據のあるものではなくて他府縣の条例にそうあるからそうやったという風に承りまするがではこの所謂分限条例の第五条の一号心身の故障のための休職者、つまり全額支給される者とはどういうふうな休職者であるか、今度は二番は分かりますが三番目の三項の六〇％に該当する心身の故障とはどういうものであるか、休職者の精神の故障程度ですね、結核性患者は特に分けてあるがそれは如何なる理由であるか、という点については何かはっきりしたものがございますか。

○市長（当間重剛君）

一条文の解釈上第九条の第一項は公務上による疾病、傷害、二項以下は公務上ではなく自ら疾病傷害の場合という建前であります。

○大山盛幸君

確かにそうでなければいけないと思います。併し第二項の結核性疾患というものにつきましてはこれは結核性というものは、これはまあ職員も色々と基準法によりましてもちゃんと身体状況その他の何か調査されておりますしツベリクリンの反能もされているようでありますが中には結核性は急激に来るものもありましょうが仕亊が激務のため何時の間にか抵抗力が弱まって来たため、結核性に侵されるというようなものも考えられます。特にこの条例において職員として有難いのは一ヶ年以内は休職期間中ということになっておりますが、特に結核性患者に於てはどんなに有難いかということを考えた場合にもう少し結核性患者の爲にも色々な条件を伴って風邪を引いたと云う亊もありますのでこの点につきましては特に委員会においても検討して貰いたいと思います。

○高良清二君

只今二十八番議員（大山盛幸君）から貭疑のありました九条についてお訊ね致したいと思いますが、これを一々何して参りますと時間がかかりますので、今の市長の答弁に対しまして異議をもつのであります第五条は、任命權者は職員が左の各号の一に該当するときは休職を命ずる亊が出来るとあり、審議されんとする處の分限条例の第五条第一項に該当するのが次の心身の故障のため、長期の休養を要する場合はと云う亊になっており公務上の傷害ということになっていないのであります。ここに相当の疑義がありますので、これは委員会の方で十分検討して頂きたいと思いますこの点だけでも審議すれば一日中掛かりますので貭疑続行の侭委員会に付託して頂きたいと思います。

（「この条例は全部その儘やった方が良い」と呼ぶ者あり）

○島袋嘉順君

付託する前に、これは後でも委員会で審議なさる筈でありますが今のうちに聴いて置きたいと思います職員給與規定に対する条例の制定でありますが、これは別の職員の服務規定これも条例で謳われておりますが一職員の給与規程に対して別に労働基準法に職員の給与規程を決める場合は労働組合がある場合はその組合代表の意見を聴かなければならないという項目がありますが、服務規定を作る場合現在役所には五百人近くの人がおりますがそういった代表の方の意見を聴いたことがあるかどうか又今後そう云う亊を聞く考えはないかどうかはっきりして貰いたいと思います。

○総務部長（幸喜克彰君）

只今の十二番議員（島袋嘉順君）の貭疑はこういう所謂使用者の立場になってみて十分皆んなの意見を取り入れられたかどうかということの貭疑でございますがなお今後もこれに対しては所謂協議をして納得の行くような条例規程を作る意思があるかどうかということのようでありますが、これは去った議会に大山議員から雇用者の代表を設けなければこれは工合いが悪い、市の方にはこういったような代表者の制度が設けられておるかどうか、早急にこれを実施して貰いたいというような御貭疑がございましてその後色々と市の方においてもよりよりその研究はしておりましたがその後代表者をはっきり公文でもって決めてやって居ります。なおこの規定の制定についても代表者になお意見を聴いて十分なる審査の下にこれを制定したいと思います。

○島袋嘉順君

私がききたいのは大山議員のおっしゃったような代表者の選出方法はどうなっておりますか、職員全体が集ってやったのかどうかそれであります。

○総務部長（幸喜克彰君）

選出の方法は勿論こちらの方から指定する代表であればこれは意味をなさないのでありまして、できれば全員がこれに参加すべきですが、そういった場合には色々の亊務的の煩瑳がありまして出来ませんので自発的に各職場の皆なの代表を上げまして、その代表の中から更に又代表者をあげるというような方法を取りまして結局現在できておる代表者は職員全体の總意の下にできておる代表者になっております。

○島袋嘉順君

何名ですか。

○総務部長（幸喜克彰君）

四名であります

○島袋嘉順君

正式の代表ですか

○總務部長（幸喜克彰君）

そうです。

○島袋嘉順君

その四名の意見を条例を制定なさる場合にお聽きになりましたか。

○總務部長（幸喜克彰君）

これは市の方に例規審議委員会がありますのでその方で検討しておりますが、まだその代表者の意見は正式にはきいておりません。

○島袋嘉順君

總務財政委員会に付託になる前に折角代表が四名全員から上げられておりますから委員会で審議する前に四名にお諮りになって出来れば皆んなですがお諮りになってその意見を總務財政委員会にもって来て頂きたいと私は考えます。

○總務部長（幸喜克彰君）

出来る丈そういう風にやりたいと思っております。

○高良清二君

委員会付託になる前に要望しておきます。条例の一部修正案とかの条文の修正、訂正とかは委員会の方で審議されてそれの訂正については從来の委員会に審査結果の報告でも差支えないと思いますが新らしく今問題になっております。給与に関する条例とか、或いは新しく制定されようとする處の条例の委員会の審査結果の報告は從来の式ではなくして修正箇所はどこだという風に分り安いようにして新しく委員会の方で決めた条例案を議会の方に御苦労でありますが提出して頂きたいと思います。と申上げます理由は委員長の報告を読み上げて行きました場合、我々が聽き損ないとかというような場合がありますので委員会の審査結果の報告その侭を印刷して我々にも配布して頂きたい、そうすればきき逃したり、見逃したりすることはないと思いますのでその点を要望しておきます。

○島袋嘉順君

先の問題で、色々審議された結果を後で表として出して貰いたいと思います。私も意見がありますから一応まとめた点を・・・・

○高良清二君

私の今要望しているのは亊務処理の要望であり從来委員会の審査報告の通りですと、きき逃したりして十分にきき取ることができない場合がありまして給与に関する条例なんかを細部に亘って貭疑したいと思いますが、併し読み上げたりする場合にどうしても、きき逃したり十分に感が移らない場合がありますのでこれを修正するならば修正する通りのものを印刷して配布して頂きたいと思います。そういう意味であります。

○議会事務局長（新垣良正君）

今までの委員会の審査が実は翌日の本会議ぎりぎりまでやっております関係上我々の方としては印刷して差し上げる亊務的余裕がなかったのでありますが、そう云う亊であれば今後は御趣旨に副うように委員長報告は能う限り印刷の上差上げることに致します。

○島袋嘉順君

休憩願います

○議長（泉正重君）

休憩致します

（午後一時五十分休憩）

――― ― ―――

（午後二時五分再開）

○議長（泉正重君）

再開致します。

○高良清二君

只今一括上程にありました議案について委員会において十分審査して頂くという意味で貭疑続行の侭委員会に付託して頂きたいと思います。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

では日程第五議案第十九号から日程十三議案第二十七号まで一括致しまして、貭疑続行の侭で総務財政委員会に審査を付託することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ございませんのでさように決定致します。

――― ― ―――

○議長（泉正重君）

次日程第十四議案第二十八号から日程第十六議案第三十号迄の三件を一括上程致しまして貭疑に入ります

（「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

この案件も貭疑未了の侭で建設委員会に審査を付託して御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依って左様に決定致します。

――― ― ―――

○議長（泉正重君）

次日程第十七議案第三十一号を議題と致し貭疑に入ります。

（「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

ではこれも貭疑未了の侭で文教厚生労務委員会に審査を付託して御異議はございませんか。

（「異議なしと呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依ってさように決定致します。

――― ― ―――

○議長（泉正重君）

次日程一八市長提出議案第三十二号を議題と致しまして貭疑に入ります。

（「委員会付託」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

これも質疑未了のまま總務財政委員会に審査を付託することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依ってさよう決定致します。

――― ― ―――

○議長（泉正重君）

次日程第十九市長提出議案第三十三号を議題致し貭疑に入ります。

（「委員会付託」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

本案を貭疑未了の侭で文教厚生、労務委員会に審査を付託して御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依ってさよう決定致します。

――― ― ―――

○議長（泉正重君）

次日程第二十議案第三十四号及び日程第二十一議案第三十五号を一括議題と致し貭疑に入ります。

○上間長和君

この「沖縄銀行株式購入について」は公益事業のものの場合はいいとしてこういった営利的なものの株を持たなければならないという理由をお伺い致します。

○市長（当間重剛君）

別に持たなければならないという理由はないと思います。ただ従前から市中銀行は市の方としてもその設立を要望しておりましたのでお互いに協力する趣旨であって必ず特にしなければならないという意味のものではありません。

○島袋嘉順君

沖縄銀行株式購入についての議案第三十五号についてでありますが少くとも株を持つからにはこれに対する会社の定款その他の書類等をつけて議会に検討して貰うのが建前であると思いますが只株を買うから認めて呉れと云われても我々にはどんな会社であるのかどういう風な条件がついてるのかそういうようなものも全然分らないのであります。

○財政部長（長嶺良松君）

お答え致します。沖縄銀行株式会社から趣意書が来ておりますので後で刷り物にして差上げます。

○島袋嘉順君

そう云った場合定款とか事業内容、趣意書と云うのが必ずある筈でありますからそういうのを見せて下さいよ。

（「はい」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

お諮り致します。議案第三十四号及び議案第三十五号は、質疑未了の侭でこれは總務財政委員会に審査を付託致したいと思いますが御異議ございませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます依ってさよう決定致しました

――― ― ―――

○議長（泉正重君）

次日程第二十二議案第三十六号を議題と致しまして質疑に入ります。

○宮里敏慶君

總合運動場の工事着手は大体何時頃ですかお訊ねします。

○建設部長（安次富長昌君）

お答え申上げます。着工につきましては当然この議会で議決して頂いて後ということになる訳でありますが軍が埋立ててある處のもとの島藤建設の跡であります。そこが完全に解放になったら直ぐ手が付けられる訳でありますがもう一つは埋立申請迄もやる訳でありますその方は一応口頭で埋立の了解を求めつつ仕事は出来という風に考えておりますのでどうしても十月以降になるんじゃないかと考えております

○宮里敏慶君

島藤の解放は軍に交渉中でありますか

○建設部長（安次富長昌君）

交渉進んでおりますただ手続の問題で琉球政府行政主席を通じて書類に不備があるというので帰ってきておりますのでその不備を訂正して出すことにしております、

○宮里敏慶君

埋立してある点と申請する点とはっきり境界が分りませんがどの辺迄は軍が埋立てありこれから市が埋立申請をするという處とはっきり分かりませんが

○建設部長（安次富長昌君）

はっきりはしておりませんが埋立た分は財産管理課の方で扱っておるようですがそれ以外が埋立申請になる訳であります。

○宮里敏慶君

水辺迄戦後のドサクサで塵等を持って来て勝手に埋立てやっておりますが

○建設部長（安次富長昌君）

役所はまだ埋立申請はしておりません。

○宮里敏慶君

地番はありませんか。

○建設部長（安次富長昌君）

公有水面はありません。

○宮里敏慶君

向に既に家も作ってありますよ

○建設部長（安次富長昌君）

そこは財産管理課が貸しておるか、那覇市が無断でやったのかそこ迄は調査出来ておりません。

○宮里敏慶君

那覇市は賃貸料を取っておりますか。

○建設部長（安次富長昌君）

何処の土地料をとっておるのですか。

○宮里敏慶君

軍桟橋の入口から最初のウテンダと云うものがありますね。それの二番目の右側であります。

○建設部長（安次富長昌君）

今土木課長（上原直次郎君）から聞きますと、取っておらないということでありますのでそれは後で調べてお答え申上げます。

○宮城清三郎君

今の問題とちょっと関連しますが總合運動場のあの埋立てある處の周囲の家屋の問題でありますがあれは市の方で一応認めてあそこに家を立てさせたのであるか、それとも自分で勝手にあの家は作ったのですか。そして向うの方に埋立て家を作っておりますが賃貸料はどういう風になっておりますか。これをお訊ね致します。

○宮里敏慶君

この賃貸料の問題でありますが今宮城さんが言った土地料を取っておるのかということですが向うの塵を捨て屋敷作りをして上から土を被せて、敷地を作り家を作っておりますがこの賃貸料は私が払いましたから間違いありません。坪十円でした。

○財政課長代理（新垣淑哲君）

お答え致します。あの分は一九五二年だったと思いますが、一部は私有地として付番しております。その分については賃貸料を徴収致しております。一部には徴収してないものもございますがこれは公有水面が自然と埋まったのが、塵芥が溜ってそう云う風になったのか判りませんのでそういう事由で未だ取っていない箇所が二、三あったと記憶致しております。

○宮城清三郎君

埋立のものはどういう工合に市の方で埋立たのですか。それとも個人が自分で埋立てそして賃貸料を向うは市に払っておるのですか。

○財政課長代理（新垣淑哲君）

お答え致します。海見たいになっておりました所は地積が市有地になっておりますのでそれを借地人が一部を埋立てそれを市の方から賃貸致しましてその賃貸料と取っております。但しこの場合埋立に用した費用を勘案して徴收した訳です。

○宮里敏慶君

公有水面を無屆で埋立て敷地として使用した場合に那覇市はその土地に対して賃貸契約をする法的根拠をお知らせ下さい。どういう根拠で賃貸契約をしたのか。

○市長（当間重剛君）

これは市有地でありまして例えば泊前島の兼久の様に私有地の低い部分を個人が高くして使っている訳であります。公有水面ではありません。

○宮里敏慶君

私は現場ははっきり分かりませんがあれは確かに公有水面になっており低いために市有地であるということではないのです。これは私が一番詳しいのです。そこで非常に疑問を持っていたのです。公有水面を無屆けで自分勝手に埋立て那覇市と契約して借りたというような問題になっておりますが、あれははっきり公有水面になっております。

○宮城清三郎君

それからこの總合運動場の議案が可決された場合向うに建築されておる方々を移動されねばならん筈ですが、どういうような方法で移動させるお考えになっておりますか。その点をちょっとお伺い致します。

○助役（嘉手納並水君）

お答え致します。あれはこの前も廻って見ましたが總合運動場を作る場合にあそこ迄は掛らんであらうと思います。あれは柵の外になるんじゃないかと思います。

○宮城清三郎君

この前私達向うを廻って歩いた時にあの道路が都市計画道路になっておると云って若し總合運動場に掛らなくてもあの道が大きくなればその周圍に作ってある家は引越さなければならないという風に聞いておりますが・・・・・

○助役（嘉手納並水君）

其所迄はまだ考えておりません。今の處はこの總合グランドの中には入らないと思います。その後のことについてはまだ考えておりません。

○宮城清三郎君

そうすると・・・・

○議長（泉正重君）

私達が一緒に視察しに行きましたときにはこの一帯の家屋は立退くであろうという都計課長の話であったのですが

○都市計画課長（花城直政君）

お答え致します。あの時現場で説明申上げましたことは都市計画上あの道路は二十間道路になりますのでその時は立退かざるを得ない總合運動場としては二十間の道路を作らなくてもいい訳でありますので總合運動場の場合は支障はないと思います。然し道路から海側にある家屋は立退かなければいけないと思います。

○宮城清三郎君

話はよく分かりましたが總合グランド計画と都市計画の区画整理とは市の行政として一つにならなければならないと思います。都市計画の場合道を作るときには関係するという曖昧な計画の仕方がどうも分からないのであります。こういう市の行政は一つにならなければならないと思います。

○都市計画課長（花城直政君）

この計画と事業は別であります。計画としては二十間道路を計画しておる訳でありますがこの計画を事業として実施に移すときには移転しなければならないという訳です。今実施に移す訳ではありませんので・・・・・

○市長（当間重剛君）

昨日もちょっと十二番議員（島袋嘉順君）の御貭疑にお答え致しましたがつまり都市計画課の案というのはまだ市の案にはなっていないのであります。どう変更になるか分からないし又市会の御意見も聞かなければならない我々の財政計画も考えなければならない。從って都市計画課としてそこに二十間道路の計画を持っているかも知れませんが果たしてその二十間道路が妥当であるかどうかもまだ検討しておりません。兎に角市の案ではないと云う事を御了承願いたいと思います。

○比嘉朝四郎君

軍が桟橋拡張の為公有水面を半分埋立てそれから個人が莫大なる費用を掛けて埋立た土地を軍の財産管理課が管理しておるようでありますがそういう土地に対する措置を市はどういう風にやるのですか。

○市長（当間重剛君）

公有水面埋立の場合は当然埋立た者が適法な手続きをした場合埋立た者の所有になるのが公有水面埋立法の規定で埋立者が土地を取得するのであります。但し自然に埋まった場合もないとは云えませんがその場合は國有地になると考えております。併し自然に埋ったものに或る程度加工することによって埋立がなりたつ場合がありますがその場合には従来の例と致しましては政府とその加工した者との間に協定致しましてその加工費等を勘案してその加工した者に或る程度の価格で譲渡しております。軍の場合でもありますがこの場合におきましては財産管理課が管理するような恰好になっておりますので現在どういう風に扱っておりますか分かりませんが私個人としての解釈としては個人が埋立た場合には公有水面埋立法のあり方から個人の所有になるのが建前であると私は考えております。

○宮里敏慶君

権利のない者との賃貸借は成立しませんが、公有水面を無屆で埋立てている者との間で那覇市が賃貸契約しております。これは無効になると思っておりますが、当局の御見解をお訊ね致します。

○市長（当間重剛君）

六番議員（宮里敏慶君）のおっしゃいますのは公有水面のことですが職員の調査ではこれは市有地であるとのことで見解の相違でありますので・・・・

○宮里敏慶君

今からでもこれを破棄する意思はございませんか。

○市長（当間重剛君）

市有地でなければ契約はできないのです。

○宮里敏慶君

向うは図面で見てもはっきり判ると思いますから調査して下さい

○仲井真元楷君

綜合運動場の計画配置図を見ますというと陸上競技場、野球場、テニスコート、プールとこうなっておりますが将来ここに設置されるであろう競技場の種類についてお伺い致します

○市長（当間重剛君）

はっきりした事は申上げられませんが今の處計画になっておりますのはおっしゃるような四つの予定であります出来れば将来体育館も設置したいという風に考えておりますが計画としてはまだもっておりません。

○仲井真元楷君

この陸上競技場野球場テニスコート、プールは判りませんがこの三つの配置に就いては夫々の専門家に集って貰って合理的に協議でも持っての事でありますか

○市長（当間重剛君）

野球場に就きましては野球連盟陸上競技場に就きましては日本に於ける所の競技場、テニスコートは庭球連盟プールに就いては水泳協会こう云った人々に承諾して貰い更に委員会を持ちましてこれを検討してやっております

○仲井真元楷君

これは小さい問題であるかも知れませんがこのスポーツセンターという看板を張替えて那覇総合運動場と云う風になっておりますがその名稱を変更した理由についてお伺いしたい。

○市長（当間重剛君）

これは一昨日もお答え申上げましたがこれとは別に株式会社スポーツセンターというのができておりますのでそれと混同されるよりは日本語で総合運動場にした方がいいと考えましてこう云う風になっております。

○久高友敏君

都市計画課長にお訊ね致します。目下立案中の奥武山に計画されているスポーツセンターの總坪数はどの位でありますか、それをお伺い致します。

○都市計画課長（花城直政君）

總面積は図面上でありますが八万二千六百坪となってその中には今の陸上競技場野球場テニスコート、プール体育館駐車場道路その他の施設、それから緑地帶公園等が入っております。

○久高友敏君

スポーツセンターは八万二千余坪とすると綜合グランドは何坪でありますか。

○都計課長（花城直政君）

スポーツセンターと云う事は結局綜合運動場と云う意味でこれは都市計画上の言葉であります。そう云った色々設備された所を何々センターと云う様につまり交通関係で云ますとバスセンターと云う事になっております

○高良一君

先程六番議員のおっしゃった綜合グランドの理立地のことですがこれは公有水面であると私は信じております。市長は市のものであるということを言うておりますが、これは確かに公有水面であると我々は見ておりますがこれをはっきりさせて貰う爲に政府或いは財産管理課の方からはっきりしたその裏付けある証明をこの次の委員会迄に出して貰いたいそれからスポーツセンターと総合運動場というものは一つのような感を受ける一方ではスポーツセンターに対する事業会社が全て登記もすんでいる。同じ箇所に同じものをやるということは其所に補助金申請も出しておるしそう言った處に非常に疑惑の念を抱くのでこれも次の委員会において審議されると思いますが委員会にはっきりした資料を提出して貰いたい。

○宮城清三郎君

總合運動場の計画配置図面を見た場合に競技場が図示され、説明もしてありますがこう施設内容には競輪場のことを入れてないのですが私達はこの総合グランドというものの概念から競輪場は別であると感じておりますがこれについては何故市の方はこの総合グランドという名目でもってこの敷地の中に競輪場を入れてあるか若し私達がこの総合グラウンドの設置を可決した場合に所謂この敷地内に競輪場も設けるということを私達が認めることになりますがそこらへんの見解をはっきりして貰いたいと思います。

○市長（当間重剛君）

何回も説明しなければならないのですがこれは位置を示すために一応配置をよく分って頂くために競輪場の一部をこれに書き入れたのであります。これは前にも詳しく私は申上げた積りでありますが・・・

○議長（泉正重君）

お諮り致します議案第三十六号那覇総合運動場設置については貭疑未了のままに・・・

○宮里敏慶君

総合運動場の施設内容という處にその他四万九千二百六十坪となっておりまがその他というのはどういう處なんですか余りに坪数が大きいような感じが致します

○都市計画課長（花城直政君）

お答え致します先にもこれの説明は申上げましたが八万二千六百坪が図面の面積でありますこの八万二千六百坪の中に陸上競技場、とか野球場とかいったような施設をして残りが道路緑地帶公園の施設でこれがその他という訳です

○宮里敏慶君

そうするとこの八万二千坪の中には競輪場も入っておるのですか

○都市計画課長（花城直政君）

この面積の中には入っている訳でありますが綜合運動場としての施設ではない訳であります

○宮城清三郎君

そうすると結局競輪場も綜合グランドの中に認められる訳ですが八万二千坪の處に競輪場も・・・

○都計課長（花城直政君）

そういう意味ではございません結局總合グラウンドを作る場所がこの大きさな区域の面積八万二千坪の中にある訳ですこの総合グラウンドの施設の中には入っておりませんがこの全体の面積の中即ち八万二千坪の中に入っております施設としては競輪場は謳っておりません。

○仲井真元楷君

今の総合運動場の競輪場の問題はもう少しはっきりして貰いたいと思いますので都計課長にもう一度お訊ね致します。

（笑声）

總合運動場の面積の中に競輪場が入っておる訳でありますね

○都計課長（花城直政君）

お答え致します八万二千坪の数字は戦前の奥武山公園のその付近に民有地がございますがそれも含め、それから埋立計画をしております。その面積も含めた総体の面積が八万二千坪でありますそれは陸上競技場、野球場、体育館、プール、道路それを除くとその他の面積が四万九千幾らになりますそれから現在のシーメンスクラブのお一帶元の護國神社、それから世持神社、それから元の運動場つまり競輪場の予定地そういった面積も入っているのでありますが強いていいますならばこれ丈は削っても良い訳であります

○高良一君

これは私は故石川博士構想に基いて言ったんじゃないかと思いますが非常に子供見たいな計画ですよ、こんな一千五百万の金を掛けて綜合運動場をやると云う事よりも首里の石嶺あすこは合併当初において首里を今後の文化都市として育て上げたいという市長の施設方針の中にもあったんです石嶺方面に持って来ればこの半分位の金でできる、非常に環境もよい、そういう無理をして市がそういう個所に持って行くという處に石川博士の何から見ても或いは我々議員から見ても非常におかしいと思います次の委員会ではこれを否定しようという声が委員会の一部にもありますので余りこれに神経をとがらさないように委員会としては否定すると云う強い空気があります左様御諒承願います

○島袋嘉順君

議案第三十六号が相当揉めておりますのでそれに対する意見を申上げますから責任者の答弁をお願いしますこれには一応八万二千坪ということになっておりますそしてこの説明書の中にも競輪場が入っております昨日の議会で二番議員（上間長和君）の貭疑の中にありましたけれども那覇市の前の議会では那覇の競輪場は外資導入によるものでありましたがそれが外資でなくなって民間でやるということになったけれども果してあの決定、決議が効力があるかどうかと云うことについて市長は研究中であると云う事でありますが今朝の新聞を見ますと琉球政府の方で那覇市の競輪場の区域が最後に決定したということが載っておりますけれどもそうなりますとその政府の決定は那覇市議会の議決に優先するものであるかどうか又市長は二番議員（上間長和君）の貭問に対する答弁がまだはっきりしないうちにこの問題が決定したとはどういう意味かこの点についてお伺いします。更にもう一つはこの綜合運動場に競輪場が加わったと云う事は最初からの経緯で民間での株が仲々集まらないと云う事でこう云った競輪場を中心にして總合運動場を持つ事に依って人が澤山集まって来るだろうとそうすると民間でやっても競輪は成り立つと云う理屈でこう云う風な条件の爲やっているのではないかと見ておりますがそういうことに対して果して当局の方でそれを否定する丈の材料があるかどうか然も市長自身いまだこれを決定してないと云う事でありますこう云う事は私達は考えられないのであります。既に競輪場の予算も組んだから作れば良い訳でありますが、私達はこの競輪場を作るよりは先ず中心にスポーツセンターを作れば良い。それでその中心を作ってしまってからその週辺の競輪場を作ればいい、それでこの那覇市の國際的な總合運動場、スポーツセンターが先だという風に私は解釈しております。一体これはどういう意味かそれをきいて見たいのです

○市長（当間重剛君）

競輪場の位置と總合運動場の位置とは、今に始まったことではないのでありまして、競輪場の場合もその中に二百メートルのトラックを作る事を予定されており所謂總合運動場サブトラックとして使える訳でありますつまり何かの競技が行われる場合は總合運動場が練習に使用できないので總合運動場のサブトラックが必要だということも私は説明したので有りまして十分御記憶になっていると思います。従って今更、競輪場に付随してこれを考えるということはどうかとお思います。私は、就任以来奥武山南部を埋立て公園として總合運動場にするという計画は当初からもっております従ってあの付近に対する護岸の埋立につきましてもそういう御相談を申上げて遠慮して貰っていますが従って競輪場に関連して總合運動場を考えるということは付随したことでなくしてもともと總合運動場に計画したものを今年度において執行しようということ丈であります。それから主席が競輪法に基きまして那覇市の申請に対して許可したのが優先するどうかという問題はこれは別だと思います。つまり法律によって那覇市が去年の十二月に申請したものに対して可否を下さなければならない義務として出したものだと私は思います。

○島袋嘉順君

別にこれは競輪場と總合運動場に付随して考える必要はないという考え方もあるかも知れませんけれども一応競輪場が議案として出され議会で可決されております。そして今度總合運動場がその附近に予定されております、例え競輪が市の計画であるとしても競輪場を作る爲にこの總合運動場を作るべきではないと思います競輪が外資導入に依る設置が出来なくなって結局地元負担で個人で作る様になっており、その時機にこの總合運動場の設置問題が出て来たと云う事はその順序から見ても結局この計画の立て方、在り方から見ましてそういう疑惑を與える様な結果になっておりますのでこういうような質疑が出る訳です、それから主席の競輪場の地域決定それから法の優先するしないの問題は別だとおっしゃいますけれども一応決定されている以上、ここで問題として以前議会で決議されたのはあれは外資に依る競輪場の設備であって資本系統は外資である所が我々が今論じているものは外資ではなく、これが民間の株でやられているということになると那覇市議会の決議とは趣旨が違う訳です其所でこれは改めて那覇市議会に諮らなくちゃいけない問題であるか、それとも諮らなくても良い問題であるのか、そのことについて市長は検討中だから暫く待って呉れというように私は聽いておりますがその辺のことをもう少しはっきりして貰いたいと思います。又この問題は主席が決定したことだからこの問題はこれ以上考える必要はないというような御意見であるのか、反対にこれは別に議会で考えなくちゃいけない問題とおつしやるのか、そこが聽きたいんです

○市長（当間重剛君）

今の契約のつまり効力云々の問題ですが、これは少し研究する必要があります。つまり契約の本旨かどの辺にあったかということも考えまして効力につきましては未だ検討する必要があると思いますが、法律的に考えてそういつた意味でこの問題については即答することができないのは残念であります。なお主席が認可したということはこれは事業と会社とは別だと思います。又今後会社ができないかも知れません。或いはできるかもしれません、そういった受託会社との関係につきましては、あの契約の如何によって決められる訳であります従って契約できなければ改めて議会に諮るなり或いはそれはやらなくても良いということになるかも知れません。然しそういったことは今いう時期じゃないと思います。

○仲井真元楷君

この綜合運動場の面積の中に競輪場が入っているという事はそう簡単には片付けて仕舞えないんじゃないかということですが、私は綜合運動場の中に競輪場はどう考えても入れて貰いたくないと思います。ですからこれだけはあの八万二千坪の中からとれば結構です。何となれば總合運動場は沖縄の若人達の神聖な修練所になっている。私の考え方はどうしても競輪場の面積からはとって除けるべきじゃないか。總合競技場の面積に競輪場が入っているというスポーツに対する考え方、これに依って競輪の賭博性ということを或る程度合法化しているというような形に取られるそういうことのないよう綜合運動場は競輪場とはっきり区別すべきだと思います。私は競輪が賭博だという資料はあるが、純粋なスポーツだという資料は遺憾乍ら持っておりませんのでこれは總合運動場の中の面積に入っている處は除いて貰いたいと思います。

○市長（当間重剛君）

この図面の四頁に建設場所及面積とありますが、これは事務的に私が目を通さなかったせいもありますが、陸上競技場が八千六百なにがし、野球場約八千九百、庭球場二千四百プール二千三百、これに駐車場或いは道路、或いは緑地その他に護国神社の一部、それから世特神社の一部、それから護国神社の裏の方の旧公園の敷地その他は将来の公園計画にやらなければならない所であります。從ってこの一、二、三、四とその他の四万九千坪のこの中から当然除かなくちゃならぬものがあると思いますから後程数字は訂正致します。

（「進行」と呼ぶ者あり）

○宮里敏慶君

今さっきの私の貭疑は片付いたようでありますが課長が持っている図面を見て市有地であるということははっきりしております。済みません。私の間違いでありました。市有地であります。然し現在でも潮がもったりする所も公有水面の中入っておりましたが、終戦後の公有水面から市有地として土地台帳に登録しておられる市当局の手腕に対して非常に感謝しております。

（笑声）

○議長（泉正重君）

お疲れのようでありますので、十五分間程休憩致します。

（午后三時七分休憩）

――― ― ―――

（午后三時二十二分再開）

○議長（泉正重君）

会議を再開致します。

○高良一君

三十六号議案につきましては六番議員（宮里敏慶君）がこの埋立地は市有地であるということを今さっきはっきり確認しておりますのでこの点について裏付けの点について必要を認めません。從って三十六号議案は委員会に付託して次に進んで頂きたいと思います。

○議長（泉正重君）

お諮り致します。市長提出議案第三十六号那覇綜合運動場設置について、これは文教厚生労務委員会に審査を付託して異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依ってさよう決定致します。

――― ― ―――

○議長（泉正重君）

次議案第三十七号泊ポートターミナル設置について三十八号の一般会計起債については関連致しますので、両案を一括議題と致し質疑に入ります。

○上間長和君

先日の新聞紙上に泊港に家畜の陸場げした後これらの家畜に対し炎天下に曝されない様に保護する意味に於いて衛生的見地からも繋留場を施設するようにと云ったことが報じられておりましたがこの点につきまして、又今後ターミナルを建設する計画の中にこう云った施設も含まれているのかどうかお伺いします。

○建設部長（安次富長昌君）

お答え申上げます。家畜の繋留場は埠頭内の一部に設置する事については考えておりますがこのターミナルに就いては全然考えておりません。下の方は主として船客の待合所、事務所二階の方が政府の出先機関、それから港務所、こういった風に考えております。動物家畜の方は埠頭の一部に繋かす計画を持っております。

（「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

お諮り致します。市長提出議案第三十七号並びに市長提出議案第三十八号は一括致しまして貭疑未了の侭で建設委員会に審査を付託して異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依ってさように決定いたします。

――― ― ―――

○議長（泉正重君）

次市長提出議案第三十九号財産の売却処分について、それから市長提出議案第四十号の一時借入をなすについて、それは次の市長提出議案第四十一号の一九五七年度那覇市歳入歳出予算と関連を持ちますので一括上程して貭疑に入ります。

○高良清二君

本件については前にも議決になったと記憶しておりますが再提出の理由を詳しくご説明願います。

○財政部長（長嶺良松君）

お答え致します。再提出してある分は、四項のうちの第一項のみであります。坪当たり四阡円以上と先達ての議会で議決された訳ですがそれ丈では売れませんので再提出案した訳であります。

（「進行」「進行願います」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

市長提出議案第四十一号迄一括してあります。日程第二十七、一九五七年度那覇市歳入歳出予算を上程して貭疑に入っています。

（「進行」「委員付託ですか、四十一号迄」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

はい

（「進行して下さい」と呼ぶ者あり）

○宮里敏慶君

最近はプライス分科委員長の勧告が新聞なんかに報道されており事が軍用地問題と云う事で市民も相当関心を持っております。私もこの問題に就いては相当関心を持っておりますが那覇市内の市有地の軍用地は幾坪ありますか。これは将来三倍にされるのか是非聽きたいのであります。

○財政課長代理（新垣淑哲君）

軍用地は筆数におきまして、ずい分数が多うございまして、私共の台帳から抜き出しまして早速報告申上げたいと思います。

○宮里敏慶君

將来の處に関連がありますから旧那覇市幾ら、首里、小禄幾らそれから無地番幾らという風に分けて御報告願います。

○財政課長代理（新垣淑哲君）

早速調査致しまして報告申上げます。

○比嘉朝四郎君

公営企業収入の採石場收入は大体一九五六年度から、現在迄どれ位入っておりますか。バランスが取れておりますか。

○財政課長（新垣淑哲君）

お答え致します。一九五五年七月からの生産実績を見ますと千二百五十五坪でありまして価格に直しまして二百三十三万六千円入っております。

○辺野喜英興君

靈園事業に対して質疑致します。これは計画はずっと前から盛られているようでありまして愈々今後の予算でこれが予算化されようとしているのでありますが、何と云いましても行政区域が違う関係で相当真和志市との話合いもやらなくちゃいけないと思います。又今迄に相当折衝されたこととは思いますが、どういう處迄折衝されているか、その経過をお伺い致したいと思います。ということは先程我々が視察して参りました特に一番最初に計画された区域の一部が変更になっているということを聽いているのでありますがその一部分の変更はどういう理由によって変更になっているか或いは向うからの地元民或いは真和志市からの反対を受けて止むを得ず変更しなくちゃいけない様になっているのか、こういうとここも一つ詳しく説明願いたい。

○建設部長（安次富長昌君）

お答えします。昨年の末だったらうと思っておりますが、行政区域が別になっております関係上出来る丈、真和志市の方にも協力を求めた方が良いとこう考えまして、一応真和志市当局、議会、関係字の区長、こういった方々に真和志市役所に集まって貰いまして、懇談会を持ち、そして那覇市の方から、説明して協力を求めた次第であります。その時に地元区長の方々からの意見として土地問題は非常に重要な問題であり然も軍用地との関連もあって只慢然とこの辺に靈園を作ったら良いという考え方又宅地、畠も取らうとした場合には相当反対を受けるであろうし我々区長としても眞正面から反対するであろうと、然し乍らこういった處を除いて他に適当な處もあるからして、其所に変更して貰うなら全面的に賛成する、とこういったような意見が出た訳であります。それにつきまして議会の方々の御意見と致しましては自分達は那覇市の計画に対しては賛成はするが、今地元区長からあった意見のように大切な宅地、畠迄も取られるということには反対するということになるならば真和志市議会とてもそれに賛成して議決する訳にいかないであろうと然し区域を変更して部落民がここなら売っても良い又協力するであろうといったような区域に変更が出来るならば喜んで議決したいとこういった意見が出した訳であります。それで私は那覇市として出来る丈こういった風に纒めたいとは思うが若し地元でそういう御希望であれば出来る丈その御希望に副う様にしたい。そうして協力も求めたいと話しましたら向うはそれならよからうというので直ぐその日に変更予定地迄案内して貰いまして実地に就いて見て歩いた訳であります。これはこの間車から御案内した處に一部入っている訳でありますか、その方には畠もあります。ありますけれども向うの人の話を聞きますとその畠は等級が低くて大した価値のある畠ではないからこの辺であれば貴方方に売っても良いといったような意見であります。その後変更すべき土地の実測に掛って今日迄来た訳でありますが、あの八千七百万円の問題が出ましてその方面の仕事に追われてとうとうあの方を後廻しにしたといったような恰好になっております。大体事情は以上の通りでございますが、今その図面で以て都計課長から説明させたいと思います。

○都計課長（花城直政君）

変更の場所の説明を申上げます。ここが識名園であります。ここがウエノヤマ、この間見て貰って通った道路はここでありまして大体説明申上げますと此所の岡から東側を廻ってちょっと帰って三原の教会の處に来た訳であります。計画はこの区域でありました。處が此所宅地とか農耕地がありますので、これを除いて呉れとその代り除いた分の代りこっちの方に適当な処があるからそっちを使って呉れというような御意見でありまして、それを調査致しまして測量を実際にやった訳でありますここが幹線道路でありまして、これが識名園になっております。只今申上げました除かれる分はこの区域であります。この畠宅地でありますこれを除いてその代り是丈の面積を入れた訳でありまして、元の面積が十万四千坪余りでありましたが、今度はこの面積が約三万五千三百坪位になっております。その代り新しく入れた部分に是丈を入れて十一万千七百五十三坪になっております。前の面積よりも少し増えております。此所にもこの間見て貰った通り戦後新しく墓地が出来ておりますが、まだ余裕が沢山ございますのでこの計画は実現できるのではないかと考えております。

○財政課長代理（新垣淑哲君）

先刻六番議員（宮里敏慶君）の軍用地の件につきまして坪数と一ヵ月の賃貸料の数字が纒まりましたので読み上げたいと思います。市有地の軍用地が一万六千六十坪でございます。旧那覇市六千七十二坪、旧小禄の分が九千九百八十八坪であります。それから無地番、旧那覇市が二万五千七百九十三坪、旧小禄の方が四万二千六十二坪合計が六万七千八百五十五坪になっております。總坪数が八万三千九百十五坪でありますが軍の方から使用料の支拂を受けております使用料が年間百五万円以上御報告申上げます。

○宮里敏慶君

これは旧那覇市の六千七十二坪に対して金額幾らですか。

○財政課長代理（新垣淑哲君）

旧那覇市で軍用地六千七十二坪の年額賃貸料が十六万七千五百九十一円、旧小禄で九千九百八十八坪に対します處の年間賃貸料が一四万五千二百四十八円、合計三十一万二千八百三十九円、こういう風になっております。無地番の方に移ります。旧那覇市が二万五千七百九十三坪に対しまして三十三万二千三円でございます。旧小禄で四万二千六十二坪に対し金額で四十一万五千百五十八円合わせまして七十三万七千百六十一円総合計で百五万円ちょうどになっております。

○上間長和君

先程の十五番議員（辺野喜英興君）の貭疑に関連して、二、三お伺いしたいと思います。墓園事業は前年度持越になっておりますがこの継続事業を本年度中に完了出来る自信があるかどうかこれが第一番、もう一つは前の当初墓園を作る場合の計画は坪確か三十円だったと記憶しておりますが、只今の図面では不便な處に持っていって値段が上って五十円になっている。不便になり次第これが上っております。これを御説明願います。それから今課長が図面によって坪数が十一万千七百五十三坪と説明しておりましたがこ予算説明の資料には十万四千八百坪と出ておりますが、この喰違いそれからこの真和志市の地域内に墓園を作ることは市町村自治法に基いて営造物の設置は真和志市議会の議決を経なくちゃならぬが先程の部長の説明では地主と真和志市当局は大体話し合ったようでありますが議会の議決を経るということになった場合にその見通しはどうなっているか、交渉したことがあるかどうかそれから又地主との売買契約に就いて相談をしたことがあるかもう一つこの八千七百万円の工事が出た爲に墓苑事業が遅れたと云う事になっております繰返しますが果して今年度中に完了すると云う確信があるかどうか、繰返して御伺い致します。

○都計課長（花城直政君）

お答え申上げます。先程八千七百万円の工事が出た爲一時手を控えたということを申しましたが、これは事実でございます然し何とかしてこれを纒め上げてつまり今年度予算にある分でも是非作らなければならないという責任を感じております。それから三十円から五十円に持っていった理由でありますがこれは前の予算議会の時にも随分問題になったのでありますが値が割に安いと云う事で悪い所ではありますが金額は三十円から五十円に値上げしてある訳であります。それから坪数の相違でございますが、これは議会に出す迄に図面がはっきりまだ出来ていなかったために去年の物をその儘出してありますために相違が出ている訳でございます。どうも済みません。それから議会の議決の問題でございますがこれは一応書類としては出してございますが当時話し合った時に区域の変更をする関係上でどうせそれからやらなければならぬからというので議決を持っておこうといったような話合になっている訳であります。それから地主との相談は未だやってございません以上でございます。

○仲井真元楷君

一九五七年度の予算編成の大綱をお訊ね致したいと思います。新しい年度の財源として税收入が四千万、税外收入四千万政府補助金一千三百万円、安里川埋立收入二千万、その他五百万、計一億一千八百万円ということになっておりますが、先の議会で新町の土地が四千円で売れないので妙な具合になっているがこの新年度の財源が果してこの通り間違いなく入って来るという見通しがあるかどうか。これが安里川埋立地収入の二千万或いは税外收入などが確実にそういった見通しがあれば結構なことなんですがこういった蹉跌があった場合には今度の予算が單なる水増し予算ということになって仕舞って不執行に終るといった懸念もあるがこういったようなことについてはどういうようにお考えになっておられるかそれから税收入の方でございますか、先に固定資産税の問題で税制審議特別委員会としても固定資産税について当局の見ている標準を六十％にして課税して欲しいということを強く要望致しましたが、これはこの税額は七十％だと言われているが、これは果して七十％としなければならなかったということはどういう訳であるか、税金を安くして市民の要望に応えると云う事は甚だ心外に思うが成可く税金は安くして行政の分量に応じて一つの予算で仕事をやっていくということが望ましいと思います。尚又経費は前年度より基本方針を変えないで圧縮した行き方であると申されておりますか、これはどの面に一体出ているか、どうも前年度よりも却って歳出の面では總わる面で多くなっているような感じが致します。新規事業として市営住宅建設事業もあって吏員の増員と云う事が現れておりますけれども果して今迄のこの本年度のものにおいて経営費は前年度より基本方針を圧縮した予算の組み方をしているがこれは一体何處に現れているかということ、それから積極的な新規事業としては先ず市長の施政方針の中にもこういったことが強く掲げられてありますが農林、水産、漁業の基礎産業の育成、産業振興、貿易振興という事が擧げられておりますが、この中の貿易振興費これは輸出貿易の育成事業と云う事になって支出されております。所が勧業費の産業経済の方を見るというとどうしても商業振興ということには力を入れておらないといつたような風にしか見えない。他の方と比べて見た場合に非常に少ない貿易振興費の二十九万、商業振興費が二十五万、工業が八十四万観光振興費で十五万農業で五十七万昨日も確か申上げたと思いますが、潜り外商が今日調べた處によると約四千人位でその中確かにやっていると推定される者が二千五百人はいるだろうということを商工会議所の松川氏が申しております

従って沖縄人の我々は税金を正しく払って貿易をやっているのに彼等は全く税金も払わないでこういった貿易事業をやる潜り外商が二千五百人は確実に推定出来というようなことは甚だこれは那覇市の特に消費都市である。商業都市である。那覇市にとっては重大なる問題であって、従って農林水産工業といったような産業振興というような勿論基本産業であってこれの育成には市長も施政方針で特別に援助するということは結構なことでありますが今申し上げましたように産業経済費において産業振興が僅かに他のものと比べて全くお話にならないというまではないか極めて少ないこれで以てしても産業振興ということは考えられないお座なりに過ぎないとこう思われるのですがその中で特に貿易振興費の中で又更に特別旅費五万円というものを組んであるそういった貿易振興費というものの内容、これからこれ丈は少く商業振興に対しては其だ少いんだが、計画では商業都市としてどうしても商業育成をやらなければ実際に現れている予算面を比較して少いように思われるが、一体商業はどうして呉ると云いたいのであります。なお新しく事務事業費として職員研究財政調査の実施町名変更調査、戸籍整備事業道路台帳整備と五つの項目に分けておりますがこの中に職員研修の方法を具体的にこういうことをやってそしてこれ丈の実績を挙げているように思ふこれから將来もこうやりたいという訳でございましょうか、今迄やった職員研修を何處にいって何をやってそしてこれにはこういったことが現れて来るとその所信の一端でも宜しうございますから事務事業費の中の職員研修について一体これは今日迄どういう風に考えて又この予算で何をやらうとしているかこの点をお伺い致したいと思います。それから各項目に食糧費というのがありまして全部合計して二十万円になっていると思われますが、この食糧費は大体どういう方面に使われているか以上お伺い致します。

○議長（泉正重君）

時間を延長致します

○財政課長代理（新垣淑哲君）

お答え致します三番議員（仲井真元楷君）の経営費の件につきまして御説明申し上げます。一九五七年度予算は四十四号議案と更にもう一つの追加予算の二つの予算から組立てられております。でこれを一九五六年度に比べました場合一九五六年度が一億五千万円に比較致しまして四十四號議案は一億千八百万円、更に追加の分も加えまして 、追加の一億五千万円を加えまして総額二億六千九百万円ざっと二億七千万円の額になっております。増額の説明を申し上げますと五六年度一億五千万円に対して二億七千万円一億二千万円の事業費の増加を見ることになる訳であります。結局これらの事業を執行するに当りまして当然行政費の面、即ち人件費、物件費その他の経費の面にも累を及ぼして来る訳でありますそこで行政費の内訳を説明申し上げますと五六年度は四千八百万円の行政費かかることになってこの四千八百万円の行政費に一億四千九百九十万円の行政費を加えましてこれを五七年度に比べました場合五七年度は五千二百七十万円結局行政費の増が凡そ三百万円これだけ増えた形になっております。でこの増えた分の内訳と致しまして人件費におきまして二百万円物件費におきまして約百万円合計三百万円の増加を来している訳でありますがその主なる原因と致しまして過年度に比較致します場合過年度は当初予算の方へボーナスの経費を組入れなかったということで総額においては三百万の増加を見ておりますが結局一億二千万増加致しまして行政費においてはこの年末手当の額を除きますと約同額の行政費ということになっておりまして、結局一億五千万円に対する一億五千万円の事業を執行するに要する處の四千九百万円、二億五千万円が事業執行に要する行政費の費用と同じくらいということは総額から見ました場合は経営費の圧縮という風に私共は結論付けている訳であります。細部の点につきましては説明に随分時間が掛りますので、一応増額の御説明を申し上げます。

○税務課長（城田清才君）

固定資産税の評価の件についてお答え致します。先程三番議員（仲井真元楷君）から税制審議特別委員会からの要望によりまして家屋の評償につきましては大体六割を以て評価するようにという要望を受けておりますが委員会の際にも御説明申し上げたのでありますが、何しろ百万円の減収になりまして予算が成立しないという憾みがございました

これを数字的に説明申上げますというと、そもそもこの評価基準等級表なるものは特別税制審議委員会から推薦して頂きまして一緒に実態調査の上作りました處の基準表でございます。そうしてこれは大体時価相場の八十％で押えてあります。それは大体去年並みのパーセンテイジでございます。この八十％で押えた場合とそれから現在予算に計上してあります處の評価額の七十％で押えた場合とは大体税額にして六十三万八千八百二十円という差額がございます。尚それを六十％で押えた場合は百七十万六千十九円という大きな税額が出て来る訳でございます。尚更に八十％で押えたときでさえ五六年度におきます處の行政職員丈でさえも二十一万六千六百五十六円の減收ということになる訳でございますがこの税額が増加して労するということは新しく課税の対象になります處の自然増によります。處の増額に照って税收が増えているということになる訳でございます。更にもう一つ本質的な問題でございますが、一応土地の場合におきましても八十％で押えてある訳でございます。處が家屋の場合、特に七十％で押えるということは同じ資産であり乍ら一方は八十％で押えると一方は七十％で押えるということ自体が既に負担の均衡から拙いのではないかという考え方をする訳でございますがそれを更に六十％で押えるということになると益々負担が不均衡になると思います。従いまして当事者として出来得べくんば勿論中には評価の拙さもあるかもしれませんが、一部のこういったものは少数だろうと思いますので今の十％の巾を持たせる所謂八十％で予定しておったものを七十％という巾を持たせることによって何とか勘案できるのではないか、こう考えまして七十％案の予算を計上した訳でございます。

○仲井真元楷君

非常に考え方のずれが出て来ているのであります。そもそもこの税務課長の言葉を借りて言えば我々のいう評価基準において八十％を七十に見ることによって均衡を失するといったようなことをいっておりますがそれは当局の考えているものが飽く迄も正し立場に立っているという考のようでありますが我々が調査した所ではモデル家屋その物自体の評價が高過る訳であります。当局は八〇％押えると云うが我々に云わすれば百％で高過ると思ております。これは非常に問題が根本的に基準が違って来る。だから七十％で押えるということは前の八十％に逆戻りと一緒である。六十％で押えることによって我々は七十％になるんだこう思っております。これは非常に根本的に考え方が違うて来ている。だから、税金を安くして市民の要望に応えるという気持じゃなくて、兎に角税金を取ろうといったような考え方があることは遺憾であると私はこう考えている訳です。ですからこれはもっと税制審議特別委員会もこの問題につきましてはもっと当局とも話合い十分削減して貰いたいと、又そうしなければいけないと思います。今の考えだったら大きなずれができてこれでは仕事がやり難いということを敢てえて申上げたい。それから例の貿易振興費につきまして・・・

○総務部長（幸喜克彰君）

お答え致します商業振興費が随分少くなってその反面貿易振興その他の費用が嵩んでいる。一体商業をどうして呉れるんだというような御質疑のように承りましたが商業振興費が前年度より稍々少くなっているのは事実でございますか、これは所謂従来において二回程続けてやっておりました商業診断或いは店舗構成の指導こういったように東京からその権威者を招聘致しましてその指導を仰いでおりましたが今度は政府の方でやるからというので然かも政府の方の予算が那覇市の予算より多く見積られておりますので政府と協議の上、互いに分担し合って商業育成の問題について処理して行くということになりましたのでその商店診断の件についてはこの予算から少くなっておりますが然し商業振興と申しましても我々が考えて見ました場合、実際問題として商業をどう育成するかという問題についてはなかなか困難のようでございます市と致しましても御承知のように毎年繰返してやっております処の商工祭それから店舗構成の設計コンクールこういったような展覧会を催しておりますが更にこれに加えて出来得れば通り会をもう少し強化致しまして通り会の方に指導して貰うというような方法をとった方が寧ろ適当じゃないかという所謂結論に達している訳でございますが、然し何しろ予算の都合で思う通り予算に盛られていないことは申訳ございませんか、出来れば通り会をもっと育成しまして通り会の連合会にそういったような市の仕事の一部を分担して出来る丈連合会の方でやって貰いたいという考も持っている訳でございますが只今申上げました商工祭の問題とか店舗構成とかその一部も出来る丈市の方でやらずに通り会の方に委任しまして所謂連合会の方でこういったような実際面の仕事をやって貰うということも良い方法じゃないかと考えております。それから研修生の問題でございますがこの研修の件につきましては予算にも成られておりますがこれは現在の所、東京都庁に派遣致し実施しておりますが東京都の方でも快く引き受けて貰っておりまして今迄に計九名位の研修生を派遣しております。東京都も沖縄の特殊事情に特別の御同情を寄せて頂き宿舎の問題とか或は研修生の職場における取吸いとか至って丁寧なる取吸いをやって貰っているので、市としても感謝しております現在も二人研修に行っております更に庁内でも初級事務員に対して各課長が講師になって所謂公吏としての初歩の事務取扱上の講習をやっておりますがこれも二ヶ月間やっております。それから更に技術員講習を続けてやっておりますがこれは三ヶ月間各庁内の技術員の課長達がこれに当って技術に関する研修をやっております。更にその他所謂事務に於いて将来課長級に持って行けるというような中堅層の講習もやっておりますがこれは庁外からの講師を招聘致しまして琉大の経済、或いは行政方面に詳しい先生或いは法制関係その他と色んな方面に高級職員としての色んな知識を習得せしめる所謂事務面の講習をしております。これも三ヶ月間と今現に続けてやっておりますが何しろ以上申上げた研修、又は庁内に於ける講習等は始めましてから余り日にちが経ちませんのでどういう効果があるということは申上げられませんが、これからだんだん大きな成果を挙げるのではないかと予想しますのは講習を受けた所謂初級の職員が非常に為になった又繰返してやって貰いたいというような要求が総務課の方に来ておりますので総務課としても非常に喜んでいる次第でございますが尚これからずっと続けて研修はやって行きたいと思います。以上二つの問題にお答え申上げます。

○財政課長代理（新垣淑哲君）

食糧費につきましてお答え申上げます食糧費はおっしゃる通り一九五七年度予算が二十三万六千九百円、總に対する割合が〇・二％ということになっております。五六年度の合計に比べまして四万三千円減額になっております。この費日十三節の食糧費と致しまして直接の目的は会議用、接待用の茶菓子、飲物、弁当、非常炊出、賄等になっておりまして料亭等で支払う処の代金、花代、こういうものは含んでおりません。二十三万六千九百円の内訳と致しまして、行政費扱、事業費扱にする訳であります、行政費扱は二十三万六千円のうち、凡そ七万円約三分の弱になっております。残り事業費扱になっております尚必要がございましたら款別に御説明申上げたいと思います。今一応御説明申上げます。

○仲井真元楷君

戦後の町名変更調査が事務事業費の中に入っておりますが、旧那覇市におきましては、或いは小禄もそうであるかも分りませんが、区画整理事業としてやって行くので技術面の調査も必要と思うが本年度における町名変更調査は一体どの程度が目標でございますか。それから那覇市の場合は技術的な面も加えて一編にはなかなか難かしいと思いますが、首里市の場合は大体出来そうで元通りの處は直ぐ出来るのではないかと考えられますが、そういった處は早目に町名がつけられないものであるがどうか、この二つ・・・・・

○助役（嘉手納並水君）

色々部課長からも説明がありましたが、補足すべき處を補足致します。安里川の埋立地が予定通り売却出来るかということを御懸念になっているようでありますが、あれはこの前も新町の四千の地代が失敗し余程これは用心しなければいけない、と思いまして色々検討した結果、その額が平均致しまして三千五百円程度見ている訳でございます。この見込額であれば十分この予算化は出来ると思います。それから勸業課の旅費の五万円でありますが、これは今後も日本行とか日本に於ける展示会等が現に大分それから佐賀あたりから展示会への出品を申込まれて来ておりまして、この方面に行く旅費であります。これもやはり貿易と関係があると思います。それから職員研修についてはさっき部長からお答え申上げた通りであります。財政調査の実施については、市民所得の把握とか、人口動態なんかの調査をやらうと思っております。それから町名変更調査の問題でありますが、これは現在関と云う人が区画整理課におりますがこの人に案を作って貰って今それを検討中であります。その区画をどういう風にするか、それから地番をどういう風に入れるか、これも図面で色分けして検討を今加えておりますが、未だ成果を得ておりません。首里の場合の町名はこれは先日市長からお話があった通り首里とすることはこれは出来ると思います。それから戸籍整備の問題でありますが、これは今非常に戸籍整備を急いでおりますが思ったように仕事が渉りませんので、十名程度の増員をやって今迄戸籍に相当の智識のある人達を雇い入れて整備を早急にやりたいと、こういうように考えております。

○上間長和君

只今の研修費でありますが、これは現在迄研修した者もおるし又庁内にも相当優秀な人物がおると思いますのでこれ以上研修はやらないで又やらないでも直ぐ間に合う人を採用して貰えば毎年東京へやらなくても間に合うと思います。こういうものは毎年毎年予算に計上されておりますため随性になっておりますので今後はそういう事のない様要望を致します。九款産業費の五目ですが、工業振興費の委託料二十万とありますがこれは十五万の誤りじゃありませんか「何頁か」と呼ぶ者あり　五十一頁です。それにもう一つはこの勸業費の五目の下の方に特産品協会事業補助十万円組まれているがこれは前年度は確か二十万円だったと思います。那覇市には色々協会がある。そういった協会、組合が幾つ位あるか、又那覇市の商工会議所これには補助を出さないで特産品協会に毎年連続して補助が出ているかどういった方面に使われているか、これが人件費あたりに使われておりはせんか、そういった方面の使途に対してはもう少し考慮されて財源の圧縮と云う事を考えて貰いたいと思います。

○助役（嘉手納並水君）

特産品協会の補助についてお答え致します特産品協会は創立して三年になりますが、最初はその特産品を扱う場所が先ず必要でありましたので三十万円の補助をやってそれで発足したのでありますが、これは飽迄も自立しなければいかんという考え方から致しまして最初はその品物についても会員から月百円ずつ徴収しましたが微々たる金でありましたのでこれから職員の俸給も出ておりましたのでその後二十万から十万と漸時減額致しまして来年あたりからはこれはもう補助せんでも良いのではないかと考えられます。今の處缺損しております。のでその歩合を少し上げたら良いのではないか、例えば今一割取っておりますのを一割五分と実を結ぶ迄はと思われますがここに問題となりますことは歩合を上げたために時価より高くなるのではないかということも考えられますが今の處一割五分位であれば時価よりは一割程度は安いというような見通しをつけております。これで来年あたりからは全部削ろうと思います。

○上間長和君

今の助役の御説明でありますが、私が思うのはそういった協会組合は相当ある。今頃迄これを補助している。これは物品販売業の営利事業でありますので、一割五分をとって協会自体で賄う態勢に持って行ける様に要望致します。

○高良一君

今の貿易の問題ですかね、この勸業將励とか、或いは貿易の振興というようなこれは当然の話ですが、今沖縄で一番大事なものは貿易面であります。特に那覇市は商工都市であります。沖縄の経済の中で特に商取引の中にも貿易面が経済を支配しているその貿易の扱い方によって国際収支の面もこれが多くなったり小さくなったりする訳であります。一番我々が感じることは日本政府の通産省あたりでは沖縄に物を掛売したいということを通産省あたりではっきり希望している訳です。處が何で沖縄ではこれが出来ないか沖縄には物を掛売するから掛けで買わんかと日本の通産省が希望したのであるが沖縄では「いや現金で買います」とこういうことを云っているがこれは沖縄の貿易上の一番大きなガンであります。これは政府のやるべき仕事でもありますが那覇市の方は琉球の商工都市であります関係上これを那覇市が率先してこの方法を取上げて日本では所謂後払方式で良いというのを沖縄はその好意を蹴ってイヤ現金でなければいけないというような事から今の不自由な商取引が現在ある訳であります。これはどうしても日本政府の意向に沿い我々に買方の方も信用されて後払で良いというのを我々は態々現金で買うと云っために今の三番議員（仲井真元楷君）の言う潜り外商の問題も現在の会員何千を示す處の商工界に混乱を与えているのであります、又我々沖縄の商人が一つの商社を相手にして商売をするに資本の貧弱さから太刀打が出来ない。資本さえあれば外商なんかとは完全に太刀打出来るがそうでない限り例え十ドルの品物の貿易も全部Ｌ、Ｃを組んで現金で決済しなければならないということになるのでそういった観点から市としてこれを一つの大きな政策としても特に商工都市という立場から寧ろ日本の通産省の後払方式に応ずる丈の我々は備えをして置かなければいけないと思いますので。これを是非市で取上げて通産省では沖縄の商人と信用取引をやりたいと云っておりますので是非これに応じなければいけないという力強い政策を打立てて貰いたい。例えば今那覇市に勧業課がありますがこの勧業課というものは消極的な事務機関でありますのでもう一つ商工課なるものを設置してもっと積極的に商工行政の面で業者と手を組んでそういった指導をして行かなければいけないと思いますそのためには軈て今日の新聞に出ておりまする軍用地の価格が現行の三倍になるだろうと云う事を云っており一括払でなくても今の四原則を仮りに政府がそれを受入れたとしましてもそれは一括払で所謂今迄の三倍の価格三倍以上で軍用地を先ず売るということは間違いない。従って其所には一つの資金と云う問題がある。我々はそれを大きく考えなければいけない。この益れて来る金を市が大きな政策を立てて商工課あたりで民間に入って来る金を政治的な手腕でもって全住民に公平にその利益をとってない者にも施していく大衆的な考、所謂政策を立てなければならない首都である那覇市としては他市町村の所謂田舎の市町村と同じような考え方や政策ではいけないと思います。例えば現在支給されつつある恩給問題や軍用地問題で大きく金が入って来る事は判っておりますのでこの際に於いて市としてのその金を利用する金庫を作り、住宅を作りたい者は市の金庫によってそして復金の所謂手持資金というものを市の方からこの住宅金庫から貸してそれを復金の方に返済して行くと云う具合に大きな大都市ともなればそれ位の大きな政策を樹てていかなければいけないと思います。そして入って来る市民の金を市が政策的に集め一般民間にも適当に利用させその利益から利子も入って来ると云う様な金融政策といったものを樹てて行かなければ幾ら国際都市と云ってもこの金の使い方が無意味であれば何の役にも立たない。世界世界の情勢は日々に変って来ています。そして沖縄がこう云った事を契機に世界的に伸びるということは皆さんも御承知であるが我々はそれを受入れる丈の態勢を樹てなければいけない。だからどうしても那覇市は特に商工課を設置してそういったような問題軍用地問題或いは恩給問題その他那覇市に入って来る金を適当に動かす処の金庫を作って全住民に幸福を齎らす政策を樹てて貰いたいと希望するものでありますそれについての当当局の考え方を聴かして貰いたい。

○市長（当間重剛君）

只今の高良議員のお話でありますが私は今のＬ．Ｃ、つまり現金買をしているのでどうしても高く品物を買わされているというような感じを持っておりますが掛買した場合には今よりもっと高く買うことになりはしないか、或いは安く買えるのがそこ迄ハッキリ判りませんが私が疑うのは同じ日本商品であり乍ら日本人から直接取引したものは高くて香港を廻ったものは安く買えるというようなことも聴かされておりますがそういう点は貴方はどう考えておりますか、そういったものはどうなっておりますか、現金買では高く買わされております。掛買の方が安く買えるということになるんですか、

○高良一君

これは私達も随分研究しました香港の場合は何故安いかと云う事は例えばこの間私等が香港の視察に行ったのでありますがその時昭和産業社長久保田氏も一緒でありました本当にそのときは経済界の十四・五名の人が思い思いの事を研究したんですがその際に調べたことは御承知でしょうが普通のタイヤにしても二割安いと云う事は事実でありまして硝子も日本より二割安いのです。同じ品物であっても香港からとる品物は総て安く又タイヤにしてもこの通り總て香港から取る物が安い、そういうような状況でありますので此の間の商工会議所の総会のときに私そういう点に重点をおいて質問したんですがこれに対して日本からの回答がありまして香港は国際都市だから国際貿易港だから大量に輸出して所謂薄利多賣式でやらないと国際市場から脱落する虞れがあるからと云う事であります。それから中共が英国と貿易をやったために中共物は全部無条件でドンドン品物を安くして入れている。その為にはアメリカさんも非常に困っている様であります。處が何故中共物がそんなに安いかと云ったら向うは所謂一つの統制経済でやっておりますので警察政治で仕事をやっており国の力を養ってそうして住民も幸福になるから無条件で労力を奉仕するというような恰好になっております。そして外貨を取るためにはどの国よりも良い品物を安く売るというので商人は皆、そういう中共物を求めるということになっております、そこで原産地証明というもので中共物進出を封じると云う事になって原産地證明と云うものが出ておりますのでどうしても日本は香港に多量の品物を輸出しなければ商売が出来ないと云うので安く売ると云う事になっております。これが香港の商取引の在り方でありまして沖縄では現金で買えば安く掛で買えば高いと云う事は常識でありますが実際の商取引の場合はそうじゃないのです。信用ある商社であれば日本では全部委託販売であります。信用があるからこそ掛で売ろうというのに現金でなければ嫌だと云うのです、信用ある商社は必ず日本でも何億と云う商取引、信用取引に依ってやっております、現金取引というものは経済の先進国においてはない訳であります、琉球では総じて金でなければものが買えないということは完全に野蛮であります。（笑声）こういった野蛮経済の中に生きている我々が国民の取引にしてもこの掛売制度がなったために全部現金でなければ買えない、と云うのが琉球経済の現状であり又琉球はドルに恵まれております、その為、琉球に外商が入って来て盛んに委託販売をやっているので我々は脅かされている訳であります、所謂大資本というものは小さい資本を殺す丈の力がある訳であります、沖縄で何故後払方式が良いかというのは日本の大きいメーカーは品物を大量に生産して世界的な貿易販路拡張狙っている位の大きなメーカーですから日本でも掛売をして幾らでもストックしている品物をどんどん窓口に出しているという現状でありますのでその為掛売しても高くないという話に寧ろ現在は現金で買った為に悪い品物を掴まされて沖縄の商人は困っていると云う状態でありますそこで掛売する事に依って例えその中に悪い品物があってもそれ丈は後で精算の時に引いていくと云う良心的に信用取引によってなされる訳であります今は全部現金だから品物の中に一割二割、悪い品物が入っておっても沖縄業者は皆泣寝入している状態にありますがこれを現金決済でやったから高くするということではないのであります。大きいメーカーと云うものは品物をドンドン大量に生産して倉庫にストックしている品物を世界の窓口に早く出したいというのが商人のやり方であります、結局後払い方式でやっても安くはなっても高くはならないということを申上げておきます

○市長（当間重剛君）

そうすると現在の取引先を変える事に依って出来るんですね

○高良一君

買えますよ掛買すれば安く買えます例えばここに百万円の品物を仕入れますねそれを三ヶ月・六ヶ月後に払うといってその間に日本から又外の品物を輸入して二百万、三百万、の品物も処分することが出来るし結局金を借らんでも利子を払わんでも人の褌で相撲をとる訳であります

○市長（当間重剛君）

それは分かります私も実は或有名なメーカーから掛売で良いというので政府に折衝した訳でありますが民政府の方で聴かなかったという事を聞いて居りますが民政府の方の意向はどうなっておりますか

○高良一君

私等も問題にしておりますがどうも問題が大きいので掛で買ったら高く付くとそれ一点張りです幾らそうじゃないといってもこれは・ ・ ・ 秘密会に持っていかんとちょっと話せませんなー（笑声）

○市長（当間重剛君）

これは研究すると云う事に致します、それから先刻の住宅金庫といったようなことの御趣旨は分りますがどういう形で作っていくか東京都でありますがあれは一般市民で作ったと私は聴いておりますがそういったような意味でありますか・・・・・しかし問題は金が幾らか掛かるんじゃないんですか

○高良一君

それでも良いし金融機関にでも預托して市自らやって良いしですね

○市長（当間重剛君）

そうなると安い利息で貸すと云う事は一寸難しいと思いますが

○高良一君

所が安い利息で出来るようになっているんです。私は調べてきましたが島袋議員も持って来たんじゃないか

○市長（当間重剛君）

そういうものに対しては政府とか都から出すのであれば分りますが一般市民の資本においてー

○高良一君

いや今度軍用地料とか色々な金が入るからーそれに関連して今から政策を打樹てなければならないと思います。

○市長（当間重剛君）

判りました

○宮城清三郎君

五七年度の予算案参考資料の十二頁、補助團体の問題でありますがここに十八団体に対する二百万余の補助金が予算に組まれておりますがこの団体事業の種目が漠然としてどういう風な事業をどう云う方面で一体何をやっているかとこういう風な疑惑を持っておりますがこれはその団体から補助金を要請される時、詳しい補助申請書類があったと思っておりますがそういう風なことはないか、若しあるとするならばお知らせ願いたい、若し資料が纏まってなかったら委員会にでも補助団体の事業成績と内容実績等を出して貰いたい

○島袋嘉順君

大分財政理論を聴かれましたが時間がありませんのでここで歳入歳出に関する予算案の審議質問は委員会でやることに致しましてその大綱について貭問したいと思います。先ず歳入面から御訊ね致します。市民税の問題でございますがこれは案によりますと五百二十四万二千円余りが組まれております、その中で予算の歳入歳出説明書にー第一頁でございますがーそれを見ますと市民税に均等割、法人税割、所得割、三つに分れて区分されておりますけれどもこの中で課税標準として一万七千六十六円法人の方で二百十カ所となっておりますけれどもこの一万七千六十六という数字は先日、總務財政委員会の方でお話しなっておりました一九五六年三月三十一日現在の該当者そのうち、三万幾らとどういつた関係になつているか、これを説明して頂きます、次に先日も貭疑致しましたけれども、税の賦課に当って先ず根本になる市民所得の実際を調査されなくちゃいけない、が然し現在の市の状態ではまだそれを掴む處迄来ておらないという御説明でございましたので出来るならばそれを早くやって貰いたいという要望を申上げました所、それが昨年の税制審議特別委員会に提出されております。これは税務課から提出されております、五六年度市民所得調査であります。この資料によりますと那覇市の給与所得が四億四千万、首里の方が一億七千万小禄の方が八千万、合計しまして六億九千六百万、約七億に近い那覇市の十一万給与所得の調査が出ております。それに対しましてその他の所得が那覇、首里、小禄、合計しまして三億九千万、合計四億近いそれがその總計が十億余りになって居ります。更に法人の方で那覇市の方が―旧那覇市の方が―六千九百万円、首里が三百万余り小禄の方で百万円余り、合計しまして七千四百万余りとなっております。これは私が他から貰って来た法人所得の資料でありますがこの資料の給与について見ますと當局がまだはっきり分らないとおっしやいましたけれども一応この資料を基礎にして現在の課税が出て来たのか、そうだとすればその説明を承りたい、それから那覇市の給与所得が七億近くになっておりますがこの七億近くの給与所得の人員を今日出来るならば出して頂きたい、出来なければ委員会に報告して貰います。それから次、法人の給与所得が六億九千になっておりますけれどもこの数も出して貰いたい。それから現在迄の市の方の計算でありますがその表と一緒に税務署の計算があります。これは恐らく税務署の計算と思いますがそれと較べて違っておりますが先程申上げましたように那覇市丈の那覇市の計算に依る法人の給与所得が七千四百万円となっております處が税務署の調査によりますと二億一千五百万になっておりますが何故税務所の法人所得の給与の実態把握の数字と市で調査されて握っている数字との間にこんなに大きな開きがあるかこれを説明して頂きたい、次二番目の問題でありますが、一応先の説明をお願い致します。

○税務課長（城田清才君）

只今の御審議にお答え致します。先達て税制審議委員会において提出しました處の資料は五五年度における處のものであります。從いましてこの税務署との差違につきましては五五年度の分迄は一応市が自主的に調査をして課税しておったのであります。勿論これは職員の手不足もありまして或る程度所得の点は把握出来なかった点もあるかと存じますが新しい税法によりました場合には一応全部税務署の方の所得を基準にして課税するようになりますので今後これは全部税務署と一致するようになると思います。

○島袋嘉順君

この数字について思うのでありますがこれはミスプリントじゃないかと思うんですが給与所得が余り違い過ぎるんです。先程も申上げました様に繰り返します。けれども税務署の方でも二億一千五百万円になっている、パーセンテージにおいて三十二％というのはおかしい。このような僅か三十二％という数字で以て法人所得の給与所得を掴むと云う事は狂って来ると思います。今おっしゃいましたように税務署の数字が課税客体として掴かむならばそれは正しくなおして下さい。この数字は一応調査不十分と見て良い訳ですね。

○税務課長（城田清才君）

場合に依りますと調査の際のこれは期間的なまあずれと申しますか例えば決算期の来ないものを市の場合は決算に入れてないのでありますが税務署の場合決算期は後程調べた調査ですから税務署の場合その分は既に入っておったというような問題もあるかと思います。これは委員会迄に調べて御返事しようと思います。

○島袋嘉順君

それから市民税これは本年の予算説明書の中の市民税の課税標準には一万七千人になっているのであります。ところがそれに対して前の總務課の発表では就業者が三万九千になっている。それはやっぱり低額所得者ですね。それに対する免税と云う事もあってこういう開きがあるかどうか又実際の数字が掴めなかったためにこういう風になって来たのかどうか

○税務課長（城田清才君）

これは飽く迄、毎年一回は必ず調査をしております場合によったら漏れるものもあるかと存じますが飽く迄これは調査を基準にしてやっている訳でございます。

○島袋嘉順君

次、一般財源充当額比較について貭疑致します。当局の方で提出されております。予算参考資料四頁でございます。この四頁の資料によりますと五六年度、五七年度の比較が出来ておりますが五六年度のあとの方に軍補助金の問題が出ておりますので幸いこちらに五六年度当初予算に出ておりますのではっきりすると思いますその当初予算の五六、五七年度の両方を比較しますと歳出に対する財源の内訳として五六年度の分は依存財源三十三％それに対して自己財源六十六％になっております。處が五七年度にいきますと依存財源が歳出に対する財源と云う事でありますがそれを見ますと五七年度では十八％自己財源八十一％になっております。この数字を見ますと大分五十七年度では依存財源の方が減っております。處が議案四十一の一般会計を見ますと一億一千二百万円となっております。けれども一億一千二百万円のうち琉球政府補助金並びに琉球政府から出る財政調整交付金、これの示す率が千三百万でパーセンテイジにしますと十二％になります。このパーセンテイジから見ても前から率が低いしこの資料を見ますとこういう風に依存財源が五六年度で三十三％五七年度で十八％となって大分違っておりますがそれはどういう理由によるものであるかそれを一つ説明して頂きます。

○財政課長代理（新垣淑哲君）

投資的経費の方が動いているようでございます。五六年度歳出の投資的経費の方を読み上げます。四千八百六万七千四百十円、依存財源三千二百七十六万九千九百二十円、自己財源千五百二十九万七千四百九十円、五七年度に参りますと投資的経費總額においては大凡前年度と同じでありまして四千七百二十四万四千二百三十二円で七十万位減っております。依存財源に比較致しますと社会産業関係の方が千九百三十六万五千九百二十円て五六年度予算額に対しまして三百五十万、これは千八百万戸だと記憶しておりますが市営住宅の起債がこれに含まれている訳であります。で總額で申上げますと自己財源の方が千五百万から千百万が二千九百万になり、依存財源がそういった事情で三千二百万が千七百万円に減って結果と致しまして自己財源の千七百万円が増えたという形になっております。

○島袋嘉順君

そうしますと五六年度の分は市営住宅関係でそういう風な変化がある訳ですが問題は市営住宅の問題です。当初予算に組まれておったんですが市営住宅は変更にならない前の市営住宅予算ですね。

○財政課長代理（新垣淑哲君）

当初です。

○島袋嘉順君

財政課からの五六年度財政公表を見ますと一九五六年度市税及び市民負担状況二十九頁市民負担状況、税目別の個人当たりの数字が出ております。今年の当初予算にはその課税種目別の個人当たりが出ておりませんので自分で計算すれば直ぐ判るのでありますけれども今直ぐ分かっておれば発表して貰いたい。分からなければ委員会で発表して貰いたい。それから次、市長の施政方針の中に都市計画をこれ迄、二、三カ年続けて行って来ておりますが旧市街と現在市民が住んでいる、市街地とありますが当局は人の居ない旧市街に力を入れているが現市街地のアー云う移住に力を入れなかったということ、スラム街みたいな處の計画を立てなければいけないのではないか今度の予算を見て見ますと土木費の三十四貢でございますけれどもその中に道路台帳整備というものがございます。第四款の第三項、道路台帳整備費が合計しまして二十四万一千円組まれておりますけれどもこの予算面に現れた金額丈を似て市長のおっしゃるあのスラム街地帶に対する改造計画の為の調査費と見て良いのかどうか或いはその他にもあるかどうかお訊ね致します。

○建設部長（安次富長昌君）

お答え申上げます。御貭疑の道路調査というのは戰後できました或いは拡張した處の新しい道路、つまり旧市街地でなくして新市街地の方にある道路はもとはごく小さかった道路、或いはなかった處、其所に道が出来ている関係上、近く予算処置としても認定しなければならないとこう考えております。それをやるための調査費であります。それからそれ以外に都計の方で調査費を持っている訳でありますがその方は専ら道路を早く認定して行こうというので調査する為に使う、こういう考で計上してあるのであります。

○島袋嘉順君

今の御説明でございますけれども新市街地と云いますとどこの意味ですか。ここですか。

○建設部長（安次富長昌君）

旧市街地であります。

○島袋嘉順君

向うの方の道路ではないんですか。

○建設部長（安次富長昌君）

向うの方であります。

○都計課長（花城直政君）

御説明申上げます。都市計画の調査員の中に―三十五頁―測量調査費五十七万六千八百円これは前年度より増えておりましてこれが結局現在の市内の調査測量費であります。そういった細部の測量を済まさないというとスラム街をどういう風に改装して行くかという計画が立ちませんので今年度で計上した訳であります。

○島袋嘉順君

先程五十七万兩方込みて八十万近く予定される訳ですね。

○都計課長（花城直政君）

そうなる訳であります。大体現在使っている道路はその殆んどが個人有地を通っているのが多い訳であります。これは以前から何とかやって呉れと請求がありますけれども今迄出来なかった訳であります。これを調査して一部分迄でも認定して行くために結局予算措置をしなければならぬ訳であります。二十何万というのは・・・・そういった調査費であります。

（「進行」と呼ぶ者あり）

○市長（当間重剛君）

御貭疑の趣旨を履き違えておりますが旧市街地と云うのはこの辺の事であり戰後出来た所謂沖縄民政府時代に勝手に地主の承諾のない侭に造った道路が相当あります。これは勿論中には寄附する地主もあり買收しなくちゃならない地主もおります。そうした地籍の調査を二年前からやっておりますが未だ完了しておりませんが今年で大体完了出来るのではいかと思います。更に今の都市計画費の中に新しく今後全部細部の計画を樹てる為の調査というを加えて結局今の市街地に対する或いは現在道路が変更になる場合があるかも知れませんが免に角、そういった意味の調査員を計上してある訳であります。

（「進行願います」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

お諮り致します。市長提出議案第三十九号第四十号、第四十一号を一括致しまして貭疑未了の侭で總務財政委員会に審査を付託致すことに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認め左様決定致します。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

日程第二十八、第二十九、これは一応建設委員会に審査を付託しようと思います。市長提出議案第四十二号、四十三号を一括致しまして貭疑に入ります。水道事業及び区画整理事業ー

○真栄田義晃君

一九五七年度事業那覇市土地区画整理これの予算の中に前年度の予算額の比較が出ておりますが前年度予算額が七千九百万円出て、おりますが今日まで替費地処分によって得た收入はどれ位あるか、確実な数字は出せないと思いますが決算の見通し、今年度の実際收入の見通しに就いて概畧でも宜しいですからお伺い致します。五七年度区画整理事業の予算これが二千五百万円組まれておりますがこれが前年度予算額との比較、前年度予算額つまり、五六年度これの予算額七千九百万円見積もっておりますが実際この予算七千九百万円のうち前年度、つまり五六年度において実際にどれ位の收入が入ったか替費地処分による收入これを実際幾ら見通しているか六月の末日迄・・・・・・・・

○建設部長（安次富長昌君）

先程三十番議員（赤嶺慎英君）からこれを一つの会社組織と云う風に考えて今迄使った金、又使うべき金、それから売った收入、それから将来売る見込みと云ったものを出して呉れと先程御要望がございましたがそれを出せば直ぐはっきりすると思いますからそれを出してから貭疑願いたいと思います。

○島袋嘉順君

先程当局の方に要望致しました五七年度課税種目別の個人一人当り負担額これは予算資料の説明の中に入っておりますから一応撤回します。

○議長（泉正重君）

お諮り致します、只今の水道事業特別会計歳入歳出予算及び土地区画整理事業特別会計歳入歳出予算に以上二件を一括致しまして建設委員会に付託致して御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認め左様に決定致します。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

日程第三十の一九五七年度那覇市歳入歳出予算市長提出議案第四十四号は日程第二十七の一般会計予算と密接な関係を持つ追加予算ですから貭疑未了の侭總務財政委員会に審査を付託してご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと道めます。よつてさよう決定致します。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

日程三十一の那覇市営住宅管理条例は既に總務財政委員会の方で審査して委員長から審査の経過及び結果の御報告がありましたのをその侭保留してありますがどう致しますか最終日に討論票決致しますか皆様お疲れで御貭疑がありませんから。

（笑声）（「それが良い」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

それでは本件は審議未了と致します。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

では本日の日程は全部終了致しましたので明十四日木曜金曜土曜は夫々各常任委員会を開催、越えて十八日月曜から木曜日迄、引続き各委員会に於ける付託事件の審査をして二十二日の金曜日に合同委員会を持ち、予算案その他の審査を致しますので午前十時に合同委員会を開催致します。それから土曜、日曜は休会しまして二十五日月曜日は討論表決と云う事になっておりますので二十五日月曜日は午前十時から開会致します。

○島袋嘉順君

日程に就いてでありますが今立法院に於いてプライス勧告に依る一括払い反対の決議を議会としての意志を表明すると云う。問題は、明日十四日、四社会談が行われるそうでありますから本議会軍用地特別委員会に於いては十分検討して貰い出来る丈十五日迄に本会議を開いて頂いて那覇市議会としても四原則貫徹の意志を表明したいと思いますので宜敷くお願い致します。

○議長（泉正重君）

こう云う風にやり度いと思います。十五日金曜日に三委員会全部出席する事になっておりますのでその席上に於いて直ちに本会議に切り換えると云う承認を得て那覇市議会としての意志表明の議決に入りたいと思います。

（「賛成」と叫ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

それでは明日からの委員会は全部午前十時に集合願いまして

（「委員会は二時からやりませう」と叫ぶ者あり）

（発言多数聴取不能）

○議長（泉正重君）

十二番議員（島袋嘉順君）からの要望がございますので一緒にやらないと出来ませんよ。

（「委員会に任せて下さい」と叫ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

十二番議員（島袋嘉順君）どうしますか

○島袋嘉順君

委員会の御都合にお任せ致します。

○議長（泉正重君）

それではそう云う風に致しまして、本日はこれで散会致します。

（午后五時三十五分散会）
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一九五六年六月十五日

午後二時五十五分開議

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

本日はどうしても緊急に本会議を開かなければならない事態になりましたので各位に御通知申上げてお集まり願った次第であります。只今から本日の会議を開きます。本日の出席二十九名欠席一名で比嘉佑直君が病氣の爲欠席であります。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

本日の議事日程は印刷の上御手許にお配りしてありますのでそれをもって御報告に替えます

――― ○ ―――





議事日程第十三号

一九五六年六月十五日（金）

午後二時開議

軍用地問題に関し議会の意思表示について

（二番議員　五番議員　二十番議員　発議）





――― ○ ―――

本日の会議に付した事件

日程、軍用地問題に議会の意思表示について

（二番、六番、二十番、三十番議員発議）

――― ○ ―――

○議長（泉正重）

只今から議題に入ります軍用地問題に関し議会の意思表示についてを議題と致し發議者の趣旨説明をお願い致します

――― ○ ―――

○長嶺将真君

現在の軍用地問題に対しまして我々沖縄住民は今や絶体絶命の窮地に遭遇しております、又立法院に於きましても四者會淡に依りまして、あの四原則の堅持を表明し、更にこれの貫徹に現在邁進しつつありますこの秋に当りまして我々那覇市議会の軍用地特別委員会に於きましても本日委員十名が集まりまして本議会として意思表示をやる事につき、全員その意見の一致を見たのであります。それが爲本日緊急に本会議をもって戴いたので御座います、そこで私からこの決意表明書の原案を朗読致したいと思いますので若し文案或いは語呂につきまして不備な個所が御座いましたなら訂正下さいまして、皆様の全面的な御賛同を頂きます様お願い致します

決意表明書

那覇市議会は軍用地問題解決の鉄則である四原則を飽く迄も死守する。従って今回のプライス勧告に依る一括拂い並びに新規接収に対しては絶対承服出来ない、出づ阻止については行政府、立法院、市町村長会軍用地連合会の四者協議会の決定に呼應して総ゆる手段を尽くすことを、茲に表明する。以上であります

（「賛成」「良いでせう」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

お諮り致します。今回の軍用地問題に対してのプライス勧告により問題化して参りますが、それに対して那覇市議会として意思表示をすると云う事につき別に御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）全員御異議ないものと認めまして左様決定致します

○議長（泉正重君）

ではその表明書の文案で御座いますが只今発議者の方で讀み上げました。この議案に対する御意見をお伺いしたいと思います。

○仲井真元楷君

那覇市議会は軍用地問題解決の鉄則である四原則を飽く迄も死守すると云う事の字句に対する訂正意見でありますが、この四原則が今後どうなるかと云った様な事は、これは未だ全然駄目だと云う所に来ているのではなく其處にはまだ幾分の折衝の余地があると思います。従って死守と云う言葉は只今の段階に於いては意味があまりに強過ぎるし、まだそう悲観すべき所迄には来ていない様に思いますので「四原則を堅持し」「従って」と云う言葉を取って「四原則を堅持し今回のプライス勧告」と続けた方が我々は四原則を飽く迄も側面から押して行くと云う風にした方が良いと思います。まだ死守すると云う所迄は来ていないと思います。それで「四原則を堅持し」と云う事にすれば良いと、こう云う意見であります

○長嶺将真君

只今の三番議員（仲井真元楷君）の御意見に依りまして皆様の御意見がそうで御座いましたら、それでも宣敷う御座います

○高良清二君

只今三番議員（仲井真元楷君）が仰言った通り私もこう解釈致しますが間違いであれば訂正願いたいと思います、ここに現れている案については「鉄則である四原則を飽く迄も死守する」と云う事はその問題を那覇市議会が直接担当している様な感じが致しますので三番議員（仲井真元楷君）の仰言る様に持って行った方が良いと思います

（「賛成」「進行」呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

それでは只今の三番議員（仲井真元楷君）の御提案通り「四原則を堅持し今回の」と、こう言う風に文案を訂正致しますか、

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○島袋嘉順君

只今の仲井真議員の修正案に対しては私も賛成で御座いますが、先程高良議員の仰言った様にこれには解釈も含まれて参りますので、そう言った面も充分取入れ「那覇市議会は軍用地問題解決の」前に「十二万市民の意を体して」と言う字句を入れたら、よりハッキリすると思いますが今回のプライス勧告には「一括払い」となっておりますが、新聞を見ますと「一括支払い」になっておりますので、これは一應「支払い」に訂正した方が良いと思います、一應十二万市民の意を称して」と言った様な意味を入れれば、そうなると那覇市議會が先頭に立ってやる訳でなく十二万市民を代表してと云うことになり、まあそこは表現の問題でありますから・・・

○議長（泉正重君）

そうすると島袋議員の仰言るのは「那覇市議會は十二万市民の意を体し」と云う風にですね

（「それよりは市民と言う事にすれば良い」「その方が良いでせう」と呼ぶ者あり、発言多数）

○議長（泉正重君）

一應こう云う風になっております「那覇市議會は十二万市民の意を体し軍用地問題解決の鉄則である四原則を飽く迄も堅持し今回のプライス勧告による一括支拂い並びに新規接収に対しては」云々となっておりますが・・・

○上間長和君

その中の十二万市民と云う事でありますが十二万市民の総意であると云う事はどうして判りますか、これが市民大会等に依って決議・・・

（笑声）（進行進行と呼ぶ者あり）議場騒然

○議長（泉正重君）

一度協議會に移ります。

（午後三時五分　休憩）

――― ○ ―――

（午後三時三十八分　再開）

○議長（泉正重君）

再開致します　二十番議員（長嶺将真君）今の文案をもう一回朗読願います

○長嶺将真君

それでは読み上げます

那覇市議会は軍用地問題解決の鉄則である四原則を堅持し今回のプライス勧告による一括支払い並びに新規接収に対しては絶体承服出来ないこれが阻止については行政府、立法院、市町村長会、軍用土地連合会の四者協議会の決定に全面的に支持しこれに協力することを茲に表明する。宛先は行政府、立法院、市町村長会、軍用土地連合会の四者に送る訳であります

（「異議なし」「賛成」と呼ぶ者あり）

○宮城清三郎君

その最後に「右決議する」と入れたらどうでありますか

（那覇市議会だから「それは良いでせう」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

では只今の二十番議員（長嶺将真君）の審議の通り「那覇市議会は軍用地問題解決の鉄則である四原則を堅持し今回のプライス勧告による一括支払い並びに新規接収に対しては絶体承服出来ない、これが阻止については行政府、立法院、市長村長会、軍用地連合会の四者協議会の決定を全面的に支持し、これに協力することを茲に表明する」以上読み上げました通りでありますが御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者多数）

○議長（泉正重君）

全員異議ないものと認めます、依って左様に決しましたではこの表明書は早速四者宛に提出すると云う事に致します

○島袋嘉順君

問題は送付の時期であります、出来れば昨日やりたかったのでありますが今晩も六時から四者会談が開かれる想でありますから正副議長の方でその現場に於いて手交して頂きたいと云うことをお願い致します

○議長（泉正重君）

承知しました

○高良一君

私もこの決議には全面的に賛成でありますが之について私一寸考えを持っておりますので休会して貰ってからお話申上げたいと思います。

（午後三時三十一分　休会）

――― ○ ―――

（午後三時四十三分　再開）

○議長（泉正重君）

再開致します。那覇市議会の今回の軍用地問題に対する意思表示は全員一致賛成と云う結論になっております。尚この表明書は今晩六時に開かれる四者協議会の席上に於いて議長、副議長で必ず手交致すことを申上げて置きます。

○島袋嘉順君

今晩六時に開かれる四者会談は今新聞社の方に聞きましたら、明日の午前十時に延びたと云うことになって参りますので成可く早く方が良いと思いますので出来る丈早くお願い致します

○議長（泉正重君）

今日中にお届けする様に致します

○議長（泉正重君）

本日の日程を終了致しましたので、これを以って散会致します。有難う御座いました

（午後三時四十六分　散会）

――― ○ ―――
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一、会議録署名人

一九五六年十二月十七日

七番議　　　　　喜久山朝重

一九五七年一月十一日

二三番議員　　　糸数昌剛

一九五七年一月十一日

那覇市議会議長　泉正重





一九五六年六月二十五日

午後一時十六分開議

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

本日の会議を開きます。

本日の出席二十九人、欠席一人であります。欠席は渡口麗秀議員が所要のためちょっと議場を外しておりますので暫く欠席として御報告申上げます。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

諸般の報告を致します。

去る本会議において議決されました決議案及び軍用地問題に関する決意表明書については議長において関係宛先に進達処理致しましたから報告致します。

沖縄映画配給株式会社々長宮城嗣吉外三名から提出に係る興業税撤廃に関する陳情。

丸十興共衛生組合の正副組合長外従業員一同から提出に係る那覇市清掃条例改正方の陳情及び汚物取扱業者の生活権保護方の陳情。

以上三件の陳情書が参っておりましたので議長は会議規則第五十九条の規定に基き各位に通告すると共に夫々その所管委員会に審査を付託致しましたから報告致します。総務財政文教厚生労務建設の各常任委員会委員長から議長宛に委員会審査報告書の提出がありましたので、その写を印刷の上、御手元に配布致しました本件に関しては後刻夫々議題と致し御審議願うことに致しますから左様御了承願います。

本月二十日付三番四番七番二十三番二十九番議員連署により決議案提出について議長宛文書が参っておりますので書記をして朗読報告致させます。

（書記「新垣襄二君）朗読）

――― ○ ―――





一九五六年六月二十日

三番議員　　　仲井真元楷

四番議員　　　森田孟真

七番議員　　　喜久山朝重

二十三番議員　糸数昌剛

二十九番議員　備瀬知良

那覇市議会議長

泉正重殿

決議案提出について

左記事件に関し議決を得たいので今期議会に提案方事務手続相成りたく会議規則第十五条の規定により別紙の通り決議案を提出致します。

記

　決議案第二号　開南交番所前から中央農業研究指導所前交点迄の道路舗装方について

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

本月二十三日付那発第二九九七号をもって市長から議長宛追加議案について文書が参っておりますので書記をして朗読報告致させます。





（書記「新垣襄二君」朗読）

――― ○ ―――

那発第二九九七号

一九五六年六月二十三日

那覇市長　当間重剛

那覇市議会議長　泉正重殿

追加議案について

今期六月定例会に左記議案を別紙の通り追加提出致します。

記

一、土地賃貸借契約について

一、町名の変更について

一、バスターミナル地下室建設寄附受領について

一、バスターミナル本館地下室使用に関する契約について

一、バスターミナル本館新築工事請負契約

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

本日の議事日程は印刷の上、御手元に配付致しておりますからそれをもって御報告に替えます。

――― ○ ―――





議事日程第十四号

一九五六年六月二十五日

午前十時開議

第一　　那覇市営住宅管理条例

（市長提出議案第八号）

第二　　一九五五年度那覇市歳入歳出決算

（市長提出議案第十五号）

第三　　一九五五年度那覇市水道事業特別会計歳入歳出決算

（市長提出議案第十六号）

第四　　一九五五年度那覇市区画整理事業特別会計歳入歳出決算

（市長提出議案第十七号）

第五　　一九五六年度那覇市歳入歳出更正予算

（市長提出議案第十八号）

第六　　那覇市職員定数条例

（市長提出議案第十九号）

第七　　那覇市職員の給与に関する条例

（市長提出議案第二十号）

第八　　那覇市職員退職金支給条例の一部を更正する条例

（市長提出議案第二十一号）

第九　　那覇市報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例

（市長提出議案第二十二号）

第十　　那覇市職員の旅費支給条例の一部を改正する条例

（市長提出議案第二十三号）

第十一　那覇市消防隊に関する条例の一部を改正する条例

（市長提出議案二十四号）

第十二　那覇市職員分限及び懲戒に関する条例の一部を改正する条例

（市長提出議案第二十五号）

第十三　那覇市役所支所設置条例の一部を改正する条例

（市長提出議案第二十六号）

第十四　泊港務所設置条例の一部を改正する条例

（市長提出議案第二十七号）

第十五　泊港管理条例の一部を改正する条例

（市長提出議案第二十八号）

第十六　泊港々湾施設管理使用条例の一部を改正する条例

（市長提出議案第二十九号）

第十七　　那覇市水道給水条例の一部を改正する条例

（市長提出議案第三十号）

第十八　　那覇市職業補導所条例の一部を改正する条例

（市長提出議案第三十一号）

第一九　　那覇市手数料徴収条例の一部を改正する条例

（市長提出議案第三十二号）

第二十　　那覇市宿所提供施設条例

（市長提出議案第三十三号）

第二十一　土地賃貸借契約について

（市長提出議案第三十四号）

第二十二　沖縄銀行株式購入について

（市長提出議案第三十五号）

第二十三　那覇市綜合運動場設置について

（市長提出議案第三十六号）

第二十四　泊ポートターミナル設置について

（市長提出議案第三十七号）

第二十五　一般会計起債について

（市長提出議案第三十八号）

第二十六　財産の売却処分について

（市長提出議案第三十九号）

第二十七　一時借入をなすについて

（市長提出議案第四十号）

第二十八　一九五七年度那覇市歳入歳出予算

（市長提出議案第四十一号）

第二十九　一九五七年度那覇市水道事業特別会計歳入歳出予算

（市長提出議案第四十二号）

第三十　　一九五七年度那覇市区画整理事業特別会計歳入歳出予算

（市長提出議案第四十三号）

第三十一　一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算

（市長提出議案第四十四号）

第三十二　土地賃貸借契約について

（市長提出議案第四十五号）

第三十三　町名の変更について

（市長提出議案第四十六号）

第三十四　バスターミナル地下室建設寄附受領について

（市長提出議案第四十七号）

第三十五　バスターミナル本館地下室の使用に関する契約について

（市長提出議案第四十八号）

第三十六　バスターミナル本館新築工事請負契約

（市長提出議案第四十九号）

第三十七　開南交番所前から中央農業研究指導所前交点迄の道路舗装方について

（三番四番七番二十三番二十九番議員提出決議案第二号）

――― ○ ―――





本日の會議に付した事件

日程第一　那覇市営住宅管理条例

（市長提出議案第八号）

日程第二　一九五五年度那覇市歳入歳出決算

（市長提出議案第十五号）

日程第三　一九五五年度那覇市水道事業特別会計歳入歳出決算

（市長提出議案第十六号）

日程第四　一九五五年度那覇市区画整理事業特別会計歳入歳出決算

（市長提出議案第一七号）

日程第五　一九五六年度那覇市歳入歳出更正予算

（市長提出議案第十八号）

日程第六　那覇市職員定数条例

（市長提出議案第十九号）

日程第七　那覇市職員の給与に関する条例

（市長提出議案第二十号）

日程第八　那覇市職員退職金支給条例の一部を改正する条例

（市長提出議案第二十一号）

日程第九　那覇市報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例

（市長提出議案第二十二号）

日程十　　那覇市職員の旅費支給条例の一部を改正する条例

（市長提出議案第二十三号）

日程十一　那覇市消防隊に関する条例の一部を改正する条例

（市長提出議案第二十四号）

日程十二　那覇市職員分限及び懲戒に関する条例の一部を改正する条例

（市長提出議案第二十五号）

日程十三　那覇市役所支所設置条例の一部を改正する条例

（市長提出議案第二十六号）

日程十四　泊港務所設置条例の一部を改正する条例

（市長提出議案二十七号）

日程十五　泊港管理条例の一部を改正する条例

（市長提出議案第二十八号）

日程十六　泊港々湾施設管理使用条例の一部を改正する条例

（市長提出議案第二十九号）

日程第十七　　那覇市水道給水条例の一部を改正する条例

（市長提出議案第三十号）

日程第十八　　那覇市立職業補導所条例の一部を改正する条例

（市長提出議案第三十一号）

日程第十九　　那覇市手数料徴收条例の一部を改正する条例

（市長提出議案第三十二号）

日程第二十　　那覇市宿所提供施設条例

（市長提出議案第三十三号）

日程第二十一　土地賃貸借契約について

（市長提出議案三十四号）

日程第二十二　沖縄銀行株式購入について

（市長提出議案第三十五号）

日程第二十三　那覇市綜合運動場設置について

（市長提出議案第三十六号）

日程第二十四　泊ポートターミナル設置について

（市長提出議案第三十七号）

日程第二十五　一般会計起債について

（市長提出議案第三十八号）

日程第二十六　財産の売却処分について

（市長提出議案第三十九号）

日程第二十七　一時借入をなすについて

（市長提出議案第四十号）

日程第二十八　一九五七年度那覇市歳入歳出予算

（市長提出議案第四十一号）

日程第二十九　一九五七年度那覇市水道事業特別会計歳入歳出予算

（市長提出議案第四十二号）

日程第三十　　一九五七年度那覇市区画整理事業特別会計歳入歳出予算

（市長提出議案第四十三号）

日程第三十一　一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算

（市長提出議案第四十四号）

日程第三十二　土地賃貸契約について

（市長提出議案第四十五号）

日程第三十三　町名の変更について

（市長提出議案第四十六号）

日程第三十四、開南交番所前から中央農業研究指導所前交点迄の道路鋪装方について、

（三番、四番、七番、二十三番、二十九番議員提出決議案第二号）

日程第三十五、バスターミナル地下室建設寄附受領について、

（市長提出議案第四十七号）

日程第三十六、バスターミナル本館地下室の使用に関する契約について、

（市長提出議案第四十八号）

日程第三十七、バスターミナル本館新築工事請負契約

（市長提出議案第四十九号）





○議長（泉正重君）

只今から議事に入ります。

日程第一の那覇市営住宅管理条例（市長提出議案第八号）を議題と致します。本件に関しましては今期議会初日の本会議において総務財政委員会の審査報告がなされ、審議未了となっておりますが、同委員会の審査報告に対し御貭疑がありましたら御発言願います。

（「貭疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御貭疑ないと認めます。依って貭疑終結、討論に入ります。御意見ありませんか。

（「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

別に御意見がない様であります。よって討論を打切ります。お諮り致します。市長提出議案第八号那覇市営住宅管理条例は総務財政委員会の修正案通り原案の一部を修正の上、可決することに致して御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依って左様に決しました。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

日程第二、一九五五年度那覇市歳入歳出決算について、市長提出議案第十五号を議題と致し総務財政委員会における審査経過並に結果の報告を求めます。





寫

一九五六年六月二十三日

總務財政委員会

委員長　高良一

那覇市議会議長

泉正重殿

委員会審査報告について

本月十四日第十二回議会（定例会）本会議において總務財政委員会に付託された左記議案は慎重審議の結果別紙の通り審査したので報告する。

記

一、議案第十五号　　一九五五年度那覇市歳入歳出決算

一、議案第十八号　　一九五六年度那覇市歳入歳出更正予算

一、議案第十九号　　那覇市職員定数条例

一、議案第二十号　　那覇市職員の給与に関する条例

一、議案第二十一号　那覇市職員退職金支給条例の一部を改正する条例

一、議案第二十二号　那覇市報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例

一、議案第二十三号　那覇市職員の旅費支給条例の一部を改正する条例

一、議案第二十四号　那覇市消防隊に関する条例の一部を改正する条例

一、議案第二十五号　那覇市職員分限及び懲戒に関する条例の一部を改正する条例

一、議案第二十六号　那覇市役所支所設置条例の一部を改正する条例

一、議案第二十七号　泊港務所設置条例の一部を改正する条例

一、議案第三十二号　那覇市手数料徴收条例の一部を改正する条例

一、議案第三十四号　土地賃貸借契約について

一、議案第三十五号　沖縄銀行株式購入について

一、議案第三十九号　財産の売却処分について

一、議案第四十号　　一時借入をなすについて

一、議案第四十一号　一九五七年度那覇市歳入歳出予算

一、議案第四十四号　一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算





總務財政委員會審査結果報告

議案第十五号　自　議案第十八号　至　議案第二十七号　議案第三十二号

議案第三十四号　　議案第三十五号　議案第三十九号　議案第四十号　議案第四十一号

議案第四十四号、以上十八議案は左記の通り審査した。

記

一、決算

議案第一五号、　一九五五年度那覇市歳入歳出決算については原案を承認した。

二、条例

１、議案第十九号　　那覇市職員定数条例

２、議案第二十号　　那覇市職員の給与に関する条例

３、議案第二十一号　那覇市職員退職金支給条例の一部を改正する条例

４、議案第二十二号　那覇市報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例

以上四件は原案を承認した。

　５、議案第二十三号　那覇市職員の旅費支給条例の一部を改正する条例については原案の一部を次のように修正して承認した。

[image: 画像]

６、議案第二十四号　那覇市消防隊に関する条例の一部を改正する条例

　７、議案第二十五号　那覇市職員分限及び懲戒に関する条例の一部を改正する条例

８、議案第二十六号　那覇市役所支所設置条例の一部を改正する条例

９、議案第二十七号　泊港務所設置条例の一部を改正する条例

１０、議案第三十二号　那覇市手数料徴收条例の一部を改正する条例

以上五件は原案を承認した。

三、財産の取得管理處分

　１、議案第三十四号　土地賃貸借契約については原案を承認した。

　２、議案第三十五号　沖縄銀行株式購入については原案の一部を次のように修正して承認した。

「五百株」を「百弐拾株」に修正する

「金伍拾萬円也」を「金拾弐萬円也」に修正する

「（参拾萬円也）」を「（七萬貳千円也）」に修正する

　３、議案第三九号　　財産の売却処分については原案を承認した。

四、予算

　１、議案第十八号　　一九五六年度那覇市歳入歳出更正予算については原案を承認した。

　２、議案第四十一号　一九五七年度那覇市歳入歳出予算については原案を別紙修正案の通り修正の上承認した。

（別紙添付）

　３、議案第四十四号　一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算については原案を別紙修正案の通り修正の上承認した。

（別紙添付）

五、その他

議案第四十号　　一時借入をなすについては原案を承認した。





１９５７年度那覇市歳入歳出予算総務財政委員会修正案
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１９５７年度那覇市歳入歳出追加予算總務財政委員会修正案
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一九五六年六月二十三日

総務戝政委員会

委員長　高良一

那覇市議会議長

泉正重殿

委員会審査報告について

会議規則第五十九条の規定に基き本委員会にその審査を付託された陳情書七件については愼重審議の結果左記の通り審査したので報告する。

記

一、那覇市学校々地個人有地買收及び前島新設校敷地確保方の陳情について

採択の上市町村自治法第六十五条の規定に依り措置せしめることに決定した。

一、那覇市公設市場露店商人立退移動中止に関する陳情について（二件）

一、興行税撤廃に関する陳情について

以上三件については審議未了の侭、継続審査をなすことに決定した。

一、永年勤続市吏員の退隠料支給方の陳情について

本件に関しては関係条例を可及的速かに制定の上、早期実現を期する様要望を附し採択と決定した

一、那覇市軍用土地委員会経費補助方の陳情について

今後の状勢に応じ、緊急必要なる時は予備費から支出して頂く様要望を附し採択と決定した。





１９６７年度那覇市歳入歳出追加予算總務財政委員会修正案
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○総務財政委員長（高良一君）

只今議題となりました、日程第二の議案第十五号一九五五年度那覇市歳入歳出決算について総務財政委員会に於ける審査の経過並びに結果につき御報告申上げます。本件につきましては去る十四日午後二時委員会を開催委員全員出席の下に収入役、監査委員及主管課長の出席を求めその審査を行ったのであります。審査に当り先ず監査委員の監査の方法及び方法主管課に対する出納管理事務上、金銭及び証憑書類の取扱いに関する注意事項等について意見を聴したのであります。之を要約して申上げますと、毎月監査を行うに当っては歳入歳出の款、項目別の数字及繰越高、残高を検討すると共に收入、支出費目の受入れが夫々証憑書類に據り適法に処理されて居るかについて綿密に細部に亘り分析検討を致して居る。尚当局に注意致して居る事項については歳入歳出に於いて、徴税成績の督励、物品の購入、印紙の貼付、港湾に於ける通行券の検印等、細心の注意を払う様、厳重なる取締りを勧告して居る。以上の通り監査に当っての不備脱漏はその都度指摘し厳格なる注意と公平無私厳重に取締って居る様でありますが、本委員会に於きましては、更に審査の慎重を期すべく歳入歳出共に逐一検討致しました結果何れも正當なることを認め全会一致之を承認致した次第であります。宜敷御審議の上各位の御賛同を得たいのであります。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

只今の御報告について御貭疑がありましたら・・・・・

（「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御貭疑ないと認めます。依って、貭疑終局討論に入りますが、討論を省略して日程第二の市長提出議案第十五号一九五五年、那覇市歳入歳出決算については只今の総務財政委員長の報告通り原案可決して御異議ございませんか、お諮り致します。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依って左様に決しました。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

日程第三、市長提出議案第十六号、一九五五年度那覇市水道事業特別会計歳入歳出決算について建設委員会に於ける審査経過及び結果の報告を求めます。





寫

一九五六年六月二十三日

建設委員会

委員長　儀武息睦

那覇市議会議長

泉正重殿

委員会審査報告について

本月十四日第十二回議会（定例会）本会議において建設委員会に付託された左記議案は慎重審議の結果別紙の通り審査したので報告する。

記

一、議案第十六号　　一九五五年度那覇市水道事業特別会計歳入歳出決算

一、議案第十七号　　一九五五年度那覇市区画整理事業特別会計歳入歳出決算

一、議案第二十八号　泊港管理条例の一部を改正する条例

一、議案第二十九号　泊港港湾施設管理使用条例の一部を改正する条例

一、議案第三十号　　那覇市水道給水条例の一部を改正する条例

一、議案第三十七号　泊ポートターミナル設置について

一、議案第三十八号　一般会計起債について

一、議案第四十二号　一九五七年度那覇市水道事業特別会計歳入歳出予算

一、議案第四十三号　一九五七年度那覇市区画整理事業特別会計歳入歳出予算





建設委員会審査結果報告

議案第十六号　　自議案第二十八号　議案第三十七号

議案第十七号　　至議案第三十号　　議案第三十八号

議案第四十二号　議案第四十三号　　以上九議案は左記の通り審査した。

記

一、決算

１、議案第十六号　　一九五五年度那覇市水道事業特別会計歳入歳出決算

２、議案第十七号　　一九五五年度那覇市区画整理事業特別会計歳入歳出決算

以上二件は原案を承認した。

二、条例

１、議案第二十八号　泊港管理条例の一部を改正する条例

２、議案第二十九号　泊港港湾施設管理使用条例の一部を改正する条例

３、議案第三十号　　那覇市水道給水条例の一部を改正する条例

以上三件は原案を承認した。

三、営造物設置

１、議案第三十七号　泊ポートターミナル設置については、原案を承認した。

四、起債

１、議案第三十八号　一般会計起債については原案を承認した。

五、予算

１、議案第四十二号　一九五七年度那覇市水道事業特別会計歳入歳出予算

２、議案第四十三号　一九五七年度那覇市区画整理事業特別会計歳入歳出予算

以上二件は原案を承認した。





一九五六年六月二十三日

建設委員会

委員長　儀武息睦

那覇市議会議長

泉正重殿

委員会審査報告について

会議規則第五十九条の規定に基き本委員会にその審査を付託された陳情書九件については慎重審議の結果左記の通り審査したので報告する。

記

旧首里市大中坂復旧改修に関する陳情について

城南小学校への水道敷設方の陳情について

高良地区より新部落間の道路拡張に関する陳情について

宇栄原より小禄運輪前に通ずる道路拡張に関する陳情について

具志区内主幹橋梁増設並びに土手補修について

弁ヶ岳道路新設並びに改修方について

以上六件は採択と決定した。

バスターミナル建設に伴う横断道路開設方について

沖縄配電松尾支店より琉球政府及び立法院へ通ずる道路、排水溝舗装修理に関する陳情

高良バス停留所より政府道小禄仲地線交叉点迄の道路改修方について

以上三件は審議未了の侭で継続審査をなすことに決定した。





○建設委員長（儀武息睦君）

只今議題となりました、日程第三の議案第十六号の一九五五年那覇市水道事業特別会計歳入歳出決算について、建設委員会に於ける審査の経過並びに結果につき御報告申上げます。本案につきましては本月十三日本会議に於いて本委員会にその審査を付託されたものでありまして、翌十四日午後二時委員会を開催委員全員出席の下に主管部課長の出席を求めその審査を行ったのであります。本委員会としては慎重審議の結果これを満場一致原案通り承認致した次第であります。宜しく皆様の御賛同を得たいのであります。

○議長（泉正重君）

お諮り致します。日程第三、市長提出議案第十六号、一九五五年度那覇市水道事業特別会計歳入歳出決算については貭疑討論を省略して只今の建設委員長の御報告通り可決して御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依って左様に決しました。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

日程第四、一九五五年度、那覇市区画整理特別会計歳入歳出決算について、市長提出議案第十七号を議題と致し建設委員会における審査経過並に結果の報告を求めます。

○建設委員長（儀武息睦君）

只今議題となりました日程第四の議案第十七号の一九五五年度、那覇市区画整理事業特別会計歳入歳出決算について建設委員会に於ける審査の経過並びに結果につき御報告申上げます。本案につきましては本月十三日本会議に於て、本委員会にその審査を付託され翌十四日午後二時委員会を開催委員全員出席の下に所管部課長の出席を求め議案第十六号審査後引続き本案の審査を行ったのであります。本案につきましては相当活溌なる貭疑がなされたのでありますが、結局本案に関してはこれを原案通り承認致した次第であります。処が本案に関連しまして、土地区画整理に依る換地の方法が当を得ていないという問題が取り上げられ本議案審議の焦点がこれに絞られたのであります。当局に於てもこの換地問題については所有権者である地主の意思を尊重して合法的にやっているというのでありますが、未だ不充分な点が見受けられるので、其の点、充分なる注意を払って貰うべく喚起し、尚又市民であり地主であると云う意味からもサービス面については気を配ばられる様、要望したのであります。以上簡單ではありますが、御報告申上げます。

○議長（泉正重君）

本件につきまして、何か御貭疑、御意見ありませんか。

（「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御貭疑、御意見もないようであります。御諮り致します。日程第四の一九五五年度、那覇市区画整理事業特別会計歳入歳出決算については貭疑討論を省略して、只今の委員長の御報告通り原案可決して御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依って左様に決しました。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

日程第五、市長提出議案第十八号一九五六年度、那覇市歳入歳出更正予算について、を議題と致し審査の経過並びに結果について、総務財政委員長の御報告を願います。

○総務財政委員長（高良一君）

只今議題となりました、日程第五の議案第十八号一九五六年度那覇市歳入歳出更正予算について、審査の経過並びに結果について御報告申上げます。本案につきましては去る十四日午後二時委員全員出席の下に主管部課長並びに関係職員の出席を求めその審査を行ったのであります。本案の内容について当局の説明を簡單に要約して申し上げますと、本案は去る三月の本会議に於いて特別補助事業費及び起債事業費一億八千万円の中、一億五千万の五七年度繰起議決を得たものに対し費目を変ずに予算措置を取った迄の事であるとの説明があり尚本案は議案第四十四号、一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算と関連し、戦前斯様に当初予算に於いて二つの議案を提案することはなかったのであるが、戦後日本に於いても公共事業の増加に伴い政府の補助が地方末端の市町村に交付される迄には年度半ばか或いは年度終り頃となり從って事業の執行が出来ず次年度に持越すことが屡々あり、こう云った取扱いは年度末繰越予算を明確に一目瞭然たらしめる意味に於いて当を得たものと考えたからであるとの補足説明があり之に対し当委員会に於きましては歳入歳出共に充分審査検討を致しました処、何れも適正なるものと認め全会一致之を原案通り承認することに致したのであります。以上簡單に審査の経過並びに結果を御報告申上げ各位の御賛同を得たいのであります。

○議長（泉正重君）

これについては別段御貭疑、御意見もなさそうでございますが、お諮りいたします。市長提出議案第十八号一九五六年度那覇市歳入歳出更正予算については、貭疑、討論を省略して只今総務財政委員長の御報告通り原案可決して御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依って左様確定致します。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

日程第六の市長提出議案の第十九号から日程第七、八、九、十、十一、十二、十三、十四の議案第二十七号迄は総務財政委員会に審査を付託致してありますので一括議題と致し委員長の報告は纒めて御報告願います。

○総務財政委員長（高良一君）

只今議題となりました日程第六の議案第十九号那覇市職員定数条例について総務財政委員会に於ける審査の経過並に結果につき御報告致します。本案については去る十四日午後二時委員全員出席の下に主管部課長並に関係係職員の出席を求めその審査を行ったのであります。審査に当り本条例制定の主旨について説明を聴しました処、本案は職制の改正に伴う条例の改正であって現行の職制及び定員条例に於いては定数について自治法の規定する吏員のみを定数とし、雇傭員たる其の他の職員については、その定数に含めなかったのであり、退職金支給についても別に定める規則に依り支給して来たのであるが、本条例に於いては市長の補助機関たる職員を以って定数とすることに依り從来の其の他職員たる雇傭員を含めてその定数とし、退職給与金等、待遇についても吏員同様の取扱いをなし第二条に於いては職員の定数をもっと明確にする意味に於いてこれを一般事務部局の職員と特別会計であり特殊部門たる水道事業職員とに区分し尚第三条に於いては之等部局の定数の配分についての市長の権限を規定し現行条例の廢止に伴う職制については新めて別個に制定する心算である。以上の説明があり之にたいする貭疑の主なるものを申し上げますと

　一、第二条に於いて一般事務部局職員と水道事業職員の二通りに区分して居るが一般職員と水道職員との待遇、特に給与関係について伺いたい。

　二、「議会の合意に依ることを必要とする職」とは如何なる職を指すか。

　三、自治法に據ると「其の他の職員」について定数を条例に規定する必要はないと解するが、本条例に規定した理由を伺いたい。

　四、本条例に依る定数五七六人に対し五七年度予算人員五五六人となって居り超過人員二〇人となるが如何なる理由によるか。

　五、超過勤務手当と本条例の定数とは合理的に考慮されるべきものと思うが、これに対する当局の見解如何。

　六、其の他の職員たる雇傭員を優遇することは、結構であるが服務規律に照し法令、条令、規則等、遵守せしめる自信があるか、尚その指導方針について伺いたい。

以上の貭疑に対し当局から詳細なる説明があり、十分了承出来たのであります。結論と致しまして本条例を制定することに依り下級職員たる雇傭員を優遇し、明日への希望を持たしめることに依り事務能率の増進を計ることは誠に時宜に適したことであり從ってこれに対する予算措置についても検討の結果適切と認めるものでありますが特に首里小禄の両支所に対する権威ある技術員配置並びに職員としての雇傭員の素貭の向上についてはその指導啓発に十分善処して貰う様要望を付し本案は原案通り之を承認致したのであります。以上簡單に御報告申上げ各位の御賛同を得たいのであります。

○総務財政委員長（高良一君）

只今議題となりました日程第七の議案第二十号那覇市職員の給与に関する条例について総務財政委員会に於ける審査の経過並に結果につき御報告申上げます。本案は議案第十九号職員の定数条例と関連し職制の改正に伴い其の他の職員たる雇傭員を含め昇給の基準を定め俸給段階を小刻みにし給与関係一切の整備統一を計ることが本条例改正の骨子となって居る様であります。処で本条例は予算共関連する重要なる問題でありますので審査の愼重を期し逐條審議を爲すことに致し当委員会は四日、十五日、二十日前後三回に亘り継続審査を行ったのであります。貭疑の重なるものを申上げますと、

　１、第十条の二項に於いて「特殊勤務手当の種類、支給を受ける者の範囲、手当の額及びその支給方法は別に規則で定める。」とあり規則で定めることは被雇傭者が不利な様に考えられ、職員を優遇する当局の方針に矛盾するがこれを条例に規定しない理由と見解を伺いたい。

　２、当局は日直、宿直賄料と固定給を支給して居る、是は労働基準法に據り支給されるべきと思料するが之に対する見解を伺いたい。

　３、災害補償費は費目存置となって居るが継続事業の増える今日労働基準法に據り計上すべきだと考えるが之に対する見解

　４、給与の減額規定第十五条は前条例に比較して随分飛躍した規定がなされて居るが待遇問題等から考えて実際問題として之を適用し実施するか如何か伺いたい。

　５、第十五条の但書に於て「任免権者の承認する場合」とは如何なることを指すか具体的に伺いたい。

　６、戸籍整備員は職員中に含まれるか如何か尚その任免権は誰にあるか伺いたい。

以上の通りでありまして之に対し夫々当局から説明がなされたのでありますが、論議の焦点は給与の減額規定たる第十五条に集注され委員間に活溌なる意見の開陳がなされたのであります。即ち本規定を制定致さなければならぬ程職員の勤務状態が悪いとあれば是は部下を指導し監督する夫々の長の落度であって部下の單なる職務怠慢ではない、この際特に要望するが長は何事にせよ率先垂範すべきである、本規定の如きは、一種の罰則であり敢えて必要とするのであれば服務規律に関する条例を活用することに依り充分事足りるものである仍って本条を削除したい之に対し、給与に関する条例制定の原則からしても尚与える権利は与え履行すべき義務は何処までも履行させる事は当然であり勤勉手当支給の規定のある以上之と平行して本規定は取入れるべきであって、削除すべきでないと云うのであります。結局議事の進行上、採決に入り、多数の賛成がありましたので第十五条は原案の侭承認し存置することに致したのでありますが、御承知の通り本案は予算とも関連するものであり之が予算措置につき充分審査検討を致しました処、何れも適切なる措置が取られて居りますので全会一致本案を原案通り承認することに相成ったのであります。以上簡單乍ら御報告申上げ各位の御賛同を得たいのであります。

○総務財政委員会（高良一君）

只今議題となりました日程第八の議案第二十一号那覇市職員退職金支給条例の一部を改正する条例について総務財政委員会に於ける審査の経過並びに結果について御報告申上げます。本案の要旨を簡單に申上げますと、從来雇傭員の退職給与金については、市長の定める規則に依って十分の八を支給されて居たのであるが、定数条例の特定に伴い是等雇傭員も名実共に職員の中に含めると同時に退職金についても吏員同様の計算の基礎に依って支給し雇傭員の優遇をして行き度いと云うのが本条例改正の骨子となって居るのであり從いまして当委員会と致しましても下級職員の待遇改善については市財政の許す限り考慮すべきであるとの見解を持つ者であるが予算面との都合もあり当委員会は去る十五日、二十日前後二日間に亘る継続審査を致し充分検討致しました結果予算措置について適当なるものと認め本案につきましては全会一致原案通り承認することに致したのであります。以上簡單に御報告申上げ各位の御賛同を得たいのであります。

○島袋嘉順君

貭疑討論の場合に前にやったことを又繰返してやったら重複する点もありますので一応一つずつ議案毎にやった方がうまく行くのじゃないかと思います。

○議長（泉正重君）

日程第六市長提出議案第十九号那覇市職員定数条例について御貭疑、御意見がありましたら御発表願います。

（「貭疑なし」「意見なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

ではお諮り致します。日程第六市長提出議案第十九号那覇市職員定数条例については貭疑討論省略して総務財政委員長の御報告通り原案可決致すことに御異議ありませんか、

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます、依って、左様に確定いたします。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

日程第七の那覇市職員の給与に関する条例について御質疑がありましたら御発表願います。

（「進行」と呼ぶ者あり）

○大山盛幸君

去る本会議におきまして本条例の第九条につきまして当局に質疑致しましたが、結局委員会で検討して貰うようお願いしておきましたが、第九条の休職者の給与についてであります。前の分限条例によりますと期間が一ヵ年以内ということになっておるが、この枠が取外されて休職の期間中ということはこれは職員にとっては結構なことでありますが、四項を抜きにして一項給料全額、二項が八〇％三項が六〇％という風になっている、二項ははっきり結核性の疾患となっているが三項の方は單に前の一、二項以外の心身障害者ということになっているがそのはっきりした区別こういうのはどういう風に御審議なさったか御説明を願います。

○高良一君

出局の方から御説明願います

○総務部長（幸喜克彰君）

お答え致します。九条の一項職員が公務上負傷した場合には全額これははっきりする訳でございます。職員が公務のために傷痍を受けた場合或いは疾病に罹った場合これは全額を支給するということは当然でございます。その次の二項でございますがこれは先達ての本会議でも御質疑がありますが所謂結核性疾患と申しますとこれは御承知のようにこの病気は社会的に大きな影響のある病気でございまして皆が協力して疾患患者をなくするというような趣旨の下に、これに対しましては或る程度同情を持ちまして百分の八十これで二項ははっきりする訳でございますがそれ以外の職員が前二項以外の疾患によって休職を命ぜられた場合は百分の六十ということになっておりますこれは前二項以外と申しますと所謂結核性疾患でもない或いは公務の傷害或いは疾病でもない即ち病気のために休職を命ぜられた休職は一ヶ年以内でございますがその間に所謂治癒をすれば治るというような普通の一般の病気の場合を指しているのでございます。

○大山盛幸君

特に第二項の結核性の疾患に対する問題につきましては色々の一項の公務上の問題と関連するようなことも考えられる場合も出て来ると思いますのでそういう方面につきましては特に当事者の方で御注意をして取扱いを願いたいということを要望致します。

○議長（泉正重君）

別に御意見ありませんか

○上間長和君

先の本会議で支所設置条例の改正に伴いまして本員から支所長を元に戻して貰いたいという要望をしましたが議案二十六号は後になっておりますがそれが若し修正になれば当然関連してこの一部修正をこの給与の条例退職金の条例は一部改正をやらなければいかんと思うのであるがこれはどうなっておりますか

○議長（泉正重君）

ではこう取計うことに致しましょう日程第七、八この二つは日程第十三と関連いたしますのでこの二つの表決は特に一緒にするということに致しまして御意見だけ拝聴致します。

○島袋嘉順君

総務財政委員長から御報告がございましたけれども実はこの二十号議案につきましてこういう職員の給与に関する条例を設定する場合は労働組合乃至職員の一つの所謂労働者の団体或いは団体でなくても何か協議の機関そういったものがあるとすれば法には拘束されないけれども一応こういう給与規程を作る場合は全体の意見を聴く必要があるということを申上げたが、当局では職員の中からー全体の意見を聴くことが出来ないのでー代表を挙げてこの給与規程に関する案を検討した結果別に意見はなかったというようなことを聴きましたが代表は誰であるかとききましたら総務部書記長渡口氏建設部水道課技師國吉氏、首里支所の書記長、渡嘉敷氏、小禄支所の書記長長嶺律太郎氏この四名の方が、条例案を審議する場合に意見の具申を求めたということになっております。処がこの代表四名に給与規程に意見を求めたということは、これは全体の総意とはならないと思うが、当局としてはどう考えるか、それが一つ。次に総務財政委員会でも問題になっておりますけれども第十五条の給与の減額につきまして、十五条を読んでみます。（十五条朗読）という風に但書があります。この項につきましては総務財政委員会でも相当意見が交されまして、それに対する当局の御答弁も出ておりますけれども委員長報告にもあります通り、この項につきましてはどっちかと言いますと、採決の形になっております。第十五条に関しては私はこれに反対しております。そこで当局の説明によるとこの給与の減額を謳ってある処の十五条は殆どこれに適用されるものはない、但書の任命権者の承認によって殆どこれは問題にならない場合が多くて一応職員の服務を規制するために作ったというような説明がございましたけれどもこのことにつきまして任命権者として市長はこの十五条に対してどういう意見をもつておられるか、この二つをお聴きしたいと思います。総務財政委員会における討議の際に委員からの貭問に対して総務部長はこの給与の減額を謳っている第十五条は実貭的に意味がないからこれは当局で削除するということが出ておりましたけれども後で市長の意見によってこれは残すべきだから残して貰いたいと、意見が食い違っている、所謂その当時者である総務部長はそれを削ってもいいという意見を持っておった、だから市長のはっきりした意見を聴きたい。

○市長（当間重剛君）

お答え申上げます。この条例を制定するにつきまして本庁から二人、各支所から一人宛の代表者を出していることはつまりこの人達が、その選んだ人々の意見を徴してやったものとこういう解釈に立っております。それから十五条の但書のことですが、これは色々その場合にぶつからなければ分からないと思いますが、例えば建設部の部長なり或いはその他課長なりが、午前八時に民政府の公益部あたりに行く場合がよくあります。そういう場合には事前にいう場合もあるし、或は事後にこうこうだということをいう場合を意味しておると思います。具体的なことは事実にぶつからなければ言えませんが、市長若くは助役がその事実から推して控除しなくてもいいという場合を指していると我々は解釈しております。

○島袋嘉順君

意見を聴いてとおっしゃっておりますが、職員の中に殆どが、挙げられた代表にこういう議案の審議について意見を述べたことがないという話であります。事実この四名がどういう方法でどういう合議を開いてどういう意見を求めてこの条例に対し意見なしといったのか、それをはっきり聴かせて頂きたい。それから十五条に関してでありますけれども、これは最初総務財政委員会の場合にこの十五条の審議がなされました頃にこの十五条は削除してもいいとおっしゃった総務部長の話によりますと、例えば何か事故があったとか、或はその他ののっ引きならない理由があった場合にはそれは所謂怠け者として、勤務を怠けるという意味では取扱えないからそういうものは任命権者で考慮して貰う、然し部長以上はそういった規定には当て篏まらないというのでありますが、―これは職員の場合です―職員においても矢張り朝出勤しようとする時に、今那覇には区長がないものですから一応市の職員に話して置けばいいことがあるのじゃないか、或は分るじゃないかということで市の職員に対しても意見を述べることがあると思う、これは敢て部長のみでない、対外的な問題として職員の場合は対市民的な関係があると思う、こういうことは敢て部長丈の問題でなくして職員の場合でも出て来る問題である、処でもう一つは委員長の報告にもございましたけれども、職員の中で仕事を怠けるものが出て来るかも知れないが、それは仕事をやらないからには服務規程がある筈だ、そこで委員長の報告にもありました通り若しそういう規程迄作らなければ、お前達怠ければ給与を差引くぞという規定を作らなければ職員が精励恪勤しない、そういう状態になっておれば大変である、そうであればこれは市の責任者が責任を取らなければならない、これは給与規程で怠けると給与を差引くぞという形で取締らなければいけないとするならば大変です。だからこの十五条は職員が今後、施政方針にもあったように公僕として市民にサービスする立場から内政の刷新においてもこの十五条を削って貰った方がいいと思う、これに対して市長の只今の答弁によりますと、それは任命権者が選択する場合もあり得るといっておられますけれども事実の例をあげてこれに答えて貰いたいと思います。

○市長（当間重剛君）

総務財政委員会で関係部長の場合は当篏まらんといったのは間違いであると思います。部長であろうが課の職員であろうが、区別をつける筋合のものでないという趣旨に考えております。

○島袋嘉順君

申合せをしておることはありませんね。

○市長（当間重剛君）

私は聞いておりません。この規定はおっしゃる通り、これを作らなければ市の職員が自粛しないという趣旨ではありません。要するに勤務したものに対する報酬だという物の考え方をはっきり若い人達が自分達の気持で作ったものだと私は解釈しております。

○島袋嘉順君

若い職員達がこれは必要だというこの意見が四名の代表の意見の中に現れておったか、どうか直接四名にお合いになった方から答弁して頂きたい。

○総務課長（亀島入徳君）

これを提出する前に四名の代表の方に案を提示致しまして、こうこういう個所が前の条例と大体相違している処である、これに対して皆さんの意見を聴かして貰いたい、これを一応持ち帰って、意見があれば直ぐ総務課長の処迄連絡して貰うようにという意味で連絡は取ったのであります。

○島袋嘉順君

その時に結果として例えば十五条の問題が問題になったかどうかです。今市長のおっしゃる意見も出て来たかどうか。

○総務課長（亀島入徳君）

そのことに対してはっきりしたことは申出ておりませんでした。

○島袋嘉順君

市長としてこの十五条は削ろうという意思があるかどうか、その侭存続させる積りであるのか、或は削ろうという意思があるかどうか。

○市長（当間重剛君）

ありません。

○大山盛幸君

この条例と関連して前にお訊ねし要望致した問題、年次有給休暇でありまするが、会期中に職員の個人別の表を作って貰うように要望しておきました。亀島課長から大体出来たということを聞いておりますが、これについて報告をお願い致します。

○総務部長（幸喜克彰君）

有給休暇の問題については全職員がその権利を行使させる意味から先達ての議会でも各議員から督励もございましたので早速手をつけまして現在個人別の表を作りまして或は今日明日発送する段取になっておりますが、各課の方に個人別の表を作りまして権利を主張するようになっております。今日明日発送出来るような段取りになっておりますが、これは任命権者としても是非やって行かなければならない仕事でございましたので、この機会に一生懸命になって今調製しております。必ずこの二、三日中には示達するようにやっておりますので、これによって御諒承願います。

○島袋嘉順君

総務財政委員会の時の部長さんの答弁と今の市長のお話と食い違う点がありますが・・・・・

○総務部長（幸喜克彰君）

食い違いはありません。私がいうことを少し聞き違いしたのじゃないかと思いますが、今の減給の問題についてはこれは部長であろうが或は一雇員であろうと同一に取扱うということが、これは常識から考えても当然であるが、只私が申上げたいのはですね、出勤簿の問題が出ておったから出勤簿はどうなっておるかという問題に対して部長は要するに、出勤したということを明確にすることは必要であるが、自から判を押さなくても総務課に出ているということを報らせばそれで足りるということで別に自から判を押さないという丈であって今の給与の引く引かんという問題じゃございません。

○島袋嘉順君

私のいうのは部長を當篏めるか、篏めないかの問題じゃなくて出勤に関する問題です市長は出勤の遅い早いについては申合せはないという御答弁であったからどうも総務財政委員会においての答弁とは喰い違いがあるということを申上げたのです。

○総務部長（幸喜克彰君）

部長も雇員も出勤は八時になっております。

○島袋嘉順君

それははっきりして実施して貰いたい。

○総務部長（幸喜克彰君）

或は遅れる場合があるかも知れないがこれは直接出勤する前に政府に行ったり折衝する場合は遅れる場合もあります。八時に出勤は理想的であって我々も務めてそれを実施するということを申上げておきます。

○議長（泉正重君）

日程第七那覇市職員の給与に関する条例について日程第八の那覇市職員退職金支給制度の一部を改正する条例は日程第十三市長提出議案第二十六号と関連致しますので一応採決を保留致しまして日程第九市長提出議案二十二号那覇市報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例について総務財政委員長の御報告を願います。

○総務財政委員長（高良一君）

只今議題となりました日程第九の議案第二十二号那覇市報酬及び費用弁償条例の一部を訂正する条例制定については行政区域の拡張に伴い新規事業は逐年増加する傾向にあり議会活動に必要なる参考資料の蒐集購入調査等相当の出費を要する現状に鑑み調査及び通信費の増額をする為提案したとの事であり当委員会は去る十五日、二十日、前後二回に亘り予算共睨み合せ慎重審査致しました結果是を原案通り承認することに致したのであります。宜敷御審議の上各位の御賛同を得たいのであります。

○議長（泉正重君）

議案第二十二号について何か御意見ありませんか

（「進行」「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

ではお諮り致します。日程第九号那覇市報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例は只今総務財政委員長の御報告通り原案を可決することに御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依って左様確定致します。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

日程第十、市長提出議案第二十三号、那覇市職員の旅費支給条例の一部を改正する条例について総務財政委員長の報告を願います。

○総務財政委員長（高良一君）

只今議題となりました日程第十の議案第二十三号那覇市職員旅費支給条例の一部を改正する条例について当委員会に於ける審査の経過並に結果について御報告申上げます。本案につきましては去る十五日、二十日、二十一日前後三回に亘る継続審査を行ったのであります。改正の要旨を申上げますと、本案は職制の改正に伴う一部改正であって從来の莫然とした号職の呼稱を廃止し之を職名に依って明確にしたことが改正の骨子となって居るのであります。之に対し論議の焦点となりましたのは支所長の地位についてであり即ち支所長の地位が從来の一号職から改正に依って從来の二号職に当る地位に引下げられ課長と同位に置く事は腑に落ちない、之を給与関係から見た場合に於ても上席課長の俸給と支所長が同額であって、それから尚部長の最下級者と同額とあって見れば、合併前の在り方からしても尚又支所長に権威を持たす意味に於ても当然部長と同格の枠内に入れるべきであって之を一線をもって画することは穩当でないと云うのであり、一方部長と支所長との職務上の範囲分量から考えて、支所長の職務分量は課長程度のものであり、尚、行政機構の本貭的な在り方から考えても斯くあるべきが順当であって、之を持って一途に支所の弱体化と断ずることは早計で理論的にもっと掘下げて研究すべき問題であるとの意見があり一応保留の上更に慎重審議を致しました処、結局之を同位に持って来る事が何等の予算措置を講ずる必要もないことであり只今の現状からして支所長の市民に対する面子上、之に権威を持たすことは仮令それが形式的であるにせよ、現段階に於ては絶対必要であり從って繰上げるべきが妥当であるとの多数の強硬なる意見に依り之の修正措置について当局の意向を貭しました処、当局と致しましては改正の主旨からして民主的に進歩を意味するものであり、大局的行政機構の在り方からしても合理的に改正したものであって、決して支所長の冷遇等と云う問題ではない從って既定通りの案で進みたいとの話であります。結論と致しまして当委員会としては飽く迄も部長と同位に入れるべきであるとの大多数の意見に依り本案は一部修正の上承認する事に致したのであります。宜敷く御審議の上各位の御意見を拜聴致し審査の慎重を期したいと思います。

○議長（泉正重君）

只今の議案第二十三号について御意見がありましたら御発表願います。

○上間長和君

只今の総務財政委員会の修正案に賛成致します。

（「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

ではお諮り致します。日程第十、市長提出議案第二十三号は原案の一部を修正して承認するという報告になっております。只今の総務財政委員会の修正案によって原案を修正の上、可決して御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

では総務財政委員会の審査報告通り原案の一部を修正の上、本案を一部修正可決して御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依って左様に決しました。

――― ○ ―――

○島袋嘉順君

議事進行についてちょっと意見を申上げたいと思いますが、休憩して頂きたいと思います。

○議長（泉正重君）

休憩致します。

（午後二時二十五分休憩）

――― ○ ―――

（午後二時二十八分再開）

○議長（泉正重君）

再開致します。日程第七の那覇市職員の給与に関する条例について、本議案は議案題四十一号一九五七年度那覇市歳入歳出予算と密接な繋がりがありますので、若し四十一号議案の議決の在り方によって、これに抵触する場合が生じた場合には前に議決されたものでありますが、全員にお諮りいたしまして、又再審議をしなければならないと思います。すべて四十一号議案の線に沿って解決したいと思っておりますから、左様お含み願います。

○議長（泉正重君）

次日程第十一、那覇市消防隊条例の一部を改正する条例について総務財政委員長の御報告を願います。

○総務財政委員長（高良一君）

只今議題となりました日程第十一の議案第二十四号那覇市消防隊に関する条例の一部を改正する条例について当委員会の審査の経過並びに結果につき御報告申上げます。本案につきましては去る十六日、二十日前後二日間に亘り継続審査を行ったのであります。本案も職制の改正に伴う諸給与の改正でありまして歳入歳出共睨み合わせ充分審査検討致しました処、何れも適切なるを認め全会一致原案通り承認致しました。

以上簡單に御報告申上げ各位の御賛同を得たいのであります。

○議長（泉正重君）

只今の議案第二十四号について御意見がありましたら御発表願います。

（「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重）

ではお諮り致します。日程第十一市長提出議案第二十四号、那覇市消防隊条例の一部を改正する条例制定については只今の総務財政委員長の御報告通り原案を可決して御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます依って、左様確定致します。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

日程第十二市長提出議案第二十五号、那覇市職員の分限及び懲戒に関する条例の一部を改正する条例について総務財政委員長の御報告を願います。

○総務財政委員長（高良一君）

只今議題となりました日程第十二の議案第二十五号那覇市職員分限及び懲戒に関する条例の一部を改正する条例について、総務財政委員会の審査の経過並びに結果につき御報告致します。本案は給与に関する条例の改正に伴い、それに関連して現行条例の第六条の見出し休職期間及び給与とある「及び給与」を削除すると同時に、同条第六項「休職者には休職期間中給料の三分の一以内を支給することができる」をも削除し給与に関する事項については改正給与条例に一括規定し、給与の整備統一を計るものであり、本委員会は全会一致之を原案通り承認致したのであります。宜敷御審議の上、各位の御賛同を得たいのであります。

○議長（泉正重君）

議案第二十五号に対する御意見を伺います。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

ではお諮り致します。日程十二、市長提出議案第二十五号那覇市職員分限及び懲戒に関する条例の一部を改正する条例に就いては貭疑討論を省略して只今の総務財政委員長の御報告通り原案可決して御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依って左様確定致します。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

日程第十三、市長提出議案第二十六号那覇市役所支所設置条例の一部を改正する条例について総務財政委員長の報告を願います。

○総務財政委員長（高良一君）

只今議題となりました日程第十三の議案第二十六号那覇市役所支所設置条例の一部を改正する条例について当委員会に於ける審査の経過並びに結果について御報告申上げます。本案は職制の改正に伴い、從来の号職呼稱を廃止することに依り現行条例第四条の第二項「支所長は一号職を以って之に充る」を削除し、同時に三項を二項に繰上げると云うののでありますが本案は先程御報告申上げ御承認を得ました議案第二十三号の修正処置に依り、当委員会は充分納得出来ますので本案は原案通り之を承認することに致しました。以上簡單に御報告申上げ各位の御賛同を得たいのであります。

○議長（泉正重君）

本件に関し御貭疑がありましたら御発表願います。

○上間長和君

支所は原案通りですか

○高良一君

修正しました。課長職の中に支所長が入っておりましたが、それはよくないから部長職の中にこれを箝めた訳です、だから原案をこの通り修正してやった訳です。

○真栄田義晃君

日程十三は第七、第八と一緒ですか、

○議長（泉正重君）

そういう意味です

○真栄田義晃君

先程十二番議員（島袋嘉順君）から出されていた那覇市職員の給与に関する条例これの第十五条は監督の立場にある人の十分な監督によって、こういう条項は無くても済まされるのじゃないかと思うので態々この十五条を設ける必要はないと思う訳であります。

○議長（泉正重君）

日程第十三、議案第二十六号の報告を一部附加えておきます。議案第二十三号の修正措置により当委員会は十分納得しましたので本案は原案通り承認したのであります。

（「異議なし」「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

日程第十三、市長提出議案第二十六号の那覇市役所支所設置条例の一部を改正する条例は只今の総務財政委員長の報告通り原案可決して御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依って左様に決しました。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

日程十四、市長提出議案第二十七号泊港務所設置条例の一部を改正する条例について委員長の報告を願います。

○総務財政委員長（高良一君）

只今議題となりました日程第十四の議案第二十七号泊港務所設置条例の一部を改正する条例について当委員会に於ける審査の経過並びに結果について御報告申上げます

本案も議案第二十六号支所設置条例の一部を改正する条例同様職制の改正に伴いまして号職呼稱の廃止と同時に給与条例改正に関連して例規整備の統一を計るものであり予算措置共充分検討の結果、原案通り本案を承認した次第であります。宜敷御審議の上、各位の御賛同を得たいのであり。

○議長（泉正重君）

お諮り致します。日程第十四市長提出議案第二十七号泊港務所設置条例の一部を改正する条例に就いては貭疑、討論を省略して総務財政委員長の御報告通り原案を可決して異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます依って左様確定致します。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

日程第十五、市長提出議案第二十八号泊港管理条例の一部を改正する条例について建設委員長の御報告を願います。

○建設委員長（儀武息睦君）

只今議題となりました日程第十五の議案第二十八号、泊港管理条例の一部を改正する条例について建設委員会に於ける審査の経過並びに結果につき御報告申上げます。

本案につきましては去る十三日本会議に於て本委員会にその審査を付託され十五日午後二時委員会を開催、委員十名の下にその所管部課長の出席を求めまして審査を行ったのであります。本案の貭疑中その主なるものは、

「第三章の次に第四章雑則を加え」「第四章を第五章に改め」となっていることが取り上げられたのであります。改正条例の第四章雑則の各條項は現在は現在施行条例の第三章「危険の予防」に該当するが改正条例の第四章雑則は削除して条項丈を第三章「危険の予防」の条項に入れた方が良くはないかと貭したのであります。そこで当局の見解では港湾の港則法に基き日本の大阪、横浜、神戸の管理条例を参考にしてあり港湾管理運営上時時変化の条例改正も伴って来るもので第四章の雑則を設けたというのであります。これに就いては相当委員の方から意見もありましたが何分日本の港則法と各港湾施設の都市を参考にし、又琉球の門戸で今後益々発展的性格を有する泊港の管理上必要だというので全員これを原案通り承認致した次第であります。宜しく皆様方の御賛同を得たいのであります。

○議長（泉正重君）

お諮り致します。日程第十五、市長提出議案第二十八号泊港管理条例の一部を改正する条例は貭疑討論を省略して只今の建設委員長の御報告通り可決して御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依って左様確定致します。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

休憩致しましてお諮りしたいのですが・・・・休憩致します。

（午後二時四十四分　休憩）

――― ○ ―――

（午後二時四十五分　再開）

○議長（泉正重君）

再開致します。日程第七、市長提出議案第二十号及び市長提出議案第二十一号は先程総務財政委員長の御報告があったのですが予算の四十一号と直接関連するからという意味で表決をその節に廻しておりますが、議案の内容を見ますと予算とは直接の繋りをもっておりません。これを可決下さっても予算の取扱いに聊かも影響致しませんので日程を処理して行くという建前からお諮り申上げたいと思います。日程第七、市長提出議案第二十号那覇市職員の給与に関する条例は総務財政委員長の御報告の通り原案可決して異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○真栄田義晃君

この給与の減額これは先程十二番議員も又本員も申上げたように減額については独立の条項を設ける必要はないと考えるのであります。だからこの十五条を削除して貰いたい。

○議長（泉正重君）

日程第七の市長提出議案第二十号御意見ありませんか。十五条の取扱について・・・・・・

（「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

今の動議はその侭葬りますよ

○島袋嘉順君

削除願います。

○議長（泉正重君）

動議は成立致しました。十六番議員（真栄田義晃君）から議案第二十号、那覇市職員の給与に関する条例中第十五条この一ヵ条を削除したいという動議が出まして動議は成立致しております。お諮り致します。この動議に賛成の方は挙手を願います。

（挙手者少数）

○議長（泉正重君）

少数であります。依って否決致します。

○議長（泉正重君）

お諮り致します。市長提出議案第二十号那覇市職員の給与に関する条例については総務財政委員会の報告通り原案可決することに御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依って左様に決しました。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

次日程第八、市長提出議案第二十一号那覇市職員退職金支給条例の一部を改正する条例についてお諮り致します。総務財政委員長の御報告通り原案可決して御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依って左様確定致します。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

日程第十六、市長提出議案第二十九号泊港々湾施設管理使用条例の一部を改正する条例についてを議題と致し建設委員会における審査経過並に結果の報告を求めます。

○建設委員長（儀武息睦君）

只今議題となりました日程十六の泊港々湾施設管理使用条例の一部を改正する条例、市長提出議案第二十九号について建設委員会に於ける審査の経過並びに結果につき御報告申上げます。

本案は去る十三日の本会議に於て本委員会にその審査を付託されたものでありまして十五日午後二時委員会を開催委員出席の下にその所管部課長の出席を求めまして審査を行ったのであります。本案につきましては一般会計とも関連しますので委員の貭疑も活溌で慎重を期し審査に当ったのでありますが、結局全員一致これを原案通に承認いたしたのであります。処が本案泊港々湾施設管理使用条例の中肥料の通過料問題が取り上げられたのであります。現在泊港ではこの肥料が一屯につき条例に依ると十円となっているが実際は半減にして徴收しているが寧ろ半減にするよりは、基本産業の育成面から全廃にしたらどうかという意見が出たのであります。そこで当局の説明によりますと現在一屯につき五円とっている。この半減した理由は肥料商五会社から基本産業の育成を期することから減免して呉れという陳情もあり泊港々湾施設管理使用条例第十二条に「市長において公益上その必要があると認めるときは使用料を減免することができる」と謳ってあるし、又那覇港では政府が全琉的な見方もあって肥料に対しては全面的に徴收はしていないというのであります。それで泊港では半減にしたらというので現在五円をとっているというのであります。そこで泊港は那覇市所有だからとってもよい、那覇港は政府所有だから全琉的立場から全廃しているということになるが現在沖縄本島の表玄関としての泊商港は那覇港よりも船舶の出入は頻繁で然も離島船も殆んど泊港を足場にして本島との連繋をとっている現状である言わば泊港の発展は全琉住民の発展でもあるし肥料の通過料全免に依って外國の肥料積荷船の入港も多く且つ又帰り船の場合はスクラップや貝穀等の積出も多分にあり益々泊港の殷賑発展が期せられるという見方もあったのであります。又当局の説明によりますと一面、料金を全面的に免じたからといっても業者自体が農民に対する取扱い料金に対しては何等変らないというのであります。料金を免ずることによる財政面に及ぼす影響が何うかという貭疑に対し現在実績一ヵ月千屯で五千円、年間六万円の減額になるというので種々貭疑応答の後、結論としまして本問題は委員会として本会議に取上げ泊港々湾施設管理使用条例第十二条「市長において公益上その必要があると認めるときは使用料を減免することができる」という条例に基き肥料の通過料は基本産業の育成面からも泊港の発展からも是非全面的に全廃して頂く様皆様の御賛同を得たいのであります。

○議長（泉正重君）

本議題の貭疑に入ります。

○宮城清三郎君

委員会の方に於きましても肥料の通過料の減免が論議されておりますが、私これについて意見をもっており更に市当局に貭問をしたいと思います。成程免税ということは政策上の面から正しいと思っております。然し乍ら現在の肥料というものは農連に直接輸入されて其所から各農民に売られている。所謂那覇市がこれを免税したからといって農連の方で同じような価格で肥料を農民に売った場合那覇市がそれ丈免税によって農連を儲けさすようなものであり、これは基本産業の発展の爲、農民に肥料を安く売るのであったら賛成であるが、さもなければ反対だという意見を持っておりますがこれに対して市当局はどういう風な御見解ですか。

○建設部長（安次富長昌君）

お答え申上げます。肥料の岸壁通過料の問題につきましては建設委員会に於きまして色々論議されたのでございますが、その時に只今宮城議員から御貭疑の意味合のお話もあったのでございます。港湾を管理しております建設部長としては他の委員会でも申上げました通り泊港は那覇市の管理している港湾である那覇港は政府が管理している港湾である那覇港に入る場合には全住民に関係して来るから特に農業生産の面から考えて全免して結構だ。然し乍ら泊港は那覇市が管理している港湾である以上、全住民の利益を考えるということも必要だが尚那覇市民を一応考えるべきじゃないか、こういった考え方からして料金を全免には賛成し兼ねる、その代り半減するというのでその後はそういった主張をして来た訳であります。それにつきまして委員会でも私申上げましたが、那覇市が仮に全免した場合にこれを取扱う処ー農連、商店でございますがーそういった商社に於ても全農業者の利益に対して等しく関心を持ち、そして從来取っておった処の利益を半減すべきでないでしょうかということを私、委員会で申上げた訳であります。その時に色々論議されたのでございますが、これを全免した場合において現在はスクラップという輸出品が沢山あるだからして現在泊港が倍額だというので那覇港に船は入っておるが、それを全免して泊港に入れた場合においては、そのスクラップを積むことによって又その收入を計算した場合、料金は全免しても他の方面から約三倍近い金が入るから料金を全免していいんじゃないかというような御意見もありまして一応理論は抜きにして歳入を挙げた方がいいというので要望付で賛成した訳であります。然し当局と致しましては一応は理論を通して行きたいのが本当の考え方だと思いますがその代り又反面において歳入を挙げて行くということも考えなければならない訳であります。只今御意見のように農連といったような國体が那覇市の意志を体して肥料から出る処の收益を引下げて呉れるならば非常に結構だと思いまます。

○宮城清三郎君

あと一つお伺いしますが、それじゃ農連で若し那覇市が免税をするのだったらもっと安くして農民に肥料を売るようにするから免税して呉れという申出があった場合は市当局としてはそれ丈免税をする余裕はありますか。

○建設部長（安次富長昌君）

只今御要望がございますが全免する場合に農連に対しましても那覇市もこれ丈犠牲を払って全免してあるから農連も利益を少くして貰いたいということを交渉致すことにします。

○議長（泉正重君）

暫く休憩致します。

（午後三時五分休憩）

――― ○ ―――

（午後三時三十五分再開）

○議長（泉正重君）

再開します。お諮り致します。日程第十六、市長提出議案第二十九号泊港々湾施設管理使用条例の一部を改正する条例は討論を省略して先程建設委員長から御報告がありました通り原案可決して異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○市長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依って左様確定致します。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

次日程第十七市長提出議案第三十号那覇市水道給水条例の一部を改正する条例についてを議題と致し建設委員長の御報告を願います。

○建設委員長（儀武息睦君）

只今議題となりました日程十七の議案第三十号那覇市水道給水条例の一部を改正する条例について建設委員会に於ける審査の経過並びに結果につき御報告申上げます。

本案につきましては去る十三日の本会議に於て本委員会にその審査を付託され、十六日午後二時より委員会を開催委員全員の下に所管部課長の出席を求めまして、審査を行ったのであります。

先ず最初に当局の趣旨説明を求めまして活溌なる貭疑がなされたのでありますが其の最も主なる貭疑は公衆浴場営業場でありまして現在水道を使用している浴場が二十四軒もあり其の経営が困難である爲廃業も致し兼ねるという破目におちいりつつあるというのでありまして公衆衛生面から蔑ろに出来ない問題でありこの際業者の経営に支障を来さない程度の料金引下げは出来ないものか、又、本議案に依り何の程度の値下げになるのかその具体的説明を求められたのであります。処で風呂屋組合長の喜久山氏並びに上原氏を証人として現在風呂場の実情を聴取することになったのであります。

喜久山氏の説明によりますと

收入（一ヶ月）

湯代金三五、八四〇円（一日平均大人七円、一四〇人、小人五円、六〇人）分

支出（一ヶ月）

燃料代金七、〇〇〇円、水代八、〇〇〇円、人件費六、〇〇〇円

差引利益（一ヶ月五、〇〇〇円）でありまして其の他、資本金約七〇万円に対する利息ボイラー水道器の修理代一〇、〇〇〇円掛かるというのであります。そこで当局の今回改正に依る値下げの状況を聴取致しました所一律に三百円の値下げになっていて一立方米に対し、一円宛下げていることになる、これを風呂屋別に五六ヶ所の改正に依る毎月の値下げ状態を示すと、

泉湯の場合、水量八五九立方米、現在料金一、一一六七円、改正料金、一〇、一〇八円、値下げ差額、一、〇五九円、樋川湯が水量、四八一立方米、現在料金、六、二五二円、改正料金五、五七二円、値下げ差額六八一円、千歳湯が水量五一六立方米、現在料金、六、七〇八円改正料金、五、九九二円、値下げ差額、七一六円アメリカ湯が水量六六五立方米、現在料金、八、六四五円、改正料金、七、七八〇円、値下げ差額、八六五円、ときわ湯が水量六一七立方米、現在料金八、〇二一円、改正料金、七、二〇四円、値下げ差額、八一八円、わかば湯が水量、六四六立方米、現在料金、八、三九八円、改正料金、七、五五二円、値下げ差額八四六円になっており総体的に公衆浴場は値下げを断行していることになる。又これ以上値下げをすると外の家事用、営業用にも影響するし、片手落ちになる。水量資源の問題、償還金の問題もあって除々に下げる様にしたいというのであります。以上の様な説明があり委員会に貭疑応答が交わされましたが結局、湯屋の問題は除々に下げるという事にけりがつき、本議案は全員一致これを原案通り承認致した次第であります。宜しく皆さんの御賛同を得たいのであります。

○議長（泉正重君）

只今の議案第三十号について御意見がありましたら御発表願います。

（「意見なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

別に御貭疑、御意見がない様であります。お諮り致します。議案第三十号については、質疑、討論を省略して只今の建設委員長の御報告通り原案可決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依って左様確定致します。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

次は日程第十八、市長提出議案第三十一号那覇市立職業補導所条例の一部を改正する条例についてを議題と致し、文教厚生労務委員会における審査経過並に結果の報告を求めます。





寫

一九五六年六月二十三日

文教厚生労務委員會

委員長　大山盛幸

那覇市議會議長

泉正重殿

委員會審査報告について

本月十四日第十二回議會（定例會）本會議において文教厚生労務委員會に付託された左記議案は慎重審議の結果別紙の通り審査したので報告する

記

一、議案第三十一号　那覇市立職業補導所条例の一部を改正する条例

一、議案第三十三号　那覇市宿所提供施設条例

一、議案第三十六号　那覇綜合運動場設置について





文教厚生労務委會審査結果報告

議案第三十一号、議案第三十三号、議案第三十六号

以上三議案は左記の通り審査した。

記

一、条例

１、議案第三十一号　那覇市立職業補導所条例の一部を改正する条例

２、議案第三十三号　那覇市宿所提供施設条例

以上二件は原案を承認した

二、営造物設置

議案第三十六号　那覇市綜合運動場設置については原案を承認した





一九五六年六月二十三日

文教厚生労務委員會

委員長　大山盛幸

那覇市議會議長

泉正重殿

委員會審査報告について

会議規則第五十九条の規定に基き、本委員會にその審査を付託された陳情書二件については慎重審議の結果左記の通り審査したので報告する。

記

一、丸十興共衛生組合の正副組合長外従業員一同から提出に係る那覇市清掃条例改正方の陳情については業者が条文解釈の不理解から来たもので主管課に於て業者へ条文の主旨を徹底せしめる様、要望し本清掃条例改正要望については不採択と決定した。

二、衛生馬車業者から連署を以て提出された汚物取扱業者の生活権保護方の陳情については採択の上、市町村自治法第六十五条の規定に依り措置することに決定した。





○文教厚生労務委員長（大山盛幸君）

只今議題となりました日程第十八の那覇市立職業補道所条例の一部を改正する条例、市長提出議案第三十一号について文教厚生労務委員会に於ける審査の経過並結果につき御報告申上げます。

本来は既に去る十三日の本会議に於きまして主管部長より説明がありました通り現在那覇市職業補導所では、条例の定める所により受講者より講習料を徴收して職業補導事業を実施して来たのでありますが、新年度よりこれを廃止し、政府補助による補導事業を実施すると共に職業安定法第二十二条第五項「講習はすべて無料とする」の規定に基き現行条例の第七条を改正したいという意向であります。そこで本委員会は現在の労仂者の要求する技能水準の向上並に補助金獲得により現在の補導所の内容充実講習料の免除により利用度を拡大し職業補導事業の発展を期する見地からして適切妥当な措置と思考せられるので原案通り承認致したのであります。宜しく御審議の上各位の御賛同を得たいのであります。

○議長（泉正重君）

これについては別に御異議ないだろうと思いますがお諮り致します。議案第三十一号那覇市立職業補導所条例の一部を改正する条例については、貭疑、討論を省略して只今の文教厚生労務委員長の御報告通り原案可決して御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり」）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依って左様確定致します。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

次日程第十九市長提出議案三十二号那覇市手数料徴收条例の一部を改正する条例についてを議題と致し総務財政委員長の御報告を願います。

○総務財政委員長（高良一君）

只今議題となりました日程第十九の議案第三十二号那覇市手数料徴收条例の一部を改正する条例について当委員会に於ける審査の経過並びに結果を御報告致します。本案改正の要旨を申上げますと、現行条例第一条中第四号「戸籍に関する証明」の削除については戸籍手数料及び寄留手数料に関する立法に依り、本法を適用する事に依って不必要となったので削除したものであり、尚同条第七号を「転出に関する証明一件につき、二十円」と致しましたのは、從来之の規定がないため、第二十号の「其の他の證明料一件につき二十円」と云う規定を適用して来たのであるが之は穏当なやり方ではなく、然も転入に関する證明規定はあって、転出に関する證明規定のないと云うことは不合理であるとの理由から改正するものでありまして本委員会に於きましては何れも適切妥当と認め全会一致原案通り承認致したのであります。宜敷御審議の上、各位の御賛同を得たいのであります。

○議長（泉正重君）

お諮り致します。市長提出議案第三十二号那覇市手数料徴收条例の一部を改正する条例については貭疑、討論を省略して只今の総務財政委員長の御報告通り原案可決して御異議ありませんか、

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依って左様確定致します。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

日程二十、市長提出議案第三十三号、那覇市宿所提供施設条例についてを議題と致し文教厚生労務委員長の御報告を願います。

○文教厚生労務委員長（大山盛幸君）

只今議題となりました日程第二十の那覇市宿所提供条例、市長提出議案第三十三号について文教厚生労務委員会に於ける審査の経過並に結果につき御報告申上げます。

本案は既に十三日の本会議に於て主管部長より説明がありました通り現在那覇市の被扶助者の宿所提供施設即ち從来の救済家屋即ち（愛生寮）は一九五一年に三区十五組に建て相当な成果を挙げて来て居り現在は棟数も増え福祉施設としてその事業を運営して来たのでありますが、生活保護法第四十一条の規定に基き施設に対しては、行政主席の認可を受ける事になって居り、同法の第五項の規定により施設の設置は市町村の条例で定める事になって居りますので、施設の認可を受ける手続上、本条例を制定致したいとの主旨であります。

処で本案の論議の焦点は第二条の但書、住宅扶助費基準額の負担と第三条の使用料の徴収の件でありますが、これを削除するか、又原案通りにするかの二点にあったのであります。

一、削除の理由としては

生活保護法の目的がその困窮の程度に応じ必要な保護を行いその最低限度の生活の保証と自立の助長にあるものであります。更生者に対しては自立の助長をして、現收容者の方々よりも生活に困窮して居る世帶を早急に收容するのが法の主旨である以上、更生者からは、住宅扶助費基準額の負担並に使用料は徴收せずにこれを更生資金の意味で与へ喜んで退寮さすべきだと考える、この点からして第二条の但書と第三条使用料徴收の条文は削除すべきだという意見であります。

二、存置の理由としては

原則として使用料は徴收しないことになって居るが、例外として使用者が更生の結果、扶助を停止された場合も更生の程度を勘案し主管課で調査の結果充分使使用料その他の負担が出来ると認める場合には、他の使用者との釣合も考慮して極めて僅少な即ち生活保護法に基く住宅扶助基準額の範囲内に於て、これを徴收するのであって即ち負担の基準額を謳うことは、更生者に対する自覚を与えると共に自主的に退寮して貰う爲に原案通り承認すべきだという意見であります。

結局両者の主旨は現在收容された人々よりも尚みじめな生活をして居る方々が実際には沢山居るのであって、これらの人々を早く此の施設に収容して法の恩典に浴されたい。又、更生者に対しては一日も早く退寮して頂く様な方法を講ずるのが主眼であります。

これに対しまして主管部長より原則的には施設の使用料は徴收しないことになって居り、例外規定として設けて置かなければ取扱上支障を来たす虞れがあるというのであります。施行に当っては委員会に於ける主旨も充分参酌致しまして運営して行きたいとの答弁により全員これを了承致したのであります。

結論と致しまして本案施行に当っては主管課の方で愼重を期し委員会に於ける論議の主旨を理解して頂き、更生者に対しては充分考慮して貰う様要望し、原案通り本案を承認致した次第であります。

宜しく御審議の上、各位の御賛同を得たいのであります

○議長（泉正重君）

只今の三十三号議案について何か貭疑がありましたら御発表願います。

○真栄田義晃君

只今の委員会の報告、大山議員の説明に反対した少数意見として補足説明致します。この第二条但書以下及び第三条は、この救済の家に入っている者の住宅の扶助費基準額の範囲内において住宅費を徴收する或は電灯料、水道料などを使用者が負担出来ると認めた場合には徴收するような規定を書いてあるのでありますが、大体生活保護法によって宿所を提供されているものは、非常に生活に困っている人であります。この人々が次第に更生して来て使用料が負担出来ると認めた場合にそういう使用料を徴收することにしたいというのが市の意向であろうと思いますが、然し乍ら第四条第三項に於て即ち使用者が左の各号の一に該当する時は市長は寮の使用を拒絶し、又は退寮を命ずることが出来る。四条三項に生活保護法の保護の停止されてから六ヶ月を超えたとき、という規定があるのであります。だから生活保護法による保護を停止されてから六ヶ月を超えた場合には出すようなことが出来るのでありますし、このような使用料を徴收出来るというのは相当程度更生している人であります。こういった人々は第四条第三項によって、寧ろこういった救済を目的とした家からは出て行くような方向に進めて行きまして実際には、もっと生活に困っている人もおりますから、このような人を入れるようにしたらどうか、又生活保護を停止されたからといっても直ちに楽になるものでもないし、その人々の更生を援助する意味からもこういった使用料は一切免除した方がいいんじゃないかとこう思う訳であります。議員諸公は私の意見に対しまして御賛同下さるよう、お願い申上げる次第であります。

○宮城清三郎君

只今の十六番議員の動議に賛成します。

○大山盛幸君

真栄田議員にお訊ねしますが、真栄田議員の只今の御説明よく分ります。委員会に於きましてのこの決議事項は恐らくその審議の結果、討論の結果、皆が諒として報告の通り決定したと思料しておりますが、この案に対して何だか私の感違いかも知れませんが、本会議において反対のような聴き取られているのですが、只今の報告に対しては現在も反対のように聞いているのですが・・・・

○真栄田義晃

委員会に於てはこの件に私一人が反対して削除を主張した訳ですが幾ら揉んでも進まない、それで結局少数意見として本会議に於て他の人々の意見を聴いて決めて貰うことにしようという訳で一応論議を打切った訳であります。

○大山盛幸君

あの時には反対だったけれども異議を言わなかった訳ですね

○真栄田義晃君

委員会では一人でどうにもならんので本会議に於てやろうという訳で・・・・・

○大山盛幸君

只今の問題は実際取扱として非常にデリケートな問題であります。これは紙一重の方達が一方では恩典を受けて寮に入っている、一方では入りたくても入れん人がおる、その取扱いは市の職員としても非常にデリケートな問題と思います。それでこういう問題は実際に今迄苦労して実際に取扱い、その恩典を受けた方達から別に当局に対して又、委員会に対しても何ら不服はなかったもっとも幾らかあったにしても取上げてこれをどうこうするというようなこともないし、こういうような条例を作った以上は委員会としてもこれに協力して行かなければならないし、又当局が本当の現在の状況によく立脚して仕事が出来るように扶助者が満足して自発的にでも安定して退寮が出来るようにするためにも委員会の報告通りにした方がいいとこう思う次第であります。

（「進行」と呼ぶものあり）

○議長（泉正重君）

進行致します。市長提出議案三十三号那覇市宿所提供施設条例につきましては文教厚生労務委員会の決定案に対して動議が出て成立致しておりますので原案に遠い動議からお諮り致します。

十六番議員のおっしゃる、つまり更生している被救済者に対して極く最低の料金を徴收して宿所を提供することが出来るという救済条例を抹殺したい。寧ろ後の条項にある被救済でも保護を受けなくなってから六ヶ月後になったら追出せるからこういう条文は要らないという御意見でありますが、これを採択してよろしいと思う方は挙手を願います。

（挙手者少数）

○議長（泉正重君）

少数であります、依って動議は否決致します。

○議長（泉正重君）

では議案三十三号那覇市宿所提供施設条例につきましては只今の文教厚生委員長の御報告通り原案可決して御異議ありませんか

（「審議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

多数と認めまして左様確定致します。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

日程第二十一市長提出議案第三十四号土地賃貸借の契約についてを議題と致し、総務財政委員長の御報告を願います。

○総務財政委員長（高良一君）

只今議題となりました日程第二十一の議案第三十四号土地賃貸借契約について当委員会に於ける審査の経過並びに結果について御報告申上げます。本案はバスターミナル設置に伴い立退きを余儀無くされた合同トラック株式会社の移転先として前島町二丁目の市有地約一、四〇〇坪を坪当り十五円とし、五カ年更新の賃貸契約をなさんとするものであり、之に対し若干の質疑応答があったのでありますが結論と致しまして本案の如きは都市計画促進上誠に余儀ない次第であり本委員会に於きましては全会一致之を原案通り承認することに致したのであります。宜敷御審議の上、各位の御賛同を得たいのであります。

○議長（泉正重君）

時間を延長致します。

○議長（泉正重君）

お諮り致します只今の議案三十四号土地賃貸借契約については質疑討論を省略して総務財政委員長の報告通り原案を可決して御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます依って左様確定致します

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

次日程第二十二は予算と関係致しますので第四十一号議案の時に一括いたしたいと思います

○議長（泉正重君）

次日程第二十三の市長提出議案第三十六号那覇市綜合運動場設置についてを議題と致し文教厚生労務委員長の御報告を願います

○文教厚生労務委員長（大山盛幸君）

只今議題となりました日程第二三の那覇市綜合運動場設置の市長提出議案第三十六号について文教厚生労務委員会に於ける審査の経過並に結果につき御報告申上げます、本案につきましては去る十三日の本会議に於きまして主管部長より詳細な説明がありました通り新年度より政府補助二百万円沖体協百万円市が三百万円の費用で奥武山に総面積八萬二千坪の総合運動場を年次計画によって建設しようと云うのであります、しかし本案の計画配置図によるとその中に問題を惹起した競輪場の面積が含まれて居るようであり純粋なるスポーツと賭博的な性格を持つ競輪とを併置することは反対であるとの意見もあったのであります、本会議に於ける当局の答辨によればこれをサブグラウンドとして使用したいとの意見でありこれが論議の焦点となって居ったのであります

そこで本委員会としてもこの点を充分考慮の上審査の愼重を期してみたのでありますが委員会に於ける当局の辨明によれば総面積八萬二千坪の中には競輪場の敷地は含まれてない競輪場の面積は一萬二千坪でこの面積を合算すれば九萬四千坪になるとの答辨があったのであります、しかし総面積八萬二千坪の中には業務地域五千八百坪（シーメンスクラブ）が含まれて居るので施設内容の八番目の「其の他」から該坪数だけ訂正して頂きたいとの報告があったのであります、それで本委員会は競輪場敷地の削除と業務地域による総坪数の訂正を文書で提出して貰う様要望し、直ちに現地の実地調査を行い終了後委員会を開催綜合運動場は市民並に各スポーツ団体の多年の県案であり、これが実現を早急に期すべきだとの意見の一致を見た訳であります、結論と致しまして当局の原案訂正を了と致しこれを全員承認致した次第であります

宜しく御審議の上各位の御賛同を得たいのであります

○議長（泉正重君）

只今の三十六号議案について御質疑がありましたら・・・・・

○宮里敏慶君

今先委員長の御説明では競輪場は一万四千坪を引いてあるということでありますが前の議会に競輪場設置については競輪場の坪数は一万二千坪と記憶しておりますが今の御説明では一万四千坪を引いてあるということでありますが・・・・委員長にお伺いします

○文教厚生労務委員長（大山盛幸君）

当局から御説明願います

○都市計画課長（花城直政君）

お答えします、前の一万二千坪というのは埋立地が入っておらなかった訳です今の計画の中には埋立地迄入っております

それで埋立地を除いた部分が一万二千坪、埋立地迄入れたら一万四千坪になる訳です

○辺野喜英興君

これは去った本会議の質疑にも又我々の委員会にもかかっておったのでありますがその時質疑もなかった訳でありますが改めて今日、当局にお伺い致しますこの那覇市綜合運動場というのはこれはずっと以前都市計画課において場所としては確か与儀農事試験所あの一帯に計画されておったことと記憶しております。これがこういう風にして現在の綜合運動場のこの敷地にもって行った、変更したというその経緯此所迄来た経過を一つ説明して貰いたいと思います。

○建設部長（安次富長昌君）

お答え申上げます只今御質疑の通り今から約三年程前に那覇市、真和志そういった處を含めて綜合運動場を考えた場合に場所として一番いい處である、又あの当時もそうであり現在もそうでありますが軍の財産管理課が管理している何とかしてこれを開放して貰ってこちらにつくるならば非常に良い處であるという考え方から致しましてあの地区の見取図なんかも作り綜合運動場としての平面図も作って軍と折衝を始めたのでありますがあの当時感じましたことは軍があっちこっち立退きをさせているそういう場合に果して取れるだろうかというのは私として非常に疑問だったのであります、その後奥武山を埋立てて何とかしようじゃないかという考も持った訳でありますがちょうどその項奥武山を埋立てよろしいじゃないか、これはＵＳＣＡＲの職員との個人の話合であったのであります那覇市と軍と政府三者で埋立ようじゃないかといったような個人の話が出た訳であります埋めてどうするのかと問いました處が埋めてあとは移住者を入れるという話が出たのであります、この移住者というのは要するに那覇市民の移住者であるのが他から移住者であるのかと問いました處が那覇市民ではないこういったような話が出ましたので私は那覇市の建設部として賛成出来ません他の人を入れるということであれば賛成出来ません那覇市では現在垣花の住民でさえ土地がなくて困っております、だから反対しますという風にして話はその侭になったのでありますがその後で垣花の期成会長であります、宮里内政局長にもそういった話を持ち掛けまして出来るならば垣花住民が埋立た方がいいんじゃないかということを話し向うでもじゃそうしようというので一応埋立申請を政府を通じて出している訳であります、その後に於きましても真和志市の地域に於きまして立退なんか随分あり、而も入れる處が殆ど与儀の試験場の区域内であるだからしてこれが果して取れるかということは疑問ではありますけれども一応難儀して作った案は出した方がいいんじゃないかというので軍に案を出して話合もやったのでありますが解決がつかなくてその侭になっております、それが昨年末から後だったと思いますが島藤のおったところこまり那覇港を浚渫した時に土砂を入れて埋めた處の島藤建設が使っておるあの周辺でありますこの辺は將来那覇に開放したいと思うがどうだろうかという話が出たのであります非常に結構なことだから那覇市に開放して貰いたいこう願った訳でありますがその時に然しそこは軍用地である関係上そこには恒久的な設備建物は出来ないそれを何とか利用の方法があるかこういったような話が出ましてそれからが綜合運動場を持って来ようという風に計画を変更してこっちに持って来るようになった訳であります以上簡單にお答え致します

○久高友敏君

先都計課長の御説明によりますと競輪場には一万二千坪ですが今度は一万四千坪に変えられている契約書には一万二千坪坪になっているのですが何時の間にか一万四千坪に変えられたか、又今度埋立てるというのだが今度埋立てる訳ですか

○都市計画課長（花城直政君）

競輪場の場所は昔の運動場です、そこなんです我々の全体的な計画では埋立線が入っている訳ですそれで競輪場の面積が一万二千坪で綜合計画の中には埋立計画も入れておりますので・・・・・

○久高友敏君

契約書には飽く迄一万二千坪を契約しておりますけれども然し文教厚生労務委員会の報告は一万四千坪となっております、今後埋立てる分から二千坪貸す訳ですか

○都計課長（花城直政君）

綜合運動場から除いた訳です

○議長（泉正重君）

休憩致します

（午後四時十四分休憩）

――― ○ ―――

（午後四時二十分再開）

○議長（泉正重君）

再開致します

○文教厚生労務委員長（大山盛幸君）

只今の報告の中で坪数の二ヵ所を訂正させて頂きます競輪場の面積一万四千坪と申しましたのを一万二千坪と訂正致しまして総面積九万六千坪と申上げましたのを九万四千坪に訂正させて頂きます

○議長（泉正重君）

ではお諮り致します議案第三十六号那覇市綜合運動場設置について只今の文教厚生労務委員長の御報告通り原案可決して御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます、依って左様確定致します

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

日程第二十四は二十五と関連致しますので議案の三十七号三十八号については一括議題と致し建設委員長の御報告を願います

○建設委員長（儀武息睦君）

只今一括議題となりました日程二十四、二十五の議案第三十七号一般会計起債について議案第三十八号一般会計起債について建設委員会に於ける審査の経過並びに結果につき御報告申し上げます本案につきましては去る十三日本会議に於て本委員会にその審査を付託され十六日午後二時委員会を開催委員全員出席の下に所管部課長の出席を求めましてその審査を行なったのであります

本案泊ポートターミナル設置に関しましては港湾の設備は諸外国との貿易上又琉球離島との連繋等今後益々頻繁になり港湾の合理的な管理運営に依って全琉に裨益することが多く委員会としてはこれを全員一致で原案承認致した次第であります又議案第三十八号については一般財源と関係することなく独立採算の方法が取れているし、議案三十七号に関連してこれも原案通り承認することに致しました以上二件につきまして簡單乍ら御報告申上げます

○議長（泉正重君）

議案第三十七号泊ポートターミナルの設置について議案第三十八号そのための一般会計起債について御質疑、御意見がありましたら御発表願います

（「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

ではお諮り致します、市長提出議案三十七号泊ポートターミナル設置について議案第三十八号一般会計起債については質疑討論を省略して只今の建設委員長の御報告通り原案可決して異義ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます依って左様確定致します

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

次日程第二十六市長提出議案第三十九号財産の売却処分についてを議題と致し、総務財政委員長の御報告を願います

○総務財政委員長（高良一君）

只今議題となりました日程第二六の議案第三九号財産の売却処分について当委員会に於ける審査の経過並に結果につき御報告申上げます本案は予算とも関連する問題であり当委員会に於きまして去る十六日二十二日前後二日間に亘り経続審査を行ったのであります、本案に於ける売却処分の対照になって居りますのは御承知の通り

１、靈園の建設費、充当の為の西新町公有水面埋立地一、〇〇〇坪

２、市債償還充当の為の安里川埋立地五、六〇〇坪

３、泊ポートターミナル建設計画に依る前島町在町在所有地二筆の一〇二坪

４、同じく泊ポートターミナル建設計画に依る現泊港務所建物五二坪一合三勺

以上の四件でありまして之等の物を売却處分することに依り夫々の事業の早期実現を計らんとするのが本案の主旨となって居るのであります。之に対し当委員会に於ける質疑の主なる事項を申上げますと

１、泊港務所の建物並に土地の売却値段及び坪当り單價尚之に次いで建物の坪当り評價額を伺いたい。

２、市民の財産たる港務所の建物を坪当り八、〇〇〇円と評價し之と類似する一般民家の建物は坪当り一、〇〇〇円と見る如きは不合理と思うが当局の之に対する見解を伺いたい。

以上の二点であり之に対しましては主管部当局の詳細なる説明に依り充分了承されたのであります、続いて是に対する予算措置について歳入歳出共充分審査検討致しました処夫々適切なるを認め全会一致本案を原案通り承認致したのであります以上簡單に御報告申上げ各位の御賛同を得たいのであります

○議長（泉正重君）

只今の議案三十九号について御意見ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

ではお諮り致します、市長提出議案三十九号財産の売却処分については質疑討論も省略して只今の総務財政委員長の御報告通り原案可決して御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます依って左様確定致します

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

次日程第二十七市長提出議案四十号一時借入をなすについてを議題と致し総務財政委員長の御報告を願います

○総務財政委員長（高良一君）

只今議題となりました日程第二十七の議案第四十号一時借入をなすについて当委員会に於ける審査の経過並びに結果を御報告申上げます本案は初年度に於ける慣例であり本年度に於いても市税収納迄、事務運営費に充当するため五百万円の一時借入をなすものであり、本委員会は全会一致原案通り承認致しました

以上簡單に御告申上げ名位の御了承を得たいのであります

○議長（泉正重君）

これは別段御意見がないと思いますのでお諮り致します

市長提出議案四十号一時借入をなすについては質疑討論も省略して総務財政委員長の御報告通り原案可決して御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます依って左様確定致します

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

日程第二十八市長提出議案四十一号一九五七年度那覇市歳入歳出予算、これと関連致しまして先程の日程第二十二市長提出議案第三十五号沖縄銀行株購入についてを一括議題と致し総務財政委員長の御報告を願います

○総務財政委員長（高良一君）

只今議題となりました日程第二十二の議案第三十五号沖縄銀行株式購入について当委員会の審査の経過並びに結果について御報告申上げます、本案につきましては去る十六日、二十日三十一日前後三回に亘りその審査を行ったのであります御承知の通り本案は今回設立を見た沖縄銀行の株式を基本財産として保有するため額面総額五十万円の六割払込みに依り五〇〇株の株式を購入致したいとの事であり、それについて質疑の主なるものを申し上げますと本年度に於ける当局の予算面を具さに検討するに適業方面の育成については何等の考慮が払われて居ないと考える然し商業面育成の援助共なるからこの株を購入するのだと云う意味であるならばもっと購入すべきである是を今日の逼迫せる財政状態から考えた場合是位の株でも持たねば相手に対して済まぬと云った様な事であれば之は單なる市長の交際株としか思われないし、又そう思われても致し方がないと思う、それについて五十万円と云う株式購入に対する合理性がどこにあるか具体的に説明願いたい之に対し主管部当局の説明を要約して申し上げますと相互銀行としての性格からこの銀行の趣意に賛同した迄であって交際株とかと云う様なものではない当初銀行からの要求は百万円として壱千株を引受けて貰いたいと云う要求であったが財政の都合上五十万円だけ引受けた訳であるとの説明があり、之に関連して若干の質疑應答があったのでありますが結論と致しまして当委員会に於きましてはこの株式購入が基本財産保有の意味会からして財源獲得の價値あるものとは認められず予算の修正措置上不正得購入株及金額を夫々一二〇株、十二万円と修正の上全会一致之を承認致した次第であります、以上御報告申上げ各位の御賛同を得たいのであります

○総務財政委員会委員長（高良一君）

只今議題となりました日程第二八の一九五七年度那覇市歳入歳出予算市長提出議案第四十一号について総務財政委員会における審査の経過並びに結果の概要を御報告申上げます、本案は去る十四日本会議において本委員会にその審査を付託されたものでありまして十八日から二十三日迄の六日間に亘り委員会を開催し、関係部課長の出席を求め慎重なる審査を行なったのであります

一九五七年度那覇市歳入歳出予算案はその計上総額一億一千八百九十八萬八千三百九円で前年度当初予算に比し一千三萬四千四百二十一円の増となっておりましてこの主なる原因は公共事業費、公債費、人件費の増にある様であります、先づ委員会における審査の焦点となりました問題を総体的に御報告申上げ、更に質疑應答の大要を重点的に申述べたいと存じます、一九五七年度予算編成方針は初日の本会議において当局から説明があった通り、政府の地方財政に対する基本方針に從い歳入を厳密に測定し歳出をその枠内に抑制する所謂健全財政の確立を唯一の目標とし都市合併に伴い内政面の合理化を図る趣旨からして

１、内政面の一元的な運営による事務機構の簡素化と経営費の節減

２、事業費の効率的な配分と運用

３、諸種市民負担の均衡化

以上の大綱方針に則って、歳入面における税收入については新税法施行後二年目を迎え税務行政の運営指針も漸く確立され極力課税客体の完全把握と市民の協力による税收の確保に努めると共に税外收入については経済事情並びに客観的諸情勢を勘案し極力これが増收を図り歳出面における経費については前年度より基本方針を聊かも変えることなく極力これを圧縮致しまして当面する緊急事業に対しては前年度の繰越事業費をも併せ重点的効率的財源の配分を考慮し以って諸事業の円滑なる進捗を期しておられるのであります

斯かる豫算編成における理事者の意図が本年度予算にどの程度具体的にしかも着實に具現されているかという問題を中心として財政の健全化のため歳入が如何に積極的に確保され且つその收入見積が適正妥當なものであるかどうか、而してその確立財源が厖大な本市財政需要に対し、当局の説明通り如何様に重点的効率的に配分せられているかという点について徹底的な検討が如えられたのであります先ず歳入面について申上げます

市税の固定資産税中家屋の評價について本案はその基準價格乗率を七〇％として予算を計上しているが税制審議特別委員会において是正方要望された六〇％で予算を算出した場合は百四万七千百九十九円の減收となる様であります、處で本問題に関しては議会の半数を占める税制審議特別委員会がモデル家屋の實体と調査の上六〇％妥当の線を打出し極力これが是正方を強調したに拘わらず主管部当局は七〇％を固執し、本案に計上したことは委員会の要望を踏みにじったものと見られても仕方がないと思われるがどうかということに対し当局は六〇％になれば成程税は安くなって来るが全般的に七〇％の線でやれば一應均衡のとれた課税ができるという見通しがついたので当時委員会及び本会議にも報告しお願いした訳であります、出来得べくんば七〇％の線でやって頂きたい、結局家屋は毎年毎年減價償却によって安くなって行くので一旦引下げたら上げることは容易ではない、それで七〇％の線で曲りなりにも均衡のとれた評價ができると言った結論から提案した訳である旨の見解が述べられたのであります尚この問題に関連して新年度固定資産税中家屋の評價事務については目下進行中であり大体七月中旬頃迄に完了予定ということでありますが税制審議特別委員会としてはその評價事務完了迄現在の民間側評價補助員を存置して貰う様要望したが本年予算にその人件費を計上してあるかどうかという質疑に対し当局としてはその関係の予算措置は講じていないということであります次ぎは市税賦課の基礎資料として市民所得の推定額についてでありますが理事者は貿易、商業、觀光面の復興に充分意を拂い他方特産品工業、農林水産業面の助長育成に尽力するといっているのに拘わらず、本案歳入面の政府補助金関係予算は、商工業指導奨励補助金が前年度より十四萬円削減され農業改良普及員設置補助金が五万四千六百円削減されている、尚農林水産業方面への政府補助金については新年度で新たに少額宛計上されているが畜産施設補助金については前年度が費目存置の一円で本年度は廃目となっている以上要するに予算面からは商工業面においては企業の衰退を意味し農水産業面において殊に厖大な土地を軍用地に取られた小禄地域における畜産振興策にマッチしない政策が取られているのではないか、理事者の力の足りなさを物語るものだと思われる政府補助金獲得についてもっと積極的に努力するべきである、それがためには事業推定所得の實体を把握することが先決問題であると思うが市税中事業税課税標準の基礎たる推定所得額を調査したことがあるかどうかに対し当局は市税事業税の課税標準については税務署の調査を基礎とすることになっているが市としても別途調査検討したいということであります、不動産取得税について本年度予算計上額が前年度の倍額を計上しているが急激なる増額を見た理由について伺いました處昨年度は税法改正直後のことで課税客体の把握が十分出来なかった関係上控目に計上してあったが本年度の實績により課税客体の把握が稍々適確が期せられたことと尚旧市街地の区画整理事業の進捗に伴う土地の賣買或は家屋の新築等が活発化したことによるもので土地については五三九件家屋については五六〇件を見込んでいるとのことであります公営企業及び財産收入の財産賣却代金、土地賣拂代金の安里川改修に伴う廃川敷地賣却千九百六十萬円西新町埋立地三百五十萬円の計上は議案第三十九号の財産賣却處分に関連する予算であるがその計上單價は何れも坪当三千五百円を見積られているが西新町埋立地賣却についてはその額では賣れないではないか、と申しますのは巷間那覇港は軍から取上げられるという話があって地價が下っている、處が泊港附近は地價が上がる傾向にある從って安里川改修工事に伴う廃川敷地についてはもっと高く賣れるものと思われるがどうかを伺いましたら当局としては實際問題として那覇港周辺は地價が安くなっているが港湾周辺の倉庫地帶といって特別の地域制があるのでそういったものを加味して重要産業を入れるといった方法で予算額を是非共確保したい旨の所信を表明し、尚安里川廃川敷地の売却については区画整理による換地計画完了を伴って売却する予定であり原則として一般競争入札によるが持殊事情による土地については指名競争入札又は随意契約によって措置する積りであって中には本年度計上單價より高い處もあるが総体的にその平均單價を抑えて計上したということであります

歳出面において。都市計画事業費の靈苑事業費については西新町の埋立地一、〇〇〇坪の売却處分費を財源として、この靈苑事業を實施する計画で、本年度において、施行することになっていたが真和志側との折合が付かずその爲め新年度に繰越し施行することになっているが今回も又その二の舞を演ずることになりはしないか、そうなると議会の権威に係る問題であり、議会としても最も慎重を期さねばならないと考えてまして、本委員会と致しましては、この靈苑亊業が前回施行出来なかった理由及び今回實施可能の見通しがあるかどうかについて訊しました處、この靈苑事業は辻、若狭、西新町の墓地整理、区画整理亊業と併行して早急に實施しなければならないものであって曩に議会の議決を頂いて真和志市の方に折衝したものであるが当初の實施計画地域内には、住宅や農耕地等が含まれていた爲、真和志市議会としては地元民の反対等もあって承認できない、その地域を除けば承認できるということになり当局としては当初計画の一部変更を余儀なくされ目下、設計変更をし、その準備を進めている、本案が可決になれば正式に真和志市の承諾を得て地主との交渉に掛りたいというのであります。處で最近の真和志市議会議員一部には那覇都市計画の地域制の決定につき納得できない從って今回の靈苑亊業計画について不滿の声があると聞いているがそうなった場合、本案も議会が議決して、真和志市の承諾が得られないときは實施できなくなり議会の面目失墜の誹を受けることになると予想されるが、当局としては真和志当局の確實なる承諾内意を得たものであるか或は又関係地主の承諾を得た上の提案であるかを伺いましたら、真和志市当局とは当初から話合は十分やって承諾の内意は得ているが関係地主との交渉は未だやっていない本案に対する議会の議決を得次第に交渉したいとのことであります尚本問題に関しては主管課長を通じて真和志市の内意を確めさせました處真和志議会は前回の計画の一部を変更し向うの修正意見通りのものであれば今期議会で措置してもよいと言っている様であります然し乍ら用地の買收については中介の労をいとわないが那覇市と地主で取決めて呉れとのことだそうであります處で實際問題として用地買收が本予算上單價で買收可能であるかどうか執行面において不安であるが当局は自信があるかどうかを訊しました處当局は確信をもってできるということを表明され、若し萬一これでできない場合は計画坪数を縮小してでも處理できるとのことでありましたので一應了承したのであります。本件に関しては建設委員会においても同様なことが論議された様でありますが主管部課長の確信ある答辯がありその熱意を信頼し全委員会も原案を承認したいとのことであります本案第九款産業経済費は総額四百五十六万一千八百四十四円計上されているが一般会計総予算に比し僅かに三・八三％を占めているが理亊者は、新年度においては貿易、商業、觀光面の振興に充分意を拂いつつ他方、特産品工業、農林水産業面の助長育成に格別の尽力を致したいと述べているに拘わらず本案計上予算額が余りに少額と思われるがどうかを伺いました處、市としては島内産愛用運動に主力を注ぐという政府の施策にマッチする様幾多の計画を實施致したいが市財政不如意の現状に鑑み止むを得ないのでこの計上予算額の範囲内で有効適切に處理致したいというのであります處で水産業將勵費に舟揚場工業請負費として四十五万円計上されているがその内容を伺いました處これは三分二の政府補助により今回泊の夫婦岩の附近に舟揚場を設置するということでありますが眞に水産業の振興を期するためにはクリ舟の行ける場所に舟溜場、舟揚場の設置が必要となって来る、その建前からしてペリー大嶺辺りの漁業者のことも市としては充分考慮すべきであると思う。最近ダイナマイトを使用する不法漁業者もおる様であり、それから漁業者が海底のスクラップ漁りをしている者も居る様であるが当局は斯かる不法漁業者や不得者に対し如何なる取締り並に指導方針を持っているかを訊しました處、不法漁業者の取締りについては十分留意しておるが本人の生活のため止むを得ずスクラップ漁りに轉業したものがあるかも知れないがこれの取締りということはできない指導は十分やっているというのであります。それから昨年迄商工会議所に対して市から補助金を交付していたがそれを削除した理由を訊しました處補助金を交付したものの十分なる効果が擧がらなかった。今の商工会議所は法的裏付のない任意の園体であり政府でさえも補助金を交付していない状態であるのに那覇市が出すことは妥当でないし関係法規の立法化に基き各市町村負担金のはっきりした線が打出される迄保留することにしたというのであります。以上の様に各委員と当局主管部課長との間に活溌なる質疑應答が行なわれたのでありまするが結局論議の焦点は固定資産税中家屋の評價基準乘率の喰い違いによる減收額百五萬円を如何様に措置するかにあった訳であります。即ち先刻御報告申上げました通り本案は家屋の評價基準乘率を七〇％として見積られているが本委員会は税制審議特別委員会において要望意見として決定せられた六〇％を採択した場合、そこに百五万円減收となるがこれに対し財政部当局の再考を促した處、当局としては税收入は固定的なものであり税そのものの本質的な面から八〇％を七〇％に一應引下げた急激なる変更を避け漸減方針で行きたいので七〇％の線でやって頂きたいというのであります。處で税制審議特別委員会の要望意見六〇％を総務財政委員会が採択するかしないかの問題について委員間に見解の相違があった、即ち島袋委員は耐風建築所謂恒久建築は七〇％として假建築、トタン葺、カヤ葺、カバヤーは六〇％にしてはどうか渡口委員は税法の趣旨からして議会が評價の基準率を云々することが果して妥当であるか根本的に検討すべきである、その他の委員は議会の半数を占める税制審議特別委員の決定は飽く迄容れるべきであるということで活溌なる討論がなされ結局は税制審議特別委員会の再検討を願いそこで税制審議特別委員会は非公式の会合を開き前回決定通り六〇％の基準を妥当とすることになりましたが歳入歳出面に亘って種々検討致しました結果歳入において公営企業及財産收入、財産賣拂代金、土地賣拂代金の安里川改修工亊に伴う廃川敷地賣却については本案は坪当三千五百円見積計上されているが該地域は泊港の発展に伴い地價は値上りの傾向にありますので若干増收が見込まれるので三千五百五十五円として坪当五十五円程度増額し当局も能う限り努力する旨了承されたのであります歳出面においては役所費の備品費中乘用車一台購入することになっているが現在の乘用車は未だ未だ十分使用できるものであり今回は見合わすべきであるという委員多数の御意見によりその内訳を申上げますと
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となっております。それから税制審議特別委員会から要求がありました民間から選出された評價補助員については評價亊務の完了迄存置して貰いたいというのでありますが本委員会もその必要性も認め同補助員九人の一ヶ月分四萬五百円を役所費中の嘱託給に追加計上することに致したのであります。それから先刻議案第三十五号の審査報告致しました通り沖縄銀行株式購入が五百株から一二〇株に修正されましたのでそれに伴う当初拂込額が七万二千円に修正を見た関係上財産費の株式購入費において結局二十二万八千円削減することに相成ったのであります。結局本案に対しては御手元に差上げてあります本委員会修正案の通り総額から七十四万三千百三十八円修正減額となっておりますがこれは出席委員八名の内賛成六名反対二名の多数決によるものであります、反対意見者は渡口、島袋両委員でありました。渡口委員の反対理由は、地方税法の法的解釈から適正なる時價について議会が基準乘率を六〇％にせよと押し付けることはいけないと思う、六〇％にして呉れという要望意見であればよいが議会が六〇％として税予算額を削減することは妥当な處置ではない。成程、税を安くすることは誰しも望む處であるが税の賦課に関し、不服のある者は異議申立の救済規定により執行機関が措置しそれに不服のある場合は行政主席が決める最後は裁判所が決める建前で税については住民のリコール制を認めていない趣旨も要は地方自治体の財源確保を期すためのものである、吾が那覇市は建設復興に要する土木費、産業経済費、保健衛生費に幾多のなすべき多くの仕亊が山積され相当な費用を要する現状に鑑み税收を削減することは適切ではない、政策面において見解が違うので修正案には反対であるというのであります。尚島袋委員の反対理由は四十一議案そのものに反対である。市職員のベースアップを検討するに五％増棒を見込んでおり一人平均二〇〇円となっているに拘わらず三役のベースアップは市長三、〇〇〇円助役二、〇〇〇円收入役が一、五〇〇円を増額計上していることは緊縮予算を稱えている市長の施設方針に矛盾も甚だしいと考える。それから適正なる時價を評價員が決めたそれか前年度は八割であった渡口委員はそれも違法だと言っているが、市町村税法第八十三條の規定により政府に義務付けられた評價の基準についても何等指示されていない現状においては成程違法であるかも分らないが止むを得ない實情である固定資産税の納税成績が六四％であるからといって課税が適正妥当だとは一概に言えないと思う耐風建築については大体よいと思われるが假建築については高過ぎると思われるそれを一律に六〇％に引き下げることは拙いが假建築等については六〇％にすべきであると思う。以上の様な意見があったが尚詳細について御両人から少数意見として発言があると思います尚委員会の審査に当り種々の要望意見がありましたのでその主なるものを茲に御報告申上げたいと思います。

　１、学校用地の買收については、地價は年々昂騰の傾向にあり学校経営面にも幾多の支障を来たしている現状に鑑み、適切なる措置を講じこれが早期實現を期せられたい

　２、小禄の屠場について、その拡張亊費として本予算案に十七萬円計上されこれは十坪の増築計画となっているが臓物洗滌場所がないので、二十坪に拡張する必要を認める今回は財源の都合で止むを得ないが次期補正予算で是非考慮して貰いたい

　３、本案には通り会補助費として五万円計上されているがこれでは余りに少額過ぎる、通り会はもっと強化すべきである、殊にモグリ外商の取締面に相当力を入れており那覇商工業、振興に大きな役割を果している次ぎの予算で追加措置を講じて貰いたい

結論と致しまして本委員会は議案第四十一號、一九五七年度歳入歳出予算案に対しては御手元に差上げてあります。本委員会の修正案通り原案の一部を修認致した次第であります。宜しく御審議の上各位の御賛同を得たいのであります

○議長（泉正重君）

只今一括上程になった二議案について委員長なり当局に対して、質疑ありましたらどうぞ

○宮城清三郎君

乘用車、価格四十四万円というのがありますが、どんな亊ですか

○財政部長（長嶺良松君）

ポンテアクという車であります

○宮城清三郎君

そういうような車は買わないでもいいと思います沖縄でポンテアクという車は高級車でありまして沖縄みたいに道の悪い處でこんな車は必要ないと思う沖縄に適した三十六万円も出せば立派な車が買えます。それから一番良いのがキャストルの三十九万五千円です。これはいい車です。責任をもって申上げます。プリムスというのは実際的に優秀な車で特に沖縄は塩気がある處で下廻りのがっちりした車でないと長く持たないと思う。市の予算から買うのだからポンテアクというのはアメリカみたいな道の良いところで使う車である何故それを買うか御説明願います

○助役（嘉手納並水君）

今十七番議員（宮城清三郎君）がおっしゃるように良い車があれば一つ御旋施をお願いしたいと思います。勿論今沖縄では部品が相当足らん車がありましてその点もよく考えなければいかんと思います。それで若しお説のように安い良い車があったら一つ御世話をお願いしたいと思います

○宮城清三郎君

部品が少いとおっしゃっておりますがポンテアクという車は部品は少い、然しタクシー業者の使っている車は沢山部品はあります私は自信をもって斡旋致します

○長嶺将真君

四十一号議案の総務財政から出しました修正でございますがこれは今委員長から報告によりますと税制審議特別委員会の決定と絡んだような感じもありますが今回の修正案はこれとは別個に総務財政の方で不急不要な才出面を抑えて健全財政の在り方からこれを修正したのでございますがその点をお伺い致します

○高良一君

その通りでございます

○宮里敏慶君

この前の全体会議の時に今の三十五号議案沖縄銀行の株券について委員長さんにお訊ねしますがはっきりお答えなかったので当局にお訊ね致します。沖縄銀行は既に設立総会を終っております。この五百株というのは向うの資本金が三千万円でございますが將来二千万円増資するという計画の様であります、この五百株というのは三千万円の株券でありますが將来増資する二千万円の中の株申込であるのですかそこがはっきり分かりませんが・・・・

○助役（嘉手納並水君）

それは当初の沖縄銀行の募集株に対する投資であります

○宮里敏慶君

三千万円の株に対する五百株ですね、そうすると総会が経っているするとこれは申込が終って後の議案になっておりますがどうなりますか

○財政部長（長嶺良松君）

お答え致します。三千万円資本場合のものでありますそれで現在の處は仮申込をしてある訳です

○宮里敏慶君

株が滿株にならんと総会も設立も出来ませんが仮申込ということは出来ん筈だと思いますがこれはお金も納めて銀行に株式申込の払込金という証明がないと出来ないと思いますが

○財政部長（長嶺良松君）

それは仮に向うに申込書を提出してありますからその分を予定しての総会じゃないかと思うのですが・・・・

○宮里敏慶君

これは満株にならなければ一株六百円になっておりますが、こっちの申込が五百株となると三十万円現金を納めないと会社の総会も出来ないことになっております登記も出来ない、然し登記は既に完了している然し乍ら今から議案としてでるということに対して疑問を持っておりますが実際の處を話して下さい

○助役（嘉手納並水君）

普通会社なんかを設案する場合には発起人が一応引受けております。それで払込も例えば四分の一できれば四分の一の額を一応銀行に納めてそして一応は成立した形を取るのです。それから申込んだ連中に株は割って行く訳です。その式で大体の会社は今やっております

○宮里敏慶君

三十万円は銀行に納めたという訳でしょう

○助役（嘉手納並水君）

納めておりません発起人が一応引受けてやる訳です

○宮里敏慶君

実際に納めて銀行から証明を貰わないと設立は出来ない登記も終っているのですよ

○助役（嘉手納並水君）

発起人が払込んで銀行の証明をもって登記をする、そして成立するわけです

○宮里敏慶君

この三十万円は立替えて出したという訳ですね

○助役（嘉手納並水君）

多分立替えてあると思います

○宮城清三郎君

私前の本会議で市税についてどういう階層が税金の納入成績が良いかどういう階層が悪いか、これを一応調べてそういう資料を作って貰いたいということを言った積りですか又委員会に出すといっておりましたが何の音沙汰もないのですかどうなっておりますか、もう一つは補助金の問題ですが各団体に補助するというように説明書にもありますが二百円余り、これがどういう風な団体であるか、この団体がどういうような亊業をやっておるか分らない、分らない侭に二百余万円の金を予算から出すということは納得が行かないから一応詳しい資料を出して貰いたいと要求したがまだ何ともないのですか・・・・

○税務課長（城田清才君）

お答えします。つい二、三日前出来上がったのでありますがプリントにしてございますから皆さんにお配りしたいと思います

○島袋嘉順君

先程の総務財政委員長の報告の中に少数者の意見が本会議で述べられるだろうという風なことでございますが一応その少数意見は後回しにしまして質疑致したいと思います。固定資産税の問題でございますが法の八十三条に固定資産税に係る政府の責任が謳ってありますがこの八十三条第二項に固定資産の評価、査定の基準を示すというのがございますけれども、これ迄に政府から市当局に示された固定資産の評価基準にどういったものがあったか御説明願いたい

○税務課長（城田清才君）

今迄に政府から基準を示されたためしは一ペンもありません

○島袋嘉順君

その基準が示されなければ確か固定資産に関する税制に関する税制審議特別委員会の出来た当初において委員会の方からの報告によりまして一応政府の方に当って貰らいたいということを要請しましたがその基準は示されておらない、然し政府の責任としては示さなければいけない、それが今迄示されていないでは当局は示さない政府に対してどういった進言或は要求をなしたか

○税務課長（城田清才君）

お答えします。一応日本法が沖縄の母法になっている以上必要であるということは市当局としては十分分っておるのであります從いまして、一応これは政府の化亊であるということは向うも分っておりますので一日も早く市町村においてこれに対して税法の施行が出来るようにやって貰いたい勿論これは公文書ではやってございません、口頭でお願いしてある訳です、然し恐らくあの基準というものは決して那覇市丈が対象でもありませんし、相当な研究と時日を要すると思います、從いましてお願いはしてありますがまだ向うは準備中で成案を得ていないようでございます

○島袋嘉順君

一応那覇市としては現在基準がないために非常に困っている、困っている理由は後で又質問申し上げますがそう云うことで公文書で要求せずに今迄流れているようでありますがこのことは期間を早めなければいけない問題であるもう少し政府当局に積極的に要求する必要があると思う只期間が掛かる丈では片付けられない問題だと思う期間を早めるためにどういう方法を取ることが必要かその点について責任者の意見を聴きたい

○助役（嘉手納並水君）

これは公文書でやることも必要ですが早くやろうと思えは寧ろ議会の議決なんかでもって要請した方が一番効果的じゃないかとこう考えております

○島袋嘉順君

鉾先が議会に向いて来ているようでありますが、議会はやりますよ、市当局としては責任を威ずるからには責任を持たなければならない、五六年度の固定資産税で市民の情激を買っている、特に小禄では分村問題まで出ている市の責任者は聴いている筈です、それを今更議会で決議して呉れという言葉はこれはお間違いだと思う議会としてやる当局としては公文書も出していないというが一体当局としてはこの侭時期を見過していいかという問題ですよ

○助役（嘉手納並水君）

これはつまり評価が適正であるかどうかは先ず市としては今まで民間からも委員を出して適正に評価していると思います只問題は政府の方でその基準を示すということについては口頭ではやっておりますがまだ文書ではやっておりませんがこれは早速やらせることに致します。そしてなお内政局にも強硬に当る積りであります成可く早く基準を示して貰うように努力致します

○宮里敏慶君

先程質問が終らんうちに中断されましたが三十五号議案の沖縄銀行株式購入についてもう一ぺんお伺いします総務財政委員長の報告では五百株は削られて一部修正という形になっておりましたが万一これが議会で可決になった場合は当間市長は銀行の発起人になっておりますが申込んだ五百株から削られた場合は市長は責任を持たなければいかないと思っておりますがこれはどうなりますか市長はいらっしゃいませんかお訊ね致します

○助役（嘉手納並水君）

その点は市長は削られてもいいといっておりました

○島袋嘉順君

固定資産税について質疑を続けます先税助役の方から市で市吏員なんかも通りで技術的に調査さしているということでありましたけれども五六年度の評価委員の評価した額に対して評価基準率が八割になっているその八割を掛けまして一応の課税対象を掲げそれに百分の一の乘率を掛けて税金を課しているのか今迄のやり方であったそのことにつきまして市の委員の評価した所謂市からあげておる評価委員の評価している評価額に当局としてはどの程度自信をもっておられるか

○助役（嘉手納並水君）

これは本当は百分の百であります百分の百の評価をやってそして市としてはそれはちょっと拙いから百分の八〇位で行こうじゃないかというような考をもっておる訳でありますが実際申しますというとこれは飽く迄百分の百で評価してそれの〇・五という風に課税しなければいかんことになりますそれでその評価額の百分の六〇とか八〇とかいうことは実際はどっちもいかない訳であります実際は百分の百の評価をやってその〇・五を掛けるこれが本当の課税の行き方だと考えております

○島袋嘉順君

そうすると政府が基準率を示す例えばこれは鹿児島市の建築物に関する基準でございますがこれは鹿児島市の一例であるがこの場合の基準に関しては恐らく市も市会と率の問題ではー那覇市で問題になっている評価基準率の問題にはー市も市会も喙を容れられない處が政府がはっきりした基準を示さないためにそれに手加減を加えて七割、八割という風になっているがそうなるとそれは違法ということになるのですか

○助役（嘉手納並水君）

そうです

○島袋嘉順君

そうすると違法を犯さなければならない原因は結局政府が基準を示さないという處にある訳ですか

○助役（嘉手納並水君）

そうです

○島袋嘉順君

そのために何時迄もこの違法を続けてはいけないと思いますがそれに対して早くやらなければいけないと思っておられるのであるか、議会でも当局の決めてある七割で止めるか或は総務財政委員会の決定した六割の線で止めるかという二つの意見が岐れておりますが私達はこういう率の決め方は助役もいう通り百分の百という掛け方で課税すると立派なものが出て来る處が基準がないために議会としても当局としても八割七割或は六割という率の求め方について努力しているのですか、そういったことも結局違法になる訳ですか

○税務課長（城田清才君）

助役から説明するよりも私から説明した方が分りいいと思いますから説明します要するに適正なる時価に対しての課税であれば百分の百で結構でございます從ってその適正なる時価は何であるかといいますと、私が税制審議特別委員会で説明致しました通り再建価格の八〇％をもって適正なる時価とする從ってその時価に対して税率をかけて税額が出て来るという意味であります。適正な時価であれば百分の百です

○島袋嘉順君

当局のいう適正な時価とは評価委員の再建価格に八〇％を掛けたのが適正なるものであると言われるがこの八〇％という乗率は何処から出て来たのかその根拠は・・・・

○税務課長（城田清才君）

私が再三申上げた通り日本の場合は大体再建価格の八〇％が適正なる時価であるという風に解釈しております

○島袋嘉順君

それで再建価格の八〇％という五六年度の仕方がいけなかったから今度の予算は七〇％に組んだ訳ですね

○税務課長（城田清才君）

これは財政部長の御説明にもありましたが私達の本当の気持は八〇％でやりたかったのでありますが一応委員会から六〇％の要望もございましたので歩み寄りという考え方から七〇％にもって来た訳でございます

○島袋嘉順君

そうしますとこれははっきり申上げますが委員会が評価した六割という線が万一政治的なものが入っていた場合、市としては八〇％が適正なる時価を決める乗率と見ておられる訳でしょう、それが委員会で六割という線が出た万一仮にこの六割という線が或る程度政治的な目的を持っておった場合、八割と六割の間で七割ということはおかしいのじゃないか

○税務課長（城田清才君）

勿論おかしい

○島袋嘉順君

おかしいことで予算に組まれるというのはどういう訳です

○税務課長（城田清才君）

沖縄の現状としては止むを得ないと思う

○島袋嘉順君

政府はそれに対してどうすればいいかという深刻な問題にぶつかっているが政府は安閑として自分で法を作っていながらその基準さえも示していないそういうことに対してあなた方はどう考えるか議会で六割、七割の基準の決め方を決める前に政府にその責任を取って貰うべきだと考えるが当局としてはどう考えておるか

○税務課長（城田清才君）

それは一生縣命に政府に交渉して一日も早くその基準を決めて貰いたいとこう考えておる訳です

○島袋嘉順君

火がついておりますので五六年度には間に合わなかった、五七年度予算も組まなければいけないそれも今日で採決しなければならない時期になっているその場合こう現実に通った問題に対してどうするかという問題ですが実際には自信がない訳でしょう七割という線も今の当局の話では仕方がないから歩み寄ってこう作った訳でしょう、そうすると五七年度予算は仕方のない予算になっている言わ良い加減な予算だと言われても仕方がないどうすればいいかという責任を明らかにしなければないない、恐らく政府としては市が適当にやるからといった気持でおるのか、本当に努力しているのかここに問題がある、それが現在の任命主席の琉球政府であるために出来ないのか、或はもっと能率が擧がる方法がありはしないか

○助役（嘉手納並水君）

お答え致します、市と致しましても早速くこの件は政府に交渉しまして早く決めて貰いますが若しこれが決まりましたならばその適正価格が市の決めた額よりか上廻っておれば追徴するし、それ以外であれば払戻しをするという處迄いかんと本当でないと思います。その積りでやろうと思います

○島袋嘉順君

それが正しい方法だと思うそれで結局五七年度の予算を組まなければならない時期に来ているのでこれをどうするかという問題になっているが、七割は歩み寄った線でしょう、六割というのも結局は基準がないといえばないかも知れませんが一応の総務財政委員会が税制審議会の結論を承け継いて出ているが七割で組もうが六割で組もうが市としては市民に責任を取れない政府に基準をはっきり早急に決めて貰ってその基準に基いて助役のおっしゃった通り追徴すべきものは追徴する、返還すべきものは返還するということになればそこに了解を求めて貰えば成立つと思うがその点についてどうお考えになりますか

○助役（嘉手納並水君）

今申し上げましたようにその方法をとって解決して行きたいと思います

○島袋嘉順君

税制審議特別委員会乃至総務財政委員会が六割或は七割の線を固執する要望することは地方自治法に違反するのか越権行爲であると思うが、妥当だと思うか、現状としては止むを得ないと思か、その三つのどちらですか

○税務課長（城田清才君）

一応これは税の問題ですから税法から説いて行かなければならないのであります。從いまして評価の件につきましては一応これは市長の権限でございますから市長がこれを予算を編成するということになって行く訳でございます、なおこの問題は要するに議会の議決を必要とするものは先ず歳入もそうですが主として絶対的な必要条件なるものは歳出の時でありまして例えはここで歳入は項目がなくても法令に基くところの收入というものはどうしても計上しなければならない受入れなければならない、という訳です

○島袋嘉順君

立派な御意見でございます。それで市長の予算の歳入の面評価の面における最終の決定は市長の何とかとおっしゃいましたねこの場合先程歩み寄った線が七割だとすればこれもどっちかといえば法的には成立たないものでしょう、市長にそういった七割なら七割と最終的に決める権限があるとすれば市長の決定それ自身も法的には間違っているのじゃないですか

○税務課長（城田清才君）

一応市長が提案する以上はこれは正しいと思ったから提案したということになりはしませんか

○島袋嘉順君

政府への交渉を話しておられましたが何日頃どなたがなさったのですか政府の行政課に固定資産の家屋、土地の評価の基準を示して貰いたいという要望を口頭でなさったそうでありますがこの交渉はいつどなたがなさったか

○総務課長（城田清才君）

期日ははっきりとは覚えませんが五六年度の固定資産税を賦課する直前に私は相談したのじゃないかと記憶をしております

○渡口麗秀君

只今島袋さんから固定資産の評価の問題について随分突込んだ議論がありましたが根本的には意見は私も同様でありますこの評価の基準をを示すことは飽く迄も政府の責任でありますのでどうしても我々議会としても全員一致で早急に評価基準を示して貰うように決定をして要望すべきじゃないかという風に私考えております現在迄総務財政委員会に於きましても合同委員会の場合でも根本的な問題について色々意見が交されたのでありますが結局においては矢張政府が評価基準を示さないが故に私達も苦心惨憺し特に島袋さんも色々な面で苦心し苦労して来たのであります結局は那覇市が決めた評価基準に対しては税制審議委員会としては自信は持てないというようなことでありますので又法から見ましても政府の方でこれは決定すべきであってどちらかといいますと地方税法が出来ると同時にこの評価基準を示すのが順当だと思うのであります、そうすれば各市町村は勿論でありますが那覇市としては問題は起らなかったのじゃないかという風に考えるのであります、よって私としては全議員が満場一致でこの評価基準を示して貰うことについて意見を一致させて決議の上速かにその設定をして頂くような行政主席に要望するのが一番穏当な方法だと思うのであります。以上申上げます

○仲井真元楷君

税制審議委員会は基準が示されてなかった又技術的な援助が琉球政府から那覇市に示されなかったためにこれ迄二十数回に亘る委員会を開いて基準の線を決めて行くということに相当苦心を払い相当な時日を要してやって来たのでありまして基準の線を一応時価を決める前の仕亊として六〇％という線をもって来たことは大いに自信あってやっているのであって決して税制審議委員会はこれに自信がないということは申しません当局が八割の線をもって来てやったことも大いに自信をもってやって来たであろうし税制審議会は六〇％の基準の乗率をもって来ることが正しい市民に対する固定資産に対する乗率だと十分信念をもっておるのでありまして決して只今の八番議員の言われるように自信がないということを申しておりません絶対的な自信をもっているということを皆さんに申上げる次第であります

それから只今島袋議員渡口議員の提案した当局に対して基準を早く示して貰うということに対しましては議会の名に於きましても当然早くやるべし税制審議委員会と致しましても豫々からそのことに対しましては極めてそのことを痛感しており又現在の琉球政府としては私達が幾ら早くやって呉れと言って見た處でこちらが思う程速かには恐らく今のやり振りでは早目には出来ないと思う然し乍ら尻を叩くという意味から最も速かにこういう決議をやるべきだということは私も賛成であります

○議長（泉正重君）

只今八番議員、十二番議員、三番委員から政府に対して固定資産の評價基準を示すとか或は技術的援助を与えよということは謳われているに拘らず今日迄政府はそれを見送っている怠慢も甚しい從って早急にそれをなすべしという決議をしたいこういう動議でございますこの動議に対して・・・・

（「賛成」と呼ぶものあり）

この動議を直ちに那覇市議会の名において決議致しまして文書にしますか・・・・

○島袋嘉順君

これを決定する前に政府への意見書及至要望書、これを税制審議特別委員会が過去半ヵ年位やっておりますので一応今日の本会議では政府に意見書を出すと決議して頂いてその意見書乃至決議案作成についてはこれ迄専門的といえば専門的でございますけれども税制審議特別委員会で審議しておりますのでその内容につきましては同委員会にお委せして頂いて税制審議委員会はその趣旨を体して一応意見書乃至要望書を作るそれを議会の全員の決議として送らして頂きたいことを要望致します、それもついでに諮って頂きたい

○議長（泉正重君）

一纒めにお諮り致しますつまり要望書なり意見書なりを起草するその起草に当っては從来の関係で税制審議特別委員会にお願いするその場合に那覇市議会の名において起草しそれを政府に要望するということに御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます依って左様決定いたしまして税制審議特別委員会にお願い致します

○島袋嘉順君

それと同時に立法院にも出して頂く市長も市町村長協議会に出して貰いたい議長は議長会に是非出して貰いたいこれは單に那覇市丈の問題ではない、鞭撻するためにも是非やって頂きたいその点も併せて要望致します

○長嶺将真君

四十一号議案を分析して見ますと島袋議員はこの七〇％に対しては議会として責任を持たない、渡口議員もそういう意向であるし税制審議特別委員会の方は要望である総務財政も税制審議の案を参考にはしておるかも知れませんが独自の立場で修正意見を出しておりますので大体意見の統一はあると想いますのでそれでその侭続行したいと思います

○上間長和君

この問題は先程全体協議会からして質疑は盡きていると思います質疑打切の動議を提出致します

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○久高友敏君

私は去る二十二日の委員会で特に総務財政委員会で取上げて参りました第九款の勸業費の問題であります勸業協同組合補助費という項目が数字的に四万円程ありましたが私特に他の委員もお諮りたし尚態々勸業課長の出席を求めてその趣旨内容をお訊ねしたことがありますがあの時に勸業課長は補助規程があるからそれに基いてこれは補助するのだという御説明がありましたが然し補助規程においては政府の公認による組合法による組合であれば補助していい補助規程とこの予算とかマッチしていない食い違いの点が相当あると思いますと申上げますのは農業関係には或は畜産協同組合とか或は養鶏協同組合とか或は園藝協同組合というのが相当政府の認可を受けた組合があると思いますこの勸業費の方には何らそういうような項目がない特に農業協同組合補助とあるがこれはどうなるかとお訊ねしたら実は補助規程に趣旨は合うけどもこれは農業協同組合じゃなくして特に出荷とか或はその他の畜産とか養鶏とかいったものも含まれているとこう御説明あったと記憶しておりますが、あの時に私は特に委員会で強く要望したのでありますあの時にこの農業協同組合とせんで補助規程に基く直ぐ協同組合補助費ならば巾が大きく持てるのじゃないか、指名せんで協同組合であれば交付規程にマッチするのじゃないか、こういう風な質問をしたら勸業課長はその方がいいだろうそれは本会議において委員会の意見として出そうということになっておりましたが本日委員長報告には何ら認めておりませんが勸業課長説明をお願い致します

○勧業課長（久手堅憲栄君）

二十二日の総務財政委員会でのお答え致しました通り那覇市の協同組合補助金交付規程というのか出来ておりますのでこれにもはっきり謳ってあります布令四十五号による琉球協同組合法の第七条に示された亊業を行う協同組合であれば当然亊業の内容によっては交付しても差支えないものと考えております

○議長（泉正重君）

ではお諮り致します議案第四十一号について先程総務財政委員会から御報告のありました通り総務財政委員会としての修正案が提出されております

從いまして修正案について可否をお諮りいたしたいと思いますお諮り致します市長提出議案第四十一号については総務財政委員会の修正案を可決とする方は挙手を願います

（賛成者挙手）

○議長（泉正重君）

挙手者二十八名多数であります、よって修正案を可決致します

○渡口麗秀君

要望をつけて賛成する積りなのが急にやられたものですから・・・・・・その要望と申しますのは先総務財政委員会から私の意見について縷々説明があったのでありますそれについてその通りでありますがただ勸業費の三・八三％というのは三・八三％でありますのでそれ丈修正しておきますなお私の反対した理由といたしまして結局税收を削るには寧ろ勸業費におきましても土木費に於きましても経費が足りないということをはっきり勸業課長も土木課長も認めておりますので出来得べくんばその方向に今迄削った予算を頂きたいという希望であったのであります處が現実の問題として今決りましたのでこれは止むを得ないのでありますが將来追加予算で他に財源が考慮される場合には是非勸業課長が持っている那覇市の産業計画の構想を実現させるためになお土木課長が四苦八苦している土木費について追加予算で計上して頂くようにそれからもう一つ小禄の方から要望のあります處の屠場の増築の問題でありますが予算が足りないので本予算では出来なかったということでありまするが追加財源があればその面に機会を見て追加して頂くように要望意見を今の修正意見に附加したいと考えておりますが社会亊業面についてもそういう風な財源がありましたら追加して頂くように要望意見を付したいと思いますがどうぞ皆さん御賛同をお願い致します

○議長（泉正重君）

日程第二十二市長提出議案第三十五号及び日程第二十八市長提出議案第四十一号については総務財政委員会の修正案の通り可決致すことに御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます依って左様に決しました

○島袋嘉順君

議長の捌き方が余りに鮮かでありますので・・・先程考慮して頂くようにおお願い致しました市長提出議案二十二号でございますが議員の手当に関する問題それは総務財政委員長から一部少数意見として私の意見として出して貰っておりますけれどもこれは特に当局に一応可決になっておりますので特に当局に要望致しますこの五七年度の予算に現れた問題として職員のベースアップの問題があるこのことにつきまして少数意見の中にも謳い又委員長の報告にもありましたが一律に議員も含めて一律にベースアップを五％にして貰いたいこのことはこのことは市長以下三役並びに議員の良心にかけてやって貰いたいと思う必要であれば只今可決になりました委員会からの四十一号の修正案これを再び臨時議会を招集してでも今出しております要望意見を是非当局でも良心的な立場で担いで貰いたい、必要であれば明日修正してでもこの問題を出して頂きたい臨時議会を招集してでもいいからこれは市民の問題にもなっているようですから市民からあと腐れのないように正しく取扱って貰いたい

――― ○ ―――

（「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

日程第二十九市長提出議案第四十二号一九五七年度那覇市水道亊業特別会計歳入歳出予算についてを議題と致し建設委員長の御報告を願います

○建設委員長（儀武息睦君）

只今議題となりました日程二十九の議案第四十二号一九五五年度那覇市市道亊業特別会計歳入歳出予算について建設委員会に於ける審査の経過並びに結果につき御報告申上げます本案に関しましては去る十三日本委員会にその審査を付託され十八日午後二時委員会を開催委員十名出席の下に主管部課長の出席を求めその審査を行なったのであります本案については最初に当局の詳細なる説明を聴取しその後、委員会に於て活溌なる質疑がなされたのでありますその主なるものを申上げますと三目の固定資産保存費が前年度予算五十二万五千四百九十七円に対し本年度予算が百三十九万三千四百四十六円となっているが本年度で八十六万七千九百四十九円増になっている理由を質したのでありますそこで当局の答弁によりますと三目の固定資産保存費で一番大きい額が資材集積所移築工亊費と旧施設排水管撤去補修工亊費でその他は量水器の取付補修費であり、その内九十三万九千円の資材集積所移築工亊費であるが現在の場所は区画整理地区に入っており何れ換地されるので今年度予算に集積所の移築工亊費として計上したため昨年より八十六万七千九百四十九円増になっているというのであります、尚下水道調査費については現在下水道はないので調査費は不要ではないか、又土木の下水溝と違う点等について質したのでありますが本質疑に対し当局では一昨年から下水道の調査はしておりこの下水道は水洗便所の汚物を対象としての下水道で公衆衛生面是非必要で此の計画は今後も続ける積りである尚日本では下水溝の汚水も下水道に接続させて排泄しているし、出来得ればこの面も調査研究致したいというので、これを了とし尚又今回の給水技帰の増員に対して今後水道亊業の拡大に其の充実を想はせるもので適切なる処置として本案に関しては微に入り細に亘り質疑がありましたが結局全員異議なく原案通り承認致した次第であります

○議長（泉正重君）

お諮致します議案第四十二号一九五七年度那覇市水道亊業特別会計歳入歳出予算につきましては質疑討論を省略して只今の建設委員長の御報告通り原案を可決して異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異ないと認めます依って左様確定致します

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

日程第三十市長提出議案第四十三号一九五七年度那覇市区画整理亊業特別会計才入才出の予算についてを議題と致し建設委員長の報告を願います

○建設委員長（儀武息睦君）

只今議題となりました日程第三十の一九五五年度那覇市土地区画整理亊業特別会計歳入歳出予算市長提出議案第四十三号について、建設委員会に於ける審査の経過並びに結果につき御報告申上げまます

本案は去る十三日本会議に於て本委員会にその審査を付託され十八日午後二時委員会を開催委員十名出席の下に主管部課長の出度を求め議案第四十二号の審査後引続き本議案の審査を行ったのであります。本議案の審査を行う前に先ず当局の一通りの説明を聴取し、その後委員からの活溌なる質疑がなされたのであります。其の主なる亊項は替費地の問題で前年度予算額より五千四百三十八万四千九百四十四円減になっている、理由を質しました処、当局の答弁は替費地を六十％区画整理をして処分する予定のところ進行が遲れたために次年度に繰越し工亊完了後処分する様にしたので減額となったというのであります、そこで替費地のまま早く売ることによって区画整理の亊業運営がスムースに進むのではないかと思われるがどうかというのに対し区画整理亊業は特別会計であり、出来得る丈替費地を区画整理して売ることに依って亊業が成立つものであるというのであります又辻町の墓地移動に依る後仕末八千七百万円の補助に依る区画整理の関係等の詳細質疑がありましたが適切且つ妥当なる応答がありこれを了としたのでありますが最後に職員費の三目諸手当の節に雑手当の三十八万円の質疑があったのであります、これの答弁に対し区画整理は当沖縄では始めてのケースであり技術面亊務的面、又は登記亊務等相当専門的な仕亊があるので年次計画亊業として最後迄立派な区画整理をして行くには多年の経験を有する専門家を必要とするので日本から招聘して指導を受ける人に対する手当だというのでありますが現在区画整理を完了した処もあるので職員に於ては経験もあり、又研究も積んだことと思うので不必要ではないかと思うがどうかと詰問されたのであります、この質疑に対しては色々当局よりの説明もあり又委員である建設亊業の請負者である新垣善太郎氏の話に亊業遂行に当っては月十万円であろうと専門家を招聘しなければいけないないという話もあり結局一九五七年度那覇市土地区画整理亊業特別会計歳入歳出予算につきましては滿場一致原案通り承認致した次第であります

○議長（泉正重君）

只今の議案第四十三号について何か御意見ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

お諮り致します市長提出議案第四十三号一九五七年度那覇市区画整理亊業特別会計歳入歳出予算につきましては質疑討論を省略して只今の建設委員長の御報告通り原案可決してよろしうございますか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます依って左様確定致します

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

次日程第三十一市長提出議案第四十四号一九五七年那覇市歳入歳出追加予算についてを議題と致し総務財政委員長の御報告を願います

○総務財政委員長（高良一君）

只今議題となりました日程第三十一の議題四十四號一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算について当委員会の審査の経過並に結果につき御報告申上げます

本案は議案第十八号一九五六年度那覇市歳入歳出更正予算と関連し特別補助亊業費及起債事業費の繰越の明確を期する意味に於ける予算措置であり歳出歳出共充分検討致しましたが議案第四十一号一九五七年度那覇市歳入歳出予算修正に伴い本案の既提出予算額に於いて修正を余儀無くされ御手元に差し上げてある本委員会修正案通り原案の一部を修正の上承認を致した次第であります

以上簡單に御報告申上げ各位の御賛同を得たいのであります

○議長（泉正重君）

只今総務財政委員会長の御報告通り四十一号議案を修正致しました結果矢張り議案第四十四号に対する総務財政委員会の修正案が出ております先程可決致しましたのでお諮りする迄もないと思いますが只今の総務財政委員会の御報告通り総務財政委員会の修正案につきましては可とする方は挙手を願います

（全員挙手）

○議長（泉正重君）

全員御賛成であります市長提出議案第四十四号一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算については総務財政委員会の修正案通り可決致しました

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

次にお諮り致したいことがありますので暫く休憩致します

（午後六時十分休憩）

――― ○ ―――

（午後六時十五分再開）

○議長（泉正重君）

再開致します、日程第三十二市長提出議案第四十五号土地賃貸借契約についてを議題と致しましてお諮り致します、内容は既にお分かりだと思いますが

○上間長和君

この土地の賃貸借契約は所謂林業試験場でありますが御承知のように今次の大戰におきまして沖縄は殆ど植林がなくて將来の林業政策に対しては相当重要な役割を示すものと信じております、よって植林政策の基本である處の林業試験場これを市内に誘致する意義は相当大きいと思いますのでこれを可決して頂きたいと思います

○大山盛幸君

今の意見に賛成でありますがお訊ね致します、この契約については勿論試験場からの話もあったと思いますがこの場所にどういう風に樹を植えるか、樹の種類をお知らせ願います

○財政部長（長嶺良松君）

この試験場は小禄の蔡温苗圃という處から移って行きますので詳しいことは私聴いておりませんがただ林業の試験地にするから又それは琉大との関係もあるからというので小禄の試験地から見た場合には木麻黄チャーギなど建築資材薪になるようなものを植えることと察せられます、詳しいことは聞いておりません

○大山盛幸君

該場所は御承知のように戰前は非常に、あの虎頭山の松をもって名高い場所であった現在の處首里那覇小禄即ち那覇市近郊には琉球松がないあの場所は確かに琉球松に適する場所だと思いますが勿論木麻黄とかチャーギも植え乍らその間に要望として必ず琉球松を植えて貰いたいことを要望致します木麻黄ばかりではどうも風致の問題からしてもよくないと思いますそれで特に林業試験場が手を入れるとなると今迄あの方面には金を入れてやりたいが管理の面で十分に成果をあげることが出来なかった林業試験場が手をつけてやると管理面も十分行きますので五ヵ年後には相当の成長した樹木を見ること出来るとこう思いますがこの成長した五ヵ年後の所謂契約を打切った場合の成長して残った樹木に対しては如何なる約束があるか

○財政部長（長嶺良松君）

そういうものに対しましては別に約束はしてありません

○大山盛幸君

これは是非約束をして貰いたいと思います。恐らくこれは市に提供されるものだと思いますが万一を予想してこれもその他必要と認めることについて契約するとなっておりますので契約書の中にはっきり五ヵ年後の樹木の件につきましてはっきりして頂きたいと思います

○宮里敏慶君

これは賃貸料の問題と関連しますがこの七百坪は畠であるか、山であるかよく分かりませんがこの年五円というのはどういう基準で五円になっているかお訊ね致します

○財政部長（長嶺良松君）

原野であります五円の基礎は向うでも普通民間のものを考えました場合に三円から四円が相場でありますが政府の人が来られた場合に五円は向うでも予算を取ってあるからということで五円に決めた訳です

○宮里敏慶君

こういう林業の保護育成は賛成でありますが軍用地の問題と多少関係して来ないかと思う民間は地料を上げなさい上げなさいといって主席以下総辞職まで決意しているような時に軍には安いから高くせよと言い乍ら民のものはこんなに安くするのは軍用地の問題と関係があると思うが軍用地の関係を考えたことはないのですか

○財政部長（長嶺良松君）

それを言えばきりがないだろうと思います、お互の琉球の植林計画に入りますのでそれはそういう方面から考えんようにせなければいかんだろうと思います

○議長（泉正重君）

お諮りします市長提出議案第四十五号については原案通を承認いたすということにして可決して異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます依って左様に確定致します

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

日程第三十三市長提出議案第四十六号町名変更についてを議題と致し質疑に入ります

○上間長和君

本案につきましては過日の琉球新報紙上の「私の意見」に一市民より沖縄市那覇、沖縄市首里にすべきである暫定措置ならば真和志との合併の暁においては御尤もな意見でありますが本員は暫定的にも一時的にせよ首里の名稱を抹殺することは妥当ではないと思います御存じの通り首里の名稱は琉球歴史の見地からも又琉球文化の発祥地であり琉球民族の存続に関しても大きい意義がありますので本議案は読会を省畧して可決確定議に付して頂くようお願い致します

○宮里敏慶君

今の二番議員の町名変更の件については私は反対ではございませんが那覇市においてペリーという変な名前がついておりますこのペリーという名前もこの際アメリカ名前を取ってのけるために何とか町名を変えて欲をいえば垣花町が山下町にして頂きたいと思います

○助役（嘉手納並水君）

近い將来に旧那覇市名も全部町名を変えることになっておりますからその時にやりたいと思っておりますその時に一斉に変えようと思っております

○宮里敏慶君

首里と同時に変えるという意思はございませんか、こんな特殊な名前ですから急を要すると思います

○大山盛幸君

六番議員の御意見大変傾聴に価すると思いますが町名変更の問題が出ておりますがそれはその面でやって頂きまして本議案の四十六号は合併当初から叫ばれた要望でもありますので二番議員の提案した通り読会省畧で確定して貰うようにお願します

○議長（泉正重君）

お諮りします市長提出議案第四十六号町名変更について御異議がないようでありますので原案通り可決することに御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます依って左様確定致します

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

議亊日程順序変更についてお諮り致します。日程第三十四乃至第三十六のバスターミナル関係の三議案は最後に審議して頂き日程第三十七の決議案を日程第三十四に繰上げこれを片付けて行きたいと思います左様取計うことに御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます、依って左様に決しました

○議長（泉正重君）

只今変更されました日程第三十四の決議案第二号を議題と致し提案趣旨説明を求めます

○仲井真元楷君

開南交番所前から与儀試験場迄の道路は政府の方で色々屁理屈をならべてどうも工合が悪いということをいっておりますがこれでは大変困りますのでここに書いてあります以上に時に経済道路になり時に物凄い悪道になりますのでよろしく御賛成して頂くようお願い申上げます

○議長（泉正重君）

お諮り致します日程第三十四号の開南交番前から中央農業研究指道所前交点迄の道路舗装方について決議案第二号はその侭承認してこれを決議することに御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます依って左様確定致します

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

日程第三十五、三十六、三十七は各関連致しますので一括議題と致し当局の提案趣旨説明をお願い致します

○財政部長（長嶺良松君）

議案第四十七号及び四十八号について御説明申上げます本市の都市計画に副い並びに交通機関の規制を図るため旭町にバスターミナルを建設することについては先に議会で議決になりまして、又融資面においても琉銀と話合もつきまして既に着工の域に到達しております、このターミナルを建設するに当りまして今回国場組よりこの建築に附随してターミナル本館の地下室を建設して市に対しこれの寄附願いがあります寄附の条件と致しまして次に述べるように二つの条件が付されております。即ち、一、工亊の都合上ターミナル本館の工事請負を地下室の寄贈者である国場組と契約すること、一市は地下室の寄贈を受領した後、国場組と使用契約を結ぶこと、以上の二点であります、この件について検討致しました場合前者は技術面と関連致しますのでこの次の議案第四十九号の説明で述べることと致しまして後者の使用契約について少し吟味致したいと思います、当初市のバスターミナル建設計画では地下室の建設は含まれていなかったのでありますがこの地下室の寄附願を受けることによりましてバスターミナルは更に充実される訳であります国場組と致しましては市の建設計画に対しまして側面よりの援助をしたいという意向から申出たのであります、市にとってもバスターミナルの施設の拡充完備を図ることは希望する處でありこの地域の繁栄の上からいってもこの寄附を受領したいと思います然し乍ら反面寄贈者側と致しましても厖大な資金を投入致しますので寄附条件にもあります通りその使用を認めることが妥当と思いまして地下室受領後国場組と使用契約を締結致したいと思います。宜しく御審議下さるようお願い致します。掻摘んで申上げますとバスターミナルの地下に四百坪の地下室を造って寄附するからそれを適当な月五万円の使用料で貸して呉れ然しその代りバスターミナルの工亊は国場組に請負わして呉れということであります宜しくお願いします

○議長（泉正重君）

四十九号の御説明を願います

○建設部長（安次富長昌君）

議案第四十九号につきまして御説明申上げます、この議案第四十七号議案と関連致しておりまして工亊をしますに当りましては地下室工亊と分離施工しては不適当だと思いましてこれを寄附して呉れる国場組社長、国場幸太朗氏と請負契約した方がよいとこう考えまして提案してある訳でございます宜しく御審議お願いします

○議長（泉正重君）

この取扱についてお諮り致します。只今議案四十七号、四十八号、四十九号は一応建設委員会にその審査を付託致しましてその審査を終了致しましてから直後に当局の方から臨時議会を招集して貰うと申上げるのはこの案件丈でなく陳情書の処理がまだ一七件残っておりますのでこれを会期議会で終了するというとは少し無理な感じが致します。それで只今の四十七号、四十八号、四十九号の三議案は質疑開始前に建設委員会に審査を付託する建設委員会は議会閉会中の継続審査をなし審査経過報告によって又質疑を開始致しまして討論表決にもって行きたいその臨時議会の際に更に十七件の陳情書の処理も致したい、こういう風にお願いしたいと思いますが御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます左様取計うことに致しまして市長提出議案、第四十七、四十八、四十九号の三議案について閉会中と言えども建設委員会において審査を継続するということに議決して御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます依って左様決定いたします

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

それを以ちまして第十二回の議会を閉会致します議会閉会に当り市長に代って助役から御挨拶があります

――― ○ ―――

○助役（嘉手納並水君）

御挨拶申し上げます二十日間に亘ってこんなに暑い處をよく晝となく夜となく御審議下さいまして誠に有難うございました御決議になりましたことは市長にも強く御告致したいと思います長い間御苦労さんでございました議決になった亊柄は今後愼重に執行面に移したいと思っております有難うございました

（午後六時三十五分閉会）

――― ○ ―――





一、本日の会議を行った場所

市会議室

一、出席議員氏名


 
  	議長
  	泉正重
  	議員
  	辺野喜英興
 

 
  	副議長
  	長嶺将真
  	同
  	真栄田義晃
 

 
  	議員
  	上間長和
  	同
  	宮城清三郎
 

 
  	同
  	仲井真元楷
  	同
  	嘉数ツル
 

 
  	同
  	森田孟真
  	同
  	儀武息睦
 

 
  	同
  	新垣善太郎
  	同
  	比嘉佑直
 

 
  	同
  	宮里敏慶
  	同
  	高良一
 

 
  	同
  	喜久山朝重
  	同
  	糸数昌剛
 

 
  	同
  	渡口麗秀
  	同
  	久高友敏
 

 
  	同
  	喜瀬康一
  	同
  	高良清二
 

 
  	同
  	上原光男
  	同
  	照屋正徳
 

 
  	同
  	崎山喜達
  	同
  	渡口政行
 

 
  	同
  	島袋嘉順
  	同
  	大山盛幸
 

 
  	同
  	玉那覇有義
  	同
  	備瀬知良
 

 
  	同
  	比嘉朝四郎
  	同
  	赤嶺慎英
 








一、市当局より参与せる者の職氏名

記


 
  	市長
  	当間重剛
  	出納課長
  	喜瀬慎太郎
 

 
  	助役
  	嘉手納並水
  	都市計画課長
  	花城直政
 

 
  	收入役
  	大湾政順
  	区画整理課長
  	金城弘円
 

 
  	総務部長
  	幸喜克彰
  	建築課長
  	宮平粂男
 

 
  	財政部長
  	長嶺良松
  	土木課長
  	上原直次郎
 

 
  	建設部長
  	安次富長昌
  	水道課長
  	東江誠忠
 

 
  	社会部長
  	上地安昭
  	泊港務所長
  	山里永達
 

 
  	総務課長
  	亀島入徳
  	社会課長
  	平識善徳
 

 
  	勧業課長
  	久手堅憲栄
  	労務課長
  	比嘉政謙
 

 
  	戸籍課長
  	饒平名知謙
  	衛生課長
  	安座間喜松
 

 
  	財政課長代理
  	新垣淑哲
  	首里支所長
  	与儀清三
 

 
  	税務課長
  	城田清才
  	小禄支所長
  	赤嶺一男
 

 
  	徴税課長
  	島袋完栄
  	消防隊長
  	登川正太郎
 




一、事務局出席者


 
  	局長
  	新垣良正
  	書記
  	新垣襄二
 

 
  	書記
  	友寄隆太郎
  	同
  	湧川朝興
 

 
  	同
  	新垣繁
  	
  	
 








一、会議録署名人

一九五六年十二月十七日

七番議員　　　　喜久山朝重

一九五七年一月十一日

二三番議員　　　糸数昌剛

一九五七年一月十一日

那覇市議会議長　泉正重
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